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摂津国と河内国の国境上にある大和川 ,今池遺跡は、つい数年前まではまっ

たく知られていませんでした。昭和52年度に実施した試掘調査で追跡があるこ

とがわかり、昭和53年 4月 に当調査会が調査を開始して、九二年を経過しまし

た。この間広大な面積を調査し、また第 1地区の調査報告書を刊行することが

できました。

ここに上梓する報告書は、第 3地区、第4地区、第 5地区の報告書でありま

す。長期間にわたる調査では、酷暑・厳寒の中、担当者・調査員の皆様に多大

の苦労をかけ、関係各位の御協力のおかげで調査を完遂することができました。

また、調査の実施にあたっては、立命館大学日下雅義先生、堺女子短期大学

嶋田暁先生、関西大学網千善教先生、同志社大学鈴木重治先生、松原市史編さ

ん室出光睦己先生からいろいろと御指導いただき、さらに日下先生、出水先生

よりは玉稿をいただきました。文末とはなりましたが厚く御ネし申し上げます。

昭和55年 3月

大和川 。今池遺跡調査会理事長

高 尾 正 三
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例

1.本書は大和川下流西部流域下水道今池処理場建設に伴う大和川 。今池遺跡第 3地区・第 4

地区・第 5地区発掘調査報告書である。

2.本調査は大阪府 (代表者 南部流域下水道事務所長)の委託をうけて大和川 。今池遺跡調

査会があたり、事務局は堺市教育委員会社会教育部社会教育課内に置いた。なお、調査に要

した費用は全額大阪府が魚担した。

3.調査は大阪府教育委員会・石神 恰、堺市教育委員会・奥田 豊の指導の下に、堺市教育

委員会技術職員・森村健一、大阪府教育委員会技師・大野 薫、松原市教育委員会技師・足

立俊彦の三名があたり事務は西野淳―があたる。それぞれの担当は下表に記したとおりである。

4.調査の実施にあたっては大阪府教育委員会・井藤 徹氏、堺市教育委員会・北野俊明氏、

石田 修氏、樋口吉文氏、十河稔郁氏、大阪府南部流域下水道事務所、界市下水道部、松原

市下水道部、小平 登自治会長、西野 正自治会長、地元各位、飛′鳥・奥村・鴻池 。大末共

同企業体から協力を得た。

5.土層・遺物等の色調は農林省農林水産技術会議事務局監修『新版標準土色帖』 (1967、 日

本色研事業)に よった。また基準高は特に記さないかぎりO.P.+10.00mに 統一した。

6.本書の編集は森村が担当し、執筆は森村 。大野・足立のほか、川1口宏海・古園哲朗・渡邊

みどり。上野俊雄・足立 寛があたり、文末に氏名を掲げた。

7.昭和55年 3月 31日 までの調査終了地ならびに対象面積は下表のとおりである。

地 区 名 担  当  者 建 設 構 造 物 面  積 調 査 期 間

第 1地区 森村健一 第 一 水 処 理棟 3,500ポ 昭和53年 4月 1日 ～6月 14日

第 2地区 森村健一 関 電 配 電 塔
２
ｍ 目召和53年 5月 20日 ～ 6月 10日

第 3地区 森村健一 汚泥マ肖化タンク 4,500ド 昭和53年 12月 1日 ～54年 3月 31日

第 4地区 森村健一 管理棟・沈砂池 10,000ド 昭和53年 12月 1日 ～54年 3月 31日

第 5地区 大野 薫・足立俊彦 汚 泥 処 理 棟 3,850ぽ 日召和54年 6月 25日 ～10月 25日

第 6地区 森村健一 ボイラー室ほか 4.000ド 昭和54年 12月 1日 ～55年 3月 31日

試掘調査 森村健一 汚泥処理棟 ボイラー室 700∬ 昭和53年 12月 1日 ～55年 3月 31日

口



発掘調査参加者

調 査 員―川口宏海、植田一正、渡邊みどり、奥野朋子、山本 薫、西谷啓三、菊地明美、
森村糸己代、古園哲朗

調査補助員一河合隆次、安村俊史、積山 洋、藤田道子、市場健次、岸 託男、木村晃久、
岡本 晶、島川一郎、山口昌宏、山中竜一、原須美子、前田庄一、原田徹弥、
吉田 聡、小谷友二、上野久隆、井上憲生、石原 誠、上野俊雄、西山祐司、
吉野 実、大岡康之、西岡君雄、池尻祐典、前田千鶴子、辻本記公子、勝田幸枝、

田中佐知子、上野浩司、足立 寛、大谷達彦、加藤芳樹、宇那木隆司、加藤淳次、

佐藤 彰、津村雅洋、近藤昌樹、長谷川仁、伊藤 昇、奥  斉、杉本一浩、

下川昌一、松本 浩、古賀 彰、尾崎孝一、蔵城生雄、蔵後 力、藤井 勝、

喜多哲也、長岡雅也、秋吉匡一、石丸廣道、早川直也、川口賀子、井畑真弓、

滝川昌宏、岩本佳代子、木村真弓、井上浩四郎、津村季之、村谷陽子、米田糸屯子、

井上直子、森  薫、榊原 香、藤田順子、藤本さつき、大石智子、岩本静江、

宮脇敏子、森 康代、鈴木登紀子、島村実佐、重水利美子、高瀬昭子、中澤明美、

小松祐子、松本美穂、荻野容子、乾 充子、安藤由里、片本伸江、山口里美、

青山裕子、伊藤洋子、片木智子、長田真弓

内業作業員一佐伯ケサ子、上原ムッ子、森本久美子、西野善子、青木満規子、池田房子、

都 悦子、山本良子

8.遺構略号は次のようにした。

T又はSBは建物  P又 はSKは土渡 。柱穴 E又はSEは井戸

石製品については、便宜上左をA面 と、右をB面 とした。
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I 遺跡の位置と環境

本遺跡は、大阪府堺市北東部より松原市北西部にわたる地域、行政区画上の大阪府堺市堂盤

町から松原市天美西町にかけて広範囲に広がる、古墳時代の集落跡を中心とする遺跡である。

この地域は、大阪府南部の和泉山脈より】ヒ方に延びる洪積台地がとぎれ、沖積平野へと移行

していく地域にあたる。追跡は、このうちの上町台地根幹部の洪積段丘中位面東縁に立地する。

東方は旧西除川の氾濫原となっている。周辺は、近年まで条里制地割がよく残る、溜池の多い

のどかな田園地帯であった。しかし、現在は大阪市のベッドタウンとして急速に都市化されつ

つあり、早晩自然は原形をとどめぬまでに変貌をとげるであろうことが予想される。

1.旧石器時代

この時期の遺跡は二上山付近や泉南地方では数多く存在するが、周辺ではほとんど報告され

ておらず、尖頭器が出土した堺市百舌鳥本町遺跡があげられるのみである。′
(註 -1)

2.縄文時代

これも上町台地北端部や泉南地方ではかなり知られているが、この地域では堺市南榎町追跡
(註 -2)

で中期の石鏃・石ヒが数点出土したことが報告されているだけである。この様に旧石器・縄文

時代のこの地域の様相は、一応の人跡を認め得るのみで、いまだ全容を把握するに至っていな

い。

3.弥生時代

弥生時代の追跡数は10数ケ所を数え、前代に比べて急激に増加する。大阪市域に最つとも多

く、住吉区西住之江町遠里小野追跡、同区南住吉町住吉第 8地点遺跡、同区同町住吉第 7地点
(註-3)                 (註 -4)            (註 -4)

遺跡、同区山之内町住吉第 6地点遺跡、同区遠野小野町山之内遺跡、東住吉区瓜破東之町瓜破
(註-5)

遺跡、同区瓜破狭川町瓜破北追跡等がある。
(註-8)

遠里小野遺跡以下4遺跡は、新大和川北側の上町台地頂部付近に集中して立地する。距離的

にみて 1～ 2追跡に統合して考えてよいと思われるが、いずれも小面積での調査成果ゆえ関連

が栖めていないいまは別個の追跡としてとりあげておきたい。遠里小野遺跡は1938年 9月 に調

査され、第I様式の鉢形土器・サヌカイト製打製石器・土師器などの他に多量の蛸重形土器が

出土している。他遺跡も同様に蛸壺形土器が出土している。ここは狭間川が大阪清に注ぎ込む、

いわゆる潮口部にあたる。堀田啓一氏はこれについて「飯哨は水の澄んだ所には生息せず、ど

(註-7)
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第 1図 今池遺跡と周辺遺跡
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第 2図 反正天皇陵古墳垂直写真

ちらかとドえば海水のよどんだ青黒いところを好み、潮口部を中心に淀んだ地域があつて、飯

蛸漁などをしつつ生活していた人々の居住地であったろう」としている。また、海岸からの登

口に除しても潮口部は便利で、そのような地理的条件もあったろうと述べている。集落の立地
(言

=-9)
は生業や自然条件と切 り離 して考えられず、注目すべき見解であろう。

瓜破遺跡は瓜破台地の北端の低湿地を望む位置に立地 している、農業生産を基礎とする遺跡

である。戦前より新大和川川床から弥生時代前期～古墳時代前期にかけての追物が多量採集 さ

れており、弥生式上器と共に採集された王芥の貨泉はとりわけ有名である。近年では1975年 と

1977年 に新大和川北側域で本格的な発掘調査が行なわれ、遺跡の全容がほば明らかになった。

それによると、集落は弥生時代前期より営まれ、中期には周囲に大濤を巡 らし、内側に建物群

と土獲墓群をもつ大集落としてあり、古墳時代前期までの長期間存続 した追跡であることがわ

かる。

堺市域では、中田井町田出井遺跡 (消滅 ?)、 三国ケ丘町三国ケ丘遺跡 (全壊 )、 北花田町北花
(註 -10)

田遺跡、南花田町南花田遺跡等があげられる。

前の 2遺跡は、小量の弥生式土器・石器等の造物の出土が伝えられるのみである。北花田遺

―- 3 -―



第 3図 百舌鳥湯の山古墳遺物出上状態図

跡では弥生時代のピットと中世の井戸が検出され、弥生式土器・瓦器・曲物等が出上 している。

しかしながら、調査面積の関係上明確な全体像はいまだにつかめていない。

この様に弥生時代に入ると遺跡数は急増する。また瓜破北遺跡の様に特定地域内で長期間継

続 して営まれる、中心的大集落が出現 してくる。この様な集落は大阪平野南部においていくつ

かあげられる。長原遺跡や池上遺跡、四ツ池遺跡等がそれである。このような大集落は、他の

遺跡に比べて政治的により傑出した集落であると考えられ、弥生時代のこの地域の様相を暗示

させる。

4.古墳時代

大阪市域では住吉区西住吉町住吉第10地点追跡、同区遠里小野町住吉第4地点遺跡、同区杉
(註 -13) (註-13)

本町住吉第 3地点遺跡、同区遠里小野町住吉第 1地点遺跡、同区山之内町住吉第 5地点遺跡、
(註-13) (註-13)

東住吉区瓜破東之町花塚山古墳等がある。
(註 -14)

第10地点遺跡以下 4追跡は、先述の遠里小野遺跡と同地域にあり、 1～ 2遺跡としてとらえ

られる可能性がある。出土遺跡としては、須恵器・土師器等の一般的なものの他に蛸壷形土器

。土錘等が出土 しており、この遺跡が弥生時代から引き続いて営まれたことを想定 させる。
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第4図 三宅遺跡出上、羽釜形土器

花塚山古墳は墳丘が削平され、今日では姿をみることはできないが、相当規模の古墳であつ

たことが伝えられている。この地域には、この様に墳丘が削平され痕跡だけをとどめる古墳が

数多くある。六反古墳跡や城山古墳跡、最近の発掘によって明らかになった長原古墳群等がそ

れである。長原古墳群では約19基の小規模古墳が確認されている。これらを統括して広義の「長

原古墳群」とする意見もあり、平野部の新たな古墳群として注目されている。
(註-15)

堺市域では北三回ケ丘町田出井山古墳 (伝反正陵)、 その陪塚の天王古墳、鈴山古墳、新掘町
(註 -16) (註 -16)   (註 -16)

今池遺跡等がある。
(.I-17)

田出井山古墳は全長148m、 後円部径76m、 前方部幅110mの大古墳である。最近近傍で行な

われた発掘調査によって同濠が 2重であったことが明らかとなった。鈴山古墳は 1辺 22m、 高
(註 -18)

さ3mの方形墳で、 1重の周濠 をもつ。天王古墳も 1辺 19m、 高さ3mの方形墳である。これ

らの古墳は百舌鳥古墳群の北端に位置 している。

今池遺跡では、洪積台地中位面の谷間をぬって北上する狭間川を利用 した大濤と、「コ」字形

に木枠で形成した水霊祭芹E跡が検出され、出土遺物より5C後半から6C中頃を中心に祭斤Eが

行なわれていたことが明らかとなった。またこの遺跡発掘によって、周辺の洪積台地に生活遺

跡が存在することが推察 されることとなった。

松原市域では、松原市上田伝丹比柴籠宮跡、三宅町三宅遺跡、上田町上田町遺跡、上田町樋

野ケ池古窯跡等がある。
(註 -22)

伝丹比柴籠宮跡では、名称通 りに宮殿址を思わせる遺構・遺物は現在のところ検出されてい

ない。 しかし最近の発掘調査で、古墳時代の前期～中期を主とした北流する旧河道と数本の濤

跡が検出され、多量の古式土師器の出土をみた。その中には人為的に埋設 したと思われるもの

もある。三宅遺跡は、記紀の記載にある「依羅屯倉」跡推定地として考えられている遺跡であ

-5-



るが、この追跡の範囲内も近年発掘された。しかしながら、古墳時代の遺構は調査地区内から

は検出されず、後述する中世の遺構が確認された。しかし、遺物包合層からは須恵器片等が出

土しており、周辺に古墳時代の遺構が存在する可能性は十分にあると考えられている。上田町

追跡は1964年 と1973年 に調査され、第 1次調査では明確な遺構は検出されなかったものの、古

式土師器が出土して話題を呼んだ。第 2次調査では、松原警察署構内で古墳時代のピットと中

世の遺構が検出され、須恵器 (古墳時代中期)。 弥生式上器 。本杭等が伴出した。古式土師器は、

今だ決定的な位置付けがなされておらず、これらの遺跡の調査成果が注目される。樋野ケ池古

窯跡は、洪積台地中位面の谷間をせきとめた通称、樋野ケ池の「波消し」として残存した部分

に露呈する須恵器窯跡である。従来は、数基が小丘陵の斜面に群集していたものと考えられる。

表面採集された遺物から判明した事実として、技法・形態に鮮明度がなく、焼成・胎土にも陶

邑古窯跡のそれとはやや異なるなどの諸点があげられる。尚、窯の使用時期は6C前半と考え

られる。

この様に、古墳時代に入ると遺跡数はさらに増加し、水利能力の低い洪積台地中位面にも集

落が営まれるようになる。この時代はまた、この地方を扶む様にして古市・百舌鳥の 2大古墳

群が営まれ、陶邑古窯跡群が営まれるなど目立った動きが見られ、政治 。経済の中心地であっ

たとされている所から、今後研究が進むにつれてこの地域の様相についてさらに大きな成果が

あげられる。

5.古墳時代以降

大阪市域では住吉区山之内町住吉第 2号地点遺跡 (奈良時代～平安時代)、 同区千外町津守廃
(註 -23)

寺跡 (奈良時代～鎌倉時代 )、 東住吉区瓜破東之町瓜破廃寺跡等がある。

津守廃寺肋は1945年代に調査 され、存在が確認されている。しかし、他の追跡についてはい

まだ不明な点が多い。

堺市域では、新金岡町新金岡町所在遺跡、北三国ケ丘町北三国ケ丘遺跡、依羅池跡等がある。
(言

=-26)   (註
-27)

新金岡町所在遺跡では、13C～ 14C頃の 2棟の掘立柱建物と規則性をもつ濤、墓拡、井戸等の

遺構が検出されている。またそれに伴なう瓦・羽釜・甕・瓦器・陶磁器等の遺物が報告されて

いる。特に墓拡については、出土 した白磁や青磁 をもとに文献史料を併用して、附近の在地領

主であった和田氏のもの、との結論が出されている。北三国ケ丘遺跡では、深さ lm程の南北

方向に走 る濤から14C末頃の瓦器・瓦 。瓦質甕・埴輪等が出土 している。埴輪は田出井山古

墳からの流入物であると考えられ、同古墳の築造時期判定の貴重な資料となっている。依羅池

跡は、本追跡の西側に存在する、『記・紀』にも数ケ所記載がみえる古代の池である。近年まで、

その所在地については諸説唱えられ、結論をみるに至っていなかったが、新大和川をはさんだ
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形で洪積台地中位面の低地 を利用 して作られていたことが最近の考古学的調査や地籍調査、大

依羅神社所蔵絵図等から復元され、確証を得るに至った。

松原市域では、三宅町三宅遺跡があげられる。三宅遺肋は西除川の1巳濫平野の東側、瓜破遺
(註-28)

跡のある洪積台地中位面の西縁辺部に位置する。最近の発掘調査によって、12C後半～13C前

半の掘立柱建物数棟と数多くの排水濤を検出した。今後の周辺地域での調査が期待される追跡

である。

この他に、本遺跡の南約1.5kmの 所には、古代の道と推定されている長尾街道がある。また本

遺跡周辺には、東西 。南北方向に整然と区画された条里制這構が広がっている。

長尾街道は、古代の河内国国府の所在地と推定される藤井寺市国府より田出井山古墳の北側

にある方違神社まで一直線に西進する道で、これを岸俊男氏は「大津道」に比定 している。氏
(pt-29)

はこの他に、難波京の中軸線より南進 して松原市と堺市の境界線に至り、長尾街道に達する南

北方向の古道があるとの説を唱えている。この古道が実存 したとすれば、それは本遺跡内を通

過することとなる。しかし、いままでの調査地区内では、検出されていない。

次に条里制遺構についてであるが、この地域の条里の里・条の起点や坪付を述べたものに由

井喜太郎氏の論文がある。それによると、丹比郡の条里は里の起点を長尾街道 に置 き、条の起
(:=-30)

点を摂津国住吉郡に接する北山・南山・枯木・油上 。我堂を含む線に置いて、西南隅より東北

隅に数える坪割となるとされる。この他『堺市史』続篇第 1巻では、河内国依羅郷に隣接する

摂津国大羅郷の長尾街道】し側の条里が、いずれも「一ノ坪」から「六ノ坪」を欠 き、河内国依

羅郷に接する南北方向の条里が「六ノ坪、七ノ坪」、「十八ノ坪、十九ノ坪」、「三十ノ坪、三十一

ノ坪」 を欠くことが報告されている。そして、これを「摂津国大羅郷は『オオヨサ ミ』と読み、

河内国依羅郷とともに、依羅池・依羅屯倉のあった地域であり、依羅造・依羅宿爾・物部依羅

など、依羅諸族の本貫地であり、両郷は極めて共通 した性格をもつ地域である。従って、この

連地域縦断して摂津国境が設けられたことによって、条里坪付が政策的に不整合なものにされ

たということができよう。」と説明している。

〔古代氏族〕

この地域の古代氏族として文献上に見えるものに依羅氏がいる。今これを年代順に追ってみ

ると、

史料 1、 『日本書記』仁徳天皇42年 9月 条

庚子朔、依羅屯倉阿再古、捕異鳥、献於天皇日、臣毎張網捕鳥、未曽得是鳥之類、故奇

而献之。天皇召酒君、示鳥日、是何鳥央。酒君対言、比鳥之類、多在百済。得馴而能従人。

亦捷飛之掠諸′亀。百済俗号比′亀国倶知、屠3時乃授酒君令養馴。未幾時而得馴。酒君則以

幸橋著其足、以小鈴著其尾、居腕上、献千天皇。是日、幸百舌鳥野而遊猟。時雌雉多起。
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乃放鷹令捕。忽獲数十雉。

史料 2、 『日本書紀』皇極天皇元年 (642)5月 条

乙未 (5日 )、 於河内国依網 (羅)屯倉前、召翅岐等、令観射機。

史料 3、 『西琳寺縁起』養老 6年 (722)3月 23日

一、僧宝等事

天平十五年帳云

僧沙弥並廿二口僧十六僧 認 垂豊元
僧借住

僧行會 亀椛
四
 摂冨軍僑マ駒推鶉悪舞遷姦隻公験

(中略)              (羅
)

僧知蔵 亀子克
~ 
理製早些腎奪⊆健議謳馨裟留只談

男廣鳥

(中略)

右四僧不知去

史料 4、 『続日本紀』神護景雲元年 (767)7月 条

辛未 (24日 )、 河内国志紀郡人正六位上山川造魚足等九人、賜姓山川連。同国同郡人

従六位上依羅造五百世麻呂、丹比郡人従六位下依羅造里上等十一人、依羅連。

史料 5、 『新撲姓氏録』号1仁 6年 (815)7月

河内国神別 起管生朝臣。 尽等扁直。六十三氏。

天神

(中略)

物部依羅連

神饒速日命之後也。

矢田部首

同神六世孫伊香我色雄命之後也。

(中略)

柊多治比宿祢

火明命十一世孫殿諸足尼命之後也。男兄男庶。其心如女。故賜欅為御膳部。次第男庶。

其心勇健。其力足制十千軍衆。故賜靱号四十千健彦。囚魚姓靱負。

丹比連

火明命之後也。

史料 6、 『新撲姓氏録』写1仁 6年 (815)7月

1可内国諸蕃 起高宿爾。尽伏丸。五十五氏。

漢
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(中略)

三宅史

山田宿爾同祗。忠意之後也。

(中略)

依羅連

出自百済国人素爾志夜麻美乃君也。

山1可連

依羅連同祀。素欄夜麻美乃君之後也。

以上となる。史料 1、 2については、そのまま信じるわけにはいかないが、依羅に屯倉が置か

れて依羅氏がその管理にあたっていたことだけは読みとっていいと考える。「阿51T古」につい

ては直木孝次郎がカバネの一種であるとし、その伝承から大化以前の皇室と密接な関係のある

ものが多いとしている。そして、宮職としての阿比 (弾)古が詣1定 され、機能を発揮 した時期

を5世紀を中心とする時期だと考えられるとしている。また依羅屯倉については、井上辰雄が
(註-32)

「もともと屯倉は、穀霊信仰と顕著に結びついていたであろう。」とし、「屯倉でも開墾地に立

つ屯倉として初期に属する点に注目すれば、大王に対する御贄貢献がほぼ五世紀初頭 にすでに

成立していたと考えてよいであろう。」としてその性格 を説き、「屯倉の管理者は御贄貢献を最

も重要な職掌としていた」と依羅屯倉阿 BIT古の性格 についても説明している。これで依羅氏の

′性格がほぼわかろう。

また史料 4か らは、 8C中頃の依羅一族が下級官僚 として国家機構に組み込まれていたこと

が読みとれる。

次に出自であるが、史料 6では「百済国人素lla夜麻美乃君也。」とし、史料 5では「物部依羅

連」としている。屯倉設置に関 しては物部 。大伴氏が深 く関係 しているとされるから「百済国
(註-32)

人云々」はともかくとして物部系の氏族であることが考えられる。そして 9世紀初頭 までは、

確実に系譜が続いていたと考えられる。

居住地については、正確にはつかめないが、依羅池附近より依羅屯倉跡とされる松原市三宅

町にかけての一帯であろうと思われる。

史料では、依羅氏の他にこの地域の氏族として矢田部首 (大阪市住吉区矢田附近 )、 三宅史

(松原市三宅町附近 )、 欅多治比宿繭 (丹比郡中)な どが見え、このうち矢田部首は物部依羅連

と同神をもつから依羅氏と深い関係にある氏族であろうと考えられる。また志イ己郡の山川氏も

同様であろう。文献上では以上のことが考えられる。

〔式内社〕

式内神社は『延喜式』巻九 神祗に以下のように記されている。
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ネ申名上  ヨ墓内 冥選道

(中略 )

畿内神六百五十八座余孟唇尊毛錘

(中 H各 )

河内国一百十三座

大廿三座☆星幾藉員
就中、

小九十座善
宮

(中略)

丹 比 郡 十
一 座

余 貢 鮭

丹比神社
鍬靱    阿麻美許曽神社鍬靱

狭山提神社森警F次  大津神社三座
鍬靱

酒屋神社
鍬靱    菅生神社奔警

月次

田坐神社      標本神社鍬靱

この うち本遺跡近辺のものとしては阿麻美許曽神社があり、大阪市東住吉区矢田枯木町 に現存

している。 また北方 には、大依羅神社 (同市住吉区庭井町33)が ある。

阿麻美許曽神社は、スサノオの命 を祭神 とし、西除川の近傍 に位置する神社である。大依羅

神社は、依羅池の北側の池畔にある神社で、依羅我彦の祗建豊波豆羅和気王を主祭神 とする。

(森村・川 口)

註

註-1 三浦周行監修『堺市史』第一巻 堺市役所 1929年
註-2 中西弘光「堺市南榎町の縄文遺跡」 『古代学研究』 1号
註-3『 大阪府史蹟名勝天然記念物調査報告』第十二輯 大阪府
註-4 瀬川芳則『住吉の上代遺跡』1959年
註-5 註-4参照。
小林行雄『日本考古学概言乃  創元新社 1951年

註-6『 大阪府文化財分布図』 大阪府教育委員会 1977年
註-7 山本博「河内国大和川床出上の弥生式遺物に就いて(lL 『考古学雑誌』第30巻第■号他
註-8 不明「大阪市土木局の共同溝建設に伴う瓜破北違跡発掘調査結果について」 (現地説明会用パンフレッ

ト)大阪市教育委員会 1973年

註-9 堀田啓―「住吉周辺の考古学散歩 (― )」  『すみのえ』通巻152 春季号 1979年
註-10 註-1参照。
註―■ 堺市教育委員会 1980年発掘調査
註-12 堺市教育委員会 1975年発掘調査
註-13 註-4参照。
註-14 森浩―・井上素共編『大阪府史』第 1巻古代編 I 大阪府 1978年
註-15 註-14参照。
註-16 註-14参照。
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註-17 森村健一『今池遺跡』_学校予定地内発掘調査報告書一 今池遺跡調査会・堺市教育委員会 1976年
註-18 森村健一『反正陵二重濠確認調査概報』 堺市教育委員会 1980年
註-19 松原市教育委員会 1979年 12月 発掘調査
註-20 松原市教育委員会 1979年 8月 発掘調査
註-21 原口正三「大阪府松原市上田口丁遺跡の調査」 『大阪府立島上高等学校研究紀要』復刊 3号  1968年
註-22 註-20参照。
註-23 註-4参照。
註-24 註-6参照。
註-25 樋口吉文『新金岡町所在遺跡発掘調査抄報』 (中世墓地の調査)堺市教育委員会 1978年
註-26 堺市教育委員会 1977年発掘調査
註-27 森村健一『大和川・今池遺跡』―第一地区発掘調査報告一 大和川・今池遺跡調査会 1979年
註-28 註-20参照。
註-29 坪井清足・岸俊男共編『古代の日本』 5近畿 角川書店 1970年
註-30 由井喜多郎「河内国条里の研究」 『ヒストリア』13号
註-31 直木孝次郎『日本古代国家の構造』 1958年
註-32 竹内理三編『古代の日本』 1要説 角川書店 1971年

文 化 財 一 覧 表  (『大阪府文化財地名表』大阪府教育委員会 1977よ り抜粋 )

大阪市

跡

号

通

番
文化財名称 種  類 時  代 文化財所在地 所有者 地  目 立 地 摘 要

住 吉 行 宮 跡
大阪市住吉区

墨江中

国及

住 吉 大 社

史 跡

lL吉 第 8号

地 点 追 跡
弥生 古墳

大阪市住吉区

南住吉町 2丁 目
運  利 三 畑 台 地

範囲 (N― S10m E― W10m) 土
師器片、須恵器片、石鉄、 (我 孫 子 中学

校) 半壊

住 吉 第 10丹

地 点 追 跡
散 布 地 古   墳

大阪市十と吉区

西十と吉町 2丁 目
大 阪 市 水 倒 低 湿 地

範囲 (N― S 5m E― W15m) 須
恵器片 (我孫子中学校 瀬川芳則 )
瀬川芳則 :住吉の上代逮跡 全壊

住 吉 第 7丹

地 点 追 跡
弥生 古墳

大阪市住吉区

西tと吉町
山 本 敏 男 畑

範囲 (N― S20m E― W15m) 石
鉄、小型土錘 (瀬川芳則 :我孫子中学校 )

瀬川芳員1:住吉の」:代進跡  全壊

住 吉 第 4号

地 点 進 跡
lL 居 跡 古 墳

大阪市住吉区

遠里小野町 3丁 目

関西電力(K

その他

川 本 正 一

間 瀬  章

All 合 地

N― S30M E― W5mの 範囲 須恵
器 (杯、蓑、壷、魅、上錘 )

鉾状土製品 石鏃 1(瀬川芳則  我孫子
中学校 )

瀬川芳則 :生と吉の上代進跡 半壊

住 吉 第 3号

地 点 遺 跡

大阪市住吉区

杉本町 3丁 目
山野商事 KK 宅 地 地

範囲 (N― S10m E― W10m)全 壊
須恵器 (甦、壷、高杯、蓋杯) 土

“'器(甑、杯) 桃の実験 (瀬川芳則 )
瀬川芳則 :住音の上代遺跡

lI吉 第 1号

地 点 遺 跡
住 居 地 ?

大阪市住吉区

逮里小野町 2丁 目
関西電力KK 畑

範囲 (N― S20■  E― W20m)須 恵
器、■師器、土錘、鋒状土製品 (我孫子

中学校 瀬川芳則)'
瀬川芳員に住吉の上代遺跡 半壊
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跡

号

迫

番 文化財名称 種  類 時  代 文化財所在地 所有地 地  目 立 地 摘 要

住 吉 第 2号

地 点 追 跡
散 布 地

大阪市住吉区

山之内町 4丁 目
関西電力 KK 宅   地 台   地

範囲 (N― S20m E― W20m)土 鐘
(我孫子中学)瀬川芳則 :住吉の上代進
跡  半壊 瓦 (奈良～平安 )

住 吉 第 5号

地 点 遺 跡
住 居 跡 古   墳

原田栄治郎

1まか

範囲 (N― S10m E― W30m)須 恵
器片、鐸状土製品 (瀬川芳則 我孫子中
学校)瀬川芳則 :住吉の上代追跡 全壊

住 吉 第 6号

地 点 遺 跡
Vx 布 地 弥生 古墳

(市営住宅 )
大 阪 市 藷舟釜齢舟聾盈躙

お藝ガ妄蔦送計1裁ギ魯楚食齢讐曹裂葛∫
大学 者苦学 資料 日録 (P228)

山 之 内 追 跡 弥    生
大阪市住吉区

遠里小野町
宅   地

瓜 破 進 跡 弥生前～後

大阪市東住吉区

瓜破束之町

(大阪市瓜破霊園 )

弥生式上器、貨銭、木製品「農耕文化の

生成J

106 津 守廃 寺跡 寺 院 跡 奈良～鎌倉
大阪市住吉区

千身押丁

昭和20年代に発掘 J・l査 古瓦 土器出土

加 美 北 遺 跡 集 落 跡 弥生～古墳
大阪市平野区

)1美鞍件11日 85

弥生式上器・上側i器

堺 市

跡

号

避

番 文化財名称 種  類 時  代 文化財所在地 所有地 地  目 立 地 摘 要

田出井町遺跡 弥    生 堺市中田井町 2〕 宅   地 台   地

弥生式土器、石器 (石鏃、磨製小石油う

「先只時代及び原史時代の進跡」

全壊と倉飾 れる。 (堺市史第 1巻)昭 2

発見

8
田出井山古墳

(販正天ユ陵♪
前方後円墳 古 墳 中

堺市

北二国ケ丘町 2〕
ゼ1 内 田丁

(山   林 )

墳 墓 地

(丘 陵 端 )

台   地

(同堤 )、 同濠 1重、段築、造出 (左 )、

長軸方向 N― S(伝反正天畳1陵)保存良好

(完存 )、 全長148m 後円径76m

前方をLttHOm

9 天 工 古 墳
(円  墳 )

方 形 墳
古 墳 中

堺市

北二国ケ丘町 3!
山    林

台 地 上

平 J!地

1辺 13m、 反正天萱t陵部塚、保存良好

鈴 山 古 墳
(古  墳 )

方 形 墳

1辺 22m、 高 さ3m、 同濠一重、段築、

墳丘保存良好、反正天ヨЧ陵部塚、墳丘の

西側漂残存、東、北、南側道路及び空地

のため破壊

こ国ケ丘迫跡
堺市

二回ケ丘町南 11
宅   地

(丘   陵 )

台 地 上

弥生式上器、石器(石包丁、石鉄、

石斧、磨製石斧、土器紡錘車)

「先史時代及び原始時代の追跡」

史第 1巻 )大 13発見

石字傘、

(堺市

-12-



跡

号

遵

番
文化財名称 種  類 時  代 文化財所在地 所有者 地  目 立  地 摘 要

南 花 世1逮 跡 弥 生 中 j/1市 南花HI町 平 地

北 花 世I追 跡 tと 居 ユ小
弥 生 中

古   墳
球市北花HI町 ,1く 日1 宅地 平 地

範 ljtfaOO X 500 m連 構大型ビ ノト(弥生 )、
,「アi(鎌倉)、 弥生式上器 (壷、ため壷等 )
石鉄、瓦器 (関大考苦学pF究室 )、 西除川
の流域に子と置 し、水い1耕作のために削 り
とられ、深いビ ント引'声等を残す。区画
整理により盛土 されている。破壊の危険
!上プく。

札 王 国 ケ丘

逮    跡
Vx 
布 地 古墳～鎌倉

171市

耳し二国ケ丘 2J

スズ山占墳「
tl辺

堺市教育委員会発掘調査、耳し野俊明

1977

方辿 神社 の

くろがねもち

堺市

耳L二国ケ丘町2182
堺 市

府天

今 池 避 跡 沸 古 墳

堺市

新堀町 1丁85-2
(通称今池 )

森村健  「今池逮跡J堺市教育委員会
1976 3

向 泉 寺 跡 堺市ニロケ丘

松原市

跡

号

巡

番
文化財名称 種 rll 時 代 文化財所在地 所有者 地  日 立  地 摘 要

2 ,｀}比柴駆ゼf跡 rf 殿 跡 古 墳 後 期 秩原市J■ 1ワ 15 安 松  茂 畑 工を 地 平 地

範LT4N S 1200m EW1000m ttf跡 を証

明する資料は発見されていない。 大正
9年 、昭和H9年史跡指定

■ 日I町 迫 跡 集 落 ll 古 墳 前 期 松原市 」:HI町 郵政■ロカ含 そt 地

弥生式上器、古代土詢F器、須志器『大阪

府立島上高年学校

'F究

紀雰む復 Fけ 3ナチ

(1968)『節 香 仙む第27手ナ (1975)

前方後 P〕墳『大 blx府 の歴史』 (1975)

8

二 宅 (屯 倉 )

選 樹
古 墳 後 期 古 墳 後 輝j 松原市と二宅、 |し場

範側 (N S 200 FW 180m)屯 倉を証
HHす る資料は発見されていをい。

-13-



Ⅱ 調 査 経 過

調査に至る経過

大和ナ|卜・今池追跡は古墳時代の集落遺跡であるが、歴史から忘れ去られてしまい、大阪府及び

堺市の埋蔵文化財分布図にもまったく記されていなかった。この追跡が同知されるようになっ

たのは、本地域に大阪府下水道部が下水処理場建設を計画し、それに対して1977年 に「堺市宅地

開発等指導要項」に基づき堺市教育委員会が 2回にわたって試掘調査を実施 したことによる。試

掘調査の結果地表下30cm～ 50cmに遺物包含層が認められ、また遺構の存在も予想されるところ

であったので、処理場建設計画が実施された場合、遺構の破壊はまぬがれないものと考えられ

た。下水処理場の建設と遺跡の保存をめぐって大阪府下水道部・大阪府教育委員会・堺市教育

委員会はそれぞれ協議を進めてきたが、汚水・雨水の流域や処理後の水の放流の関係で大きく

地域を変更できないこと、処理場建設に必要な敷地が本地区以外では確保し得ないこと、下水

処理場建設が人急の事業であること、などから当該地区での処理場建設も止むを得ないと判断

され、「重要な遺構が検出された場合、保存に配慮する」ということで下水処理場建設に先立っ

て発掘調査を実施する運びとなったものである。

調査の実施にあたっては大阪府教育委員会・堺市教育委員会・松原市教育委員会の三者で調

査会を結成し、事務局を賜市教育委員会社会教育課内に置いてこれにあたることになった。調

査会の組識は下のとおりである。

大和川・

理 事 長

副理事長

理  事

今池遺跡調査会 (発足時)

高尾正三 (堺市教育委員会教育長)

戸神繁― (堺市教育委員会教育次長)

谷川秀害 (大阪府教育委員会文化財保護課長)

萩原行夫 (堺市教育委員会社会教育部長)

土井源幸 (松原市教育委員会指導部長)

吉田敬道 (堺市文化財保護委員)

小谷方明 (堺市文化財保護委員)

福島雅蔵 (堺市文化財保護委員)

木永雅雄 (関西大学名誉教授)

深井久男 (堺市教育委員会教育次長)

門

　

事

顧
　
監
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監 滝野正秀 (松原市教育委員会指導部次長)

高橋健雄 (堺市教育委員会財務係長)

中村楠美 (堺市教育委員会社会教育課長)

石神 恰 (大阪府教育委員会文化財保護課技師)

奥田 豊 (堺市教育委員会社会教育課文化財保護係長)

事務局長

調査部長

調査主任

以上の経過を経て1978年 4月 1日 から同年 6月 14日 まで第 1地区 (第 1水処理棟建設予定地 )

の発掘調査を実施 したが、その結果10数棟の掘立柱建物ほかを検出したことはすでに報告した

とおりです。

発掘調査の着手前に第 1期下水道計画に上がっている処理場内の北半分について南部下水道

事務所作製の500分の 1の現状図に100m方眼の杭打ちを行った。10m角杭 と説明板を設定した

が現在 (昭和55年 3月 31日 )も 遺存しているのは、「C― Ⅱ」と「D― Ⅱ57」 だけである。尚、杭

名は、北からA、 B、 C……、西から I、 Ⅱ、Ⅲ……、各ブロック内をそれぞれ10m方眼に図上作

製し東西に「平行式」に1～100ま で名付けた。

調査区域の設定には、第 1～ 5地区に関しては、各工事の影響範囲内にとどめていたが諸施

設を連絡する管廊の取 り扱いがクローズアップされ将来にわたる保存行為が不実行となる事を

考え合わせると工事区間を撲合 したいわゆる面的な調査に変更することを南部下水道事務所に

提示し、再度の協議の後、「接合型」の調査方法を採用、実施することにした。

次に人員の確保についての問題となると調査員と調査補助員の確保と育成に上げられよう。

調査員については、雇用期間の制限から京都・仏教大学大学院生を、調査補助員については、

関西大学 。仏教大学 。大阪市立大学・同志社大学 。近畿大学・阪南大学・桃山学院大学等を採

用 した。内業での調査員を3～ 4人、調査補助員として女子学生を中心に春・夏休みの期間を

利用して事を進めてきた。

土器洗浄・ネーミング・石膏入れについては、近隣の主婦を採用する事によって辛うじて報

告書作製までこぎつけてきたが少なからずや必要な考古学的な知識を修得した学生が全体の約

半分にもみたない事には多少の不安の念を持ちつづけている。しかし、数次にわたる長期採用に

よって一定の考古学的水準に達した発掘調査から報告書へという一貫作業が成し遂げられてきた。

第 3地区の保存  棟持柱を有する掘立柱建物については、その重要性 を考慮して30cmの砂と

4mの盛土によって永久保存へと決定した。尚、その際、管廊については一部設計変更の協力

をいただいた。保存区域は、「D― 169」 。「D― Ⅲ60」 ・「D― Ⅱ70」 ・「D-179」 を結ぶ 4点内で

ある。

事
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2.調 査 日誌

第 3・ 4地区及び試掘調査日誌抄

昭和53年 11月 24日                 山が南と異なり灰黄色微砂粒土になる。

地元関係者、南部下水道事務所にあいさつを    第4地区、東 。西壁土層図作製
イ子う。                                  日召不日54年 1月 19日

午後から発掘調査方法、安全作業について内    第3地区、南西隅で棟棒 主ヽを有する掘立柱建
部の打合せ。                   物を検出した。 1間 ×1間

昭和53年 11月 26日                   昭和54年 1月 23日

発掘調査請負業者と発掘方法、安全作業等に    試掘第 7地点において地山を掘り込んだ柱穴
ついて細邸の協議。                らしきピットを検出した。その地点より東側

昭和53年 12月 4日                  は、o.5m降下するので4地区のかね合いから

第3地区の草刈 :廃材その他の資材片が散乱    建物群は、この微高地に限定される。
していた光め思うように作業が進まない。     昭和54年 2月 2日
昭和53年 12月 6日                 第3地区の中央から耳ヒ狽Jにかけて、40ヶ所に

第3地区の耕作土及び盛上の排土開始。       およぶ耕作用井戸が検出された。
床土の直下は、黒tFJ色粘質上の包合層が見ら    試掘地点の土層図を完了、やはり東狽Jは、土
れた。又、近世期の耕作用井戸が多量に検出    地条件図にみられた西除川の氾濫源内に入る。
されそうである。                  昭和54年 2月 5日

昭和53年 12月 10日                  中央部、北側で地山直上層から弥生式土器、

第3地区の包合層掘削開始。            土師器、管玉出土

第4地区は包含層上面まで機械掘削によって   昭和54年 2月 20日
排上開始。                    P-7よ り布留式土器・高杯を、P-8か ら
昭和53年 12月 21日                 は須恵器・土師器片と伴出して鉄滓出土。

第 3地区、D― Ⅱ-60～ 70ま で地山面へ掘り   昭和54年 3月 7日
下げ西壁面の精査。                第3地区、P-16と 呼ばれる耕作用井戸が桶

昭和53年 12月 25日                    側である事が判明した。

第3地区、D― Ⅱ-60黒 tF」色粘質土中より滑    第4地区、条里制畦畔を精査しその部分のみ
石製勾玉出土したが遺構に伴うものではなさ    %の 縮尺で土層図作製。
そう。                        昭和54年 3月 25日 ～29日

昭和53年 12月 27日                 第 3・ 4地区共に、航空測量用の精査を行い

第3地区、D―Ⅱ-62よ り「元豊通宝」出土。    同時に各遺構の写真撮影を実施。
第4地区、機械掘削分完了、午後の打合によ   昭和54年 3月 30日
って仕事始めを昭和54年 1月 8日 とする。      午前10時に航空測量を行った後、直に耕作用
昭和54年 1月 9日                 井戸の前割調査に入る。

第 3地区、周囲四壁の精査と土層図の仕上げ。   約4ヶ 月内の調査期間に15,000∬ を対象に調査
昭和54年 1月 11日                出来たのも学生諸君の努力である。(森村)

第 3地区、D―Ⅱ-30～ 33ま で掘削完了、地

-17-
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第 5地区、調査 日誌抄

6月 25日 調査方法につき検討する。その結果、
調査区域を地形変換部分で西イ貝1と 東狽1に分け、

さらに南側突出部を加えて三つに区分し、調査

は西狽1か ら始めて、順次作業を東イ貝1、 南狽1突出

吉Iに移すことを決めた。

6月 26日 ～ 7月 7日  進入路工事の後、調査区
域西側を包含層上面まで機械掘削する。排水濤

掘削中に古墳時代の井戸 (S E01、 S E02)を

検出する。

7月 9日  調査区域西狽1の壁面精査と、東イ貝1の
機械掘削を始める。壁面精査が完了した所から

逐次、土層実測、写真撮影を行なう。

7月 13日  南槻1突出部を除く区域の機械掘削を
終了する。

7月 14日  壁面土層実淑1、 写真撮影を終了する。
7月 16日  調査区域西側の包含層上面精査開始。
7月 19日  包合層上面より杭跡及びピットを検
出し、ピットから「至和元宝」等の銅銭が出土。

7月 25日 杭跡及びピットの掘削と、実測、写
真撮影を行なう。関西大学教授・網千善教博士

が来られ、御教示を得る。

7月 26日 調査区域西側の包含層掘削開始。
7月 27日 ～ 8月 3日  S E01、 S E02の掘削を

する。その結果、 S E01か ら須恵器の高杯脚部

と土師器の高杯杯著Iが、 S E02か ら土師器の甕

高杯、小型丸底壺が出土した。

8月 4日  S E01、 S E02の実浪」、写真撮影を

終了する。

8月 8日  包含層中より須恵器瓶子、石鏃、鉄
器等が出土する。

8月 17日  竪穴住居 (S B01)を 検出する。
8月 23日 調査区域西狽1の 包含層掘削を終了し
上面精査を始める。

8月 24日 ～ 8月 31日  掘立柱建物 (S B02、 S
B03)、 土拡 (S K10、 S K29)、 井戸 (S E03)

等を検出①

9月 1日  調査区域西イ貝1の遺構掘削開始。掘削
が終了した遺構から、実測、写真撮影を行なう。

9月 10日  調査区域東側の包含層掘削開始。
9月 11日 ～23日  包含層掘削が終了した所から
逐次上面精査を行なうが遺構は検出されない。

9月 24日  南狽1突 出部の機械掘削開始。
9月 27日  南佃」突出部の包含層掘削を、調査区
域東側の包含層掘削と並行して進める。

9月 28日 調査区域東側の包含層掘削を終了。
9月 29日 ～10月 13日  南似1突出部分の包含層掘
削続行。包含層掘削が終了した所から逐次上面

精査、遺構掘削を行なった結果、奈良時代の上

拡 (S K41)と 近世以後の素掘 り井戸数基を検

出。実測、写真撮影を行なう。

10月 14日  土層観察用の畦畔断面の実測、写真
撮影を終了し、取 りはずす。

10月 15日 ～17日  航空測量のための全面清掃を
行なう。

10月 18日  航空測量実施。
10月 19日 ～24日 地質調査のため、平面 4× 4
m、 深さ4mの掘削を、バックホーで10箇所行
なう。

10月 25日 掘立柱建物の柱穴を断ち割 り、掘方
の検出と実測を行なう。

本日、10月 25日 をもって、大和川今池遺第 5

地区の発掘調査を終了する。(足立)

-19-
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調

1.既調査区
第 1地区発掘成果

T字形に設定された濤は、掘立柱建物群と企画性をもって掘削され 5世紀後半から約 100年

内にまたがり使用されたが、後、集落の廃絶 と共にしていた。検出された14棟の掘立柱建物

群を伴出土器や建物の主軸から建築段階を4期 (6世紀前半～後半)に分類した。それらの掘

立柱建物を分析するとI期には単位集団の首長たる大型住居を構築しているにもかかわらず倉

庫は存在せず、Ⅱ、Ⅲ期に推移するや単位集団の自立性が表出する。その具体的事象として、

円形に配設された掘立柱建物群内に大型住居と倉庫、さらには、構成員の住居にプラスして付

属建物が3棟組み込まれた内の 1棟 に大型な建物で共同作業場と考えられる。Ⅳ期に属する建物

群は北イ員1に偏在し、前の時期よりも衰退が認められるものの倉庫は一応、群内に含有している

が、この単位集回の終末へとたどる。

この他に、特長付けられるものとしては、各建物築造期の住居と井戸が組み合わさっている

ものと、集団の存在時期を通じて利用された井戸に分類される。前者は構成員の個人管理とい

う自発的な性格タイプ

を有し、後者は、集団

の共同管理を促がす事

象といえる。

洪積台地中位の東緑

上に設定されたこの掘

立柱建物群は、さらに

周辺に広がると思われ

濃密度の発掘調査が必

要である。

第 8図  井戸最下層遺物出土状態

Ⅲ
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第 9図  第 1地区 遺構全体写真
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第 2地区発掘調査概要

この地区は、第 1地区の南側に位置し、関西電力特別鉄塔用地として400∬ について発掘調

査した成果で、行政区画上、松原市天美西 7丁 目223番地に所在する。

検出された 3本の濤は、方画状に設定されたらしく、濤-1は、0.5～0.6m、 濤-2は 1,3

3～ 1.4m、 濤-3は、1.2mの幅を計測するが濤底は0.1～ 0,3と 比較的浅い。

調査区域のほぼ中央部において検出した掘立柱建物は、 3間 ×3間 (6.1× 6.lm)の東西に

主軸をおいた建物で、各柱穴は不定形を呈する。柱穴痕もふぞろいで0.1～ 0.3mと 幅がある。

柱穴からは、後述する井戸状遺構-1出土の土師器群とほぼ同時期とおばしき土師器片が出土

した。

井戸状遺構-1は、

逆凸形に掘削されて段

差部分に布留式土器、

甕、高杯を出土した。

(2、 3)の追構からは、

遺物は検出されていな

いが埋土からみて、同

期に営まれたものであ

ろう。掘立柱建物と井

戸状遺構を組み合わさ

って検出された事に興

味深くし、又、濤は 6

世紀前半～中期にかけ

て使用されていた。こ

れらの遺構に、四方に

拡大していく蓋然性を

十分考えられる。

第10図 第 2地区、遺構配置図、井戸遺物出土状態
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記紀にみる「依羅池」 について

「池」が古代において経済的、政治的な重要性を有する事は、同知の事実でもある。特に大和

'I卜

今池遺跡のような洪積台地中位という生産性の低い土壊にあっては、その必要性が認知され

る。それが、当時の集落群成の一要素であるなら洪積台地の窪地や、小河川をせき止めたダム

状の溜池に対して、考古学的な視点をかえなければならない。

森 浩―は「河内湖の南側と新たに安定させた広大な水田地帯に給水……」と述べ依羅池の
性格を濯漑用と考験しさらに日本書紀・仁徳天皇43年 9月 条に触れて「中国の池でやっていた

養漁 。補鳥というようなものへも少し注目しなければならない」と説いている。

掘田啓―は、依羅池を大阪市住吉区庭井町から堺市常盤町 3丁付近に設定しているのには賛
(.I-10)

同出来るが、その池に流れ込む水系を新西除川として図示しているが川床のO.Pと 依羅池底高

を考えた場合又は、新西除川の開整が新大和川付替え時に伴 うことが考拠 しているのでこの解

釈には同意し難い。

日本書紀・崇神天皇62年 10月条に「 (是月)造二依網池_造」古事記、崇神天皇条「又、是之御

世、作二依網池_、 亦作二軽之酒折池_也」とあり記述をそのまま鵜呑にするならば古墳時代
に依羅池を築造し、農業生産性を高揚 していたことになりこの記述の前後にも他地域において

「池」を造る記述が再三みられ、特に、河内の紋山地方に「池」「灌漑用水路」に充当するものを

構築するという具体的な文章が表出する。

渡来人である秦人の技術を利用して土木工事を完成させていた事が古事記、仁徳天皇条「又

役二秦人_作二茨田提及茨田三宅_、 又作二丸透池、依網池_、 又掘二難波之掘江_而通海、
又、掘二小椅江_、 又定二墨江之津_。」と記されていた。

日本書記、応神天皇13年 9月 条に「瀾豆多摩直、豫佐瀾能伊戒砥、奴郡波区利、破陪鶏区辞

羅砥、委遇比菟区、伽破摩多曳能、比蘇餓羅能、佐鮮区鮮羅期、阿餓許居呂鮮、伊夜千古職辞

氏。」とあり依羅池には、ひつじぐさ科の多年生水草である専菜すなわちぬなわが池に繁茂した

情景を歌にしたものであろう。

古事記 。応神天皇条「水溜る 依網の池の 堰材打ちが 挿しける知らに 専繰 り 延へけ
く知らに 我が′bし ぞ いや忌にして 今ぞ′晦しき」と歌い上記とほぼ同義の内容が見受けら
れた。

日本書紀・推古天皇15年冬条には「是歳冬、於二倭国_、 作三高市池・藤原池・肩用池・菅

原池_。 山背国、掘二大溝於粟隈一。且河内国、作二戸苅池・依網池_。 亦毎レ国置二屯倉

_。 とみられ屯倉の設置ともに数多くの池の築造が正史に記載している旨を考えると当時の古

代国家において国単位の池の築造がいかに重大なメリットを所持していたかを窺わせる。
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考古学的にも最近の試掘調査によって、「池」の有機質層も確認された事もあって確実
に、依

羅池の範囲を、現在の行政区画では北は大阪市住吉区苅田町11丁目、我孫子町、南は新大和川

を換んだ堺市常盤町三丁目に属しラグビーボールに類似した平面形を呈したようで約35万rに

及ぶ池であると考えられる。各資料を総合的に判断して大和川
。本池遺跡の西側に隣接して所

在し西 。南側は旧地形上の高度から自然堤を主とし、オヒ側は多分に人為的な築堤が考えられる.。

吉  ~・ 区

第12図 依羅池復元図
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第11薗  「大和川開婆前地方図」(大依羅神社所蔵)
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「依羅池古図」(大依羅神社所蔵)
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2。 第 3地区及び第 5・ 6地区試掘調査

第 3・ 4地区及び試掘地点の現状と調査方法

昭和35年当時の航空写真では、条里制遺構の畦畔が極めて良好な保存状況を示す地帯で10年

前まで水田耕作地として利用されていた。堺市西除処理場建設後は、調査区域の西・北
。中央

部に幅員 6～10mの バキューム車道とその迅回路が設置されていた。南側、中央部には、周辺

工事に伴う10X10mの攪乱穴が知られたが深さは遺構面よリマイナス50cm程度であった。その

他、第 3地区内には、】との今井戸川に向って流れていた「Y」 字形の新設排水路中には、多量

のヘ ドロが堆積していた。

水田耕作の休止後、雑草の繁茂していた第4地区は、条里制畦畔上を走る工事車道と西端の

関西電力・高圧線鉄塔以外には、目立った攪乱はない。

第 5。 6地区の埋蔵文化財に関する資料を得たが前者と同様でさして大きな攪乱はない。
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第14図 第 3地区、地区割図
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堺市が作製 した 500分の 1の地形図に使用されている基準点から当遺跡 を図化する事によっ

て将来、建設された工事部分であっても遺構の復元を可能とした。

昭和53年度に設定した追跡内の 100m方眼を細分した10m方眼を調査区域内に広げ造物の取

り上げや図化の基本とした。

本追跡のような、広範囲の調査区については以上の基準杭が必要で将来にわたる考古学的な

十分な活用、応用が出来るものと考えられる。

(1)層 位

南北の層位については、東・西壁から、東西の唇位変化を知り得る為に南壁と南より20m毎

にセクションを残し土層観察を行った。

表土から地山まで極めて浅いのでベルト状堆積を基準に線引きし鉄分沈澱層という微々たる

層位の変化は、層別けの対象にはしていない。これは、各層が単一時期の堆積上でない事によ

る。ただし、地山直上の 5～ 10cmの単一時期の堆積と考えられる包合層については、遺構の掘

り込み、切り合い関係に気をくばり数度の精査を繰り返した。

西壁面

旧耕作土上には、0.3～ 1.8mの盛土又は、バキューム車道が敷きつめられており北側半分以

外は、旧耕作土すら削平された状況にあった。基本的な層位を旧耕作土 (灰オリーブ色土・ 5

Y%)、 床土 (暗灰黄色土・2.5Y%)、 オリーブ褐色土 (2.5Y%)、 灰褐色粘質土 (7.5Y%)、 黒褐

色粘質土 (10Y R%)の 5層 に細分出来た。粘質土の地山は、フラットではなくその性質上、

小さな隆起が多い。中央部よりやや北よりの一部に、灰黄色粘質土と地山上のレンズ状堆積が

認められた。又、】ヒ狽1に は、最近の水田耕作時に残存していた幅1.5m、 深さ0.4mの 排水路を

確言忍した。それに伴う畦畔は、削平されていた。

東壁面

北端よりには、車道の下敷による盛土がある以外は、旧耕作土がそのまま露呈していた。

基準層序は、西壁面の 5層 と同一であるが大きく帯状堆積としては4層 に限定されよう。耕

作土、床土を除く包合層 (3、 4、 5)は、約0.3～ 0,4mの 厚みを有する。地山 (明黄褐色粘

質土 。10Y R%)は 、前者の壁面にも見られたレンズ状の隆起は随所に存在し一部では上層の

包含層と小ブロックで混在していた部分もある。この現象は、地山の地質的な事に起囚するも

のであろう。従って、地山直上での発掘面は、雨天によってヘ ドロ化し乾燥時は大きな亀裂が

生じた。実測、追構検出、写真撮影には、十分、水をまきビニールシートをを卜けて水分の保持

に努めなければならない困難な土層であった。

一- 27 -一



南壁

東側よりに掘削された幅1.8m、 深さ1.Omに達する排水路に関する攪乱以外は、概ねベル ト

状の堆積が良好に知られた。層位も前者の土層とは大差はなく地山の小さな隆起も気にならな

い程である。

ただ、西半分は前述 した車道の盛土が極めて分厚い。この壁面では、旧耕作土の良好な保存

状況にもかかわらず床土がレンズ状にしか遺存 していない。

中央部の幅3.Om、 高さ0,3mの 畦畔は、昭和35年 当時の航空写真にも表現されている。東西

に傾斜 した条里制這構に復元されない畦畔である事が判明した。

東西土層断面―セクションー 1

耕作土は、場所によって異なるが0.2～0,3mに対 して床土は薄い。包含層 (3、 4層 )は 、

ベルト状堆積であるのに地山の上面は、相当な隆起が知 られた。

セクションの中央部には、最近の攪乱と思われる灰黄色土、灰色土、黄褐色土の 3層が見ら

れ深さ0,8mに達 していた。

セクションー 2

東・西端の断面には、工事用排水路が土層を切断している。包合層の 3、 4層 もベルト状堆

積を形成しているものの多少の凸凹は否めない。

西端では、遺構上面をおおっていた黒褐色粘質土 (10Y R%)が 0.1～0.2mの 厚みで残存 し

ていた。又、地山の凸凹が他のセクションでの観察よりも大きく著 しい。

セクションー 3

セクションー 2と 同様に 2本の排水濤が認められる。第 3・ 4層 の包合層ですら十分にベル

ト状な堆積が観察出来ずレンズ状にカットしている。これは、おそらくこの部分より北半分に

密集 して検出された近世期の耕作用井戸が原因していよう。

尚、南側のセクションに比して地山がわずかに上昇 しているのは、北狽1、 すなわち、第 5・

6地区の古墳時代に比定される遺構群を乗せた旧河道と合致している。

セクションー 4

前述のセクションに増して地山の上昇した事実によって包合層の第 3・ 4が0.2～0.3mと 希

薄となる。地山、すなわち明黄褐色粘質土 (10Y R%)の コブ状隆起が顕著で上層との混在も

他に比して目立つ。

各セクション共に、包含層からは、古墳時代と中世とが混入しているが地山直上は単一であ

る。

一- 28 -―



==≡≡Ξ≡ΞΞ三≡≡≡≡≡≡≡≡≡垂三奎
=≡
≡≡三三≡垂垂王三二三三三至三正三≡奎≡≡≡こ三薫重≡茎≡≡≡―

①耕作土灰オリーブ土(5Y%)
②床土嘴灰黄色土修5Y%)
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① 地山灰貰色粘質±95Y%)

第15図 第 3地区、西壁土層断面図
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第 3地区、東・南壁土層断面図
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セクションー 2

排水路

~琴重韮一―亡 、                                  一
r

E

ウ

F

~言
藁 逢 姦 豆 =一 学 =軍 ====菫 Ч 士 煮 垂 産 煮 考 ―

①耕作土灰オリープ土(5Y%)
②床土暗灰黄色土(25Y%)
③包含層オリーブ褐色土(25Y%)
④Q合層灰掘色粘質土(75Y%)
⑤短含層黒褐色粘質土(10Y R%)
⑥包合層黒褐色粘質上(10Y R%)
①地山明黄褐色粘質±■OY R%)
③地山灰黄色粘質上(25Y%)
◎ F/R黄色土(25Y%)
⑩灰色土(75Y%)
①黄褐色土(25Y%)

二     _

セクションー 4
W

セクションー 3

♀           :           ↑m

第17図 第 3地区、畦土層断面図 (セクションー 1・ 2・ 3,4)
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(2)遺 構

第 3地区は、基本的には耕作土・床土・包含層の 3層 によって区別されているがその包含層

の十分保護されているブロックにあっては古墳時代の遺構を遺存させている。

攪乱は「Y」 字形排水路、南側中央で古墳時代以降の遺構を大きく削平されたとは考えられ

ない。

古墳時代の濤-1と 3は、近世期の耕作用井戸の築造時に切断されているが本来、同一の遺

構であろう。濤-3は、さらに南側へ継続することが第 6地区の発掘調査によって確認されて

いる。この濤は、又、第 1地区の濤-1・ 2と 共に方形区画化された濤に入ろう。不明落ち込

み (P-7・ 8・ 9,13)は 、相関関係を有する他の落ち込みは見受けられず単一的な性格の

ものである。P-10。 H。 12の不明落ち込みは、共に埋土から近世期でP-10。 11は杭跡かも

しれない。総数36ヶ所もの異常とも言える耕作用井戸の密集度からして 3ブロックに区別され

るが中でも北端の過度は日に入る。これらの築造期は、新大和川開整による水位低下が主とし

てヒントになる。

掘立柱建物 (T-1)

地区の南西隅の地山(明黄褐色粘質土)上面で、棟持柱を特設した切妻造りの掘立柱建物-1

棟を検出した。柱穴は 6ヶ所検出したが、その内 lヶ 所(P-1)は 深さが極めて浅く掘り方を明

確に確認できず惜まれる。同時にこの検出状況は遺構がすでに削平されていたことを推定させる。

主軸を耳ヒ東 (N40° E)に もち、 1間 ×1間の正方形の平面プランを有した倉庫址と考えられ

る。桁行間2,95m、 梁間間3.2m棟持柱間5.47mを測り、棟持柱は各々の梁間からP-6で 1.26

m、 P-5で 1.28m離 れて突出する。床面は南西側にやや下り気味に傾斜するがほぼ平担であ

る。床面積9。 44ど を計浪1できる。

各柱穴の詳細は以下のとおりである。

P-1 前述した様にその存在は確認されたが、規模・掘り方は不明である。P-1が微底

地に存在するとはいえ、その差は他の柱穴上面と比較してわずか2 cm程 にすぎず、他の柱穴の

遺存状態と考え合わせれば本来1麦い掘り方の柱穴であったともみられる。

P-2 上面の平面形は円形で、(長軸34.5× 短軸31.5× 深さ17.Ocm)を 測り、柱穴の中で最

も大型でしっかりしている。掘 り方は-8 cmま で急傾斜して掘り込まれた後、中央部を平面形

が円形で (11.5× 9,5× 9.Ocm)に 掘り抜かれており、凸形状の 2段底を呈する。埋土は 2段底

に沿って中央に黒色土が柱状にみられ、柱痕を掘り方と共によく残している。したがって柱に

は径10cmほ どの九本が使用されていたものであろう。
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P-3 上面の平面形は楕円形に近く、(19.5× 15.5× 3.5cm)を 測る。急傾斜面を有して掘り

込まれる。底は円形に近く (14.5× 13.5cm)を測り、底面は平担である。埋土は黒色土と灰白

色・地山の混合土がブロックで混入する。

P-4 平面形は不整円形で、(14.0× 14.0× 11.Ocm)を 測る。掘り方は垂直に近い壁面を有

して底部に至たり、さらに底部の西壁際に (9.0× 9.Ocm)の円形を呈して深さ3.O cmの 掘 り込

みがあり、 2段底になる。埋土はP-1と 同じく、 2段底の中央部に底へややすばまる柱状の

第19図 掘立柱建物遺構図
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黒色上がみられ、柱痕をよ

くとどめる。

P-5 不整円形を呈 し、

(24.0× 21.0× 9.Ocm)を 淑J

る。壁面は弯曲気味の傾斜

面をもつ。底は上面と同じ

く不整円形で (21.0× 18.0

cm)を 測り、底面はほぼ平

担である。埋土は黒色上が

大半を占めるが、西壁寄り

にかけて灰白色土と地山の

混合土がわずかに混入して

いる。

P-6 上面の平面形は

円形で、(19.5× 18.0× 6.0

cm)を測る。壁面は垂直に

近い急斜を呈して掘 り込ま

れる。底は (14.5× 13.5cm)

の円形で、底面は平坦である。

・
Ｉ
Ｔ
心
／

、

一　
一

一鞍

二〇 .

峰____色5m監こ奪と孟乳m wYRが混合

二筵)二｀
羊

＼

／

第20図 掘立柱建物、各柱穴遺構図

埋土は黒色土と灰白色土・地山の混合土がブロックで混合して

いた。

2段底の掘 り方や埋土で柱痕をとどめる例はみられたが、柱根を残すものは全くなかった。

柱穴内に遺物は全 く認められず建物の時期決定に困難 をきたしたが、建物の上面や周辺より

須恵器片 (図化不能)が多く検出されておりその時期に 6世紀中頃が考えられる倉庫である。

建物は 3地区の区域内において見る限り南西隅に単独で存在することになるが、建物・濤な

ど古墳時代の遺構の削平 された遺存状態、地山の北側への下り傾斜を考え合わせれば、可能性

としての 3地区の建物群がすでに消滅 していることは十分あり得る。

この建物 を3地区の東イ貝1に隣接する1地区の掘立柱建物群-14棟、南東イ員1に隣接する2地区

の掘立柱建物-1棟 との関連でみるならば、位置的には両者の中間地に存在するが、時期的に

は 6世紀中頃を中心とする 1地区の建物群との併存の可能性が強い。建物の主軸で比較 してみ

ると、 3地区の建物の主軸一 N40° Eは 1地区のコ期建物-3・ 4・ 5(主軸 N35° 5′ E～ N38°

E)と りわけ建物-5の N38° Eに近く、ほぼ同じ軸を有 しているといえる。

3地区に先行して調査 された 1・ 2地区で検出した掘立柱建物については、 5世紀前半とす
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る2地区の建物から、約半世紀ほどの空白があるが、 6世紀前半～ 6世紀後半とする1地区の

建物への集団の移行として考察されている。 3地区の建物は位置的には両者の中間地に存在す

るが、時期 。主軸の点では 1地区の 6世紀中頃の建物群と同じくする。したがって 2地区から

1地区への集団移行の過程における空白を埋めるものではない。むしろ 3地区の建物は 1地区

の集団における6世糸己中頃の興隆期・自立性の成立がうながした居住空間の拡大の結果ともい

えるのではないか。

一方、推定復元された濤区画との関係でみると、 1地区の濤-1・ 2・ 3地区の濤-2の コ

の字形の区画によって 1地区の建物群と3地区の建物は東西・南北に隔離されることになる。

そこには居住空間の拡大もさることながら、 6世紀中心とした別の集団が併存 していたことも

考えることができる。

溝

第 3地区で検出された濤は 3本である。濤-1,3は 地区中央の東・西壁寄りで各々検出さ

れて分離 した状態にあるが、共に北東方向へ延びるもので本来は地区中央を北東に横断する 1

本の濤であったと思われる。濤-2は 濤-1か ら】ヒヘ15mほ ど離れた西壁際で、濤-1・ 3よ

り北方向に軸を振って延びる。濤はいずれも途切れていたり、削平されており本来の形状・規

模がかなり失なわれていることを考慮しておかなければならない。

溝-1

地区の中央部・西壁寄りからN59° 5′ Eに延びるもので、全長4.5m、 幅0.15～ 0。 92m、 深さ

0.05～ 0,09mを測る小規模な濤といえる。平面の形状は長軸 0.9mの楕円形の落ち込みに、幅

0.15～ 0.4mの 部分的にくびれを有す る濤が付帯するマッチ棒の様な形を呈する。掘り方は凹

凸ないし段 を有するいびつな半月形の断面を観察 した。底は部分的に凸凹がみられるがほぼ丸

味をもち連続する。埋土は黒褐色粘質土の単一層である。

N

①鶏 錦 質坤 Y吻

第21図  溝-1、 土層断面図

Sセ クション3
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溝-2

濤-1の 北側15mの位置からN17° 5′ Eに延びる。全長 8.5m、 最大幅 2m、 深さ0.1～0.2

mを測 り、 3本の濤の中では最も大型である。平面形でとらえると屈曲が著 しく必ずしも整美

な形状とはいえない。掘 り方はゆるい内弯気味の傾斜面を有して掘 り込まれており、半月形の

断面形である。底は部分的に地山のうねり。コ分伏の隆起があり、流水によるえぐれの結果と

もいえるが、濤底に途切れはなく一様に連続する。埋土は 2層 に区別できるが、基本的には黒

掲色粘質土の単一層である。後述するが、この濤は第 1地区の濤-1と ほぼ平行する配置にあ

り、その形状 も細長い落ち込みが連続する第 1地区の濤-1に 類似する。

溝-3

濤-1の 延長上にあたる東壁際でN69° Eに延びる。全長 9mを検出することができたが、西

側端は排水路に切 られておりそれより以西においても検出できなかった。幅0.5～0.7m、 深 さ

0.05～ 0.2mを計測 した。平面では割合平行な流水路 を残 していた。セクションー 1で最深0.2

mを測 り凸形に掘 り込まれ、むしろ流水によるえぐれを思わせる断面以外は、ゆるく傾斜する

ヒ _l  T §査尊をそ豊三,雛象§尋就峰麟圭隅務

第22図 溝-2、 土層断面図
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壁面を残した半月形の掘 り方を示す。埋土は各セクションによって単一層と2層 に区別できる

所があり厳密には均一といえないが、基本的には褐色土を中心としていると考えてよいだろう。

出土遺物

濤内からは、須恵器・土師器・瓦器の細片を検出したが図化出来るものがなく、一覧表の黒

色土器一点に限られる。

溝の使用時期に6世紀中葉を中心としていますが、これらの追物は、極めて上層から出土し

ているので流れ込みと考えられる。

濤内より遺物が伴出する例はなく時期決定の資料に欠けるが、濤の上面からは土師器片、須

恵器片がやや後者の割合を多くして検出された。しかしその中にも時期を比定できるようなも

のはあまりなく細片が大半を占めており惜まれるが、 6世紀代を想定するに留めたい。

第 3地区に先行して調査された隣接する第 1地区では、T字形に配置される濤-1・ 2、 第

2地区ではコの字形を構成する濤-1・ 2・ 4が検出されており、第 3地区の濤との関係が注

目される。それはあくまでも推定の復元によるものであるが、 1地区の濤-1(N14° 5′ E)、

2地区の濤-2(N16° E)、 3地区の濤-2(N17° 5′ E)がほぼ平行して延びると想定され、

その濤間隔が 1地区～ 3地区-63m、 3地区～ 2地区-59mを測 り近い数値を示すことである。

さらに1地区の濤-1が同地区の濤-2(N97° E)に 直交するように、濤-2の延長に第 2・

3地区の濤-2も 同様に直交する配置にある。しかし第 1地区の濤-2の延長上にあたる第 3

地区では相当する濤は検出されていない。他の遺構の削平された遺存状態を考慮すれば、第 1

地区の濤-2の延長にもその可能性があるとはいえ実証性に欠けることは事実である。ただ、

第 1～ 3地区にかけてT字形 。あるいはコの字形を想定できる濤の企画性が配慮されているこ

とをうかがえるのではないか。

側  セクション1 s      N  セクション3       S

N  
セクション2

//

① 時間色土 (10Y R藩 )
② 郷色土 (10Y R%)
⑥ にぶ い 員郷色土 (10Y R%)
④ に本い葉PAl色■ (10Y R%)
OtA地 上 (10Y R%)
③ オリーブ拇也砂 F'こ ■ (2_5V%)
⑦ /t榔 色土 (25Y%)

第23図 溝-3、 土層断面図
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一方、濤-1・ 3は その軸に若千のずれを生じるが、 3地区中央を斜めに横断する1本につ

ながる濤として復元できることは前述したとおりである。この濤は濤-2な いしは第 1地区の
濤-2の延長に約45° の角度で交わることが推定される。そしてこの関係が溝-2、 第 1・ 2地
区の濤-2に よって区画される方形の地域をほぼ南北 (三角形状)に分離することは、ある意
味では興味ある推察といえようが、先の企画性への配慮が欠けているともみれる。

したがって濤-2は遺物の概観に 1地区の濤との関連を加味すれば、 6世紀中頃の時期にし
ばれそうであるが、濤-1,3は 濤-2よ りやや前後する時期を想定する必要があるかもしれ
ない。いずれにしてもこれらの濤には企画性が想定できるとはいえ、未確認 。不明瞭な部分が

多く残されており、今後進められる調査によって明らかにされることを期待したい。

不明落 ち込み

遺構の性格が不明確な落ち込み 7ヶ所を検出した。いずれも地山上面から掘り込まれた状態

で確認されたもので、古墳時代の遺構である。地区の南端に若干の集中がみられるものの、存

在状況は散在的でありその密度も極めて小さい。したがって落ち込み間での関連性は認めがた

い。遺物を伴出させる落ち込みが 2ヶ所あり、特にP-8で の土師器 (高杯)出土状況は意識
的な埋設を思わせ興味深い。

P-7

南端に存在。平面形は不整な楕円形。(長軸45,0× 短軸29,5× 深 さ3.Ocm)を測 り、極めて浅 く

上面の削平が考えられる。掘 り方は東壁で内弯気味の傾斜面を残す。底部は平担。埋土は暗灰

黄色土の単一層である。

P-8

P-7のやや北側に存在する。平面形は不整円形。(59.5× 59,0× 22.5cm)を計測。掘り方は
東壁でやや段を有した外弯気味の傾斜面を呈する。底部は (22.0× 17.0× 10.0)、 (26.0× 14.0

×5,0)、 (18.0× 10.0× 8,Ocm)を 測る不定形な凹み3ヶ 所からなる。埋土は中央部に暗灰黄色

粘質土と黒褐色粘質土が落ち込んだ状態で堆積するのをはじめ、壁面際から底部にかけては灰

自色土・地山混入土が互層を呈す。また黒褐色粘質土中には若千であるが炭を合んでいた。

遺物に上面で土師器片 (器種不明)、底部から土師器・高杯を出土した。高杯は脚部を欠いた

杯部残存で、口を上にして西壁寄りの底部凹みに安置した状態で検出した。亀裂を生じている

ものの完形を保ち、その出土状況からみても単純に投棄されたものではなく、故意に脚部を除

去、意識的に埋設したものであろう。しかしその意味については、井戸にみられるような祭希E
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第24図 不明落ち込み(8)出土土師器

的儀礼とは異なり、遺構の性格とともに判然としない。

出土遺物 (上師器 。高杯)

全体的に保存状態が不良なために細かい技法は不明である。内面はフラットな底部から外方

向にゆるやかに伸ばし、口縁端部 を水平に引き出す。外面は、ゆるやかな丸味を持たす。脚基

部から下半分は欠損して不明、胎土―礫含むが良好、焼成一不良、色調―浅黄橙色 (7.5Y R%)、

口径19.4cm、 杯部器高 4.9 cm、 布留式土器の中にあって、新しい形態に属するものである。

尚、上層からは、須恵器甕の出土をみている。

P-9

地区の南東隅を一部拡張 して検出した。平面形は隅丸の長方形に近い。規模は (89.5× 73.5

×55,5cm)を 計測した。掘 り方は南壁側でやや内弯気味の垂直壁を呈し、他も急傾斜面である。

底部は丸味をもつが、東壁寄りに (45.0× 33.5× 8.5cm)を 測る楕円形の落ち込みが存在する。

埋土は黒色土を基本層として 3層 に分けられ、下層に地山と砂礫の混入が著しい。黒色土中よ

り土師器片多数、スラッグ2点の出土をみたが、土師器に図化できるものはなかった。

この落ち込みには倉庫などの大きな掘立柱建物の柱穴の可能性があるが、対応する柱穴は地

区外に想定され確認はされていない。

尚、P-8・ 9については遺物から判断するかぎりにおいて、共に5世紀前半頃の遺構であ

り、南東約25mに隣接する第 2地区の同じく5世紀前半を中心とする遺跡との密接な関係が考

えられる。それは第 2地区で検出された建物を中心とした 5世紀前半期の居住空間を、北側地

域では3地区のP-8・ 9の存在位置にまで広げられる可能性がある。
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出土遺物

黒色土層出土の鉄 1宰(2)と 須恵器・杯身・甕片の 3点である。

2点の鉄津の内で 1個は最大径約 3 cm、 長さ約 9 cmで一見くそ状にひねった形態を呈 し、

〃 7

蒻

o                           lm

|

2

① H士灰黄色±95Y%)
②時灰黄色粘質土(2.5Y%)
③黒鶴色粘質土(loY R%)炭 を含む
④灰ri色土
⑤③に地山混入⑥q山
1混合

O①より欄色ぽtゝ
⑥黒色土
③累色上に地山(砂礫まじり)混入
⑩灰黄欄色粘17t土 (loY R%)、 oP,-9,50m
①にぶい黄掛色粘質土(loY R%)
⑫黙色粘質土(5Y%)
①灰色粘質土●.5Y/)

第25図 不明落ち込み遺構図
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方は、 5× 4 cm、 厚さ1.5cm位 いで前者の方が鉄分の相当量含有してい様である。

尚、科学的分析については、次回に報告する予定である。

P-10

地区の中央やや南側に存在する。平面形は不整円形。(22.0× 18.5× 14.Ocm)を 測る。掘 り方

は西壁で垂直に近 く、東壁で一部えぐれた傾斜面を有する。底はやや丸味をもち、東側へ下が

つていく。埋土は灰黄褐色粘質土の単一層である。

P― II

P-10に 北側に並列 して存在する。平面形は不整円形。(18.0× 16.OX9.Ocm)を 測る。掘 り方

は摺鉢状に近い壁面の傾斜を呈する。底は平坦で、西側へ下がっていく。埋土はP-10と 同様、

＼
、
、

｀
゛ 、



灰黄褐色粘質土の単一層である。

このP-10。 11は近接 しすぎのきらいはあるが、柱穴の可能性を残す。

P-12

北側の西壁寄りに存在する。平面形はやや角ばった楕円形。(57.0× 43.0× 6.Ocm)を 測る。掘

り方は北側で垂直に近く、他は内弯気味のゆるい傾斜面。底は中央部で若干高くなる。埋土は

にぶい黄褐色粘質土の単一層である。

P-13

北側の東壁際、P-12の 東側延長に存在する。平面形は隅丸方形に近い。 (103.0× 88,0× 12

.Ocm)を測る。掘り方は内弯気味のゆるい傾斜。底はうねりを有し、北東壁際に (26.0× 10.5

cm)東側の南壁寄りに (57.0× 37.5cm)を測る共に不整楕円形の浅い凹みが存在する。埋土は

中央部に落ち込んだ状態で黒色粘質土、壁面から底部にかけてちょうど黒色粘質土をドーナツ

状に囲んで灰色粘質土が堆積する。

出上遺物

黒色粘質土出土土器は、須恵器、土師器の破片で図化出来たのは 6点にすぎない。この遺物

の使用時期を 6世紀後半期に比定出来る。詳細は一覧を参照されたい。

第 3地区、各遺構内出土遺物観察表

種  類
番  号

出上場所 土層 法量 (cm) 形 態 の 特 手法の特徴
ケ
敷
内

ハ
本
ｋｍ

胎  土 焼 成 色    調 備   考
写真 図版

杯  蓄 1 P-13 口径 (推 )

12 6

器高 (残 )

25

口縁部は内省 して下 り端

部に至る。

ナデ調整。 花 良好 内面 外面
灰色 N%

時計方向。

杯  蓋 2 P-13 口径 (推 )

12 5

器高 (残 )

25

日縁部は、ゆるやかに内

弯 して下 り端部に至る。

天丼部は、回転

ヘラ削 り調整。

他は回転ナデ調

整。

密 良好 内面灰 Fl色 N%
外面灰 色 %

逆時計方向。

杯  身 3 P-8 口径 (推 )

140
器高 (残 )

26

たちあがりは内傾 し、端

部はほば丸い。受部は水

平にのび、端部は丸い。

たちあがりと受部の境 1こ

凹線 を有す。

回転ナデ調整。 やや粗

1～ 1 5mm

位の粗砂

礫を合むI

良好 外面灰白色 N% 逆時計方向。

色

器

椀

黒

上

4 r■-3 底部径

(推 )70
器高 (残 )
19

高台 1」 、底端部 よ りやや

外傾 しての びてい る。端

部 は 丸い。

広部 は 失 jRの ため 不明。
体 部は lA部 よ り、上外ヘ

ナデ調整。 やや衝

3 mmの 礫

を含む。

良好 外面悟色

75YR%
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種  類
番  号

出柳 7 土層 法量 (cr) 形 態 の 特 徴 手法の特徴
ケ
数
内

ハ
ホ

ｋｍ

胎  土 焼 成 色 調 備   考
写真 図版

須恵器

要

P-8 口径 (推 )

16 0

器高 (残 )

27

口頌部は外傾 したの ち部

部で、外反する。

回転ナデ調整。 密

l mm位の

粗砂 を含

む。

良好 内 面 外面

青灰色10B C%

断面灰赤10R%

逆時計方向。

瓦 器
椀

6 P-13 口径 (推 )

68
器高 (残 )

23

高台は、lA端 部よ り、外

傾 してのびている。端七b

は角
`よ

っている。

底部は平担である。

体部は、底端部より、上

外方へのびる。

ナデ調整。

底部内面にヘラ

ミガキ有り。

密1～ 2nn

位の粗砂

を合む。

良好 内面暗緑灰色

10G Y/

外面緑灰色

10G Y/

須恵器

獲

7 P-13 口径 (推 )

21 8

器高 (残 )

24

口顕部は、外弯 し、端部

でさらに外反する。

端部は丸い。

回転ナデ調整。 密 良好 内面 外面
明暗灰色 5Bえ

逆時計方向。

須恵器

杯蓋

P-13 口径 (推 )

11 1

器高 (残 )

18

日縁部は、やや内弯 して

端部に至る。

端部は、内面に凹状 を有

し、やや鋭い。

回転ナデ調整。 籠 良好 内面灰卜1色 N%
外面灰 色N%

時計方向。

須恵器

菱

P-9 口径 (推 )

20 8

器高 (残 )

29

口硬部は、外弯 し、さら

に端を[で外反する。

回転ナデ調整 密

1～ 1 5mm

の礫 を含

む。

良好 タト面灰 色N% 不明。

須恵器

妻

P-13 口径 (推 )

14 4

器高 (残 )

21

回頸部は、外弯 して、端

部に至る。

端部は鋭い。

口頸部 、外面 に

左 ド方向 に くし

が きした後 、 La4

転 ナデ調整。

他 は、回転 ナデ

調整。

密 不良 内面灰 ri色

75Y%
外面灰卜1色

75Y%
断面灰 色
N%

逆時計方向。

耕 作 用 井 戸

旧耕作地に設けられた井戸で、地区の中央から北西側にかけてかなり密集して33基を検出し

た。本来は耕作土上面から掘り抜かれたものであるが、後世の耕作土 。ないし床土によって埋

没しており、さらに整地・盛土のために例外なく当初の上面を失なっているものばかりである。

遺構を明確に検出・調査したのは地山上面からであり、その規模において0.4～ 0,7mほ どの上

面を考慮しなければならない。

33基の内、32基は遺存状況で観察する限り何ら特別の施設をもたず、土中を湧水が得られる

まで掘り下げただけの「素掘り」の井戸である。今ひとつは地区中央で検出した、桶を積み重

ねた構造をもつ「桶側井戸」である。

素掘りの井戸

後述する桶側井戸の底部残存を考慮すれば、

られる。しかしE-8の桶側を標準的な大きさ

これらの井戸に桶側を撤去 した後の遺存も考え

としてみると、他の井戸の掘り方に桶側を埋設
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するだけの余裕はなく、少なくとも井側には何ら施設をもたない井戸と考えてまちがいない。

井戸の形状 。規模においてさほど顕著な差異はない。上面の平面形は一様に円形ないし楕円

0

__″
″
′

♀

―

―一‐―一―――一――――Fm ①盟帯毯身性算圭;:0!敵)1混合
①黄拙色粘質土(10Y R%)、
灰黄色土(25Y%)の 混合
O①の砂質土
⑥灰黄抑色Ftl贄土(10Y R%)

◎灰色柿質土(N/)
①綜灰色粘質土住OG/)

38と離抵拿牡mG郷合

急絲を;零激学
Y/)

第27図 井戸-1・ 2遺構図
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形を呈する。その規模も径約1.2～ 1.8mの 計測内にとどまるが、とりわけ1.3～ 1.5mを 計測す

る例が最も多い。深さについてはその井戸の湧水が得られる地層の深さによって左右されるも

のであるが、最も深いもので (推定)4.27m、 浅いもので 1.4mの掘削によって底に達する。

底部の形状は上面の平面形に準じる円形・楕円形を呈し、その規模にlmを越えるものはほと

んどなく、底面は平坦かやや丸味を有する。断面観察による掘り方は、そのほとんどが上面か

ら-0.6～0.8mま でte4外状に内側へ傾斜した後、直下に垂直あるいはややすばまりながら掘り

抜かれる。中には井側の中位や底部直上で外側へ大きくえぐれている例があり、湧水による壁

面の崩壊であろう。摺鎌伏の形態について当初「掘り方」と考えていたが、E-8(桶側井戸)
における摺鉾伏の壁面にみられた粘土の張り付けをみると、上面からの流水等によって削られ

たと判断する方が妥当かもしれない。湧水や流水によって壁面の崩壊を招くにもかかわらず、

それを積極的に防止する施設はなく、これらの井戸の長期間に渡る使用については経間である。

①暗灰黄色粘質土(25Y%)に
黄灰色砂帖質土(25Y%)と
灰白色粘質土(5Y%)がまだら状に混入
◎明褐色砂質土

◎青灰色粘質土(5BG%)
◎灰色粘質土(5Y%)
①暗緑灰色砂粘質土(10G Y%)

①明黄褐色粘質土(loY R%)
②浅黄橙色粘質土(loY R%)
③橙色砂粘質土(75YR%)
④緑灰色粘質土(10G Y/)
⑤緑灰色砂粘質土(loG Y/)
◎
態撰径縁驚贅ζ古1ピ写労汗

)1混合
〇暗緑灰色粘質土(75CY/)

①
,客と罷麓 :そ手,,ワ

71混合

③緑灰色粘質土(lo G/)
⑩緑灰色粘質土(lo G/)
①暗緑灰色砂粘質土(ュoGV/)に
砂が混じる

0                              2m

第28図 井戸-3遺構図
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調査中、多くの井戸から現在でも十分その機能を果せるだけの湧水をみている。湧水が得ら

れる地層はいずれも砂層ないし砂礫層で、上面から0。 9～3,Omで達しており、場所によって異

なり必ずしも一定の深さではない。ただ近接する井戸については同一の湧水層を共有している

のがみられた。地区の南側では井戸の存在は全くないが、E-1,2に おける湧水が得られる

地点までの深さ-3mが 示すように、おそらく南側地域では湧水層まで極度に深いためであろ

う。つまり比較的浅い (-2m以内)掘削で湧水が得られる北側地域を意識的に選択しており、

南域を避けたために、井戸の密集度が極端に異なる。井戸の底と湧水が得られる地点までの深

さは同一とは限らず、むしろ湧水地点よりもさらに0.5～ lmほ ど掘り抜いている例が多い。十

分な貯水、湧水による壁面崩壊の結果の土砂堆積を考慮しての掘削とみられる。

E-1

上面を排水路によって切られており平面形は不明であるが、楕円形に近いと思われる。平面

規模は現存で長軸1.45mを 残し、深さ (推)4.lmを 測る。-0.6mま で招鉢形状で、以下、長

①
と奪を与鶏i覇

)1混合
①
誘響焼笹羅養里1話吾で力)1混合
③l支黄色砂質土(25Y%)
◎明青灰色粘質土(10B G/)

①明th色粘質土(75YR%)
②灰黄色粘質上(25Y%)砂を合む
③浅黄色挙M⊆土は5Y%)

貯豪烏筋養望ィ∵7q劾 1混合⑤隈蒼縁賽整房竜▼茅.逢合む1混合③嬰露雹縁建堅青1ザ苫捻イ
)1混合

8詔聾紹猛穆憂圭ι猛為み野)際を含
む

8詔李η警り戻と惑督I極)5G Y/)

8響庚雹岳駐奮圭|そ習7夕 )
88管8納針(5BG乃

8等 ,どチ素整轟査蛋き者好/)
8響決とみ至壁鷺縦身,G%)!     ょ     fm

第29図 井戸-4遺橋図
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軸0.82× 短軸0,78mの不整楕円形を呈して、ややうねりを有しながらほぼ垂直に掘 り下げられ

る。底部については不明。埋土は上層に土・砂質、-lm以 下からは粘質土を中心にした堆積

層で 7層 に分かれる。

E-2

平面形は円形。(長軸1.65× 短軸1.48m)、 深さ (推)4.27mを測り、 3地区の井戸の中では最

も深い。掘 り方は-0.6mま でth4鉢形状で、(0。 9× 0.85m)の 円形を呈 してすばまりながら垂直

に近い傾斜で下がっていく。-3.62m地 点では (0.05× 0.58m)の 円形をなす。南壁側-1.18

～1.94m地点で若千の壁面崩壊がある。埋土は土層 (摺鉢形状の部分)に落ち込んで 3層 (A

～C)がみられ、以下 5層 がみられる。

E-1・ 2の湧水は共に-3m地 点の緑灰色砂礫層からである。

E-3

平面形は不整楕円形。(長軸1.37× 短軸1.22× 深さ3.Om)を測る。掘 り方は-0.66mま で東壁

①にない黄拇色砂質土(10Y R%)
②
後嚢色修蜃圭|ぜ半易γl l混合
③明偶色砂質土(75YR%)
④明黄棚色粘質土(10Y R%)
⑤灰色粘質±95Y%)

Y%)

①貯灰焚色砂T〔土¢5Y%)
②灰賞tklttWittt」 :(10Y R%)
③貰灰色Fll質土12 5Y R/)
④背灰色粘Tt土 (5BG%)
⑤り1拙色砂∵t土 (75YR%)
⑥灰色WiP〔 J:(5Y%)

0          1m

第30図 井戸-5遺構図
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でやや内弯気味を呈するがほぼ招鉢形状に近 く、以下 (0.96× 0.84m)の 不整楕円形ですばま

りながら、西壁側に傾斜面を有して掘 り下げられる。東壁の摺鉢形状の直下にえぐれがあり、

壁面崩壊かと思われる。底部は (0,73× 0.6m)の 隅丸方形に近 く、平坦である。湧水は-2.lm

の暗緑灰色砂粘質土、緑灰色砂粘質土の混合層より、しみ出してくるという感じで得られた。

出土遺物として牛の鼻輪が確認された。長か 9.5 cm、 最大幅3.Ocm、 厚み1.2cmの ヘチマ形 に

径1.3～ 1.5cmの 開孔が両端に見受けられる。

E-4

平面形は不整円形。(1.6× 1.32× 2.Om)を測る。掘 り方は中位に大きなえぐれをもって傾斜

するが、底部直上で垂直に下がる。底部は (0.81× 0.65m)の 不整円形で、平坦になる。埋土

は上層 (A・ B)に 2～ 3の混合土がみられる。湧水は-0.9m以下の砂質、砂礫層 (⑤以下 )

より大量に得られる。中位の壁面のえぐれは位置的にみても明らかに湧水による壁面の崩壊で

ある。

ビー 6

平面形は不整円形。(1.31× 1.16m)を測 り、深 さは1,71mま でを確認 した。掘 り方は-0。 4m

まで西壁側に段を有して傾斜 した後、(0,86× 0.63m)の 不整楕円形を呈し、中位でやや内弯 し

てふくらむがほば垂直に掘 り下げられる。底部については不明、埋土は上面でにぶい黄褐色砂

質土がピット状のブロックで入るのをはじめ、 5層 に分けられた。

確認 されE-1,71mま での深さにおいて湧水は得られず、まだ若干の掘削によって湧水をみ

るものであろう。

E-6

平面形は不整円形。(1.36× 1.28× 1,9m)を測る。掘 り方は-0.6mま で摺鉢形の傾斜 をした

後、(0.77× 0,74m)を測る不整円形を呈し、壁面にややうねりを有してすばまりながら下がっ

ていく。底部は (0。 6× 0.6m)の円形で、平坦である。埋土は招外形の掘 り方直下までに落 ち

込み状に、暗灰黄色砂質土が大量に埋まるが、以下 5層 はほぼ水平層といえる。湧水は-1.8m

地点の灰色砂礫層から得られた。隣接するE-5の 湧水は、おそらくE-6の 灰色砂礫層を共

有していると思われる。

E-7

平面形は不整円形。(1.9× 1,71× 1.9m)を測る。掘 り方は-0,7mま で南壁側に屈曲した傾
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斜を有する招鉢形状を呈しており、(0.9× 0。 84m)の円形を

れる。底部は (0。 9× 0,77m)の楕円形で、平坦な底といえ

境にして、上・下に厚い混合層 (A・ D・ E)、 中間に薄い

は-lm以 下の混合砂礫層中位から、浅いながらもかなり

なくして以下ほぼ垂直に掘 り下げら

る。埋土は招鉢形状の掘 り方部分を

2層 (B・ C)がはさまれる。湧水

大量に得られた。

E-9

平面形はほぼ楕円形。(1.77× 1.56m) を測り、I果 さは1.lmま でを確言忍している。掘り方は

①
尊婆なとを言曇常?【坊)1混合
①明緑灰色土(10G/)
◎灰色砂質土(5Y%)
◎餐艦箇縁養胎 R%)1混合
③黄鶴色砂質土(10Y R%)

g:翻を::坪 |

⑤庚旨を患☆曇X斜 %)1湖合
⑥灰白色砂質土(75Y/)1こ
明jt樹色砂rl土 (loY R%)
(ドMに礫含む)
O Hll青灰色lll賞土(loB c/)
①青灰色粘質土(5BG/)

第32図 井戸-7遺構図
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-0,6mま で弯曲した摺鉢形状 を呈し、以下 (0,76× 0.67)mを 測る不整円形でほぼ垂直に掘 り

下げられる。埋土は摺鉢形状の直下までに 3層 (①～③)がブロックでの混入をともないなが

ら、上面から大きく落ち込で埋まるのをはじめ 4層 に分けられる。湧水は-1.lmの深さの段

階ではまだ確認できなかった。

E-lo

平面形は不整な楕円形。(1.14× 1.05× 1,93m)を 測る。掘 り方は-0,04mま で招鉢形に近い

が急傾斜の壁面を有する。以下、(0.8× 0.76m)の 不整楕円形を呈してほぼ垂直に掘 り下げられ

る。底は (0.85× 0.7m)の 不整な楕円形で、平坦である。埋土は中位の 2層 (BoC)が 傾斜

して堆積し、その上・下に各 1層 あり4層 に分かれる。-0.66m掘 り下げた地点で砂土層に到

達 しているが、湧水が得られたのは-1.3mか らのオリーブ灰色砂礫層である。

E― 11

平面形は不整円形。(1.48× 1.35× 2.24m)を 測る。掘 り

鉢形で、(1.18× 0.86m)の 不整な楕円形を呈する。以

下、除々に内弯 して下がり、-1,7m地点において平面

規模 (1.24× 1.09m)を 計測 しており、最も大 きくえ

ぐれている。底部は (0,73× 0.69m)の 不整円形で、

平坦である。埋土は 7層 に分かれるが、-1.2mま での

4層 (A～ D)はいずれも砂礫層で、以下は砂質・粘

質土である。井戸の掘削は 2層 の礫 を含む砂質土 (5

・ 6)に達 しており、湧水はこの 2層 の境を中心に得

られた。この湧水地点は、-1.7m地点における壁面の

えぐれと一致する。

E-12

平面形は隅九方形に近い。(1.41× 1.2× 1.4m)を測

る。-0,6mま で摺鉢形に近い断面で、南壁側は急傾斜

面を有する。以下、(1,08× lm)を 測る不整な隅丸方

形を呈 して垂直に下がる。底は (1,07× 0,95m)を 測

る隅丸方形で、底面は若干北狽」へ下だり気味のゆるい

傾斜。埋土は上層で南北に傾斜して分離する2層 (A

方は-0.85mま でゆるく内弯 した招

① 灰黄褐色砂土 (10Y Rκ )
②浅黄色粘質土(25Y/)
③灰色粘質土(5Y%)
④にない黄褐色粘質土(10Y R
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・B)があり、以下 5層 に分かれる。湧水は底部直下の黄橙色砂礫層からしみ上がってくる状

態で得られたが、その湧出量は他の井戸と比較して少ない。

E-13

平面形は不整円形。(1.2× 1.14× 2.08m)を 測る。-0.56mま でやや内弯気味の摺鉢形状の断

面形で、以下、(0.76× 0.68m)の 不整円形を呈してほぼ垂直に下がる。南壁は-1.6m地点で大

きく内弯しており長軸 0,9mを計測した。底は (0,8× 0,72m)の不整な隅丸方形でほぼ平坦な

面をもつ。埋土は招鉢形状の地点で第 2層 (B)がやや高くなって、逆に-1.24mの南壁のえ

ぐれから底にいたる4層 (E～ H)は凹んだ状態の堆積にある。-0.9mの井戸掘削で礫混 りの

地層に達するが、湧水をみたのは-1.52mか らの深い混合砂礫層 (6)か らであった。

①
綴各;豊こ:モ‡卵乃1混合
①橙色砂質土17 5Y R%)
◎銹象階径悲妥三iき穐%)1混合
◎オリープ灰色砂礫層(5GY%)

①黄褐色粘質土(10Y R%)
②明黄褐色粘質土(10ド R%)
③黄褐色粘質土(25Y%)
①明黄掲色砂質土(25Y%)
⑤浅黄色砂質土(25Y%)
⑥橙色砂粒土(75YR晃 )
⑦
循象階匿歳極選皇bそ与ミ%)1混

合

①赤褐色微砂粒土(25YR%)
③明黄撮色砂質土(10Y R%)
⑩オリーブ灰色砂礫層(5GY/)
①青灰砂礫層(10B C/)
⑫緑灰色砂質±9 5GY/)

♀          :          ゴ
m

第34図 井戸-10遺構図
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E-14

平面形は不整円形。(1.26× 1.14× 2.04m)を 測る。掘 り方は -0.5mま で垂直に近く、さら

に0,3mほ どte4鉢形に近い傾斜面があり、 (1.0× 0.8m)の 不整楕円形を呈する。以下、底部ま

で南壁側でやや垂直を保ちながらも他の壁面の急傾斜によってすばまって下がっていく。底は

(0.8XO.68m)を 測る不整な隅丸の三角形に近く、平坦である。埋土はいずれも落ち込んだ状

態にあり、ブロック状の堆積も合めて 7層 に分かれる。湧水はE-13と 同 じく混合砂礫層 (6)

から得られたが、この層はE-14か らE-13にかけて大きく下がっていくのがみられた。

E-15

平面形は楕円形。(1.63× 1.28× 1,94m)を測る。上面から-0.5mま で北壁側で内弯気味の

①にAい黄橙色砂際層住OY R/)
◎黄灰色砂礫層125Y/)
◎にない黄桂色砂礫層住OY R%)
◎灰白色砂礫層(25Y/)
◎橙色砂質土(7 5YR%)
①黄灰色粘質土(25Y/)
⑥明青灰色粘質土(10G/)

①明黄偶色枯質土(loY R%)
②同    95Y%)
③オリーブ灰粘質土(10Y%)
①黄格色砂質±9 5YR%)に
③が若干混入
⑤明赤鶴色砂質土(5YR%)に
橙色砂質土(75YR%)混 入(礫含む)
③灰白色砂質土(5Y%)にやや礫まじり
下層に鉄分沈殿

第35図 井戸-11遺構図
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摺鉢形を呈し、(1.3× 0,8m)の不整楕円形になる。以下、底部までゆるく内弯して下がり、最

も大きくふくらむ-1.2m地点では長軸1.42mを計測 した。底は (0,96× 0.64m)の楕円形で、

平坦である。埋土は基本的に6層 に分けられ、上層に凹凸状の堆積がみられる。湧水は -1.0

mか ら厚さ0.8mほ どの橙色砂礫層からで、井戸掘削はその下の砂層にまで達している。尚、

橙色砂礫層がE-15の 南側 0.6mか ら段状に下がっていくのがみられる。

E-16

上面から-0.5mに かけてE-17に よって切られて存在する。平面形は楕円形。現存で(1.82

Xl.45× 2.21m)を測る。-0.74mま で、東壁にえぐれを有した招鉢形の断面を呈し、(1.4×

1.08m)の惰円形をなす。以下、底部までは先細りして掘り下げられる。底部は (1,02× 0.89)

mを測る不整円形で、底面は東側寄りがやや高くなっている。埋土は 6層に分かれ、上層のピ

ット状の混合土 (H)以外は、いずれも東壁側に傾斜していく堆積状態がみられた。

1           1          千
m

①にない黄色砂粘質土(25Y%)
◎仄黄褐色粘質土に①が混合

◎明黄褐色粘質土(10Y R%)

3話嬌雹絶詈圭移:半ミ欽
①l実黄色砂質土鬱5Y R%)
⑥灰色砂質±9 5YR%)

①療蟹亀笹羅養雲話阜で場i混入
②渓嚢線亀推憂圭tII半長物1揺入
③明黄欄色粘質土(10Y R%)

8嘗議長玖接霊士士佑せ撚
)

寵課鞠1徽
③茂指七稼経土極i:予易紀災(礫を含む)

第36図 井戸-12遺構図
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E-17

平面形は楕円形。(1.8× 1.31× 2.lm)を測る。-0.5mま で西壁側で大きく内弯する傾斜面を

有 して内側へ掘 り下げられて、(1.24× 1.20m)を測る歪んだ隅丸方形になる。以下、すばまり

ながら傾斜 して底部 に至る。底は (0。 8× 0,72m)を測る隅丸の三角形に近い平面形で、平坦

である。埋土は上層にブロ ック混入を供なう大きく落ち込んだ状態の堆積がみられ、以下はほ

ぼ水平層に近い。

湧水は-1,72mの礫 を含む砂質層 (4)の 下層から得られており、 E-16。 17が共有する湧

水地点である。

①
3鞘
色砂粘疑は5り01混合

⑤にない黄色砂質土(25Y%)
◎明青灰色粘質土(5BG/)
◎明褐色粘質土(10Y R%)
①褐1/k色砂質土(10Y R%)
°
誘響侯哲羅養望だ艇始1船

⑥オリーブ色粘質土(5Y%)
①橙色砂質土(75YR%)、 礫まじり
①灰白色粘質土(25Y%)
①①より黄色ばい
⑮黄灰色砂質土(25Y/)
①灰黄鶴色粘質土(10Y R%)
⑩にない黄色粘質土(25Y%)
①⑭より灰色ばい
◎明オリープ灰色粘質土(5GY/)

第37図 井戸 -13・ 14遺構図
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E-14

①黄棚色粘質土(loY R%)
②にない黄色粘質土(25Y%)
③灰白色砂質上、やや礫まじり(5Y/)
④同 砂質土
⑤明掲色砂礫土17 5V R/)
⑥

筈:旨珍盛とi帯どY身》1混
合媛

⑦灰自色瞬 ±95Y%)
③明青灰色砂礫土(5B/)

1 A

（一
I

C

一
一

F



E-18

平面形は楕円形。(1,7× 1,46× 1.9m)を測る。掘 り方は -0.5mま で内弯気味の傾斜を呈し、

(1.1× 1.06m)の 不整円形になる。そこから段を有して-0.95mま で摺鉢形状の傾斜で下がり、

(0,7× 0.9m)の 不整楕円形になり、その規模は縮小される。以下、底部までは垂直に掘り抜

かれ、その平面形、規模に上とさほどの変化はみられない。底面は中央部でやや高くなってい

る。埋土はいずれも粘質上であるが 6層 に分けられ、内弯した掘り方地点までに落ぢ込んだ 3

層がみられた。湧水はE-18の南側に隣接するE-16・ 17と 同じ砂層で、-1.7mを 計測した地

点より得られた。

E-19

平面形は不整円形。(1.66 Xl.6× 2.4m)を測る。-0,46mま で摺鉢形状に傾斜する壁面がみ

られ、(1.1× 0.9m)を測る隅丸方形に近い平面形を呈する。以下、ほぼ垂直に下がるが、-1.68

①灰色粘質土(5Y%)に地山混入
◎にない黄鶴色粘質土l10Y R%)砂混入
③
素守豊り蟹産是黙で好ヵl混合
◎鶴色粘質上(10Y R%)
①灰色粘質土175Y/)
①青灰色粘質土(5BC%)

①明黄褐色粘質上(10Y R%)
②黄灰色粘質土(25Y/)
③灰自色砂質土(25Y%)
①明赤灰色砂質土¢5Y R/)
⑤浅黄橙色砂質土(10Y R%)
⑥橙色砂礫層(75YR%)
〇緑灰色砂質土(5BG/)

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

才

…………………一――――――´
~        

③灰オリーブ色砂質土(5YヵW③晴 灰帥 噸 硝 吻

第38図 井戸-15遺構図
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m付近より外側へやや広がって底にいたる。底は (1.2XO,9m)を 測る不整楕円形で、底面は

やや丸味を有する。埋土は 6層 に分けられ、上部に互いに食い込み落ち込んだ状態の堆積があ

る。湧水は-2m付 近の緑灰色砂層から得られた。埋上の最上層 (6)が緑ぽいのはこの壁面
が混入 したものであろう。

8昇毬
奎り璽羞躙 イlヵレ混合8朋蟹嬌雹態憂圭ι!能 )

と砂質土(5Y%)に 1言隙Э混り  ①灰色砂質土(5Y%)
①明黄僑色粘質土(10Y R%)        ◎灰自色粘質土(5Yχ)      ①褐灰色粘質土(10Y R%)
②灰オリーブ色粘質土(5Y%)
③灰色砂粘質土(5Y%)やや礫含む
①黄掲色砂質土(25Y%)、 礫含む
③青灰砂質土住oB G/)

◎灰黄褐色粘質土(10Y R%)    ⑮偶色粘質土(loY R%)
◎同      (10Y R%)    ①浅黄色粘質土(5Y%)
①灰色粘質土(10Y R/)1こ       ⑩暗緑灰色粘質土(7 5GY/)
明緑灰色砂質土(75GY/)混 入

第39図 井戸-16・ 17遺構図
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E-20

平面形は不整円形。(1,24× 1.14× 2.2m)を測る。掘 り方は、南壁側で -0.5mま で内弯気味

の傾斜の後、-0.8mま で垂直に下がり、耳ヒ壁側では-0,7mま で垂直、さらに-1.Omま で0.3m

ほど内側へ傾斜する。-1.Om地点で (0.88× 0。 8m)を 測る不整円形を呈し、以下外側へ広が

りながら底へ至る。底部は (1.24× 1.Om)を測る不整円形で、底面はやや丸味を有する。埋土

は 5層 に分かれ、上層 (B)は北側へ落ち込み、また最下層 (F)の緑灰色粘質土はかなりの

地山混入をみる。湧水は-1.5m付近にあたる。暗緑灰色砂粘質土の直上の砂礫層より得られた。

E―-22

平面形はほぼ円形。(1,02× 1.56× 2.52m)を 測る。南壁側-0,6mか ら北壁側の-0.8mに か

けてやや内弯気味の招鉢形に近 く、(1.0× 0,84m)を測る不整円形になる。以下、-1.4mま でほ

ぼ垂直に掘 り抜かれ、その後、 内弯 して底部 に至る。底部は (0。 80× 0.64m)を測る不整円

形を呈し、平坦である。埋土は 7層に分けられ

るが、招鉢形の部分までにブロックでピット状

に落ち込む 2層 (A・ B)と 凹凸状のうねりを

有する粘質± 2層 (C・ D)がみられる。湧水

は -2.2m付近の明青灰色砂質土 (12)の 直上

から大量に得られた。-1.4mか らの壁面の内弯

は、砂質土・礫 を主とす る軟弱な地層の湧水に

よるえぐれである。

この井戸からは素掘りの井戸の中において唯

一の遺物として「にがり」を検出した。-1,7m

地点の明赤褐色砂質土 (G)直上、】ヒ壁寄りに

口をやや上にした傾むいた状態でほぼ完形を保

っていた。

出土遺物

にがり 水をくみ上げるための桶で幅 5.5～

6.Ocm、 厚さ5cmの板材を14枚組み合わせ上辺か

ら4.5 cmと 最底部の 2ヶ所に竹製タガで底部を

しめつけて桶としている。上辺には、幅2.Ocm、

厚さ0.5 cmの板をはめ込んで紐と直結させてい

一
ヽ

①にぶい黄色砂粘質土(25Y%)
② ″  黄褐色粘質土(loY R%)
③灰黄褐色粘質土(loY R%)
①灰白色粘質土(5Y%)
⑤灰色粘質土(SY%)
①線灰色粘質土(lo G/)

-61-
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た。底部は、中央の幅2.5～ 3.Ocmの狭い板材を含めて4枚で構成されていて、その板材との接

合には、長さ3,Ocm、 最大幅0.5cmの 両端を尖出させた竹櫛で 2ヶ所づつ差 し込んでその接合

としている。上径27.Ocm、 下径21.5cm、 厚さ0,5cm。

E-23

平面形は不整円形。(1.38× 1.32× 1,94m)を測る。掘り方は垂直に下がった後、内弯気味の

ゆるい傾斜を呈するのが西壁側で-0.4mま でみられ、東壁側では同じ形状の掘り方が-0.62m

まで 2段をもってみられた。以下、(0.86× 0,84m)の 不整円形をなし、ほぼ垂直に掘り抜かれ

るが、底部直上の西壁がややえぐれている。底部は (0.02× 0,88m)を 測る不整円形を呈し、

底面は平坦である。埋土は 6層 に分かれる。湧水は-1.36mの黄灰色砂礫層 (a)の下層から

得られた。

E―-24

平面形は楕円形に近い。(1.1× 1.0× 2.

04m)を測る。掘 り方は-0.64mま で内

弯気味の垂直に近い傾斜で、(0。 76 X O,68

m)を 測る不整円形になる。以下、やや

すぼまりながらうねりを有して直上に掘

り抜かれ底 に至る。底部は (o,68× 0。

64m)の 不整円形を呈し、平坦である。

埋± 6層に細分されるが、基本的に 4層

命あり深い単一層がみられる。湧水はE

-23と ほぼ同じ地点から得られたが、E

-24で E-23か らの黄灰色砂礫層 (a)

が途切れ、逆方向から砂層が食い込んで

いるのがみられ、E-24の湧水はこの砂

礫層と砂層の分離地点にあたる。

E-25

平面形は楕円形。(1.66× 1,42× 2.3m)

を測る。掘 り方は-0.6mま で内弯気味に

内側へ急傾斜して、(1.24 Xl.16m)を 測

①明黄栂色粘質土(25Y%)
②灰色砂質土(75Y%)
③①より褐色ぽい
④ fH灰色粘質土(10Y Rχ )
⑤黄灰色砂質土(25Y/)
⑤⑤より緑ぽい

―- 62 -―
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る隅九方形に近い平面形になる。さらに-1.08mま では外弯状の壁面傾斜で掘り抜かれ、(1.0×

0,96m)を測る不整円形を呈する。以下は垂直に下がり底に至る。底部は平坦で、その形状

・規模は-1,08m地点のそれとほぼ同一である。埋土は内弯した掘り方直下までに4層 (1～

4)が落ち込み、以下 4層 に分けた。湧水は-2mの 黄灰色砂礫層より得られた。

E-26

平面形は円形。(1,16× 1.08× 1.84m)を 測る。掘 り方は東壁側で-0,7m、西壁側で -0.3m

まで内側へ急傾斜する。以下、東壁側はうねりを有して内側へ、西壁側はやや外側へ広がるよ

E-21

E-20

③灰白色砂粘質上125Y%)に    ③灰白色粘質土(25Y%)に
明緑灰色砂質土 (loG Y/)混入   黄灰色砂質土 (25Y/)混入
③ 橙色砂礫 土 (75YR%)に     ③ 緑灰色砂礫土 (loG Y/)
青灰色砂質土(10B G/)と     ⑩褐1/k色砂際土(loY R%)

〇辮覇g掛瀑焔入
①
書昇:絡三蔵を形

)1混合

第42図 井戸-20。 21遺構図

⑫‖と緑灰色砂粘質土(10C Y/)
⑬縁灰色粘質土(10G Y/)
⑭青灰色砂際土(10B G%)に
縁灰色砂粘質土(10C Y/)混人
① 緑灰色砂粘質土(loG Y%)
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うにして掘 り抜かれる。底は (0.88× 0,84m)を 測る不整円形を呈し、やや尖底状である。埋

土は 4層 に区別したが、-0,9mま での第 1層 (A)は 4層 からなる混合土層である。湧水は黄

灰色砂礫層 (12)か らわずかにしみ出す程度で、井戸の機能に疑間を残すほどにその量は少な

かった。

E一-27

平面形は不整円形。平面規模で (1.06 Xl.02m)を 測 り、深さは0,96mま でを確認 した。掘

り方は、東壁側で内弯、西壁側でやや外弯気味の傾斜する壁面を有して、すばまりながら掘り

下げられていく。-0,96m地 点で (0.6× 0.6m)を測 り、平面形は不整円形を呈する。埋土は

5層 に分かれ、いずれも中央部が落ち込んだ堆積状態を示す。湧水はまだ得られていない。

①黄褐色砂質土(25Y%)
③同 際まじり
◎にない黄棚色粘質土(10Y R%)
◎浅黄粘質上(25Y/)
①
櫂 霧瞥縁 墜岳潔 劾 1船
①浅黄色砂質土(5Y%)
◎明赤褐色砂質土(5YR%)

I

①明黄掘色粘質土(10Y R%)
②灰白色粘質土(75Y%)
③
騒異岳瞥縁き里だ潔 坊砕 1船
④明赤褐色砂礫土(25YR%)
⑤緑灰色砂粘質土(10G%)
⑥
舗素属瞥縁養曇ざ笠k%)}混合
⑦奈督雹款蜃圭盈第

R/)1混合

18鷹魔擁誓こ1誰秒)
⑩オリーブ灰色砂鳩質土(5GY/)①
尊曇琶2範0そ lY9)1混叡礫閥I 明赤褐色砂礫土 (5YR%)
!② 明青灰色砂質土(5B/)

―夕
0                                   2m

第43図 井戸-22遺構図
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E-28

平面形は不整円形。 (1,2× 1.02m)を測り、深さは1.Omま でを確認した。掘り方は、西壁側

に内弯気味にえぐれる段を有しており、-0.04mま で同じくやや内弯気味の急傾斜を呈してす

ばまりながら掘り抜かれる。-1.Om地点で (0.8× 0.64m)を測り、平面形は不整楕円形にな

る。埋土は5層 に分かれ、第 1層 目 (1)が弯曲して落ち込むのをはじめ、上層には中央へ傾

斜して下り気味の堆積がみられる。湧水は未確認である。

E-24
E-23

同  砂質±95Y%)
①黄灰色粗砂125Y/)

①灰色粘質土(75Y%)
⑮①より暗trtゝ

①明黄鶴色粘質土(10Y R%)
⑤ 灰黄色粘質土 (25Y%)
⑥怖輿鷺牲慾蟹三わそや%)1淀合
〇樹色砂礫M住OY R%)
① thJ灰色格質土(5YR/)
◎黄灰色砂礫壻(25Y%)
⑩ 青灰色砂質土 (5BG%)

①灰色砂質±95Y%)
⑫鶴灰色砂粒土αOY R/)
①同 砂質土(5YR%)
⑭黄灰色砂礫暇●5Y%)
①明黄欄色砂粒土(25Y%)
⑩灰色砂際鮮(5Y%)
⑦練灰色砂質土(5G%)
⑮青灰色砂際解QOB G%)

層察F璧笞笙ij七等坊)1混合  3承浅と緑凄I(5C%)
③にない黄色粘質土(25Y%)
①同 砂質土 ①赤灰色粘質土修5Y R/)
⑤掘色粘質土(10Y R%)    ②同  に明鶴灰色粘質上を含む
①黄灰色粘質土(25Y%)    ③灰黄色粘質土(25Y%)

第44図 井戸-23・ 24遺構図
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E-28

平面形は不整円形。 (1.2× 1.02m)を 測 り、深さは1.Omま でを確認 した。掘 り方は、西壁側

に内弯気味にえぐれる段を有しており、-0.04mま で同 じくやや内弯気味の急傾斜 を呈してす

ぽまりながら掘 り抜かれる。-1.Om地点で (0.8× 0.64m)を 測り、平面形は不整楕円形にな

る。埋土は 5層 に分かれ、第 1層 目 (1)が弯曲して落ち込むのをはじめ、上層には中央へ傾

斜 して下り気味の堆積がみられる。湧水は未確認である。

E―-29

上面の北側一部を野つばによって切 られた状態で検出した。平面形は楕円形。(1.28× 1.08×

2.21m)を測る。-0.92mま で急傾斜して内側へ掘り抜かれ細長い招鉢形状を呈し、(0.94× 0.

78m)を測る不整惰円形になる。以下、内弯 して底部 に至るが、特に北壁側は大きくえぐれ

ており、最長軸1.28mを 計測した。底部は上面の中心から北イAIへずれて位置し、(0。 76× 0.48m)

を測る楕円形を呈し、丸底である。埋土は4層 に分けられ、凹凸ないしうねりを有した堆積状

態が観察できた。湧水はE-29で北から南へ下がっていく(-1,6～ 1.96m)黄灰色砂礫層の最

下位から得られた。

E-30

平面形は不整な長楕円形。(2.0× 1.4× 1.

98m)を 測る。-0.68mま で招鉢形状の断

面形を呈し、(o,94× 0.76m)を測る楕円形

になる。以下、北壁側はほぼ垂直に掘り抜

かれるが、南壁側は-1.52mよ り内弯して

えぐれ底部にいたっており、最長軸0.88m

を計測した。底部は径約 0.8mの 不整円形

で、底面は北壁へやや下っていく。埋土は

上層 3層 (E～ G)が te4鉢形状の直上まで

傾斜して落ち込み、以下 4層 はややうねり

のある状態で堆積していた。湧水はE-29

と同じ黄灰色砂礫層の下層から得られた。

E-31

上面の南東・北西側の一部をE-29。 32

キ

・

①l麦黄色粘質土(25Y%)
②灰白色砂質土(75Y/)
③樹灰色粘質土(75Y%)に
明黄FkJ色粘質土(25Y%)が混入
O rL」灰Fl粘質±9 5YR%)
⑤灰黄lkJ色粘質土(10Y R%)
③灰色粘質±95Y/)
〇オリーブ灰砂質土●5G Y%)
③灰オリーブ粘賓土〈5Y/)
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に切られて存在する。平面形は不整な楕円形を呈すると思われる。現存で(1,3× 1.18m)を測

り、深さは1.06mま でを確認した。掘 り方は -0。 8mま で内弯気味の傾斜面を有して招鉢形状

に近く、以下ほぼ垂直に下がると思われる。-1,06m地点で平面形は不整な楕円形を呈し、(1.1

×0。 72m)を 計測した。埋土は 5層 までを確認しており、上層 3層 (1～ 3)は西壁寄りに落

ち込む。湧水は得られていない。

E-32

平面形は円形。(1.44× 1.82m)を 測る。掘り方は-0。 64mま で、東壁側で垂直に近い急傾斜、

西壁側は0.lmほ ど垂直に下がった後、外弯気味で内側へ傾斜し、(0.86× 0.84m)を 測る隅九

方形に近い平面形を呈す。以下、ほぼ垂直に掘り抜かれていく。深さは 1,7mま で確認した。

湧水は可能な深さではあるが、まだ砂礫層に達しておらず湧水はみていない。埋土は 9層に分

けられたが、上層 (1～ 5)は大きな落ち込み状の埋土を細分したものであり、以下の層もや

⑮
喜含魯与З:|そ1シイ)1混合土
◎灰色砂質土(5Y/)
⑥同   (75Y%)
◎灰色粘質土(75Y/)

①赤灰色粘質主(25YR/)
② th色粘質土(10Y R%)
③灰白色粘質±05Y/)
明黄thJ色砂質土(25Y%)
④灰黄也粘質土(25Y%)
⑤黄褐色砂質土(25Y%)
⑥灰黄色砂質土(25Y%)
〇灰自色砂粘質±95Y/)
①青灰色砂質土(10B G%)
◎灰色砂質土(5Y/)
⑩岡 粘質土(5Y/)
①①と同
⑫黄灰色砂礫層(25Y/)
①灰色砂質土(lo Y/)
⑭青灰色砂質土(5BG/)
⑮灰オリーブ砂粒土(75Y%)
⑩明黄鶴色砂質土(25Y%)

♀           !           ↑m

第46図 井戸-26遺構図
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や中央部で落ち込んで堆積していた。

桶側井戸

地区中央に存在するE-8は 、その平面規模に径約 2.6mを測る他の井戸と比較にならない

大型のもので、当初で掘削調査中に専を伴出させるなど注目はされていたが、他の井戸同様に

素掘りの井戸と考えていた。そして井戸の上面よリー2.2m掘 り下げた地点で木桶を検出し、

E-8が 「桶側井戸」であることを確認した。

桶側は底部に2段を積み重ねた状態で検出した。桶側はほぼ完形を保っているが、いずれも

2～ 3枚の板を倒壊させ、 1段目の桶側においては損傷する板も含まれている。また桶側の埋

土中より、博と2段の桶側には不用な桶側に組まれる板 (2枚)を検出した。本来、桶側はま

だ数段 (2～ 3段)重ねられ、最上端には嬉が積み回してあったと思われ、それは第4地区で

検出された6段の桶側と博を積み重ねた完形を保つ桶側井戸によって復元できる。E-8の 桶
側井戸は、その検出状況からして、おそらく何らかの目的で上段部の桶側が撤去された底部の

残存と考えられる。

掘り方

遺構の上面検出は他の素掘りの井戸と同様に地山上面であるが、実際の井戸掘削は0.6mほ

ど上面の旧耕作土からである。上面の平面形はほぼ円形を呈す。その規模に (長軸2.45× 2.35

ヽ

①オリーブ灰色粘質土(loY%)
②オリーブ黄色粘質土(75Y%)
③緑灰色粘質土(loG Y%)
④同 砂質土
⑤③に黄灰色粘質土(25Yχ )
が混入

①
蜜亀と尾妥翌尼七学瑳干

%)1混合
②黄灰色粘質土(25Y/)
③②より灰色ぽい
④灰色粘質土(75Y/)
⑤緑灰色粘質土(5G/)
O          lm

一
―

i

第47図 井戸-27遺構図
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m)、 深さは4.lmを計測した。-0。 3～ 0.4mま で内側へゆるく傾斜して段をもち、さらに-1

mま では内弯気味の急傾斜面を呈 して下 り、 (1.6× 1.35m)を測る不整な楕円形の平面形に

なる。以下、垂直に掘り抜かれるが、ゴヒ壁面をはじめ大きくえぐられて壁面崩壊をきたす部分

もみられた。この壁面崩壊は桶側を撤去した後に生じたと考えられる。桶側が埋め込まれた部

分の掘り方については、調査中の湧水による砂礫層の崩壊により明確にできなかったが、-2.2

m地点で、桶側と壁面の隙間に0.1～ 0.3mを測り、上端近くではさらに広がることになる。

埋土は11層に分かれるが、桶側中には砂礫が大量に詰まっていた。ここで興味深いのは、上

端の壁面傾斜にみられる、黄褐色・灰色粘土 (3・ 4)に よる2重の張り付けである。この壁

E-29

①褐灰自色粘質土(5YR/)I
浅黄色粘質土(25Y%) 1混合土
灰白色粗砂(75Y/)  '
①灰白色微砂粒土(5Y%)
⑥褐灰色粘質土(75YR/)

断佼獣経圭解苫擁1船土①廃饗黒笹縁歳桜三と絆R%)1鴻合土

8佼塞転乙羅岳埜喬評母湯,%)

①黄灰色土(25Y/)

第49図 井戸-29。 30遺橋図

①灰色砂礫土(5Y%)
⑫青灰色砂質土(10B G%)
⑩紫灰色砂粒土(5P%)
①明黄褐色砂質土(25Y%)
⑮黄灰色砂質土(25Y%)
⑩灰色砂質土(5Y%)
⑫同   (10Y/)
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面の傾斜は、流水の侵入によって壁面

が削られてラッノ潮犬に広がってしまっ

た部分であり、粘土の張 り付けはそれ

を補修 したもので、他の素掘 りの井戸

にはみられない配慮である。

井戸の掘削は -4.lmの 青灰色砂礫

。粘質土混入覆 (E)ま で達するが、

湧水はその直上、青灰色砂礫 (D)か

ら最もよく得られた。その湧水は現在

でも井戸の機能を十分果し得る。むし

ろその調査に困離をともなうほどに大

量であった。

桶側構造

桶側は、その板の中に工具 (斧 と思

われる)に よる荒々しい損傷を受けた

り、土圧のために倒壊するものがあり、

やや歪んだ状態で残っていた。

一段目の桶側は 3枚の板を倒壊させ

るが、ほば円形を保っており、上端径

1.15m、 下端径1.30m、 高さ約0.96m

を測 り、下方ヘハの字形に広がる。18

枚の板を寄せ合わせてつくられ、板の

幅は多くが下端幅を広くとるが、中に

は同 じもの、上端幅が広い板もあり桶

側の形状 を整える。桶側の外側には 2

～ 3 cm幅 のたが (竹製)を約20cmの 等

間隔に4段 しめ回すが、その遺存状態

はあまりよくない。板の狽1面 には少な

いもので lヶ 所、多くは 2～ 5ヶ 所に、

湧水を吸水するための切 り込み (吸水

孔)を もち、総数54ヶ所を数える。吸

第50図 井戸-31遺構図

①渓斎樫継讐重壱|:f労符
)1混合

②明黄鶴色粘質土(25Y%)
①⑤ ⑥の混合土
④にない黄色砂質上(粗秒)(25Y%)
③灰色微砂土(5Y%)
⑥鶴灰色粘質土(10Y R%)
⑦オリーブ黄色粘質土(5Y%)
⑥灰オリーブ色砂質土(75Y%)
③7kl灰色粘質土(5YR%)

＼

一

①灰色砂質土(5Y%)
②にない黄橙色椎質土(10Y R%)
③渓盲経尾誓⊆壱|〔 fシ符

)1混合
④掲灰色粘質土(10Y R%)
③にない黄色砂質土(25Y%)

一　
　
、
キ
ぶ
＼
Ч
、
、
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水子とをもたない板は18枚の内わず

かに 3枚である。

2段目の桶側は井底にあたるが、

2枚の板を倒壊させるとともに平

面形はやや楕円形に歪む。良好な

遺存部分で、上端径1.14m、 下端

吉Ьl.25m、 高さ約 0,965m前後を

測る。 1段 日と同じく下方ヘハの

字形に広がるが、 2段 目の方がよ

り垂直に近い。17枚の板が利用さ

れており1段目より1枚少ないが、

各板における幅の調整、たがのし

め回しについてはほば同じといえ

る。さらに異なるのは、吸水孔を

有する板が 3枚のみで総数 8ヶ所

にすぎない。

1段 目の桶側は湧水地点にあた

り、したがって湧水を積極的に丼

側の中へ取 り入れるための吸水孔

が多い。一方、 2段 目の桶側は井

底にあたり、吸水孔が極端に少な

いのは吸水のためよりも、むしろ

1勇水を積極的に貯水する機能を優

先させたからであろう。そしてこ

の意識的な桶側の重ね方は、この

地点における湧水位をある程度把

握 して後の桶側埋設を想定させる。

2碁たの桶狽1は、 1段 目を2段 目

の桶側に回る最上段のたがの直上

まで12～ 13cmほ ど重ねて積んであ

った。さらにこの接合部の外側に

は、つまり1段目の桶側下端の回

③黄褐色粘質土(25Y%)
①灰色粘質土(5Y%)
⑤②より黄色ぽい

⑥暗灰黄色粘質土D5Y%)
⑦灰色粘質土(5Y%)
①暗緑灰色粘質土(7 5GY%)
◎緑灰色粘質土(10G%)
⑩オリーブ灰色粘土(5GY%)
①灰色I婢 土(N%)

①明黄鶴色粘質土(75YR%)
◎黄灰砂質土(25Y%)
◎黄tk色砂際土(loY R/)
◎青灰色砂礫上(loB G%)
◎◎に粘質土まじる

①暗灰黄色土¢5Y%)
②灰黄色格質土125Y%

第52図 桶側井戸 (E-8)遺 構図
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りに植物性 (不明)のつるが10数本近くまきつけてあった。

桶側板の加工

板はいずれも小幅の長方形を呈する細長いものである。材質は湿気に強く割り易いとされる

スギを用いている。

長さは96.0～96.6c岬の計測値にとどまり、必然的に規格化される。幅の平均値は22cm前後を

測るが幅については、桶側の外側と内側において l cmほ どの差があり、円形の組み合わせを容

易にするために板の側面は外側へやや斜めに広がって調整される。また上端幅と下端幅におい

ても、異なるものと一定のものがある。最も多くみられるのが、下端幅の方が上端より広いも

ので、その差は 1～ 2 cmに とどまる例に集中し中には 5 cmほ どの広がりをみる板もある。一方、

数は少ないが逆に上端幅の方が広く同じく1～ 2 cmの差を有する板がある。桶側の組立てには、

下端幅の広い板で基本的な概形と規模を整え、下端幅の狭いものあるいは垂直板を数枚、組み

入れることによって調整していたようである。板の厚みは 3 cm前後を有する。

1段 目の桶側において内側 (面)の上・下端角は全周にわたって細長い半月形状に面取りさ

ヒ ___…

…

m

第53図 桶側実側図
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れている。特に下端角の面取りは、桶側の積み重ねを容易にするものと思われるが、 2段目に

は認められない。

板の加工は、鋸、飽、斧 (手斧)に限られる。板の裁断は例外なく「のこびき」でその痕跡

をよく残しており、同一方向からののこびきが認められる。のこびきの中には、完全にのこび

きによって裁断せずにその最終段階においてのこびきを省略 (中止)し て、以下、残りの部分

については裂いて割っているものがかなりある。両側面については、のこびきの裁断の後に「飽」

によって削り整える。吸水孔は、板の側面を上・下方向から「斧」で切り込み板の接合部に三

角形・半月形・台形状の隙間をつくる。その規模は、長さで 5～ 10cm、 深さで l cm前後を測る。

各板によって吸水孔の数は異なるが、少ないもので lヶ 所、多いもので5ヶ 所存在しており、

復数に及ぶ例については左 。右側面で各々対応して並列する位置に施されている場合も多い。

内面の上・下端角における面取りは、飽ないしは手命と思われる。

加工痕の中で特に興味深いのは、外側の全面に「手斧」痕を残すものが、 1段目に2枚、 2

段目に5枚、各々組み入れられていることである。手斧痕はのこびき痕等に比較して摩減が著

しく、明らかに稲側板の製材時に施されたものではない。手斧の刃幅に12cm(以上)を計測し、

削りの長さに1.2～12.Ocmを 測る。手斧の方向はある程度の一定方向を保つが、製材時の裁断に

よって手斧痕が途中で切られているのが、端部に認められる。すなわち手斧痕の残る板につい

ては、材料の調達の際にすでに手斧で製材された原材、いわば廃材利用といえる。

瓦積み

E-8の埋土層、緑灰色粘質土 (10G%)か ら3片 と最下段上面に大から2段 目の抜かれた

桶側井戸と共伴した完形品の 3個体のみである。それらは、すべて桶側の最上段部に段積みし

ていたものが廃絶時に落ち込んだものである。

出土した瓦は技法からみて、 2種類に分別される。その 1つは、厚さ1.8～ 2.0釦 を計リナデ

上げを行ったものだが規模は不明なものと他方は、長さ27.5× 幅22.5× 厚み 3 cmのがっしりし

た造りで表裏面はナデ仕上げ端面はヘラ削りを施す。 2者 ともに 1枚作り、反りは少くない。

胎土―礫を含むが良好。焼成一優良で光沢あり、色調はほば青灰色 (10B G%)を 呈する。最

後に、この井戸は、4段の桶側と、 3段の瓦積されて、水のくみ上げを行っていたのであろう。

付属施設

井戸の上端において付属施設の痕跡をとどめるものはない。しかしこれらの井戸の上面が後

世の耕作土中に埋没していることを考えれば、この井戸が放棄された時点で、井桁 。つるべに

関する施設が除去された可能性はある。少なくとも井側に桶側を重ねて、ある程度の長期間に
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亘って使用されていたと思わ

れる井戸に付属施設があって

もおかしくないし、前述 した

粘土の張り付けはその一端を

示す。特に 2段目の桶側の外

側に位置する所で伴出した、

長方形の本製品 (長 さ27cm、

幅8.5cm、 厚み1.2cm)は一端

を内弯する円弧
'伏
にカットさ

れており、付属施設等の導物

である可能性を残すことを付

記しておく。

3.遺

石製品

崇J 片 (1)C一 I-9

同方向の大象↓離面に占有さ

れた景」片で、背面には自然を

残す。 うすくなった側辺部に

は二次的な細かい景U離痕を数

ヶ所認めることができる。 刃

器として可能性は大いにある

が、その使用痕は極めて消極

的である。

3.95× 1,75× 1.08cm  5.809

不定形刃器 (2)

C― Ⅱ-82

本来的にうすく象」き取 られ

た横長崇」片の両側辺部を裁断

した後の残存 した末端部分を

刃縁として有効に利用してい

る。A面にはポジティブな、

物

第56図 井戸-8出土遺物
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B面 にはネガティブな景J離面を打招、裂痕とともに素材の崇U離面の特性を残 している。

鉄」離調整はA面の末端部分に限られ、細かなフリー・フレイキングがみられる。B面 には全

くカロエの手を入れず、刃部はA面 に稜 をもつ片刃である。 4.92× 3.65× 0.70cm 7.609

不定形刃器 (3)C一 I-71

石匙の残存を思わせる優秀な刃器であるがB面からの加撃によって破損している。素材景」片

の中央近くにまで入り込むフリー・フレイキングによってうすくした後、側辺を細かな景」離調

整により外形、刃部を整えている。刃辺の崇」離調整は厚みのあるA面側にのみ極めてていねい

にほどこし、稜を有した外弯する片刃を呈する。 5.20× 4.50× 0.61cm   12.309

叩石 (4)D― Ⅱ-23

指先に納まる程度の小さな自然礫 をそのまま石材とする。石材のややうすくなる一側辺を積

極的に使用しており、自然面がその部分のみ景」離 していて、さらに縁がつぶれている。また稜

にも細かな打痕や表面においては擦痕を残すのが観察出来る。 4.65× 3.80× 2.10cm 50。 909

祭J片 (5)D一 Ⅱ-41

やや自然面を残存させた石核より、系」ぎ取 られた不良な横長象U片・A面には石核の時点にお

ける系U離調整痕として大きく3回の最」離面を残 している。景」片はB面の右上からの打撃によっ

て得られたもので打摺、裂痕が明確にみられる。 5.40× 3.65× 1.20cm  31,059

崇!片石器 (6)D― Ⅲ-20

あらかじめ調整された石核から景」ぎ取 られた縦長系」片を素材とする。やや分厚い景」片の周辺

を細かなあらい系」離調整によってある程度うすく整えている。しかし、刃器としての使用には

困難であり、側辺に一様なつぶれが残っていることより、小叩き用の敲打器とみれる。

5,90× 4.25× 1.20cm 50,809

石鉄 (7)C― 正-7i

凹基式、身部の側辺にわずかに内弯 し基部の快 りもさほど深いものではない。 B面の右側辺

部にステップ・フレイキングを残す以外は、全て中央部にとどくブリー・フレイキングによっ

て調整されている。 A面の右側辺には他のどの部分よりも明らかに新 しい細かな象」離痕が並ん

でおり、二次加工を思わせる。先端はわずかではあるが欠損 しており、鋭 さに欠ける。

2.60× 2.15× 0.33cm l.559

(1～ 7)の石材は、すべてサヌカイ ト製である。

須恵器

杯 蓋

全体的なプロポーションは、時期・形式によってその特徴を持ちそなえている。天丼部が平滑
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第57図 第 3地区出土石製品
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第58図 第 3地区出土須恵器杯蓋
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第59図 第 3地区出土須恵器杯身
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な(1・ 2・ 3・ 6・ 7)は、器高も従って低い。天丼部が尖出ぎみに高くなっていると思われ

る (4。 5,8・ 16・ 22)は、国縁部に向つて全体的に丸味を有する。(21)は 、明白に他の土

器に後出するもので天丼部中央に宝珠ツマ ミを図化 し得るものである。国縁部は、外側に大き

くふんばっている (5・ 22)も の、内弯 ぎみに調整した (4・ 7・ 8。 14・ 16・ 17)も の、し

っかりした裾部はその他の大半を占める。細部についてみると口縁端部は、九く押 えたもの (4

・ 8・ 16。 17)、 さらに外に引っぱり出したもの (5・ 11・ 18・ 19,22)が 見られる。明確に稜

を認められる (3・ 19。 20)以外は、その退化が顕著である。(3・ 5,9。 10。 11)に は、端

部内面に段 をもちそれらの多くは、稜の感 じを継承 していると考えられる。(21)に は、口縁端

部より短かいかえりを有する。

全体的に残存 している土器が少くないので不明な点が多い。回転ナデを基調としているもの

の (4・ 12)な どには粘土紐痕 を残 している。

胎土は、大量生産期の導入がすでに確認される土器群で長石・石英の礫 (2～ 3 mmlを 含有

しているが比較的良好である。焼成も堅緻のものが少くないが不良はない。色調としては、灰

白色、暗青灰色、青灰色が主として上げられ、断面も暗紫灰色、にぶい赤褐色と化 しているも

の。図化した杯蓋の全ては、杯身とセット焼成されたらしくその外面には少なからずの自然釉

を被る。

杯身

底部の特色を見ると尖がっていると復元できる (1・ 6・ 17・ 18,19)も のと九く深いもの

(19・ 20)以外は、普遍的な深さを成す。口径について区分すると直径10cm強 の (17・ 18。 19・

20)と 12cm前後と14cm以上の (9・ 11・ 13・ 15)と 3種 となる。口縁部 。口縁端部 を含めて立

ち上がりについて詳細に目を向けると一嘗して他と異質さを思わせる (20)以外は、概 して内

傾 し短い。(20)は 、 2 cm程度の立ち上がり長い。その他の土器の立ち上がりは、単に直線的な

内傾を示すもの (3・ 2・ 9)と 内傾するものの外にふくらませた後に端部 を直立 させるため

に上に引っぱり出すもの (1・ 4・ 5。 14・ 17・ 19)と 内側にそり返った (8,10。 12・ 18)

土器が知られる。次に受部は、薄手と分厚いものの 2種類で取り付け方法が上向 き (4・ 5,

7,18・ 19)と 水平な (1・ 2・ 3・ 8・ 9・ 11・ 16)が作り出される。体部については、欠

損が著 しいので明白な事はさけたいが九味に仕上げた (7・ 12・ 20)以外は、1夫く、するどく

底部に移行する。口縁部内面の段 を有するのは、(20)だ けである。立ち上がり、受部の細部に

わたる変化は、窯別か二人差に起因していよう。

残存 している限りでは、回転ナデ仕上が基本で、(15。 20)では一部分に回転ヘラ削りがみら

れた。胎土―普通の場合、 2 mm程度の礫 を含むが 4.5 mmの 礫 さえも含む場合がある。色調は、

灰白色、青灰色が圧倒的に多い。焼成としては、ほとんどが良好品。内外の色調 。自然釉、受
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第61図 第 3地区出土須恵器高杯

部の変色、受部の蓋部が熔着 している点を考えるとセット焼成が大半であろ,う 。

発・壺

口縁部より下半部まで保存された上器が見い出せなかったので全体の様相は把握出来ないが

第62図 第 3地区出土須恵器壺
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第63図 第 3地区出土須恵器

以下、口縁部の特徴だけで区別してみた。

直立ぎみな (13・ 22)以外は、大きく外弯している。外弯した口縁部を観察すると「く」字形

に押えて凹線すら走るもの (3・ 10)、 丸く押えただけで仕上げている (2・ 5。 12・ 14・ 15。

16・ 20)、 (13)の ように端部を内側にまき込んだもの、(22)と いった直線的な仕上げ、(8。 17)

のごとくは、端部をさらに下方向に下げているもの、上下に押えた (1・ 6)と 多種類にわた

っている。その中でも、(1・ 6)は他の土器群よりも先行しよう。
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技法としては、回転ナデ以外の調整はない。胎土は、最大 5 mmの礫 を含む土器も見られるが

大半は 1～ 2 mmの とどまっており密である。(8・ 10。 12・ 19)に は、自然釉を被 る。

高杯

杯部のみの残存する(1)は、口径 (推)11.9cm、 残存高3.15cmである。立ち上がりは、内傾し

端部付近で直立する。受部は、やや上向きにのび端部をまるくする。底部外面は、回転ヘラ削

り調整、その他は回転ナデ仕上げ。胎土―やや密、0.5～3.5mmの 粗砂、礫 を含む。雛成―良好、

外面一灰色 N%  ロクロ回転 時計方向 C― I-99出土

(2)は 、 5世紀代にさかのばり得る高杯・脚部だけで底部径13.Ocm、 残存高 4。 2 cmを計測す

る。脚部は短かく、裾部で大きく広 く。透 しは、高さ3.15cm、 幅3.00cmの 三方に開孔されてい

る。丁寧な回転ナデ仕上げで胎土は、 2 m�程度の礫 を含む。焼成―堅徴、色調―内面、青灰色

(N%)、 外面 。暗灰色 (N%)、 断面・暗赤灰色 (5R%)、 ロクロ回転方向は逆時計である。

C― I-99出土。

壺

長頸壷・蓋と思われる(1・ 2)は 共に扁平な天丼部から水平ぎみの回縁部にとりつく。かえ

りは(1)の方がより内側で短かい。直口重・口縁だけで全体は不明であるが (4・ 8)は、九く

(3)は、尖って上方に引っぱったままの調整。(3・ 8)は、共に器壁は薄い。

広口壷の(5)は 、外上方に仲ばした口縁部を端部で押え体部の内外での粘土紐痕が目立って多

い。器高 4.7 cmの 小型広口壺も前者に類似するが口縁部が外反する点が相異する。底部にヘラ

記号「 X」 を残存している。(3)以外の壺は、大半、時計方向のロクロ回転 を示す。

その他須恵器

高台付杯身の内、(1)は垂直に、(2)は「ハ」字形に広げた高台で共に直線的な成形に対し、(2)は

曲線的な高台である。 3個体共に十分な回転ナデ仕上げがみられて粘土痕を残さない。高台付

重は、その高台の付け方によって 2種類に区別される。 1つは、垂直ぎみで (5,6,7)、 他

方は外に広げたもの (4・ 10)で あり、取 り付け位置も後者の方が前者よりも内側に認められ

る。

水瓶の (8・ 9)は 、両方とも垂下の高台であるが体部への広がりは(8)の方が著 しい。(8)の

内面には、強いヨコナデ痕が知 られる。

ヘラ記号の線刻

確認 した杯身・蓋にみられたヘラ記号は、「 I」 が10個体、「 X」 が 1個体と破片ではあるが総

出土須恵器の約 1～ 2%にすぎないし、確実な器種、時期は把握出来ない。
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第65図 第 3地区土師質皿

土師器 重 。菱

図化した総ては、破片化とローリングが顕著で全体をはかりしれないが口縁部は概ね外反し

ている。(1・ 6)は、口縁端部を内側に九く押え、他は、外上方に引っ張り出している。(1・

4・ 6)の器壁に比して (3・ 8)は分厚い。(4)以外の壷は、胴下半部に最大径をもつ。

(9～ 14)は、中世以降に属する土器群でその意味では土師質とすべきであろうが一応、焼成

く 下
~~|

▼
′
  8

尊 十‐~   1° CM

第66図 第 3地区出土須恵質招鉢・片口鉢
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状態から一括 して土師器とした。(9,10)は 、いわゆる、湊焼・甕と呼ばれる器種で外面に平

行タタキロ、内面にはハケロを基本として仕上げる土器で 2個体にもその特長を示す。

ODは 、最大幅を胴中央部にもち口縁端部は九味を有する。は0は、回縁端部を直線的に施 し内

面頸部に稜を成す。

土師質・皿

器形から大型品の (5・ 8,13)と その他の刈ヽ型品に大別される。もちろん、時期差による

形態差も考えられるが図化 したものを区別すると次のようになる。屈曲する住0と 外弯する(8)に

なる大型品・小型品は、口縁部のタイプから (1・ 5。 9・ 10・ 11)よ うな外弯型、内弯型の

(4・ 6)、 屈曲させた住Dや「ヘソ皿」と呼ばれるタイプと多種多様である。これらの全ては、ヨ

コナデとナデさらには、指圧整形と一次調整にとどまる土器が少くなくない。又、(1)の見込み

部分には、暗文らしき手法が観察される。

須恵質・摺鉢 。片口鉢

実測図として作製 した 8個体は、破片化 しており招鉢か片口鉢かは不明である。日径から23

cm以上の大型品とすべき土器と(7)の ような小型品に類別されよう。さらに、日縁端部の断面成

形から判断して大きく二つに別かれる。端部 を九くし最後に上方向に引き上げた土器 (1・ 3

・ 6)、 「 く」字形の直線にしたもの (2・ 4・ 5,8)と 外上向に引き出し丸く押え、段 を成

すもの(7)で ある。全体的に粘土紐痕が目立ち、(2。 3・ 5。 6)は、そうである。そして、全

ての口縁部より2～ 3 cmま で帯状の黒色に変色 した重ね焼 きが特色的に知られた。これらの土

器群は、形態、テクニックからして兵庫県・神出窯跡の生産品である。

陶磁器

輸入陶磁器の特長的な土器についてのみ観察 してみる。住りは、玉縁の巨大化と同時に器肉も

分厚さを増している無文の土器。玉縁中央には、沈線 らしき手法と外面施釉は全体の半分にと

めている白磁である。(8)の白磁は、高台も極端に低 く見込に段はない。薄手作りで水平に出し

た口縁端に特長を有する位Dの 白磁、椀は、内面に櫛を用いて花文を、外面に退化した蓮草文を

文様としている。(8・ 11)は 、住Dに 多少先行するが時期差にとどまろう。

龍泉窯系青磁の側К7)は、底部は凹レンズ状 を呈 し体部中位から屈曲タイプであり見込みに櫛

目を描かれている。外面底部には当初から施釉 をもたない。オリーブ灰色の発色をもつは0の 青

磁・椀は、九味をもたせて外弯させている。外面口縁部付近に、ヘラ状施具によると考えられ

る雷文状の文様が不鮮明ながら確認される。尚、粉青が顕著である。住0は、白磁で体部で屈曲

した後、国縁は内弯 し、界に 2条の凹線をめぐらす香炉である。
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第67図 第 3地区出土陶磁器

瓦 器

(6。 9。 10・ 12。 13・ 14)の小皿は、 3つ にその形態から大別出来る。ヘソ皿型の底(6X扁

平な底部から外上方に伸びる住0、 九味をもちあわせた (9。 10。 12・ 14)でいずれも口縁端部

は丸い。住けを除外すれば、口径 (復元)10cm未満に対して (1・ 2)と いった大皿がひき立つ。
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第68図 第 3地区出土瓦器

小皿の比率大に類似 した形態を示し内面体部下半には、荒い暗文を施す。椀の内 (3。 4)は、

ほとんど暗文がなく外面も指圧痕がはげしく (11。 15)と いった三角高台に貼りついていく。

(7)は、前者の椀よりも外弯が深く暗文も比較的多い。(8)は、底部から外上方向に直線的に口縁

部を広く土器で(5)は さらに退化型式となる。

蛸壺・土錘

古墳時代後期の特長をそなえた土師質の蛤壷(1)は、口径3.65cm、 器7.35cmを 計測すると口縁

部からほとんど変化のないままに尖出した底部となる。口縁近くに、径 1.0位 の開孔がある。
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内・外面ともに指圧調整の後にナデで仕上げて0.5～ 2.5mmの 粗砂・礫を含む。焼成―良好、色

調―黄橙色 (7.5Y R%) D一 Ⅱ-53出土

最大幅を胴部に有する土錘(2)は、両端でせばまっており端部では開孔径と同数値であろう。

この土師質の土錘は、焼成において堅緻でにぶい黄橙色 (10Y R%)に 発色している。開孔径

は 3.5 mmを 計測する。胎土―密、焼成―良好 D― Ⅲ-52出土

長さ5。 2 cm、 最大幅 2.O cm、 開孔径 1.O cmを 測る土錘(3)は、管玉状の形態を示す。胎土一密、

焼成―良好、色調―橙色  7.5Y R% D― Ⅱ-54出土

2個体の土錘は、層位・形態から判断して中世以降の所産であろう。

勾玉、貨幣

T字頭勾玉と呼ばれるもので 3本の線刻を有する滑石製勾玉は、全長3.6cm、 幅1.4cm、 厚み

1.lcmを測る。頭部は1.3× 1.lcmに 丸く研磨し多少小さい径の尾部になる。開孔は、 2方向から

穿たれているが一方向に下がっている。色調―浅黄色 (2.5Y%)、 D―Ⅱ-60出土

「元豊通宝」は、潤縁の中国銭で通より大部に欠損が認められる。保存状態は良好で錆は面背

ともない。「字」。「郭」。「輪」は鮮明に遺存する。直径2.4cm、 輸幅0.3cm、 穿幅0.65cmの 行書で

鋳造された優品である。

鉄製品

幅 5。 l cmの扁平な鉄製品で一方はややふくらみ、他方はフラットである。刃部らしき部分は

認められないが中央において最も分厚く4 mmを 計る。錆は少くなく保存状態良好。D―Ⅱ-33

出土。

上製品

残高 4.9 cm、 最大幅 3.l cm、 厚み 2.4 cmを 計測したこの土師質に焼成され土製品は、首より

上部は破損している。行脚する僧呂を形取った袈裟を身につけ前方にみの傘を持っている。人

形の両側面には型押し時のはみ出した削
`分

をヘラケズリによって調整している。D―Ⅱ-62床

土中出土。

(4)小     結

第 3地区の全体をベルト状堆積した耕作土・床土・包合層は浅いながらも遺構の保存に十分

役立っていた。中でも棟持ち柱建物と濤は、区画性に組み込まれ6世紀中葉を成立させたので

あろう。30ヶ所の耕作用井戸は、大きく3ブロックに密集しているが既調査区に見られたよう
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第69図 第 3地区出土蛸壷・土錘

な田畑畦畔だけにとらわれていない側面を看板する。これらの異常な程の井戸は、単に数枚の

田畑を潤していただけに止まらない事を想像出来る。

出土した古墳時代の上器群の比率、特に須恵器の出土量から一見して生活面の主流が6世紀

中葉に設定してみたい。又、特記すべき遺物として、古墳時代中期のT字頭勾玉がある。

O__…
キ___登sCM

第70図 第 3地区出土鉄製品
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第71図 第 3地区出土勾玉・貨幣

Ｑ
岡
び
一

第72図 第 3地区出土土製品
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第73図 第 3地区周辺旧状図と井戸位置図
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第 3地区出上、須恵器・杯蓋観察表 (第58図 )

種  類
番 号

出土場所 土層 法量 (cn) 形 態 の 特 徴 手法の特徴

ケ

散

内

ハ
ホ

航
胎  土 焼 成 色    調 備   考

写真 図版

杯 蓋

1 C-1-43
褐

粘

上

黒

色

質

口径 (推 )

11 6

器高 (残 )

2 75

天丼部は、はぼ水平。ロ

縁部にかけて段 を有 し、

ゆるく菅曲して下る。口

縁部は一部に凹面を有 し

て下る。端割は丸い。

天丼部は、回転

ヘラ削 り調整。

他は、回転ナデ

調整。

密

1～ 2鰤

の粗砂 を

含む。

良好 灰自色N% 時計方向。

D― Ⅱ-43 回径 (推 )

11 1

器高 (残 )

31

口縁部はかるく省曲 して

下る。

端部は丸い。

天丼部は、回転

ヘラ削 り調整。

他は、回転ナデ

調整。

やや密

2～ 3411R

の礫を含

む。

良好 内面 外よりや
や自っぱい

外面 明ガリー
ブ灰色

25YG%

博計方向。

3 C― Ⅱ-61 口径 (推 )

95
器高 (残 )

30

口縁部 は、ゆ るやか に外

反 に奮 曲 してい る。瑞部

は丸 く内側 に凹縁 を有す

天丼部 か ら稜部 にかけて

やや屈 曲 し、残 はやや角

天丼部は、回転

ヘラ削 り調整。

他は、回転ナデ

調整。

密

1～ 2 mm

の粗砂 を

含む。

良好 灰白色N% 時計方向。

4 C― Ⅱ-61 口径 (推 )

10 7

器高 (残 )

3 85

口縁部は、段を有し、内

でしている。端部は丸い

天丼部は、回転

ヘラ削 り調整。

他は、回転ナデ

調整。

密

2 mmltの

粗砂を含

む。

良好 青灰色10B G/ 時計方向。

5 D― Ⅱ 61 口径 (推 )

10 8

器高 (残 )

35

天丼部は直線的に傾斜 し

口縁部 との境より、やや

内側に屈曲 し、端部は外

反し、わずかに段を有し

先端は鋭い。

回転ナデ調整。 密

2_ltの

粗砂 を含

む。

良好 灰白色 N% 不明。

口縁部は釉が

かり。

6 D一 Ⅱ-62 口径 (権 )

96
器高 (残 )

21

天丼部は水平に近 く、日

縁部にかけてゆるく弯曲

して下る。

日縁部は凹面を有して外

反する。端部は丸い。

回転ナデ調整。 密

1～ 2 mln

の粗砂 を

含む。

良好 緑灰色5G% 時計方向。

7 D―Ⅱ-62 口径 (推 )

11 6

器高 (残 )

26

口縁部はゆるく外反 し、

端部近 くで内側へ屈曲す

る。

端部は燕 。ゝ

天丼部は、回転

ヘラ削 り調整。

他は、回転ナデ

調整。

密

2～ 3 mm

位の白い

礫 を含む |

良好 内面 外面
灰自色N%
断面 暗紫灰色
SPR%

逆時計方向。

8 D― Ⅱ-20 口径 (推 )

10 55

器高 (残 )

35

口縁部はなだらかに弯曲

し、端部は丸い。

回転ナデ調整。 密 や

良

や

不

内面 灰白色
10Yライ

外面 灰色N%

時計方向。

9 D― Ⅱ-62 口径 (推 )

97
器高 C覧 )

2 45

天丼部は直線的に傾斜 し

口縁音Ⅲは内弯 しながら外

下方に開き、端部は内側

に段 を有 し、丸い。

回転ナデ調整。 密

Inrほ ど

のわずか

の粗秒を

含む。

良好 灰自色N% 不明。

C一 Ⅱ-72 口径 (推 )

10 8

器高 (残 )

25

口縁部は段 を有し、内む

しながら外反する。

端部は、内部に段 を有し

やや鋭い。

回転ナデ調整。 密

1^-2 mm

の粗砂を

含む。

良好 灰色 N% 時計方向。

11 C― Ⅱ-72 口径 (推 )

12 6

器高 (残 )

2 85

口縁部は内弯し、端部近

くて外反している。端部

は丸い。

稜は短く、鋭く、下方に

のびている。

回転ナデ調整。 密

1～ 2m
の粗砂 を

含む。

良好 灰色N% 逆時計方向。
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種  類
番  号

出上場所 上層 法量 (cm) 形 態 の 特 徴 手法の特徴

ケ
数

内

ハ
本

臨
胎  土 焼 成 色 調 備   考

写真 図版

杯蓋

D― Ⅱ-43

褐

粘

土

黒

色

質

口径 (推 )

10 6

器高 (残 )

27

口縁部は内弯 し、端部は

丸い。

回転ナデ調整。 密

1～ 2 mm

の粗砂を

含む。

良好 内面 外面
暗青灰色 5B/
断面 にない赤
褐色  75R%

時計方向。

D―Ⅱ-61 口径 (推 )

12 3

器高 (残 )

27

口縁部はゆるく内弯 して

下 り、端部に至る。

端部は丸い。

回転ナデ調整。 密

1～ 2 mm

の粗砂 を

含む。

良好 暗青灰色10B C

/
逆時計方向。

D― Ⅱ-62 口径 (推 )

11 2

器高 (残 )

31

口縁都はゆるく弯曲し、

端部は丸い。

回転ナデ調整。 やや密

2～ 3 rm

の粗砂 を

含む。

良好 灰白色N% 不明。

D一 Ⅱ-23 口径 (推 )

90
器高 (残 )

30

口縁部は内弯しながら外

下方に開き、端部は丸い

回転ナデ調整。 密

1～ 2 mm

位の粗砂

を含む。

良好 灰自色N% 逆時計方向。

D― Ⅱ-23

口径 (推 )

10 5

器高 (残 )

35

口縁郵は内弯 し、まっす

ぐ下 る。端部は丸い。

回転ナデ調整。 やや粗 良好 灰白色N% 不明。

17 D― Ⅱ-13 口径 (推 )

11 8

器高 (残 )

34

口縁部は内弯 して下る。

端部は丸い。

回転ナデ調整。 密

2～ 3mI

の礫 を合

む。

良好 緑灰色 75GY
%
逆時計方向。

D-1-61 口径 (推 )

11 8

器高 (残 )

29

口縁部は内沓 しながら外

下方へ開く、端音[は 丸い

天丼部に回転ヘ

ラ削 り調整。

他は、回転ナデ

調整。

密

1剛位の

組砂 を含

む。

良好 内面・明緑灰色

10G Y/

緑灰色

10C Y%
タト面

下明。

D― Ⅱ-4ユ 口径 (推 )

10 0

器高 (残 )

25

口縁部は外反 して下 り、

端部は、やや鋭い。

天丼部 と口縁部の境に凹

線 を有する。

天丼部は、回転

ヘラ削 り調整。

他は、回転ナデ

調整。

密

I mmほ ど

の粗砂を

含む。

良好 灰自色 N% 時計方向。

D― Ⅱ-52 口径 (推 )

10 8

器高 (残 )

28

口縁部は凹面を有し外反

する。端音[は丸 い。

回転ナデ調整 e 密

1～25m
位の粗砂

礫を含む

良好 灰白色 N% 逆時計方向。

D-1-42 口径 (推 )

86
器高 (推 )

1 4

天丼部 と口縁部の境に段

を有 し、回縁部は外反 し

ている。端部より、0 8cm

の所にかえりを有 してい

る。

天丼言μよ、回転

ヘラ削 り調整。

他は、回転ナデ

調整。

質 良好 青灰色5B/

D―Ⅱ-52 回径 (推 )

10 2

器高 (残 )

26

口縁部は内弯 しながら、

外下方に開く、端部は丸

回転ナデ調整。 密

1～ 1 5mm

の粗砂 を

含む。

良好 灰色 75Y% 時計方向。
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第 3地区出上、須恵器・杯身観察表 (第59図 )

種  類
番  号

出上場所 土層 法量 (cm) 形 態 の 特 徴 手法の特徴

ケ

数

内

ハ
本

臨
胎  上 焼 成 色 調 備   考

写真 図版

杯 身

l C-1-92
掘

粘

土

黒

色

質

口径(推)

10 05

器高 (残 )

2 7

た ちあが りは、内 ItAし 、

長 くIR部 は、やや鋭 い、
内面の端部 でタト反す る。

受部 は、水平 にの び、瑞

部は丸い。

た ちあが りと受部 の境 に

凹線 を有す。

回転ナデ調整。 密

2～ 4 mR

ぐらいの

礫を含む

良好 灰白色N% 時計方向。

受部に蓋付着

2 D― Ⅱ-60 口径 (推 )

11

器高 (残 )

2 35

たちあがりは、やや内傾

し、長 く、基部内面に沈

線 をめ ぐらす。端部は丸

受部は、水平にのび、端

部は丸い。

内底部回転ヘラ

削り調整。

他は、回転ナデ

調整。

密

1～ 2 mm

の礫 を合

む。

良好 青灰色10B G/ 時計方向。

3 D― Ⅱ-62 口径 (推 )

13

器高 (残 )

26

たちあがりは、やや内傾

し、端部は九い。

■部は水平にのび、端部

は丸い。たちあがりと受

部の境に凹線 を有す。

回転ナデ調整。 密

2～ 3 mm

の粗砂を

合む。

良好 青灰色5B/ 逆時計方向。

4 D― Ⅱ-62 口径 (推 )

11 2

器高 (残 )

2 2

たちあがりは、内傾 し、

端部はやや鋭い。

受け部は、やや上外方に

伸び、端部は丸い。

回転ナデ調整。 密

1～ 2 nm

の粗砂を

含む。

良好 画
　
　
面

面

内

　

外

断

明青灰色

5PBフイ
灰色N%
紫灰色

5RP%

不明。

受部に蓋付着

5 D― Ⅱ-52 回径 (推 )

12 6

器高 (残 )

29

たちあがりは、内傾 し、
長 く、基部の外がわに段
を有す。・

IR部 はやや鋭い

受部は、水平にのび、端
部はやや鋭い。たちあが
りと受部の境に回線を有
す。

底音I回転ヘラ削

り調整。

他は、回転ナデ

調整。

やや密

1～ 4 5nlr

粗砂、礫

職 を合む
`

良好 青灰色5BG/ 逆 E寺計方向。
断面、内側に

チャー トが合

まれている。

6 D― Ⅱ-53 日径 (推 )

12 9

器高(残 )

2 5

た ちあが りは、ほぼ垂直
で内がわのみ瑞部で外反

する。端部は鋭い。

受部は、水平 |こ のび、わ

ずか凹凸があり、端部は

丸ヽゝ。

回転ナデ調整。 密

2 1nmぐ ら

いの粗秒

を含む。

良好 明青灰色

10B G/
不明。

底き[か ら日縁

部にかけて自

然釉がかり。

7 D― Ⅱ-53 口径 (推 )

12 0

器高 (残 )

32

たちあがりは内傾 し、

音Iは やや鋭い。

受部は上外方にのび、

部はやや鋭い。

端

端

底部は回転ヘラ

肖」り調整。

他は、回転ナデ

調整。

密

15～ 3mm

ぐらいの

粗砂、礫

を含む。

良好 灰白色N% 時計方向。

8 D― Ⅱ-61 回径 (推 )

12 4

器高(残 )

3 1

た ちあが りは内傾 し、

く、端部は丸い。

受割は、水平にのび、

部は丸い。

長

端

回転ナデ調整。 密

l mmの 粗

砂を含む

良好 灰白色N/ 不明。

9 D― Ⅱ-62 口径 (推 )

13 6

器高(残 )

19

たちあがりは内傾 し、端

部は、やや鋭い。

受部は、水平にのび、端

部はやや鋭い。たちあが

りと受部の境に凹線 を有

す。

回転ナデ調整。 密

05～ 1剛

の粗砂 を

合む。

良好 内面・外面

明青灰色 5B/
断面 紫灰色
5RP%

不明。

D― Ⅱ-53 口径 (推 )

11 7

器高傷鋤

2 65

たちあがりは、内傾 し、

端部は丸い。

受部は、やや上外方にの

び、端部は丸い。

回転ナデ調整。 密

05^-1 5

mmぐ らい

の粗砂を

含む。

良好 灰白色N% 逆時計方向。

D―Ⅱ-61 回径 (推 )

13 6

器高 (残 )

2 6

たちあがりは、垂直にの

び、端部はやや鋭い。

受部は、水平にのび、端

部は丸い。

底部は回転ヘラ

削 り調整。

他は、回転ナデ

調整。

密

粗砂 を合

む。

良好 青灰色5B/ 時計方向。
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種  類
番  号

出上場所 土層 法量 (cm) 形 悪 の 特 徴 手法の特徴

ケ

数

内

ハ
本

飾
胎  上 焼成 色 調 備   考

写真 図版

杯 身

D― Ⅱ-62

褐

粘

土

黒

色

質

口径 (推 )

11 4

器高 (残 )

32

たちあがりは、内傾 し、

端部は丸い。

受割は、水平にのび、端

部は丸い。

底部は、回転ヘ

ラ削 り調整。

他は、回転ナデ

調整。

密

l mmぐ ら

いの粗砂

を合む。

良好 灰色N% 不明。

D― Ⅱ-82 口径 (推 )

13 7

器高 (残 )

2 21

た ちあが りは、ほぼ垂直

にのび、端部はやや丸い

受部は、やや下傾気味に

のびる。

回転ナデ調整。 やや密

1～ 2 mm

の粗砂 を

合む。

良好 青灰色 5B/ 不明。

受け部に蓋付

着、自然釉が

かり。

D― Ⅱ-62 口径 (推 )

10 45

器高 (残 )

26

たちあが りは、内傾 し、

端部は丸い。

受部は、水平 にのび、端

部は丸い。凹面を有す。

底部は、回転ヘ

ラ削 り調整。

他は、回転ナデ

調整

密

1～ 1 5mm

ぐらいの

粗砂を合

tr。

良好 灰白色N% 逆時計方向。

D― Ⅱ-23 口径 (推 )

15

器高 (残 )

3

たちあがりは、内傾する

端部は欠損。

受部は、水平にのび、端

部は丸い。

底部は、回転ヘ

ラ削 り調整。

他は、回転ナデ

調整。

密

3 mmぐ ら

いの際を

含む。

良好 灰白色 75Y/ 逆時計方向。

D― Ⅱ-62 口径 (推 )

11 4

器高 (残 )

2 45

たちあがりは、ほぼ垂直

にのび、端郡は丸い。

受部は、水平 にのび、端

部は丸い。

底割は、回転ヘ

ラ削 り調整。

他は、回転ナデ

調整。

符

1～ 3 mm

の組砂、

礫を合む

良好 内面

青灰色 SPB%
外面

青灰色 5B%
LT面

紫灰色 5RP%

逆時計方向。

受部に蓋の口

縁端部が付着

D-1-62 口径 (推 )

10 1

器高 (残 )

1 65

た ちあが りは、やや内傾

し、上方にのびる。端部

Iよ 丸い。

受部は、水平にのび、瑞

部は丸い。たちあがりと

受部の境に凹線 を有す。

回転ナデ調整。 密

1～ 1 5mm

ぐらいの

粗砂を合

む。

良好 明青灰色

5BC%
不明。

D― Ⅱ-61 回径 (推 )

10 8

器高 (残 )

2 98

たちあがりは、ほぼ垂直

にのび、瑞部は丸い。

受部は、水平にのび、端

部は丸い。

底部は、回転ヘ

ラ削 り調整。

他は、回転ナデ

調整。

密

1～ 2 mm

の礫を合

む。

良好 内面

明緑灰色 5C/
Vr面

明青灰色

5PB/

時計方向。

D一 Ⅱ-61 回径 (推 )

10 0

器高 (残 )

2 45

た ちあ が りは、やや内傾

し、上方へ の び る。瑞部

はやや鋭 い。 た ちあが り

基部 は内側 へ 大 きくは り

出 してい る。

受部 は 、やや上外 方へ の

び、端部 はやや鋭 い。

回転ナデ調整。 密

1～ 1 5mm

ぐらいの

粗砂を含

む。

良好 灰色N% 不明。

D一 Ⅱ-6】 口径 (推 )

10 3

器高 (残 )

33

たちあがりは、垂直にの

び、長 く、端部はやや鋭

受部は、水平にのび、端

部は丸い。

回転ナデ調整。 密

1～ 2 mm

ぐらいの

粗砂を含

む。

灰色N% 逆時計方向。
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第 3地区出土、須恵器・莞・壺観察表 (第60図 )

種  類
番  号

出上場所 土層 法量にn) 形 態 の 特 徴 手法の特徴

ケ

数

内

ハ
本

臨
胎  土 焼 成 色 調 備   考

写真 図版

甕 1 D― Ⅱ-61

褐

粘

土

黒

色

質

口径 (推 )

46 0

器高 (残 )

51

口頸部は、外弯 して端部

に至り、さらに外方へ屈

曲 し、端部は、垂直な平

面 を有す。

端部内面に浅凹線 を有す

回転ナデ調整。 やや密

礫を合む

良好 青灰色5B% 時計方向。

と霊 2 C― Ⅱ-93 口径 (推 )

12 5

器高 (残 )

3 45

口頸部は、外弯 し、端部

はやや九い。

回転ナデ調整。 密

2^-5 mm

位の礫 を

含む。

良好 内面

灰自色N%
外面

灰 白10Y%

逆時計方向。

壷 3 D― Ⅱ-52 回径 (推 )

21 0

器高 (残 )

34

口頸部は、外弯 したのち

端部でさらに外反する。

端部は、ほぼ丸く、下位

に凹線 を有す。

口頸外面音隣よ回

転ハケ調整のち

回転ナデ調整。

他は、回転ナデ

調整。

8本 密

2嗣立の
粗砂 を合

む。

良好 吉灰色 5B/ 逆時計方向。

一霊 D― Ⅱ-52 口径 (推 )

20 95

器高 (残 )

3 75

口頸部は、外弯 しわずか

凹凸 し上外方にのびる。

・
t8部は丸い。

回転ナデ調整。 密

1～ 3 mm

の礫 粗
砂 を合む

良好 灰白色 75Y% 逆時計方向。

甕 D― I-51 口径 (推 )

12 0

器高 (残 )

4 7

口頸普Iは 、外弯 して端部

に至り、さ らに外反する

端部は丸い。

回転ナデ調整。 密

粗砂 を合

む。

良好 内面

明青灰色13G/
外面

灰臼色 5Y%

不明。

壷 D-1-6】 回径 (推 )

24 6

器高 (残 )

37

口頸は、外反 したのち、

さらに外反 して端部に至

る。

端部は丸い。

回転ナデ調整。 密

1～ 1 5mm

位の粗砂

を含む。

良好 画

面

面

内

外

断

灰色N%
灰色N%
暗紫灰色

5RP/

不明。

一霊 D一 Ⅱ-61 口径 (推 )

21 0

器高 (残 )

3 7

口頸普Iは肩部 との付け標

より大 きく外方へ屈曲し

端部に至る。

端部は丸い。

肩部内面、同心

円文が見られる

他は、回転ナデ

調整。

密

1～ 3 nm

の礫を合

む。

良好 灰白色 75Y% 逆時計方向。

甕 D一 Ⅱ-61 口径 (推 )

24 9

器高 (残 )

3 7

口頸部は、外弯 し端部で

さらに外反 し、端部は丸

口頸外面部は回

転ハケ調整 した

のち、回転ナデ

調整。他は、回

転ナデ調整。

8本 密

1～ 1 5mT

の粗砂 を

含む。

良好 青灰色 5PB% 時計方向。
内狙1に 自然釉

がかり。

壼 9 C― Ⅱ 回径 (推 )

19 75

器高 (残 )

3 1

口頸部は、外傾 したのち

外反 し、瑞警Hこ 至る。

端普Ⅲは丸い。

口頸タト面都は回

転ハケ調整 した

のち、回転ナデ

調整。他は、回

転ナデ調整。

8本 密 良好 面

面

　

面

内

外

　

厨

灰色N%
黄灰色

25Y%
明青灰色

10B G/

不明。

全体に自然釉

がかり。

甕 C― Ⅱ 口径 (推 )

123
器高 (残 )

2 55

口頸は、外弯 し、さらに

外反 して端部に至る。

端部は丸い。

日頸外面部は回

転ハケ調整 した

のち、回転チ デ

調整。他は、回

転ナデ調整。

密

1～ 2 mm

の粗砂 を

合む。

良好 内面 灰オリー
ブ色  75Y%
外面灰黄欄色

10Y R%
断面 欄灰色
10Y R/

不明。

内面に自然釉

がか り。

壷 D― Ⅱ-40 口径 (推 )

195
器高 (残 )

36

口顕部は、外省 したのち

内側に屈曲する。

端部はほぼ丸い。

回転ナデ調整。 密

1 5-2 5

mr位の粗

砂 礫 を

合む。

良好 内面・灰色N%
外面 灰色N%

逆時 計方向。
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種  類
番 号

出上場所 土層 法量 (cn) 形 態 の 特 徴 手法の特徴
ケ
数
内

ハ
本
ｋｍ

胎  土 焼成 色 調 傭   考
写真 図版

褻 D― Ⅱ-61

褐

粘

上

黒

色

質

日径 (推 )

172
器高 (残 )

40

口頸部は、外弯 したのち

端部でさらに外反する。

端部は丸い。

日頸外面部は回

転ハケ調整。

他は、回転ナデ

調整。

12本 密

粗秒を含

む。

良好 内 面  灰 オ リー
ブ色 75Y%

不明。

壷 D― Ⅱ-62 口径 (推 )

18 8

器高 (残 )

31

口頸部は、外省 したの ち

端部で外反する。

端部は丸い。

口頸外面部は回

転ハケ調整 した

のち、回転ナデ

調整。他は、回

転ナデ調整。

8本 密 良好 内面 灰色 N%
外面 原色 N%

不明。

褻 D― Ⅱ-62

-ヤ 63

口径 (推 )

187
器高 (残 )

不明

口頸部は、外弯 し、その

まま端部に至る。

端部は丸い。

回転ナデ調整。 密

礫を含む

堅を 灰色N% 時計方向。

要 D一 Ⅱ-62 口径 (推 )

13 1

器高 (残 )

2 75

口頸部は、外弯 し、その

まま端部に至る。

端部は丸い。

回転ナデ調整。 やや密

1-ヤ 3 mm

の礫を合

む。

良好 内面・灰色

N%

外面 灰色 N%

不明。

褻 D― Ⅱ-52

--53

口径 (推 )

18 0

器高 (残 )

2 01

口頸部は、外弯し外面は

端普Iで きらリタト反し、外

下方に稜を有す。

端部は丸い。

回転ナデ調整。 密

粗砂を含

む。

良好

堅緻

灰色N% 不明。

喪 D-1-43 口径 (推 )

198
器高 (残 )

30

口頌部は、外弯 し、端部

に肥厚 を有 し、先端はや

や鈍い。

回転ナデ調整。 級密

2 mm位の

粗砂 を合

む。

良好 内面 外面
緑灰色10G Y%
暗青灰色 5B%
断面

暗紫原色5PR%

不明。

全体に自1/R釉

がかり。

一霊 D― Ⅱ-23 口径 (推 )

20 4

器高(残 )

29

口頸部は、外弯 し、さら

に端部で外反する。

端部はほぼ丸い。

回転ナデ調整。 密

白色礫 を

含む。

良好 灰向色N% 逆時計方向。

一霊 D― Ⅱ-23 日径 (推 )

168

器高 (残 )

33

口頸部は、外傾 し、端と[

まで至る。

端部は九い。

回転ナデ調整。 やや循

1～ 2 mm

の粗砂 を

合む。

良好 明青灰色 5B/ 不明。

第 3地区出上、須恵器・壺観察表 (第62図 )

種  類
番  号

出上場所 土層 法量 (cm) 形 態 の 特 徴 手法の特徴
ケ
数
内

ハ
本

ｈ
胎  土 焼 成 色 調 備   考

写真 図版

長頸壺

蓋

1 C― Ⅱ-91

黒 llJ

色粘

質上

口径 (推 )

11 0

器高 (残 )

22

天丼部は、ゆるく内弯 し

口縁部は水平にのびる。

端部はやや鋭い。内側、

端部より 1 7mmの 所にか

えりがある。

天丼部は回転ヘ

ラ削 り調整。

他は、回転ナデ

調整。

密

15～ 4mm

の組砂 を

含む。

良好 内面

灰 FHtt N%

外面

灰白色N%

時計方向。

一霊頸

蓋

長 2 D一 Ⅱ-31 口径 (推 )

10 4

器高 (残 )

2 25

回縁部は、外反 し、端部

はやや丸い。

内側、端音[よ り 1 5cmの

所にかえりがある。

回転ナデ調整。 密

組砂を含

む。

良好 灰白色N/ 不明。
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種  類
番  号

出土場所 土 懸 法量 (cm) 形 態 の 特 徴 手法の特徴
ケ
敷
内

ハ
本
ｋｍ

胎  土 焼 成 色 調 備   考
写真 図版

一軍 3 D― Ⅱ-52

黒掲

色粘

質土

口径 (推 )

50
器高 (残 )

2 65

口頸部は、基部より垂直

にたちあがる。端部はや

や鋭い。

回転ナデ調整。 密

粗砂 を含

む。

良女子 内面

青灰色 5B%
外面

褐色 5Y%

逆日寺計方向。

一霊 D― Ⅱ-61 口径 (推 )

90
器高 (残 )

21

口頌部は、垂直にたちあ

がり、 さらに、端部で外

反する。

端部は丸い。

肩部内面に、同

心円文がみ られ

る。

他は、回転ナデ

調整。

密 良好 灰白色N/

一軍 5 D― Ⅱ-30 口径 (推 )

16 0

器高 (残 )

8 15

口頸は、外傾 し、端部に

至り、端部は丸い。肩部

は、はぼ直線的に内傾す

る。体部は、段 を有しは

がら省出 する。

回転ナデ調整。 密

1-ヤ 4 mm

位の粗砂

礫 を合むそ

良好 灰色 N% 時計方向。

一霊 6 D-1-30 口径 (推 )

50
器高 (残 )

4 05

体部は、ゆるやかに内弯

し、凹線 を有す。

底部は平 ら。

体郡外面、底音I

外面は、回転ヘ

ラ削 り調整。

他は、回転ナデ

調整。

やや密

2-や 4 mm

位の礫 を

合む。

良好 内面 明青灰色

5PBライ

青灰色

5B%
外 面

時計方向。

一霊 7 C― I-99 口径 (推 )

68
器高 (残 )

4 7

口頸きるは、外傾 し、端部

は、ほ1「丸い。肩部は、

内傾に傾斜 し、体をIは 、

凹緑 を有 しながら、内弯

する。底部は平 ら。

体音Ⅲ外面の下位

と、底きb外面は

回転ヘラ削 り調

整。他は、回転

ナデ調整。

密 良好 内面 灰白色
N%

外面 灰色N%

時計方向。

底部にヘラ記

号あり%残存

一霊 8 C― I-99 口径 (推 )

16 8

器高 (残 )

29

口頸部は、やや外傾 し、

瑞部はやや鈍い。肩部は

ゆるやかに傾斜する。

回転ナデ調整。 やや密

粗砂を合

む。

良好 灰色N% 時計方向。

第 3地区出土、高台付須恵器観察表 (第63図 )

種  類
番  号

出上場所 土層 法量 (cm) 形 態 の 特 徴 手法の特徴
ケ
数
内

ハ
本
ｋｍ

月台 土 焼 成 色 調 備   考
写真 図版

杯  身 l C― ]-61

褐

粘

上

黒

色

質

高台径

(推 )

12 4

器高 (残 )

13

高台 は、 内 lt●気味 につ く

底部 は、平坦 で あ り、体

言[1ユ 底端 部 よ り外 ltHし て

の び る。

体部上 部 、 た ちあが り、

受部 は久損。

高台底 面 ,こ 凹面 を有す。

回転ナデ調整。 密

1 -ヤ 2 nn

の礫を含

む。

不良 内面 灰色 N%
外面 灰赤色
25YR%

時計方向。

杯  身 2 D-1-61 高台径

(推 )

86
器高 (残 )

不明

高台は、底端部に垂直に

つ く。体を[は 、底
'お

き[よ

り、外傾 してのびる。

底部、体部上部、たちあ

がり、受部は欠損。

高台底面はやや銑い。

回転ナデ調整 やや密

粗砂 を含

む。

良好 灰白色 N% 時計方向。

杯  身 3 D― Ⅱ 61 高台径

(推 )

11 0

器高 (残 )

25

高台は、底端部に外傾気

味につ く。体部は、底端

部より、外傾 してのびる

底部は平坦である。

高台底面は凹面を有す。

回転ナデ調整。 密

1～ 1 5mm

位の粗砂

を含む。

良好 明青灰色 5B% 逆時計方向。

台付重 4 D― Ⅱ-61 高台径

(推 )

82
器高 (残 )

29

高台は、底瑞部 よ リタト傾

気味 につ く。広部外面は

平埋 、底 音「内面 は、凹凸

面 を有 しなが ら傾斜 して

い る。体 部 は、 lI・IR部 よ

リタト傾 しての びる。

高台底部 は凹面 を有す。

回転ナデ調整。 竃 良好 灰白色N% 逆時計方向。
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種  類
番  号

出上場所 土層 法量 (cm) 形 態 の 特 徴 手法の特徴

ケ

数

内

ハ
ホ

臨
胎  上 焼 成 色 調 傭   考

写真 図版

台付壺 5 D― Ⅱ 13
掘

粘

土

黒

色

質

高台径

(推 )

12 3

器高 (残 )

47

高台は、底瑞部より、垂

直にのびる。底部は、傾

斜 している。体部は、底

端部より、外傾 してのび

る。

高台底部は平坦。

体部外面は、回

転ヘラ削 り調整 |

他は、回転ナデ

調整。

密

3 nn位の

礫 を含む

良好 青灰色 5B% 逆時計方向。

台付壺 6 D― Ⅱ-61 高台付

(権 )

90
器高 (残 )

37

高台は、底端部より内傾

気味につ く。底部は、傾

斜 している。体音61よ 、底

端部より外傾 してのびる

高台底部はやや丸い。

体部外面は、回

転ヘラ削 り調整 I

他は、回転ナデ

調整。

密

黒色礫 を

含む。

良好 面

　

面

　

面

内

　

外

色

断

色

明tB原 色

5YR死
にない橙

5YR/
にない橙

5YR%

逆時計方向。

杯  身 7 D― Ⅱ-30 高台付

(推 )

52
器高 (残 )

26

高台 は、底端部 に、外傾

気味 につ く。底部 は、平

坦 であ り体部 は、外傾 し

てのび る。体 部上部 、た

ちあが り、受部 は欠損 。

高台底面 は凹面 を有す。

回転ナデ調整。 密 良好 明青灰色

5PB/
時計方向。

水  瓶 8 D-1-30 高台付

(推 )

60
器高 (残 )

2 75

高台は、底端部に垂直に

つ く。

底部は、平坦、体部は、

外傾 してのびる。

高台底面は平坦。

体を[は 、回転ヘ

ラ削 り調整。

他は、回転ナデ

調整。

密

15～ 2剛

の礫を含

む。

良好 内面 外函
青灰色 5B%
断面

紫灰色 5RP/

逆時計方向。

水  瓶 9 D― Ⅱ-61 高台径

(推 )

70
器高 (残 )

28

高台は、底瑞部に、内傾

気味につき、端部近 くで

外反する。底部は、ltH斜

している。体部は、外傾

してのびる。

高台底面は平埋。

回転ナデ調整。 密 良好 灰色 N% 逆時計方向。

台付壺 D-1-30 高台径

(推 )

13 2

器高 (残 )

38

高台 は、痣端部 よ り、華

直 にの び、端部付 近 で外

反す る。 底部 は、久損 の

ため不明。体部 は、底瑞

旨Eよ り外傾 しての び る。

内部 にふ <ろ み を有す。
高台
rA面

|二 凹面 を有す。

回転ナデ調整。 密

l RIm位 の

粗砂を合

む。

良好 灰臼色10Y/ 時計方向。

断面、粘土帯

の痕 を確認。

杯  身 D-1-40 高台径

(権 )

68
器高 (残 )

26

高台は、底端士[よ り、下

方へ垂直にのびる。底部

は、傾斜 している。体部

は、底端部より、外傾 じ

てのびる。

高台底面凹面を有す。

回転ナデ調整。 密 良好 明緑灰色10G/ 時計方向。

第 3地区出土、土師器・壺・甕観察表 (第64図 )

種  類
番  号

出上場所 土層 法量 (cm) 形 態 の 特 徴 手法の特徴
ケ
数
内

ハ
本
ｋｎ

胎  土 焼 成 色 調 備   考
写真 図版

甕 1 D― Ⅱ-32

-ヤ 33 褐

粘

土

黒

色

質

口径 (推 )

18

器高懺 )

4 1

口頸部は、外傾 している

端部は、角ばっている。

体部は、内弯気味に下る

体部に指圧痕残

る。

他は、ナデ調整

やや密 良好 内面 にない黄
褐色 10Y R%
外面 明黄褐色
10Y Rχ

甕 2 D-1-20 口径(推 )

12 4

器高 (残 )

43

日頸部は、外傾 してのび

端部でやや内弯する。

瑞部は丸い。

体部は、直線的に下外方

に下る。

ナデ調整。 粗

2～ 3 mE

の礫を合

む。

良好 内面 黒掲色
25Yχ

外面 橙色
5YR%

獲 3 D-1-43 口径 (推 )

18 6

器高(残 )

44

口頸音Iは 、外弯気味にの

び、端部でさらに外反す

る。端部はほぼ鋭い。

体部は、下外方に下る。

体部外面は、ヘ

ラ営1り 。

他よ、ナデ調整

密

粗砂を含

む。

良好 こない橙色

75YR%
体部内面、粘

土接合痕。
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種  類
番  号

出上場所 土層 法量 (cm) 形 態 の 特 徴 手法の特徴
ケ
数
内

ハ
本
ｋｍ

月台 ■ 焼成 色 調 働   考
写真 図版

褒 C― Ⅱ-8]

褐

粘

土

黒

色

質

口径 (推 )

14 0

器高 (残 )

2 85

口頸部は、外傾 し、端部

で外反する。端部は丸い

体部は、内弯気味に、下

外方に下る。

指圧及びナデ調

整。

密

05～ 5nRI

の粗砂

礫 を含む

良好 黄色 25Y鬼

甕 C― I-79 回径 (推 )

18 3

器高 (残 )

46

回頸部は、外傾 して上外

方へのびる。瑞分はやや

丸い。体部は、直線的に

下外方に下 る。

摩減のため不明 やや密

2 mmの 躁

を含む。

良好 内面 淡黄色

25Y%
明黄偶色

10Y R%
外 面

褒 D-1-11 口径 (推 )

16 6

器高 (残 )

38

口頸部は、外弯 して上外

方にのび、端部は、ほぼ

丸い。体部は、内弯気味

に下 る。

摩減のため不明 密

l mrftの

粗砂を合

む。

良好 内面 にない控
色  75YR%
外面 性色
75YRえ

断面 構色
25YR%

褒 7 C― I-99 口径 (推 )

19 55

器高 (残 )

49

口頸部は、ほぼ垂直にの

び、端部で外傾する。

体部は、内弯気味に下る

ナデ調整。 密

05～ 25
mの粗砂
と礫を含

む。

良好 格色5YR%

褒 C― Ⅱ-71 口径 (推 )

168
器高 (残 )

31

口頸部は、外傾 して端部

に至る。端部は丸い。

体部は、欠損のため不明

ナデ調整。 密

1～ 411m

位の粗砂

隣 を含む

良好 明樹色

75YR%
体部外面に 2

条の凹線 を有

す。

甕 C― Ⅱ 口径 (推 )

19 95

器高 (残 )

34

口頸部は、肥厚で、外傾

する。端部は丸い。

体部は、内弯気味に下外

方へ下る。

回頸部外面、ハ

ケ調整の後、ナ

デ調整。

他は、ナデ調整

密

白色礫 を

含む。

良好 内面 赤灰色
25YR%

外面 にない槽
色  75YR%

妻 D― Ⅱ-61 口径 (推 )

24 3

器高 (残 )

36

口頸音Ⅲは、外傾 している

端部は丸い。

体部は下外方へ下る。

ナデ調整。 やや密

05～42
nmの礫 を

含む。

良好 内面 外面
明赤樹色

5YR%
断面・にない朽

色  10Y R%

一霊 11 D― Ⅱ-32 口径 (推 )

14 0

器高 (歳 )

37

口頸部は、外省気味にの

び、端著6に 至る。端部は

ほぼ丸い。

体部は、内弯気味に下る

ナデ調整。 篭

1^-3 mm

位の粗砂

礫 を含むI

良好 浅黄橙色

75YR%

重 D― Ⅱ-11 口径 (推 )

10 5

器高 (残 )

37

口頸都は、外弯気味にた

ちあがり、IIP部 でさらに

外反する。

体部は内弯して下る。

体部タト面はヘラ

ナデ調整。内面

は、指圧調整。

他は、ナデ調整

やや密 良好 赤tjl色

25YR%

一霊 口径 (推 )

16 9

器高 (残 )

4 9

口頸部は、外傾してのび

さらに、ほぼ垂直にのび

さらに端部で、やや外傾

する。

体部は欠損のため不明。

ナデ調整。 やや密

礫 を含む

良好 実黄悟色

75YR%

一霊 C― Ⅱ 回径 (推 )

19 0

器高(残 )

43

口頸部は、タト傾 して、た

ちあがり、端部は丸い。

体部は、内弯気味に下る

ナデ調整。

指圧痕体 aVbに残

存。

やや密

3× 4 rE

の際を合

む。

良好 内面 にない獨
色  75YR%
外面 にない lL
色  75YR%
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第 3地区出上、土師器・皿観察表 (第65図 )

種  類
番  号

出上場所 土層 法量 (cm) 形 態 の 特 徴 手法の特徴
ケ
数
内

ハ
本
ｋｍ

胎  土 焼 成 色 調 備   考
写真 図版

皿 1 C― Ⅱ-61

黒褐

色粘

質土

上層

口径 (推 )

92
器高 (残 )

11

口頸部は、外傾 してのび

端部は鋭い。

底部は、平坦である。

ナデ調整。 やや密

1～ 1 5mm

の粗砂を

合む。

良好 内面 浅黄橙色
75YR%

外面 浅黄橙色
7 5YR%

逆時計方向。

平行日音文 を有

す。

皿 2 C-1-72 口径 (推 )

90
器高 (残 )

1 55

口縁部は、内弯気味に、

上外方へのびる。端部は

丸い。

底部は、平坦である。

ナデ調整。 密

0 5^-1 5

mmの 粗砂

を含む。

良好 内面 にない橙
色  2 5YR%
外面・橙色

2 5YR%

不明。

皿 3 C一 Ⅱ 口径 (推 )

71
器高 (残 )

9

国縁部は、上外方へのび

る。端きⅢはやや鋭い。

底部は、内弯気味である

ナデ調整。 密 良好 内面・浅黄橙色

10Y R%

外面・浅黄色

25Y%

逆時計方向。

皿 4 D― ]-3 口径 (推 )

78
器高(残 )

1 55

日縁部は、外弯気味に、

上外方へのびる。端部は

肥厚で九い。

底部は、平坦である。

ナデ調整。 密

05～ 15
mmの 粗砂

を含む。

良好 黄橙色10Y R% 不 明。

皿 5 D― Ⅱ-62 口径 (推 )

10 5

器高 (残 )

18

口縁部は、外弯気味に上

外方へのびる。端部は丸

底部は、外弯気味である

ナデ調整。

ヘラ削 り痕が残

存。

やや密

1～ 1 5nm

の粗砂 を

含む。

良好 明黄褐色

10Y R晃

逆時計方向。

皿 6 D― Ⅱ-61 日径 (推 )

86
器高 (残 )

1 35

日縁部は、上外方へ直線

的にのび、端部付近で少

し外反す。端部は丸い。

底部は、平坦である。

ナデ調整。 密

l mmの 粗

砂 を含む

良好 内面・にぶい黄

橙色 10Y R%
タト面 にぶい黄
橙色 ЮYR%

不明。

皿 7 C― Ⅱ-80 口径 (推 )

90
器高 (残 )

11

日縁部は、上外方へのび

る。端部は丸い。

底部は、平坦である。

ナデ調整。 密

1～ 2 mm

の礫を含

む。

良好 内面 浅黄橙色
75YR%

外 橙色
2 5YR%

皿 8 C― Ⅱ 口径 (推 )

93
器高 (残 )

24

口縁部は、内省気味に上

外方へのびる。端部は鋭

底部は平坦と思われる。

ナデ調整。 密

礫を合む

良好 内面 橙色
75YR%

外 にない橙色
7 5YR%

皿 9 C― Ⅱ 口径 (推 )

84
器高 (残 )

1 85

日縁部は、やや内省気味

で上外方へのびる。端部

はやや丸い。

底部は平坦である。

ナデ調整。 密 良好 内面 赤橙色
10R%

外 にない橙色
5YRえ

皿 C― Ⅱ 口径 (推 )

10 4

器高(残 )

1

口縁部は、外弯 してのび

端部付近で外反する。端

部はやや角ばっている。

底部は、平坦である。

ナデ調整。 密 良好 浅黄橙色

75YR%

皿 11 D― Ⅱ-52 口径 (推 )

8

器高 (残 )

1 25

口縁部は、内弯気味に上

外方へのびる。端部は丸

底部は、欠損のため不明

ナデ調整。 密 良好
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種  類
番  号

出上場所 土 層 法量 (cm) 形 態 の 特 徴 手法の特徴
ケ
数
内

ハ
本
齢

胎  土 焼 成 色 調 備   考
写真 図版

皿 D― ]-23

掲

粘

土

黒

色

質

日径 (cm)

63
器高(残 )

12

口縁部は、内弯気味 に上

外方へのびる。端部は丸

底部は、平坦であるが、

底部中央で内弯する。

ナデ調整。 密 良好 にぶい橙色

75YR%

皿 D―Ⅱ-61 口径 (cm)

104

器高 (残 )

2 45

口縁部は、内弯気味 に上

外方へのび、端部付近で

外反する。

端部は鋭い。

底部は平坦である。

ナデ調整。

底部、底端部に

指圧痕あり。

やや密

礫を含む

良好 橙色 75YR%

第 3地区出土、須恵質・摺鉢観察表 (第66図 )

種  類
番  号

出上場所 上層 法量 (cm) 形 態 の 特 徴 手法の特徴

ケ

数

内

ハ
本

晰
月台 土 焼成 色 調 備   考

写真 図版

摺鉢 1 D― Ⅱ-2

灰縄

色格

質土

日径 (推 )

27 0

器高 (残 )

33

体部は、内省気味に上外

方へのび、口縁部は内弯

してのびる。

端割は丸いが、やや角ば

っている。

回転ナデ調整。 密

1～ 5 mm

くらいの

粗砂 礫

を含む。

良好 明青灰色 5B/ 時計方向。

摺鉢 2 C― ]-61 口径 (推 )

26 65

器高 (残 )

25

体部は凹凸を有 しながら

上外方へのびる。日縁割

は内弯気味。

端音Iは 丸い。

回転ナデ調整。 やや密

1～ 25剛
の粗砂

礫を含むI

良好 明青灰色

10B G%
時計方向。

摺鉢 3 D― Ⅱ-1 日径 (推 )

27 2

器高 (残 )

29

体部は、外弯気味に上外

方へのび、口縁部は垂直

にのび、端部は丸い。

回転ナデ調整。 密

1～ 2 mm

の粗砂 を

含む。

良好 灰色N%
口縁部 灰色
N%

時計方向。

摺鉢 C― Ⅱ-82 口径 (推 )

23

器高(残 )

26

体部は、外弯気味に外上

方へのび、口縁部は内傾

し、端部はほぼ丸い。

回転ナデ調整。 密

l mmぐ ら

いの粗砂

を含む。

良好 内面 灰自色
N%

外面 灰自色
N%

日縁部 N%

逆時計方向。

摺鉢 5 D―Ⅱ-1 口径 (推 )

25

器高 (残 )

4

体部は、外上方に直線的

にのび、口縁部は内傾 し

端部はやや鋭い。

回転ナデ調整。 密

l mmぐ ら

いの粗砂

を含む。

良好 灰色N/
口縁端部付近・

暗縁灰色

75GY%

逆時計方向。

端部 より、下

1 8cmま で、

黒 く帯状 にな

っている。

招然 6 C― Ⅱ-81 口径 (推 )

24 0

器高 (残 )

24

体暮Ⅲは、やや外弯気味に

のび、日縁部は、内弯 し

て、端部に至る。

端部はやや鋭い。

回転ナデ調整。 密

1～ 1 5mm

ぐらいの

粗砂あり(

良好 内面 ,外面

灰自色N%
口縁部

暗オリーブ灰色

25CY%

不明。

leI鎌 7 C～ Ⅱ-81 口径 (推 )

18

器高 (残 )

28

体音Iは 、上外方へのび、

日縁部は、外傾 して、端

部に至る。

端部はやや鋭い。

回転ナデ調整。 密

1～ 2 5mm

の礫を合

む。

良好 面
　
　
面

内

　

外

灰白色N%

黒色N/

時計方向。

摺鉢 8 C-1-87 口径 (推 )

20 6

器高(残 )

18

体都は、上外方へ内弯気

味にのび、口縁部は、垂

直にのびる。

端部は鋭い。

回転ナデ調整。 密 良好 明青灰色

5BGえ
時計方向。
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第 3地区出上、陶磁器観察表 (第67図 )

種  類
番  号

出上場所 土層 法量 (cnl) 形 態 の 特 徴 手法の特徴

ケ

散

内

ハ
本

晰
胎  土 焼成 調色 備   考

写真 図版

長頸壺

蓋

I D― I-19

褐

粘

土

灰

色

質

口径 (推 )

42
器高 (残 )

34

つまみを有 し、垂直にの

び端部は九い。

ロクロによる回

転ナデ調整。

底部 に糸切 りの

あとが見られる。

密 良好 にない橙色

75YR%
天丼部

黒褐色 5YR%

上面に釉薬が

かかっている。

皿 2 D-1-32 底部径

(推 )

3 25

器高 (残 )

16

体部は、外弯気味に上外

方へのびる。

底部は、外面凹面になっ

ている。内面は平坦。

体部最下部、底

部外面は、回転

ヘラ削 り調整。

他は、回転ナデ

調整。

密 良好 内面 灰自色
75YR%

外面 にない糧
色  5YR%

逆時計方向。

底部内面に自

い釉かかる。

椀 3 C― Ⅱ 口径 (推 )

42
器高 (残 )

2 65

体部は、内弯気味にのび

さらに外傾 して上外方ヘ

のびる。

底告ヽは、外面凹面になっ

ている。内面は平坦。

体部最下部、底

音I外面は、回転

ヘラ削 り調整。

他は、回転ナデ

調整。

密 良好 内面 オリープ
灰色  10Y%
外面 にぶい赤
偶色12 5YR%

時計方向。

底部内面に、

緑の釉薬から

かっている。

椀 4 D― Ⅱ-10 口径 (推 )

15 8

器高 (残 )

37

口縁部は、内傾 し、端部

で外反する。

端部は丸い。

口縁部外面は、

回転ヘ ラ削 り調

整と回転ナデ調

整。他は、回転

ナデ調整。

密

i nmぐ ら

いの粗砂

を合む。

良好 内面 外面
暗赤褐色

75R%
断面

灰白色N%

不明。

椀 5 D― Ⅱ-62 底径部

(推 )

48
器高 (残 )

1 85

高台は垂直にのび、端部

は丸い。底部外面は、凸

状になっている。

内面は平坦である。

体吉Iは 、欠預のため不明

底部外面、体部

最下部は、回転

ヘ ラ削 り調整。

他は、回転ナデ

調整。

密

1～ 2 mm

の粗砂 を

含む。

良好 内面・灰白色

5Y%
タト面 にない黄
橙  10Y R%

逆時計方向。

内面、釉がか

り。外面、部

分的に自い釉

がかり。

青 磁
椀

6 D― Ⅱ-2 日径 (推 )

37
器高 (残 )

16

高台は、垂直に下る。端

部は、平坦である。

体部は、欠損のため不明

回転ナデ調整。 密 良好 明オリーブ灰色

25GY/
不明。

青 磁
皿

7 C― Ⅱ-2 口径 (推 )

6

器高 (残 )

6

底部内面は平坦、外面は

内弯 している。

体部は欠損のため不明。

外面は、回転ヘ

ラ削 り調整。

内面は、回転ナ

デ調整。

密 良好 灰自色 75Y% 不明。
内面、クンガ

キ有す。

自 磁
椀

C― Ⅱ-81 日経 (推 )

74
器高 (残 )

2 2

高台は、垂直に下る。端

部は、平坦である。

体部は、内弯気味にのび

る。

底部外面、回転

ヘラ削 りによっ

て凹面にしてい

る。

密 良好 明オリーブ灰色

5GYライ
逆時計方向。

青 磁
椀

D― Ⅱ-62 口径(推 )

12 9

器高 (残 )

46

体部は、外傾 してのび、

さらに端部付近で少 し外

反する。

端部は丸い。

密 良好 オリーブ灰色

10Y%

青 磁
椀

D― Ⅱ-4] 口径 (推 )

148

器高 (残 )

44

体部は、やや内弯気味に

のびる。

口縁瑞部は丸い。

密 良好 内面 外面
オリーブ灰色

5CYχ
bl面  明縁灰色
10C Y%

白 磁
椀

C― Ⅱ-61 日径 (推 )

14

器高 (残 )

34

体部は、やや内弯気味に

のび、口縁端部で、肥厚

し外反する。

端部は丸い。

やや密 良好 灰自色 75Y%
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種  類
番  号

出上場所 土層 法量 (cm) 形 態 の 特 徴 手法の特徴 本数
km内

胎  土 焼 成 色 調 傭   考
写真 図版

臼 磁
椀

C― Ⅱ-61

灰 褐

色格

質土

日径 (推 )

8 05

器高(残 )

44

体部は、やや内弯気味に

上外方へのび、日縁端部

で外反する。

内面は、放射状

の櫛 目あり。

外面は、孫の手

状の櫛 目あり。

密

05-0 6
nm粗砂 を

合む。

良好 灰自色 75Y%

磁

鉢

青

深

D― I-49 口径 (推 )

18 6

器高 (残 )

4 15

体部は、「 くJの字のよう
に内弯 している。口縁部

は、やや内傾 して、端部

で外反する。

端割は丸い。

体部外面に 2本

の凹線 を有す。

密 良好 明オリープ灰色

5GY%

第 3地区出土、瓦器観察表 (第68図 )

種  類
番  号

出上場所 土層 法量 (cm) 形 態 の 特 徴 手法の特徴
ケ
数
内

ハ
本
ｋｍ

胎  土 焼 成 色 調 備   考
写真 図版

椀 1 C一 Ⅱ-7】

灰縄

色粘

質土

口径 (推 )

17 2

器高(残 )

30

体部は、ゆるやかに内弯

しながら、立ち上がり、

日縁部で少しタト反する。

日縁端部は丸い。

体部外面はナデ

調整 と指圧。他

は、ナデ調整。

内面に螺旋状の

暗文あり。

密

0 5mmの

粗砂を含

む。

良好 暗青灰色

5PB%

皿 2 D― I-9 口径 (推 )

12 0

器高(残 )

20

体部は、内弯気味に上外

方へのび、口縁部に至る

日縁端部は丸い。

底部は平壇である。

ナデ調整。

内面に 2本 の暗

文が見られる。

やや密

1～ 2 5mm

位の粗砂

礫 を含む

良好 面
　
　
面

内
　
　
外

灰自色

N/
灰色N/

椀 3 C― Ⅱ-82 口径 (推 )

14 4

器高(残 )

37

体部は、内弯気味にのび

口縁端分に至る。

口縁端部は、ほぼ丸い。

底部は欠損のため不明。

外面は、指圧 と

ナデ調整。

他は、ナデ調整

密 良好 内面 灰色 N%
外面 1曳 黄色

75Y%
口縁端部

暗 オ リー ブ灰色

2 5CY%

逆時計方向。

椀 4 C― Ⅱ-72 口径 (推 )

15 0

体部は、内弯 してのび、

日縁端部に至る。

日縁端部はやや鋭い。

ナデ調整。 密 良好 灰色N%

皿 5 C― Ⅱ-72 口径 (推 )

13 1

器高 (残 )

22

体部は、内弯気味 1

方へのびる。

口縁端部はほぼ丸ヤ

上外 体部外面は指圧

とナデ調整。

他はナデ調整。

密 良好 明緑灰色

10G Y%
断面外 明黄褐
色  25Y%
外面内 灰白色
5Y%

皿 6 D― Ⅱ-11 口径 (推 )

83
器高 (残 )

09

口縁部は、内弯気昧に上

外方へのび、端分はやや

丸い。

底部は中央で内弯してい

る。

底部は指圧 とナ

デ調整。他は、

ナデ調整。

内面 シガキによ

る光沢あり。

密

1～ 1 5nm

位の粗砂

を含む。

良好 内面  外面

青灰色5B/
口縁端部 黄色
5Y%

椀 7 C― Ⅱ-81 口径 (推 )

130
器高(残 )

37

体部は、ゆるく凹凸面を

有し、内弯気味に上外方

へのび、日縁端部に至る

日縁端部はほぼ九い。

体部外面は指圧

とナデ調整。他

は、ナデ調整。

内面に、横状の

暗文あり。

密 良好 内面 外面
灰自色N%
断面

灰自色N%

椀 8 C-1-81 日径 (推 )

11 4

器高(残 )

29

体部は、ほぼ直接的に上

外方へのび、口縁端部に

至る。

日縁端部はほぼ丸い。

体部外面は、指

圧 とナデ調整。

他は、ナデ調整

内面に 2本 の暗

文あり。

密 良好 灰色N%
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種  類
番  号

出上場所 土層 法量 (cm) 形 態 の 特 徴 手法の特徴

ケ

数

内

ハ
本

航
胎  土 焼成 色 調 備   考

写真 図版

おヽ 皿 C― Ⅱ-72

灰褐

色粘

質土

口径 (推 )

80
器高 (残 )

15

口縁部は、外弯気味にの

び、端部で少 し外反する

底部外面は指圧

とナデ調整。

他は、ナデ調整

密

硬い。

良好 にない黄色

25Y%

皿 C― Ⅱ-72 日径 (推 )

96
器高 (残 )

21

口縁部は、内弯気味に上

外方へのび、端部に至る

端部は丸い。

ナデ調整。 密 不好 内面

オリーブ黒色

10Y%
外面

暗青灰色10B G

椀 C― Ⅱ-82 底部径

(推 )

5 6

器高 (残 )

1 95

高台は、底端部 に垂直に

つき、端部は鋭い。

底部は傾斜 している。

体部は、内弯気味に上外

方へのびる。

口縁部は欠損のため不明

体部下部外面は

指圧 とナデ調整

他は、ナデ調整

粗質粘土 良好 灰色N%

皿 C― Ⅱ-61 日径 (推 )

89
器高 (残 )

17

口縁部は、ほぼ垂直的に

上外方へのびる。

端部はやや鋭い。

底部は欠損のため不明。

タト面下部は指圧

とナデ調整。

他は、ナデ調整

粗質粘上

軟らかく

もろい。

良好 灰白色 25Y%

皿 C― Ⅱ-82 口径 (推 )

108

器高 (残 )

25

回縁部は、ほぼ垂直に上

外方へのび、端部に至る

端部はほぼ九い。

底部は、平坦である。

外面下部は指圧

とナデ調整。

他は、ナデ調整

密

1～ 1 5mm

の粗砂を

含む。

不好 灰自色 25Y%

皿 C― Ⅱ-82 口径 (推 )

11 6

器高 (残 )

21

口縁部は、やや内弯気味

に上外方へのび、端部は

丸い。

底部は欠損のため不明。

外面下部は指圧

とナデ調整。

他は、ナデ調整

密 良好 浅黄色5Yχ

碗 D一 Ⅱ-62 高台付

(推 )

5 15

器高 (残 )

21

高台は、やや外弯気味に

つく。端部はほぼ鋭く付

き出ている。底部は平坦

である。体部はやや内弯

気味に上外方へのびる。

体部外面、底部

外面は指圧 とナ

デ調整。

他は、ナデ調整

密

土師質の

感 じ。

良好 内面・灰白色

10Y%
外面 明黄褐色
25Y死
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(5)第 5・ 6地区試掘調査

第 1-1調査地点 (ト レンチ)
ベルト状に堆積した 5層 (耕作土・床土・灰黄褐色土 。にぶい黄褐色土・黒色粘質土)が地

山である灰責褐色粘質土上にみられる。地山はフラットで各層位共に多少の凸凹があるとして

もおおむね、水平層といえる。この トレンチ内では、遺構は検出されていないし、又、中央部

南側において2× 2m程度拡張したが須恵器、土師器、土師質土器、瓦器片の細片が少量、日

につくだけであった。尚、各層は、0.2～ 0.3mで ある。

第 1-2ト レンチ

東側よりも西側の方が分厚い耕作土を遺存し、第 2・ 3層はベルト状でほぼ水平層であるが

第 5層 である黒褐色粘質土は各所で隆起した地山によって分断されてレンズ状堆積さえ呈する

所がある。中央部には、にぶい黄褐色土の落ち込みが僅かに確認されたが遺構か否かは不明と

して保留したい。

この試掘地点の北端からは、新大和川付け替え工事以降の築造と解される耕作用井戸を検出

した。1.55m× 1,35m× 深さ2.9mを計測し、ほぼ垂直な掘方からは明青灰色土、明黄褐色砂

質土、明緑灰色砂質土がブロックで上面を埋めつくしており下層に至っては明緑灰色粘質土、

緑灰色粘質土という水平層によって埋土を構成する。この井戸を開孔した地山の変化を上層か

ら追ってみると明黄褐色粘質土、黄灰色粘質土、緑灰色粘質土 (砂質ぽい)、 黒褐色土と湧水層

としての緑灰色砂質土 (礫混り)が層位を成す。この井戸が比較的浅いのは、おそらく微高地

で、かつ、旧河道上に位置していることに起因する。

遺物としては、2× 2mの拡張部における黒褐色粘質土中より土師器、須恵器片を採集した

ものの実測化出来る土器片は見当らなかった。

第 2ト レンチ

試掘調査区の北西ブロックに位置しており基本層序は、第 1-1調査区に類似している。各
々5層共に、厚さは同じでベルト状の水平層を成すが地山の大きな凹みがみられる。その凹み

には、黒褐色粘質土 (10Y R%)が流れ込んでいたがこれまた遺構としてピックアップするに

は難点を有する。当トレンチ調査中では、遺構は検出されず、又、包含層でも遺物は殆ど見当

らない。

第 3ト レンチ

第 1-2ト レンチの交点より南側にあっては、第 1～ 4層 のみで第 5層 はない。特に第4層
(にぶぃ黄褐色土)が分厚い北半分では、地山上に第 5層 (黒褐色粘質土)が 0。 2mの序位を成し
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十

第74図 第 5・ 6地区試掘調査地点
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2ト レンチ

①耕作土暗灰黄色土¢5Y%)
②床土灰黄褐色土(10Y R%)
③灰黄鶴色粘質土(10Y R%)
④になヤヽ黄褐色土(10Y R%)
⑤黒鵜色粘質±00Y R%)
③地山灰黄栂色砂質土(25Y%)
⑦ 黒褐色粘質土 (10Y R%)

3ト レンチ

第75図 試掘 トレンチ土層断面図

-111～ 112-
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第76図 試掘 トレンチ土層断面図
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C地点

G地点

7ト レンチ

A地点

CI
①耕作土暗灰黄色±95Y%)
②床土灰黄褐色土(10Y R%)
③灰黄褐色粘質土(10Y R%)
①にぶ↓再黄褐色土(10Y R%)
⑥ 黒褐色粘質土 (10Y R%)
〇黒色土(10Y Rχ )
◎灰自色土(25Y/)
⑩地山明黄掘色粘質■00Y R%)
〇地山灰オリーブ色粘質土(5Y%)
4m

⑭黒掲色粘質±00Y R%)
⑮灰褐色粘質±9 5YR%)
⑩地山黄褐色砂礫層(10Y R%)
⑫黄褐色粘質土(25Y%)
⑩地山明黄褐色粘質土(25Y%)
⑩地山灰オリーブ砂質土(5Y%)
⑩地山灰黄褐色砂礫層¢5Yκ )
①暗掘色粘質土(10Y R%)
②同   (10Y R%)
②明褐灰色粘質土(7 5YR%)
②黒褐色粘質土(5YR%)

試掘 トレンチ土層断面図
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てしたことから保存状態の良好な遇騰の検出が予測される。現に、このトレンチ、】ヒ端では、

7ヶ所の不明土拡 (pit)と 濤 lヶ 所を確認している。

井戸

径0.95× 1.0×深さ1.lmの 井戸とおばしき遺構で層位的には、第 1・ 2・ 4・ 5層に大別出

来てブロックとして第 3層の流れ込みが知られた。出土遺物としては、上層からは須恵器片を、

下層からは古式土師器片を数点見つけた。完掘後、直ちに湧水が認められ井戸としての緩能は

十分果し得るものと確信した。それには、掘り込まれた地山の最下層が砂礫層に至っているか

らである。尚、蛇足になるが第 3層は、井戸のくみ上げ付近をデュレーションしたものではな

い。上辺は、O.P.9,407mを測る。

掘立柱建物

P-1

南北 に縦長な遺構は、0.56× 0.23× 深 さ0.08mを 計測 し浅 い。埋土は、灰褐色粘質土 (7.5Y

R%)の単一層である。上辺は、0,P,10.463m。

P-2

0.32× 0.30X深 さ0,05mと 小さく浅い不定円形のピットである。この遺構も東西にわかれて

さらに深い部分がある。埋土は、単一で灰褐色粘質土 (7.5Y R%)

P-3

埋土としては、P-3と 同様で不定円形を呈する。0.18× 0.13× 深さ0.04mと これも極めて

浅いし、又、 2ヶ所に凹みが見られる。

P-4

西側に最深部をもつこのビットは、o.47× 0。 35× 0.06mの不定円形を形成し埋土 として、灰

褐色粘質土 (灰褐色砂質土、10Y R%が混入する)が入る。

P-5

ほぼ円形なこのピットは、三ヶ所に最深部を有して灰褐色粘質土 (7.5Y R%)の埋土をもつ。

このピットの規模は、0.6× 0.55× 0,05mを計測する。

P-6

西半分は、 トレンチの西壁にかかって不明だが半」明している部分に3ヶ所の凹みが存在した。

埋土は、他のピット群と同様に観察された。規模は、0.33× 0.30以上×0.04mを計測する。

P-2～ 5は、P-1・ 2と P-4・ 5が0,9～ 1.omと ほぼ等間隔に酉E列 して一列を成して

いる事から掘立柱建物の東端部にあたる。尚、P-4は、棟持柱とも考えられる位置で検出さ

れる。各ピットの形態は、不ぞろいだがピット底にほぼ同一高であった。使用時期は、埋土遺

物から規測して中世として、今後の本格的な発掘調査に期待したい。
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g鐵舞僻吻鵜名
④黄灰色粘質土(25Y/)
⑤②に地山が混入

第79図 第 3ト レンチ各遺構図

濤-1

東から西南に向って流れていたと思われる濤で幅員0.35～ 0.64m×深さ0,17m位 いと比較的

浅いが埋土は従来の発掘調査によって検出されたと同一の黒褐色粘質土 (loY R%)であった。

又、U字形の断面中からは、須恵器片を検出している。

出土遺物

不定形刃器

両面に各々逆方向に剣離させた横長劉片の大まU離面を残存させた素材の側辺を刃縁に利用し

―

蛛

~クララ房ラグτ二

8議

露:覇員∝如卜
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たものである。刃縁は素材のうすくなった側辺 (か ら未端にかけて)に細かな景」離調整を部分

的にほどすのみである。頂部はやや厚みを残すが両側面にはネガティブな象」離面を残しており、

つまみとして有効である。全体に磨減が著しく、景」離痕の稜線、刃縁に鋭さはみられない。

第 4ト レンチ

西側は、地山である灰黄褐色砂質土上に耕作土、床土、灰黄褐色土、にぶい黄褐色土の4層

が水平層を成している。古墳時代の包含層 (第 5層 )は、地山上に0,1～ 0.2の厚みでレンズ状

に堆積する。中央では、東寄りに地山が降下し前者の基準層に第 5層 (やや粘質土)が加わる。

地山の質もその降下部において砂質土から黄褐色粘質土に変化する。段下に一部、灰自色土の

レンズ状堆積がみられる。東側に至っては、第 1・ 2・ 3・ 4・ 5。 10層がベルト状に堆積し

ており下層の黒色土と黒褐色粘質土は凸凹が顕著である。この付近のO.P。 は、9.20m程度であ

る。試掘調査区の南端に位置するこの トレンチには、微高地東縁付近において不整形土拡を検

出した。埋土は、黒色土と黄褐色砂質土の 2層 に限定される。細片ではあるが出土遺物として

須恵器、土師器片が知られその時期を6世紀中頃に比定されよう。尚、第4層 より上層は、古

墳時代～中世期に至る幅広い混在が見受られた。中でも、第4層 は瓦器の採集が多い。

前述の不明土拡は、後の発掘調査によって、SK-24と 名付けられた。

第 5ト レンチ

A地点は、耕作土・床土・灰褐色粘質土の 3層がベルト状堆積しており地山の灰黄色砂質土

まで僅かに地表から0.5m前後であった。

B地点は、A地点の基本層位に追加して第 3・ 4・ 5層 が層序を成しはじめ第12・ 13層 から

構成された微高地は東に向つて傾斜しはじめる。遺構らしき落ち込みもこの付近より西側に限

定される状況にある。

C地点は、前者の層位が明確に水平層を築くが地山上面での隆起が目立って多くなる。

D地点においては、第 1・ 2・ 3,4・ 5。 11・ 15層 の 7層 が細かくベルト状に堆積し地表

から地山まで約 1.Omを 計測するようになる。地山の性質もこの付近では、明らかに明黄褐色

粘質土に変化し排水能力の最悪さを思いしらされた。又、この部分には、条里制遺構 (畦畔)を

断面観察の結果、顕著に図化出来た。詳細な事実関係は、後述することにしたい。

E地点では、基本的な7層 には変化は認められないが第11・ 5。 15層に多少の波状的な堆積

が日につく。粘質土の地山は、一部に第15層 を切断さえ行っている。

F地点は、西から継続してきた 7層 に加えて、第14層 (黒褐色粘質土)の水平層としての堆積

が目に止まり、地山の東狽1への低下がこの場所から増加し始める。
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G地点では、一部に小攪乱が知られるが土層観察に支障はない。第 4層 が東端で消滅 しその

代りに第14層が第15層 との入 り込みがあるものの安定した層序となる。又、地山の大 きな隆起

が前者の地点を稜駕する。

第 6ト レンチ

北端に走る東西 トレンチで幅 2mで設定した。E地点付近に浅い攪乱が見られるのみである。

A地点は、責褐色砂礫層 (地山)上 に耕作土、床土、中世における堆積と堆測される灰黄褐色

粘質土・にぶい黄褐色土の 2層 と古墳時代の黒褐色粘質上の 5層 がほぼ同一な厚みで層位を形

成していた。一部、第14層 がレンズ状に地山の窪地に顔を出す。

B地点に至っては、前者の 5層が基本層位として図示されているのは明白であるが第 4層の

厚みが他の層序に比較して薄い。Aと B地点の中間において、黄褐色砂礫層 (地山)か ら明黄

tF」色粘質土 (地山)に変化すると同じに緩やかな段を有し、その段沿いには黒褐色粘質上のレ

ンズ状堆積が知られた。又、段部分を境いに第5層 にも変化が生じている。それは両側、微高

地の砂質ぎみから粘質ぎみであるがこれはどうも下層の地山が要因していよう。さらに、土層

||々

1  

天

II七

社

_匙,_二＼.

第80図 条里制遺橋確認地点図
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第81図 第 5試掘地点上層断面図 (条里制畦畔)

精査の折 、地山に掘 り込まれた柱穴らしきピットを検出している事から第16層 を基盤とした地

山の微高地にのみ限定 して建物・濤が検出されるものと考えてよい。

C地点は、B地点と上層については大差はないが地山直上に見られた薄い黒 rF」色粘質土に粘

質ぽさが増加している。

D地点での変化といえば第14層 の複雑かつレンズ状に堆積 し入 り込みと第17層 ・黄褐色粘質

土が層序 しはじめた事と第10層 と呼ばれる地山の隆起がはげしさが加わってきた。

E地点では、第 3層 が極めて薄 くなり条里制畦畔上層において消滅 し、第14・ 17層 が帯状堆

積として見受られるようになる。この地点では、平面としては確認されなかったが土層観察に

よつて条里市1遺構 (畦畔)を認知 した。尚、地表から地山上面までの深さは、1.15mを 計測す

る。

F地点は、前地点に続いて第 1,2・ 4・ 5。 17・ 14・ 9層の 7層が帯状の基本層位として

はめ込みがききそうである。下層の 4層 は、上層の 3層 に比して堆積が薄い。地山上面の海抜

高は、O.P,9.o4.Omを 測った。

G地点は、F地点によって形成した水平層の 7層 が安定性 を示し地表から1.20m下 に地山上

面を見たこ尚、 トレンチ西端の微高地とは、0.4mの差を有し湧水もしみ出して低地の感は否め

ない。

第 フトレンチ

第 5。 6ト レンチの中間地点を設定 した トレンチで古墳時代の遺構 をのせる微高地がいかな

る地山構成から成り立っかを知 り得た。

A地点は、中世の形成層序の第 1～ 3層は薄い水平層で 0.3m近 い古墳時代の包合層がこの

地点より東側で第 4層 によって切断される。地山は、上層を除けば砂質土・砂礫層で排水能力
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第82図 第 6試掘地点土層断面図 (条里制畦畔)

①明黄縄色粘質上(loY R%)
◎黄灰色粘質土(25Y/)
⑥縁灰色砂質土(lo G%)
◎黒調色±9 5VR%)
◎縁灰色砂質土(礫まじり)(lo G/)
①明青灰色土(5BG/)
②明黄樹色砂質土(10V R%)
③ 明縁灰色砂質土(10G Y/)
④ 明黄掲色粘質土 (10Y R%)
⑤明縁灰色粘質土(10G Y/)
⑥縁灰色粘質土(10G%)
O⑥より灰色tFぃ

は十分で微高地での遺構検

出に期待される。地山上面

は、O.P.9.60～ 9.80mを計

測した。     e

B地点からは、第 5,7

。14層 が水平層として堆積

し始めると同時に地山の傾

斜が目立つ。

C地点では、第 1。 2・

3 ・ 5 。 7層がベル ト】犬に

堆積 し第14層 がレンズ状に

顔を出す。特にこの付近に

は、小落ち込みの埋土が知

られた。

D地点での特長は、第 1

・ 2・ 3・ 5・ 14層 から成

る水平層が安定し始めるの

と地山の粘質土に見受けら

れる小さなコブ状隆起が顕

著である。尚、第 7層がC第83図 第 1-2ト レンチ耕作用井戸
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第84図 第 3ト レンチ出土石製品

Dの中間に於いて消滅した。

このあたりから第21層が帯状に層位を成しはじめる。そして、条里制遺構 (畦畔)を明白に

観察した。

F地点は、前者の中間地点からベルト状層位を構成した第23層 を含めて、第 1・ 2・ 3・ 5

,21・ 24・ 23。 14層 の 8層からなる比較的薄い層序である。

東端のG地点は、前者の基本層位を引き継ぐ。この地点での地山の海抜高は、0.P.9.35位い

で微高地の西側とは約 0.5mの差が生じている。

条里制遺構 (畦畔)

旧状図では、周辺に遺存していた畦畔が消滅していたので築造当時の条里制畦畔を堆し測る

目的で十分な精査の末、特に次の結果を得た。

第 5ト レンチでは、灰褐色粘質土上に黒褐色粘質土を削り出して上辺幅 0。 9を 計測し畦の両

側に濤と考える断面を見た。尚、上層の第 4・ n層 に影響を与えその継続時期を暗示する。

第6ト レンチでは、第17層上に第11層 を盛り上げた下辺幅1.35× 高さ0.25を なし東側では上

層に多少の影響をもたらす。第 7ト レンチでは、黒褐色粘質土上に下辺幅0,75の半月型に削り

出しており暗褐色粘質土とは酷似していた。畦畔の下辺高は、O.P。 9.45～ 9.60である。考古学

的にはC― Ⅱ-6～ C―Ⅲ-2の北側のラインから存在した。復元された条里制畦畔は、B―

Ⅱ-79か らC―Ⅱ-9よ り東へ 4～ 5mを 南】ヒラインと出来る。条里制畦畔は、その成立した

層位から判断して中世初頭前後に保留におきたい。
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3 第 4地区

第3地区の東方 100m地点に位置するL字形の10,000ド に及ぶ発掘調査面積である。第 5・

6地区の試掘調査結果から西側微高地に対する低地部であることは堆測されてぃたし、土地条

件図からも氾濫源と続み取れた。旧地形に見られた条里制畦畔も顕著に認められた水田地帯で

あったが用地買収後において雑草の繁茂するところとなった。

(1)層

西壁

地山である明黄褐色粘質土に達する層位は、耕作土・床土・黄褐色土・褐色土・灰褐色粘質

土・灰黄褐色粘質土の 6層 に細分出来た。これらの土層は、すべて多少の凸凹が生 じているも

ののベル ト層を成している。ところが、B地点では第 4・ 5層の隆起がはげしい。又、C地点

では、他の地点のように第 6層 に検出されると同時に、多少厚みの増した第 5層以外はほぼ同

一的な厚みをもつ。第 6層 はこのD地点で再度層位を形成するが全体的に薄い。

北壁-1

このセクションにおいては、耕作土・床土・黄褐色土・褐色土・灰褐色粘質土・灰黄褐色粘

質上の水平層、そして、地山である。第 5層は、層序の中で最も薄いが西にいくに従ってやや

部厚くなる。西側半部では、地山に掘 り込まれた不明土拡の埋土 (黒褐色粘質土)が東側のそ

れに比 して幅狭 く、浅い。地山のO.P.高は、9。 20mで あった。

東壁-1

北側のA地点付近は、第 1～ 7層 までベルト層を構成 し堆積高も類似 しているが第 5層だけ

がやや薄い気がする。地山の凹みがA地点より南側に見受けられその高低差が20cmを 越す場合

がある。 B地点では、第 5層以下に多少ながら起伏が生じており、C地点に至っては第 9層 に

よって第 7層は分断していた。これらの現象は、地山そのものの大きさ凸凹に要因している。

北壁-2

基本的層位は、耕作土(1)～灰黄褐色粘質土(6)に限定されるものの最近の工事によってA地点

よりすぐ西側で削平 。消滅 しその代 りに盛土が0.4～ 1,2mに 及んでいる。各層ともB地点あた

りまで起伏が著 しい。 B地点では、レンズ状の堆積としてA地点から進んできた第 7層 が消滅

しはじめる。前述した各層の凸凹がこの付近に於いて最も顕著である。隆起の少くない安定 し

た層位 を成 して地山の凸凹も見られない。ただし、 C地点の両サイドには、第 6層 のレンズ状

堆積を促す状況が見られる。従って、この付近の土層観察では、第 7層 は全くみられない。 D

地点になると各層位共に、希薄状態が増加 し第 7層のレンズ状堆積が図化される。

位
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東壁-2

A地点には、耕作土(1)を 掘 り込んだ盛土 (攪乱土)が認められる以外は良好な保存状態で耕

作土も旧状 を保めている。B地点では、上層から耕作土・床土・黄褐色土・褐色土が水平層と

して取 り扱かわれるが第 5層が分断されており第10層のレンズ状堆積が目立つ。 C地点に一部

であるが不明土拡の埋土と考えられる第 7層 が知 られた。

D地点は、先の 4層 から成る基準層位に追加 して第 5層―灰褐色粘質土、第 6層―灰黄掲色

粘質土が存在する。水平な地山上面にのった層序は、南端のE地点になると各層位ともに薄 く

なる。これは、地山そのものの上昇に伴 う事象であろう。

南壁-1

耕作土・床土 。黄褐色土・褐色土・灰褐色粘質土の 5層 から成る基本層位を東端において確

認された。この地点よりやや東寄にレンズ状の堆積として第 6層が知られた。B地点では、耕

作用井戸の埋土 (第 11・ 12・ 13層 )の一部が顔 を出していて床土より掘 り込まれている。この

あたりから灰黄褐色粘質土が帯状堆積として成 しはじめた。 Cに も、耕作用井戸の埋土 (黄褐

色粘質土)が露出しただけで下層は不明である。小さな隆起が多く土層観察されたD地点の現

象は、左右 4m位 いである。

F地点では、安定した層序が左右に見られるが第 1・ 3・ 5層は、第 2・ 4層 より薄い。又、

この地点での特色は、第 6層 を掘 り込んだ第 5層の凹みがある。明黄褐色粘質土の地山が海抜

高、O.P.9.60mに 上昇したと同時に、第 6層は消滅 した。東側低地とは、0。 2m前後の地山での

降下があった。床土より掘 り込まれた、H地点での耕作用井戸は、黄灰色土・明青灰色粘質土

と第17層 の埋土上層を確認 した。これらの土層は、すべて水平層であった。

南壁-2

E部分においては、地山上に耕作土・床土 。黄褐色土・褐色土・灰褐色粘質土・灰黄褐色粘

質土の 6層が基準層序として、レイアウトしたがとりわけ第 5,6層 は希薄であった。B地点

の手前から第 5,6層 は、若千厚くなったものの他の層に比較 してそれには及ばない。一部こ

の付近を中心に地山の凹みが見られるが目立つたものではなくこのセクションに関してはほぼ

水平面な地山を示す。

C地点では、西側に進むにつれて第 3・ 4・ 5層の大きなピッチングが知られ、不明土城の

埋土が多く指摘 されるようになる。尚、地山の最高地点は、O.P.9.60mの 東端でその他の部分

ではその数値より0.2m以上下がっていた。例の不明土拡の埋土である黒褐色粘質土は、特に

地山の最深部に存在している状況である。
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北壁-1

東壁-1

N

①耕作土オリーブ凋色土125Y%)
② 床土明黄褐色土 (25Y%)
_③ 黄褐色土住OY R%)
④樹色土住OY R%)
⑥灰栂色粘質土(7 5YR%)5    ⑥灰黄褐色粘質土(10Y R%)
⑦黒褐色粘質土(10Y R%)
①地山明黄褐色粘質土(10V R%)
◎⑥・〇の混合土

S

~       
―       ―       ~      ~      ~      ~      ~~可

第86図 西・北 。東壁土層断面図
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北壁-2

E

東壁-2

B地点
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第87図 北 。東壁土層断面図
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①耕作土オリー/tB色土(25Y%)
②床土明黄褐色土(25Y晃 )
③黄褐色土(10Y R%)
④褐色上(10Y R%)
⑤灰褐色粘質土(75YR%)
⑥灰黄褐色粘質土●OY R%)
⑦黒褐色粘質土(10Y R%)
◎地山明黄弼色粘質土住OY R%)
①②より黒ぽい
⑫明黄樹色±9 5Yχ )
⑩灰オリーブ砂質土(5Y%)
①黄栂色粘質土(10Y R%)
⑮黄灰色土(25Y%)
⑮明青灰色粘質土(5BG/)
O①より灰色十rい

第88図 南壁上層断面図
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(2)遺   構

建物・濤等の明白な遺構は、確認出来なかったが 6世紀代を中心とした水田址と堆察される

不明土拡 200ヶ所を検出した。この遺構は、上層に耕作土・床土・黄褐色土・褐色土・灰褐色

粘質土・灰黄褐色粘質土の 6層 によって保存されてきた。約20ヶ 所の近世期の耕作用井戸は、

大半が数mに及ぶ。中でも桶側井戸は、興味深いものである。さらに、発掘調査前に遺存しだ

畦畔直下において奈良時代より継続したであろう中世の条塁制畦畔を確認した。

不明土拡 (落ち込み )

代表的な遺構について詳細に説明した後、粁 、まとめてみたい。

不明土拡-5

長軸1,95m× 短軸1.52m×深さ0.16mを測る不整円形で東西にやや尖出ぎみの平面を示す。

東側はやや浅 く西側に最深部を有する。埋土としては、黒色粘質土を主体に第 2・ 3・ 5,7
層が小さくブロックとして入り込む。底部は、凸凹がない。

不明土拡-16

-見 して楕円形の平面を呈して長軸1.18m× 短軸0,79m× 深さ0.1lmを 計測した。「コ」字形
の断面に第 3層 に黒色粘質土が流れ込む。底部は、平坦である。ただし、西側に尖頭ぎみの平

面形を成す。

不明土拡-27

西側に一段下がった最深部を持っこの土拡は、ほぼ円形な上辺の平面を有する。底部は、南

北軸の楕円形な平面上に第 3層 を中心にして第 1層 が流れ込む。尚、各々の傾斜は、比較的ゆ

るやかである。

不明土拡-17

長軸約4,00m×短軸約1,9m×深さ0.2mを 測るアメーバ状の平面である。フラットな底部上

には、黒色粘質土を主体として第 3層が僅かに入る。

不明土拡-149

「Y」字形に広がるアメーバ状平面形を成し埋土として黒色粘質土の下層で確認された。多少

凸凹ぎみの底部からややゆるやかな傾斜に移行する。長軸1.35× 短軸0,9× 深さ0.1lm

不明土拡-78

ほば円形な平面形内には、第 6層のブロック状堆積を経た後、第 5層 が主に入り最後に第 1

層のブロックとして流れ込む。平滑な底部から上辺に向けて比較的ゆるやかな法面を形成する。

長軸0.92m× 短軸0.87m×深さ0,09mと 浅い。
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① 黒色粘質土(10Y R/)

② 灰白色土(25Y/)
① 黒色粘質土に地山(明 黄褐色枯質±10Y R%)混 入

④黒色粘質土と地山の混合土(5:5)
⑤ 灰白色土に地山混入

⑥灰白色土と地山の混合土(5:5)
⑦黒色粘質土に灰白色土混入

第89図 不明落ち込み遺構図
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①黒色粘質土(10Y R%)
②灰白色土(25Y/)

8量呂墟蜃圭[蛇出宏黎軽亀勇ぜfき,OY R%)混
入

⑤ 灰臼色上に地山混入

⑥灰に,色土と地山の混合土(5,5)
⑦ 黒色粘質上に灰自色土混入

第90図 不明落ち込み遺構図
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8堡E尾養笙だ比徐明鯛帥貼ЮY嘲激
④黒色格質土と地山の混合土(5:5)
⑤灰臼色土に地山混入

⑥灰白色土と地山の混合土(5:5)
② 黒色粘質上に灰白色土混入

第91図 不明落ち込み遺構図
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不明土拡-175

卵形を呈し断面は、舟底型になっていた。第 3層の流れ込みの後、黒色粘質土が充損 してい

た。南北に主軸を置き、長軸1.56m× 短軸1.18m× 深 さ0.22mを計測する。

不明土拡-148

長軸1.16m× 短軸1.01m× 深 さ0.15mの 不整円形で法面は、緩やかに成つており、下層から

第 4、 黒色粘質土・灰自色上の 3層 が埋土として確認された。

不明土拡-102

角度高い傾斜内には、小ブロックとして第 3層が当初に入り後に、主流としての黒色粘質土

が層位を構成せしめていた。長軸1,70m× 短軸0.82m×深さ0.10mを測る楕円形の平面プラン

を形作っていた。この上拡の特長には、中央部に長軸0.38m×短軸0。 21m× 深 さ0。 16mの小土

拡が掘 り込まれていることにある。この小土1/A‐ の主軸は、大きい方の土拡のそれとは直交して

いた。

不明上拡-170

不明土拡-102の小土拡が中央部に存在したのに対 してこの土拡は、西端に扁在 していた。大

土拡 と伴に掘 り込まれたことが第 3層の入 り込みが物語っており、後、これらの遺構の性格を

示す黒色粘質土が層序をつくる。不整円形のこの土拡は、長軸1.28m× 短軸0.82m× 深 さ (最

深部)0。 18mを 計預1す る。又、底部は平 らで、傾斜は外弯 ぎみに掘 り込まれていた。尚、小土

拡 も不整形で長軸0.33m× 短軸0.27mであった。

不明上拡-159

ほぼ円形土拡に、 4ヶ 所もの小土拡が見受けられ、内でも3ヶ 所は三角形状に位置 しそのほ

ぼ中央に他の小拡がある。小土拡は、長軸0.18m× 短軸0.14m× 深さ (最深部)0。 14m～長軸

0,49m× 短軸0.36m× 深さ0.16mと ばらつきが生じていた。大きい方の土拡は、黒色粘質土と

第 4層 の 2層が水平層として認められ長軸1.36m× 短軸1.20m× 深さ0,10mを計測 した。

不明土拡-43

この上拡の特徴は、極めて,夫 く0.06mに すぎないことにある。長軸1.33× 短軸1.12mを 測る

土拡内には、第 7層 からなる中心層に上層にのみ見当る黒色粘質土のタッチ程度のブロック状

堆積が知 られた。底部 には、ゆるやかなピッチが存在するもののさほど日立たない。平面形

は、不整円形を呈する。

不明土拡-120

南北に主軸をおく長軸0,99m× 短軸0。 68m× 深さ0.18mの 不整円形を旱する。三方に比 して

南側の傾斜は、特に緩やかになっていた。埋土として、第 3層 に2ヶ 所の小さな黒色粘質土の

ブロックが入る。底部は、平坦で地山と埋土との切 り離しが顕著であった。
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一  一
①黒色粘質土(10Y R%)
②灰白色土(25Y/)
③黒色粘質土に地山(明黄褐色粘質±10Y R%)混 入

⑤灰白色上に地山混入

② 黒色粘質上に灰自色土混入

第92図 不明落ち込み遺構図
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①黒色粘質上(10Y R%)
②灰自色土(25Y%)
③黒色粘質上に地山(明黄褐色粘質±10Y R%)混入
①黒色粘質土と地山の混合土(5,5)

第93図 不明落ち込み遺構図
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① 黒色粘質土 (loY R%)
◎ 黒色粘質上に地山(明黄褐色粘質±10Y R%)混 入
① 黒色粘質土と地山の混合土(5,5)
⑥ 灰自色と地山の混合土(5:5)

不明落ち込み遺構図
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①祟色*占質土(10V R%)
③黒色粘質上に地山(明 VI褐色rt質±10Y R%)vlt人

〇黒色粘質上に灰ri色土淀人

不明落ち込み遺構図
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不明土拡-10

断面が「 V」 字形を成すこの土拡は、側壁に沿って第 3層 が中央部に灰白色土と黒色粘質土

が埋土として認知 したがその層位から柱穴の可能性 を有する遺構である。平滑な底部は、ほぼ

長方形。長軸0,89m× 短軸0.62m× 深さ0,32mの スケールをもちこの種の検出遺構内では、最

深を有する。

不明土拡-125

最深部が0.09mと浅いこともさることながら南西部に′卜土拡が張 り出していた。土拡内には、

黒色粘質土・灰白色土と第 3層のめまぐるしいブロックの流れ込みが認められた。

低地で認知された不明土拡は、約 200ヶ 所を数え、各遺構について(1)面積 (2)形 態 (平面形 )

(3)深 さ。断面 (4)埋土 の 4項目に区分してそれぞれ便宣上、 2～ 4分類 して容易に説明付け

ようとしたが残念ながらそれらの相関関係には有機的な脈絡は存在しなかった。

(1)面積はSK-5以 上の面積を有するSK-17・ 18・ 54,97・ 136。 156・ 160。 177に代表さ

れる遺構でその最大面積をSK-136と 言える。概ね、 1グループに 1～ 2ヶ 所に限定される特

色がある。 SK-5と 同等面積の遺構は、約 3分 1を 占有し、各々の面積は、概算で 2だ 位で

あった。 SK-16が見本となるこの程度からなる面積には、 SK-5よ りも若千検出数が高目

である。これも、各グループでの比率はほぼ一定 しているがグループBoCは 該当しない事実

は、そのグループ内に保有される遺構数に関係 しているようだ。この現象は、 SK-27の 最小

面積に類似 している。(2)平面形について観察するとアメーバ状、円形、不整円形、惰円形に細

分 したが注目すべ き新事実はない。ただ、グループAに アメーバ状平面が多い点である。さら

に、土拡内に、小土拡 を構成している例にSK-102・ 107・ 143・ 176と いった lヶ 所に対しS

K-159の ように4ヶ所に及ぶ遺構すら見い出した。しかし、全体的には、微々たる事象であっ

た。 lヶ 所のみ所在する小土拡には、土拡内の中央と壁面に扁在する2タ イプが感知出来た。

深さについて見ると、10cm前後、20cm前 後、30cm前後の 3形態が知らしめられたが平面形とは

無関係であろう。それらの事実関係は前述 した通りである。「 U」 字形と「V」 字形の 2種類に

区別された壁面は、全体的バランスとしては多寡ない。最後に、黒色粘質土に第 3層 を含有さ

せた埋土が全体の半数を存在し、ブロック的堆積を主流に 2～ 3種の土層が混在している。

以上の如く、 4項目については各々の遺構の相互′性について追求しようとした数多くのバリ

エーションが頭脳に触発されたもののグループ 1-7間 の例証からは、重点的な関係に迫るこ

とが不可能であった。
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不明土拡内出土遺物

不明土拡内の出土遺物は、極めて少くなく遺構の性格を推し測るには若干問題点がある。出

土層序は、各土拡の上層で構築後の入り込みとの信憑性が強い。

弥生式上器 (1)SK-lo出 土

底部付近のみの底径9,Ocm、 残存高4.2cmを 計る壺形土器片である。平坦な薄い底部から外上

方に直線的に作り出す。ローリングが顕著にめだち技法は不明な点が多い。胎土―粗、焼成―

不良 (保存状態による?)色調―内面 。にぶい黄褐色10Y R%、 外面 。明黄褐色10Y R%

弥生式上器 (3)SK-16出 土

内面底部は、丸く、外面底部は、概ねフラットだが周縁に浅い凹みがまわる。この重形土器

は、系↓離によって焼成―不良といった感がある。底部径10,8cm、 残存高 5.5 cm、 色調 。内面―

黄灰色2.5Y%、 外面 。橙色7.5Y R%

須恵器・杯蓋 (2)SK-101出 土

口径15.6cm、 残存高 3.6 cmを 測るこの杯蓋は、明瞭な稜をもち、やわらかく外弯ぎみの口縁

部に移る。口縁端部はさらに外へ広き内面には、鮮明な段を呈する。外面、体部の一部に回転

ヘラ削り調整が見られる以外は、すべて回転ナデ仕上げ。胎土-1～ 3.5mm位の粗砂 。礫を含む。

焼成―良好、色調―内面・灰自色N%、 外面・灰色N%、 ロクロ回転―逆時計

瓦器・椀 (7)SK-5出 土

大きく外上方向に広き端部口縁をさらに外へ引き出す。口径17.Ocm、 残存高 2.8 cmの この瓦

器、内面の回縁付近に水平と格子目風の荒い暗文を施して磨き上げているが外面は、ヨコナデ

と指圧痕調整に限られる。胎土―密、焼成―良好、色調―灰色 N%
瓦器・皿 (5)SK-82出 土
口径8.6cm、 残存高1.8cmの 小皿で丸味の体部から凹みをもった後、口縁部を広げ端部を丸く

押える。胎土―密、焼成―良好、色調―オリーブ灰色10Y%

瓦器・椀 (6)SK-13出 土

内弯の丸味をもたせ、口縁端部を丸くする。内面は回転ナデ、外面は回転ナデと指圧調整を

施すが暗文はみられない。胎土・焼成は(5)に 同じ、色調―青灰色 5B%、 口径15.4cm

瓦器・椀 14)SK-53出 土

(6)よ りも浅い丸味を示し端部をやや水平に引き出す。技法は、(6)に類似する。色調―内面 。

明青灰色 5PB/、 外面・灰白色N%、 国径14.3cm

黒色土器・皿 (3)SK-98出 土

すべてナデ仕上げによって内弯させて端部をやや外に引き出したため内面に段を有する。日
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径10.8cm、 胎土―密、焼成―良好、

九瓦 (9)SK-170出 土

一枚作りによるもので外面には、

いる。

第96図 第 4地区出土遺物

色調―内面 。暗灰色 N%、

縄目を残存させる。側面は

外面・にぶい褐色7.5Y R%

「く」字形にヘラでカットして
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耕作用井戸

3地区の耕作地用井戸と同 じ性格の井戸-19基 を検出した。19基の内、素掘 り井戸-18基、

桶側井戸-1基 である。井戸はある程度の近接をもって存在するが、 3地区ほどの密集度はな
く、むしろ整然とした感がある。多くの遺構上面は地山の上面において検出したものである。

ただいくつかについては壁面土層の観察において土層断面であるが、今まで把握 しがたかった

地表面からの掘 り込みを確認することができた。その構造等について、 3地区の井戸と比較 し

てさほどの相異はなく、基本的に同類であるが、その規模に関しては約 2mほ ど深いのが認め
られた。また地区のほぼ中央で検出された桶側井戸は、 6段の桶側と瓦積みをほぼ完全な形で

残 しており、同じく3地区の桶側を復元させるものである。

素掘りの井戸

地表面からの土層断面を観察できた例におぃても、その上面に何 ら施設は認められないが、

耕作土・床土中に埋没 しており、後世の耕作によって削除された可能性はある。特にE-3の
埋土から出土したつるべの縄通 しに使用し

たと思われる本製品と、 3地区のE-22か

ら出土した「にがり」といった地下水を汲

上げるための追物の伴出をみる時、そこに

何らかの上部施設を設けていたと考えても   _

おかしくはない。

キ

・

井戸の平面の多くは地山の上面で明確に

したが、その形状は不整な円形ないし楕円

形である。その規模は本来の上面を土層断

面で検出した例で、東西軸1.6～ 3.4mを 測

り、 lmほ ど掘 り下がった地山上面の平面

規模は最小のもので径 lm前後を測るが、

多くは1.6～ 2mの計測値に集する。断面形

にみる井戸の掘 り方は、地山以下 (本来の

上縁よリー lmほ ど)の それで第 3地区の

井戸同様、-0.8m前後までは摺外形状 を呈

し以下ほば垂直に掘 り抜かれており、井側

の中位や底部直上に湧水の結果としての壁

① け〕黄拐色粘質土(25Y%)
② 灰貰fll色砂FllTi■ (25Y%)
◎ 明貰弼色組砂(10Y R珀
④ 明緑灰色粘質■(loG Y/)
⑤ 賛灰色lll質土(25Y/)
⑥緑灰色やirt上 (75GY%)
⑦ JttIP灰色Wi質土(5G%)

O

?     t     Tm
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第97図 井戸-1遺構図



面崩壊によるえぐれがみられる側もある。地山直上から丼戸本来の上縁にかけては、摺鉢形状

の延長としてその傾斜面が一定して上昇 し平面規模はかなり拡大すると想定していたが、それ

が認められたのはE-6・ 7のみで、他においては垂直に近い傾斜面をもち招休形状 との接点

で段 を有する。 4地区は 3地区にくらべて湧水が得られる砂礫層までかなり深 く、地表面から

少なくても3～ 4m地点で湧水をみており、その湧出量も多い。したがって底部までの掘削も

湧水層の深さに呼応して深 く、底部までの掘削調査を中止した井戸も多いが、最も浅いもので

第98図 井戸-2遺構図

①明黄拙色粘質土(25Y%)に
暗灰黄色粘質土(25Y%)が淀人
⑧①と同じで後者の割合大

◎暗灰黄色粘質上(25Y%)
◎浅黄色土(25Y%)に
青灰色土(5BG%)がflt人
◎青灰色砂粘質土(5BC%)
①灰tlj色格質土(5YR%)
⑥ I帝縁灰FrI粘質土(10G%)
①縁灰色土(75CY%)ヽ≒Tは じり

①緑灰色砂球」:(7 5GY%)
①賠青灰色砂礫J「 (5BG%)

①緋作土
②床 上
③ 灰貰問色粘Ti土 (10Y R%)に

IxJ色粘Pi■ (10Y R%)71t人

④ tJJ色粘質上(10Y R燿 )に

rk」灰色ホ占Fi■ (10Y Rライ)とと人

C)灰 ⅢtFkJ色粘Ti■ (5YR%)
①弼色粘!i上 (7 6YR%)(二
,天災色粘!i上 (25Y%)とと人

〇即I制色粘!i土 (75YR/)
① 貰tlt」 色絲質土(10Y R%)

①
躍薦雹緞 1温ザ善解 1渉
⑩灰焚色粘Ti■ (25Y%)に
弼色WiT〔土(10Y R/)淀 人

①浅災ホ占質土(25Y/3)に

縁灰色粘?t■ (5C/)とと人

⑫縁灰色*ぽiJ=(5C%)に
浅貨挙i!〔土(25Yえ )淀人

〇灰色ホ占質土(5Y%)
OH鵜色l・・ダi土 (10Y R%)に
灰焚拙色粘it土 (10Y R%)】と人

⑮縁灰色ホ占賀土(5C/)に
,44k色 4rl質土(10Y R%)》と人

⑩撃簡色砂粘質土(10Y R%)に

無拙色4rl質■(10Y R%)溌 人

⑫ 灰 jh色粘質土(25Y%)
① 縁灰色粘質土(5G%)
⑩緑灰色砂礫土(5G%)
⑩ 青灰色砂際土(10B G%)

⑪ オリーブ黄色砂礫土 (75Y%)
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地表面から約 4m、 深いもので7mほ どを推定できた。

E-1(第 97図 )

平面形は楕円形。(長軸1,96×短軸1.48m)を測り、深さは2.5mま でを確認 した。一o。 9mま

で招鉢形状の断面で、西壁側は内弯気味の、一方南北壁は東西壁と比較して長い傾斜面を有す

①黄掲色土(10Y R%)に
灰黄色砂質土(25Y%)混入
①暗灰黄色粘質土(25Y%)
◎灰色砂粘質土(75Y/)
◎③に明黄掘色粘質土(5YR%)①
蜜民暫羅養:だ潔劾1踏
0緑灰色粘質土(5C/)
黄灰色粘質土(25Y%)
◎緑灰色粘質土(10G%)
①オリー引天色粘質土(10Y%)
①オリーブ灰色砂粘質土(loG Y%)

①耕作土
②床 土
③灰黄禍色粘質土(10V R%)に

④摺目簿憂圭|::ご貴笏!提
入

褐灰色粘質上 (loY R/)混入

8籍蒼紀震竺紆竜こミスで)
灰黄色粘質土(25Y%)混入
⑦黒褐色粘質上(7 5YR%)
③黄褐色粘質土(10Y R%)

年

＼

Ｖ一

/
③
璽驀雹尾贅至嵩士∵苫易符

)1混合
⑩灰黄色粘質土(25Y%)に
鶴灰色粘質土(10Y R%)混入
①浅黄色粘質土(25Y%)
⑫緑灰色粘質土(5C/)に
浅黄色粘質土 (25Y%)混入
⑬灰色粘質土(N%)
⑩黒欄色粘質土(10Y R影 )に
灰黄欄色粘質土(loY R%)混入
⑮緑灰色粘質土(5G%)に
黒湘色粘質土(loY R%)混入
⑩黒樹色砂粘質土(10Y R%)に
黒欄色粘賓土(10Y R%)混入
⑦灰黄色粘質土(2.5Y%)
⑮緑灰色粘質土(SG%)
⑩緑灰色砂礫土(SG/)

19

｀

ヽ
ヒ_ぃ__… Ⅲ ・ゴ

L______」

第99図 井戸-3遺構図
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／

・

①明黄褐色粘質土(25Y%)1こ
暗灰黄色格質土(25Y%)混入
◎
病蟹を圭泥!I£所

)1混
制 まじり

⑥黒灰黄色粘質土(25Y%)に

戻攣争笹写歳援ど総Y%)|が混じる
◎
誂読掻甘駅か1胎
○灰オリーブ粘質土(5Y%)
①
Υ垢豊娑摘羅善蛋:【や%)1混合
⑥
喜校雹態憂圭陥賜 )1混合

8矯佼と蛇露圭け
0能

)

①
稔基戻蘇妄埜紹メ干

始
1胎

① 耕作土

② 床 土

① 灰貰褐色粘質土(10Y Rる )に
鶴色粘質土(10Y R%)混入
④ thJ色ホ占質土(10Y R%)に
thJ灰色粘質土(10Y R%)混入
⑤ 灰黄tk色粘質土(5YR%)
⑥ thJ也粘質土僚 5Y R%)に
妖黄也粘質土(25γ %)混 入

⑦黒t4色粘質±9 5YR%)
① 黄thJ色格質土 (10Y R%)

③
望薦毯鷺揆至古士ザ善残符

)1混合
⑩灰黄色粘質土は 5Y%)に
tA灰色粘質土(10Y R/)混入

① l曳黄色粘質土修5Y%)
⑫ オリーブ糊色格質土(25Y%)
〇 オリーブ灰色粘質土(10Y%)
⑭緑灰色砂粘質土(5G%)
①黒鵜色粘質土(10Y R%)に
灰黄tll色粘質土(10Y R%)混 入
⑩黒鶴色粘質土(10Y R%)
〇〇より黒っぽい

〇黒褐色粘質土(10Y R%)
⑩ 緑妖色砂粘質土(5G%)
⑩ 緑灰色粘質土(5G%)に
緑灰色砂質土(5G%)混入
①緑灰色砂質土(10G%)
②緑灰色粘質■(5G/)に
浅黄色粘質土(25Y%)混入
〇 緑灰色粘質土(5G%)1こ
青灰色粘質土 (10B G/)混入

②緑灰色砂質±9 5GY%)
⑮②に礫混入
⑮①の砂質土
②緑坂色砂質土(5G%)
⑩オリー引灰色粘質土乾5C Y/)

第100 井戸-4遺構図

る。 したがってこの -0.9mでの平面形は不整な楕円形で (0。 94× 0,74m)を測るが、長軸方

向は上面で南北に対して、-0,9m地点は東西方向で直交する。以下、平面形、規模にあまり変

化はなく垂直に掘 り抜かれる。埋土は粘質土を多くして 7層 に分かれるが、th4鉢形状の部分ま

での上層 3層 (1～ 3)が傾斜 して分離、さらに第 4層 に入 り込んだ状態でみられた。湧水は

-2.3mで達した暗青灰色砂礫層(5BG/)か ら大量に得られ、その湧水量は調査中に壁面崩

壊をきたしたほどであった。
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E-2(第 98図 )

上縁の東西軸で 1.6mを 測り、深さは4.9(推定6.6)mま でを確認した。掘り方は -2.3mま
でややうねりを有した急傾斜面を有して掘 り抜かれてくびれる。-lm地 点 (地山上面)で平
面形は円形で (1.34× 1.27m)を測り、-2.3m地点では (1.06× 0,98m)を測る同じく円形を
呈する。以下、やや西側へ傾斜して掘り下げられるが、-4.9m地点でその平面形・規模に-2.3
m地点とさして差はなく、若千の拡大があるだけである。底は不明。埋土は10層 に分かれ、二
0,9mま での 3層 (A～ C)が大きく落ち込み、またくびれる掘り方の-2.3m直上の第 7層 (G)
は東壁から西壁へ大きく下がって傾斜する堆積がみられる。湧水は-4.3mの緑灰色砂礫層 (19)、
青灰色砂礫層 (20)の 中位ほどから得られた。

E-3(第 99図 )
上縁の東西軸で2.26mを測り、深さは5.04(推定6。 14)mま でを確認した。掘り方は、-1.

04mま で東壁側は垂直で、西壁側は段を有して傾斜した後、内弯してえぐれ、(2.0× 1.9m)を

測る円形になる。さらに-1.74mま で0,7mほ どやゃうねりをもった招鉢形状を呈して下が

り、(1.52× 1.08m)を測る不整な楕円形の平面形となる。以下、すぼまりながら掘り抜かれ、
中位ほどに内弯してえぐれる部分 (長軸1.02m)を 有するが、ほぼ直下に下がる。-5.04mで

平面形は円形を呈し (1.o× 0.91m)を 計測した。底は不明。埋土はIB4鉢形状の部分までにブロ

ック状の 2層 も合めて5層 (A～ E)が落ち込んだ状態で堆積しており、以下は4層 に分けら
れるが、中位の 2層 (F・ G)は lm前後の厚みをもった粘質土である。湧水は -4.2m地点
の西側へ傾斜して下がっていく緑灰色砂礫層の直下から得られた。

E-4(第 100図 )

上縁の東西軸で1.68mを 測り、深さは4.92(推 定5.9)mま でを確認した。―o.8mま で垂直
に近い急斜で、さらに-1.2mま で0.4mほ ど外弯気味の壁面傾斜を呈して掘り込まれ、(1.16×
0,92m)を 測る楕円形になる。以下、すばまりながら直下に掘り下げられるが、-2.6m地点で

西側へ屈折した後、さらに直下する。-2.6m地点で平面形は円形を呈し、(o。 9× 0.82m)を測 り、
-4.92m地点では (o.84× 0.8m)を測る同じく円形になる。底は不明。埋土に単一層は少なく
ほとんどが混入ないしは混合土でlo層に区別できた。上層でA層 がドーナツ状に落ち込み、第
3層 (C)が F層 に入り込む以外は水平層に近い。湧水は -4.4mの緑灰色砂層 (26)の 最下
層、オリーブ灰色粘質土 (28)そ の境から得られた。
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①明黄掲色粘質土(25Y%)に
暗灰黄色粘質土(25Y%)混 入

◎黄掲色粘質土(10Y R%)

⑥⑥に砂が混入

◎③より灰色っtrぃ

◎暗灰黄色粘質土(25Y%)に
明黄褐色粘質上(25Y%)混 入

① Oに砂が混人
⑥①に③混入

①浅黄色粘質土(25Y%)
①緑灰色粘質土(10G Y%)に
灰白色砂質土(10Y%)混入

①褐灰色格質土(75Y%)|こ
灰rl色砂賃上(10Y%)混 入

⑮灰色砂粘質土(N%)
①灰色粘質土(N%)

①耕作土
②床 土
③ 灰黄拙色粘質土 (10Y R%)に

th色粘質上 (10Y R%)混 入

④  thJ色 絡質土 (10Y R死 )に

棚灰色粘質土(10Y R6/1)混 入

⑤ 灰黄褐色粘質土(5YR%)
⑥ 棚色粘質土 (75γ R%)1こ

1/k黄色粘質土 (25Y%)混 入

⑦黒掲色粘質±9 5YR%)
◎黄偶色粘質土(10Y R死 )

◎
墾霧雹鳥讐至乱ザ苫残汗

)1混合
⑩ 灰黄色粘質土(25Y%)に
鶴灰色粘質土(10Y R%)混 入

①灰黄色粘質上鬱5Y%)
⑫浅黄粘質土(25Yヵ )
⑩ オリーブ褐色粘質土(25Y%)
⑭ 黒掲色粘質土(10Y R%)

① オリーブ灰色砂質上(10Y%)粘質混入

⑩灰色格質土(5Y%)
〇黒偶色粘質土(10Y R%)
⑬黒褐色格質土(10Y R%)よ りやや黒っぱい

⑩縁灰色砂粘質土(5G%)
⑩灰オリーブ粘質土(5Y%)
①緑灰色砂礫土(6G%)
② 青灰色砂礫上 (10B G%)

②オリーブ黄色粘質±05Y%)砂礫混入
②オリーブ灰色粘質土(2 5GY%)

第101図 井戸-5遺構図

E-l ol(第 5図 )

上縁の東西軸で 2,4mを測り、深さは4.72(推 定5,64)mま でを確認した。掘り方は-1.12

mま で垂直に下がった後、-1.82mま で0,7mほ ど東壁側では段をもち、西壁側でゆるい内弯

気味の傾斜を呈し全体的に摺鉢形に近く、そこで (1.78× 1.38m)を 測る楕円形の平面形にな

る。以下、ややすばまりながら直下に掘り抜かれるが、-3.5m地点より壁面崩壊のために大き
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一

①賭灰黄色粘質土(25Y2)
②期黄鶴色粘質士(25Y%)に
暗灰黄色粘質土 (25Y%)混 入
③にAい黄樹色粘質土(10Y R/)に
暗オリーブ樹色粘質上混入

④剤天色粘質土(26yχ)に
明黄拙色粘質土 (10Y R%)混入

⑤
婆籍蒼烏桜こtそ晟砕1混合
⑥明黄th色粘質■(25Y%)
①緑灰色砂消質上、礫まじりloG V/)
◎明緑灰色粘質と(5C珀

監掟E憑綴呈常補吾子冴「
C豹
1混合

⑩反黄鵜色粘質土(loY R%)に
オリープ黄色粘質■ (5Yχ )力

'プ
ロック状に混入

①黄灰色粘質■、砂膜まじり(25Yχ )
⑫緑灰色粘質土(loG Yχ )
C慢

摂ヒ粘質上息ヽ Y乃 牌
合

Θ
蟹綴雛瞥坐蜀声5子坊

Y乃
1混合

⑮
鶴ぴ紹豹1混合眺質■

第102図  井戸-6・ 7遺構図

くえぐれ、特に南～東壁にかけてはo.4mほ ど拡がっている。-4.72m地点で平面形は惰円形

を呈し、(1.6× 1,47m)を 計測した。底は不明。埋土は12層に分かれるが、上層に傾斜するブロ

ック状で混合する4層 (A～ D)、 以下には落ち込み状に厚い堆積がみられる。湧水は -4.lm
の青灰色砂礫、ォリーブ黄色砂礫混り層 (22・ 23)の下位から得られてた。

E-102(第 6図 )

上縁の西側半部から深さlmほ どをE-7に よって、さらにE-6・ 7の北狽1は E-20(コ

E-6 E-7

耕 作 上

①灰費fL色砂粘質土 (10Y R%)
◎明黄鶴色粘と (25Y%)に
時灰黄色粘質土 (25Y%)混 入
⑥黄鶴色土住OV R%)に
灰黄色土(25Y%)混入
③蓑樹色粘質と(25Y/)
◎暗灰黄色粘質■ (25y%)
Oに本い黄IA色粘質と(loY R/)に
鼻器色粘質■ (10v R%)混入
⑥暗緑灰■ (75CYχ )
①黒村色粘質■ (loY R%)
①緑灰色粘資とはoGYχ )
①緑灰色粘質■ (5Gχ )
⑬繍仄色砂粘質■9 5GY乃
O黄灰色粘質土 (25Y/)
⑭
宴|∇―ア色粘質土175Y劾 1混

合

①暗オリーブ灰色粘質土 (2SCYχ )

I_司ド_,____………Ⅲ…………………―――――る
m
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E-8

‐~

ヽ __.  ~ __ど 些 者
=====生

_____― ‐ ― ― ― ― ― ― ―

①灰色粘質土(10Y/)

◎樹灰色粘質土(10G Y%)に
明緑灰粘質土(10G Y χ)混入

⑤褐灰色粘質土(10Y R/)鉄分含む

◎③の砂粘質土

①◎より安色っぽい

o権色粘頃土(7 5YR%)
⑥ thJ灰色粘質土(75YR%)
①綜灰色粘質土(10G Y%)
下落一砂際混入

らに-2mま で lmほ ど東壁側で同

平面形は上部に準 じる不整円形であ

すばまりながら直下に掘 り抜かれ、

底部は不明。埋土は14層 に分かれ、

①言簗積整極蒜蟹f池托や%)1混合
①オリーブ灰色粘質土(10Y%)砂 まじる

⑬オリーブ灰色粘質土(2 5GY%)
〇灰色粘質土年 5Y%)
⑭緑灰色粘質土(10G%)

①⑪より灰色っtれヽ

◎緑灰色粘質土(5G%)
① FI 砂質土

① 明黄弼色粘質土 (10Y R%)に

黒 tk」色粘質土 (10Y R%)混 入

②灰黄色粘質土(25Y%)に
拙灰色粘質土(10Y R/)混 入

③浅黄色粘質上修 5Y%)に
緑灰色粘質土(5G/)混入
④ オリーブ色砂rrl質 土 (5Y%)
⑤ オリーブ美色粘質土 (75V%)に
砂傑とと人

⑥縁ナ天色砂質土(5G/)
⑦黒拙色粘P〔土(10Y R%)に
縁灰色格質■ (5G%)vlL人

⑤黒棚色粘質上(10Y R%)
①■ltkJ色粘貨土(〕 OY R%)に
灰黄偶色格質土 (10V R%)とと人

⑩
雛跡番圭‰研

滑
1船

①緩ナ天色沐占質土(5G/)
⑫縁灰色砂質土(5G%)砂際rlc人

①緑灰色砂際土(5G/)
⑭オリーブ灰色砂質土(10Y%)砂礫オと人

⑮オリーブ賛色砂礫土(75Y%)
①オリーブ灰色粘質土(2 5GV%)

第103図  井戸-8・ 9遺構図

ンクリー ト井戸)に よって切 られて存在する。深さは4.68(推 定5.4)mま でを確認した。掘 り

方は-lmま で東壁側で 2段状の掘 り込みを呈し、(1.66× 1.56m)を測る不整円形になる。さ

じく段を有して傾斜 し、摺鉢形状を呈しており、ここでの

るが、(1.34× 1.18m)を測 りその規模は縮小される。以下、

-4.68m地点では (1.06× 0.82m)を 測る惰円形になる。

特に摺外形の部分までにブロック状の堆積層 9層 (A～ I)
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ー ⑥ オリープ黒色枯質土(10Y%)1こ
褐色粘質土(7.5Y R%)混 入
① ①より白っtFい

8恋た琺逐乏震埜再評身;Yィ
)

① オリープ黒色粘質上(loY%)

8穿子と,雁ε簿憂童‰蕩
)

①⑥同(砂ましり)
① Oよ り紫っIFtゝ
①灰FI色粘質土(N%)
⑮③同(砂まじり)

Ψ _

②療蟹を簿舞主1歩:予場紀
混入

§E認鶏緒1寝
§鞭肇郁斧
⑩
a啓:鰺三鵜子とを揚)1胎
8Υ筆雪字渋雹泳浮蚕皇苫絆%)呵m

①
銹艦産曇XttR%)1混合②
[三13を音ぞ宮蟄器筈ち1混合
③緑灰色砂格質土但OC Y/)
①灰黄褐色粘質土(10Y R%)
③縁灰色粘質土(10G Y/)
⑥青灰色粘質土(25V/)
⑦ オリーブ灰色格質土 (5G/)

第104図  井戸-10遺構図

が集中する。

E-7(第 102図 )

上縁の東西軸で3.4mを 淑」り、平

面規模は4地区で最大の井戸。深さ

は4.5(推定5.24)mま で確認した。

掘り方は-lmま で内弯気味の傾斜
面が階段状を呈し、(2.1× 1.7m)を

測る不整な惰円形の平面形になる。

さらに-2mま でやや外弯気味の壁

面傾斜を有した摺鉢形状の断面形を

呈し、(1,4× 1.lm)を測るくびれを

もつ不整な楕円形になる。その後、

-4mま でゆるく内弯して下がり壁

年

＼

Ｖ

1      ・      イ∴

第105図 井戸-11遺構図
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面は外狽1にややえぐれ、以下ほぼ垂直に掘り抜かれる。-4.5m地点で平面形は円形を呈し、(0.

96× 0.96m)を 計測した。埋土は16層に細分でき、摺鉢形状の部分までに単一層ないしブロッ

クで細かく傾斜あるいは落ち込んでH層が堆積する。

湧水は井戸-6。 7と もに地層が連続する隣接したE-5と 同じ青灰色砂礫層の下位から得

られており、深さ約-4mも 一致する。E-7に おける壁面の内弯は湧水による壁面崩壊と思

われるが、とすればかなりの水位上昇があったことになる。一方、E-6に おいてはそのよう

な痕跡は認められず、使用時期による湧水量の相異、使用期間の長短によるものか。

E-8(第 103図 )

平面形は不整円形。(長軸1.84× 短軸1,76× 深さ3.4m)を測る。-0。 9mま で段を有した後、ゆ

るく弯曲した傾斜面をもって招鉢形状の断面を呈し、(0,76× 0,72m)を 測る円形になる。そし

て-2mま で壁面は内弯してえぐれており最長軸 1.2mを計測した。以下、ゴヒ壁面でやや内弯

気味であるが、ほぼ垂直に底部まで掘り抜かれる。底部は (0.8× 0,74m)を測る円形で、平坦。

埋土は 8層 に分かれ、招鉢状の部分までに、中央と壁面側に分離する4層 (A～ D)が落ち込

み、また最下層 (H)は 1.45mの単一層である。

E-9(第 103図 )

平面形は不整円形。(1.8× 1,72× 3.2m)を測る。-0.65mま では段を有して斜めに内側へ下

がり歪な招鉢形状を呈し、(1.08× 1.Om)を測る不整な椿円形になる。以下、中軸をやや南側に

傾むけて掘り下がるが、】ヒ壁側の-1～ 2m、 南壁側の底部直上はえぐれており中位で最長軸

1,05mを計測した。底部は (0,93× 0.82m)を測る隅九方形を呈し、底面はやや九味をもつ。

埋土は 8層 に分かれ、いずれも落ち込みあるいは内弯状の堆積である。

湧水はE-8・ 9と もに、-2,7～ 3mの緑灰色砂礫層から大量に湧出した。

E-10(第 104図 )

平面形は不整な楕円形。(2.1× 1.69× 2.8m)を 測る。-0,9mま で弯曲した傾斜面を有した招

鉢形状で、(1.35× 1.13m)を 測る楕円形の平面形を呈する。以下、やや内弯気味にふくらんで

直下に掘り抜かれる。底部は平坦で、その規模・形状にさほどの変化はない。埋土は11層 に区

別したが、その内 6層 (A～ F)は招鉢状の部分にブロックで混合するもので、下層 2層 (」

・K)は北壁側でやや落ち込む状態であった。湧水は -2.2mの オリーブ灰色砂礫層から得ら

れ、約12時間で-1.6mま で (1.2mほ ど)の水位上昇がみられた。
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E-11(第 lo5図 )

平面形は円形。(1.89× 1.72m)を

測 り、深さは 2.5mま でを確認 した。

-0.6mま でうねりを有した壁面傾

斜で摺鉢状 を呈 し、(1.25× 1.lm)を

測る円形の平面形になる。以下、直

下した後、-1.0～ 1.4mま でコブ状

に突出する壁面のえぐれがみられ最

長軸 1.4mを 計測 した。さらに-2.5

mま でやや外弯気味の壁面を有して

すばまりながら掘 りかれる。-2.5m

地点では (1,04× 1.om)を計測する

円形の平面形を呈する。埋土は 7層

に分けられ、いずれも落ち込んだ状

態にあり特に招鉢形の部分までの 4

層 (1～ 4)は上面からの落ち込み

でその落差が大きい。湧水は -2.1

m地点のオリーブ灰色砂礫層から得

られ、-1.o～ 1.4m地点でのコブ状のえ

① にぶい黄色砂質土 (25Y%)
② 明黄鵜色粘質土 (10Y R%)
黄灰色砂質土(25Y/)

③緑灰色格質土(5G%)
!⑩ 緑灰色砂際まじり

④で慾雛篇挫娑1鰤 R劾 1膀
⑤
壊後蒼鷺撰重tl舒湯r)1混合

8箕校七修養主絶
03:身

)

① ⑦ に明緑 灰色粘 質上 (10G Y%)混入

～

　

・

♀     !     in

第106図  井戸-13遺構図

ぐれは水位上昇によるものであろう。

E-13(第 106図 )

平面形は不整円形。(2.25× 2.05m)を 測 り、深さは 2.6mま でを確認 した。一o。 9mま で上面
からわずかに直下した後、うねりを有した外弯気味の傾斜で摺鉢形に近く、 (1.6× 1.9m)を測

る不整な楕円形になる。その直下より壁面はゆるく内弯して外側へふくらみ最長軸 1.52mを測

り、以下-2.3mま ですばまりながら掘 り抜かれ、(1.o6× 1.02m)を 測る不整円形 を呈する。そ
の後、再び壁面は内弯してえぐれて下がり、-2,6m地点で長軸1.32mを 計測 した。埋土は10層
に分かれるが、招外 1犬部分までに第 4層 (4)を 基本に 5層 (1～ 3・ 5・ 6)が ブロック混入で

集中し、壁面崩壊にある埋土はいずれも中央部で落ち込む。湧水はオリーブ灰色砂礫層より得

られ、上面より2,2mの深さで湧出する。

E-14(第 +07図 )

平面形は円形。(1.85× 1.8m)を測 り、深 さは3.5(推定3。 9)mま で確認 した。-1.Omま で招鉢
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＼
Ｎ

1          ′           14
⑥灰色*占質土(5Y/) t__… ……コ
①黄灰色粘質土(25Y%)
◎騒亀瞥悲轟圭将電子で塊)1混合 8循侯笹縁蓬貼で解

殿
◎①より暗っ十rい ⑬黄灰色粘質土(25Y%)◎蟹縫駐悽圭1長ξ角″)1混合   86奮ど懸異笹羅養里イ詭:勤十の混合
⑤緑灰色砂粘質土(7 5GY%) ①青灰色粘質土(5BG/)
◎暗緑灰色粘質土(5G%)
①緑灰色粘質土(10G Y%)

0                2m

・埠
爾 至温猟易絆勝
②灰黄色粘質土(25Y%)に
褐灰色粘質土(10Y R/)混入
⑥緑灰色粘質土(5G%)に
浅黄*占質土(25Y%)混 入
④緑灰色砂礫土(5G/)
⑤①の砂質土
⑤緑灰色砂質土(5G/)
⑦
燎異笹羅き曇:`坊)1混合
①黒褐色粘質土(10Y R%)に
灰黄色粘質土(10Y R%)混入

③黒褐色粘質土(10Y R%)
⑩灰黄色粘質上(25Y%)砂混入
①灰黄色砂質土(25Y%)礫混入
⑫緑灰色砂質土(5G/)礫混入
⑬青灰色砂礫土(10B C%)
⑭オリーブ灰色粘質土(2 5GY/)

13

14

第107図 井戸-14・ 15遺構図

形状の断面で、(1,1× 1.Om)を 測る不整円形の平面形を呈する。以下、壁面はゆるく内弯 して

掘 り抜かれ、-2.5m地点で最長軸1.25mを 計測 したが、再びすぼまる -3.5m地点では(1.2×

1.07m)を測る円形になる。埋土は 8層 に分かれ、招鉾吠の部分までは灰色粘質土 (A)に上

・下をはさまれて 3層 (B～ D)が落ち込んでブロック混入するが、以下 4層はほぼ水平層 と

いえる。湧水は -2.lmの灰黄色砂質土 (礫 まじり)層はいより得られたが、井戸の掘削は以下

2層の砂礫層 (12。 13)、 さらに直下の粘質土(1けに達 しており、十分な湧水と貯水をそなえてい

た。

E-lS
E-14
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ネ ①褐灰色砂質土(10Y R%)
◎同 砂粘質土(7 5Y R%)
⑥にぶい黄橙色粘質土(10Y R%)
◎妖褐色粘質土(7 5YR%)1部砂まじり
○緑灰色砂粘質土(10G Y/)
①薯綴雹蛇憂圭胎督名サ)1混合
⑥同 蟻 曜

①
望驀笹亀讐至古よザ苫鯰符'1混合
②灰女色粘質土修 5Y%)に
栂灰色粘質土(10Y R/)混入
③浅美色粘質土乾 5Y%)
④ オリーブ灰色粘質土(10V%)
③ オリーブ灰色砂質土(10Y%)
⑥緑灰色砂質土(5C/)に
浅黄色砂質上(25Y%)混 入
〇 オリーブ鶴色砂質土(25Y%)
①灰色粘質土(5Y%)に
黒褐色粘質土(10Y R%)混入
③黒PAJttllf質 土(10Y R%)
⑩黒tk」色粘質土(loY R%)
①黒棚色粘質土(10Y R%)砂とこ人
⑫緑灰色砂Vi丁 (■ (5G%)
①緑灰色砂礫■(5G%)
14,ヤ灰rr砂際 |:+10B Gイ )

① 男リーフ灰色粘r'II:125G ・ゝ%)

第108図 井戸-16遺構図

E-15(第 107図 )

平面形は円形。(1.63× 1.54× 2.4m)を測る。-0.2～0.5mに かけて東壁側で垂直な一段、

西壁側で傾斜する2段 を有して掘り込まれ凸形状を呈し、(o,85× 0.8m)を 測るやや角ばった

円形になる。以下、東壁側は弓形にゆるく内弯してややすばまりながら掘り下げられる。底は

(0.8× 0.75m)を測る不整円形で、九底に近い。埋土は 6層 に分かれ、凸形状の掘り方までの

上層 2層 (I・ J)は西壁側へ傾斜して下がり、以下4層 (K～ N)も やや弯曲気味の均―な
堆積層である。湧水はE-14か ら連続する灰黄色砂質土 (礫 まじり)層 より得られたが、E―

14と 異なり湧水をみた地点で井戸の掘削は終了されている。

E―16(第 108図 )

平面形は不整円形。(1.92× 1.75× 2.85m)を 測る。-lmま で内弯気味の傾斜面が段 を有し
て内側へ下がり摺鉢形状を呈し、(1.25× 1.2m)を測る円形の平面形になる。以下、すばまり

ながら直下に掘り抜かれるが、南壁の-1.7｀ 2.2m地点に壁面崩壊のえぐれた部分がある。底
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は (0.85× 0.8m)を測る隅丸方形に近い平面形で、平坦である。埋土は 7層 に分かれ、特に上

層で大きく落ち込む埋土がみられた。湧水は -2.3mの緑灰色砂礫層の下位より得られた。

E-17(第 109図 )

平面形は楕円形に近い。(1.85× 1.7m)を測 り、深 さは3.65(推定5,0)mま でを確認した。

掘 り方は東壁側で-0.3mま で段 を有し、西壁側は-0。 9mま で内弯気味の傾斜面を有して掘 り

込まれ、(1.05× 0.95m)を 測る楕円形になる。以下、ほぼ垂直に掘 り抜かれるが、西壁の-2

～2.6m地点は内弯 してえぐれ、さらに-3.lm地点より壁面は大きく内弯 していく。埋土は 9

層に分かれ、-0.6mよ り上層には中央で柱状に埋まる混合砂粘質土 (G)を 3層 (H～ 」)が

ドーナツ状に囲み、以下はいずれも粘質の単一層である。湧水は -3.2mの緑灰色砂礫層住けの

下位より得られたが、井戸は-5mま での掘削が推定される。

E-18(第 109図 )

平面形は円形。(2.1× 1.9m)を 測り、深さは3.6(推定5.4)mま でを確認 した。-0.2mま で

直下 した後、-0.8mま で外弯気味の傾斜面を有した招鉢形状 を呈し、(1.2× 1.lm)を 測る不整

円形の平面形になる。以下、垂直に掘 り抜かれるが、-2.7mよ り南壁側は内側へ外弯気味にせ

り出して直下する。-3.6m地 点では (1.05× 1.Om)を計測 した。埋土は 6層 に分かれ、最上

層 (A)は 4層 がブロックで入る混合層で上面から大きく落ち込み、それは以下の層にもみら

れる。湧水はE-17か ら連続 した緑灰色砂礫層で得られ、同じくさらに-5mま での 2m以上

の掘削がある。

E-19(第 110図 )

平面形は不整円形。 (1.65× 1.6m)を 測 り、深 さは3.6(推定4.4)mま でを確認 した。-0.

95mま で西壁俣1で段をもった内弯気味の傾斜面で下がり、招鉢形に近い形状で、(1.0× 0.95m)

を測る不整円形を呈する。以下、-1.5mま で直下 した後、壁面は-2.8mま で1.3mほ ど内弯 し

てえぐれ、再び垂直に掘 り抜かれる。-3.6m地点の平面形・規模は-0.95m地点のそれとほと

んど差はなく、本来、垂直な掘 り方であったと考える。埋土は 8層 に分かれるが、落ち込んだ

状態の堆積が多くみられる。湧水は-3.15m地点の青灰色砂礫層住0の下位より得られたが、壁

面崩壊の-1.5～2.8mま での水位上昇が想定できる。

桶側井戸 (E-12)(第 111図 )

4地区の中央部において比較的集中する素掘 りの井戸群の中にあり、上端に瓦 (蜂)積み 1
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①
:二:‡§:筋t%)1混合
①黄褐色粘質土(25Y%)
⑥緑原色粘質土(7 5GY%)
◎ オリーブ灰色粘質土(25GY%)
①青灰色粘質土(5BG/)
①線灰色砂粘質土(10C/)

⑥
及と献
t12関 Y乃
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① Fξ灰黄色粘質土(25Y%)
①灰色粘質土(N芳 )
①①より青っばい砂質土
⑬明緑色粘質土(10G/)
①暗緑灰色粘質土(有キ層)(7 5GY%)
⑩掲灰色粘質土(7 5YR%)
① オリーブ黒色粘質土(10Y%)
◎暗オリーブ灰色粘質土
①
望驀雹鷺按重若士ザ苫錫符

)1混合
②灰黄色粘質土(25Y%)に
禍灰色粘質上 (10Y R/)混 入

③ l曳黄粘質土鬱5Y%)に
縁灰色粘質土(5G%)混入
④灰オリーブ砂粘質土(5Y%)
⑤オリーブ灰色砂質土(10Y%)
⑥灰黄欄色粘質土(10Y R%)
⑦黒褐色粘質土(10Y R%)に
灰黄tkl色 粘質土 (10Y R%)混 入
③黒棚色粘質土(10Y R%)
③灰黄色粘質土(25Y%)
⑩緑灰色粘質土(5G%)やや砂礫泌り
①緑灰色砂礫土(5G/)1と
青灰色砂礫土(10B C%)混 入
⑫オリーブ灰色粘質上0 5GY%)

L_____― ―_」

E-17

m

第109図 井戸-17・ 18遺構図

段、桶側-6段 を重ねた桶側井戸をほぼ完全な形で検出した。並行して調査された第 3地区の

桶側井戸 (E-8)と 、その規模を若干異にするが構造等は全く同じであり、むしろ桶側残存
ともいうべき第 3地区の桶側井戸を復元する手がかりと成 り得た。

E-12は旧地形の畦畔の直下に埋没 して存在するが、畦畔中央部に沿って設けられた水路 が
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①掘灰色粘質土(7 5YR/)に

蟹綴屋確撰第 鶏 )1期
入

①暗緑灰色粘質土(砂礫まじる)(10G Y%)

◎灰色粘質土(10Y/)

◎灰オリーブ砂質土(75Y%)
①縁灰色粘質土(5G/)
o褐灰色粘質土(75Y%)
⑥
晶忌灰帥 雖 OOC乃 1踏

土

①明緑灰色砂枯質土(10G/)

①盟轟雹亀笹量古士ザ蛍易7)1混合
② 灰黄色粘質土 (25Y%)1こ

th灰色粘質土 (10Y R/)混 入

③緑灰色粘質土(5G%)に
浅黄粘質土 (10Y R/)F入

④オリーブ樹色砂質土(25Y%)

離i!孫羅i鈎
③黒栂色粘質土(10Y R%)

③黒欄色粘質上(10Y R%)

⑩
浸饗民笹羅妻里1乳争密場;混入

①縁灰色粘質土(5G/)
⑫緑灰色格質土(5G%)
①緑灰色砂質土(5G%)

3扉4豊眸と紀懸盈GVカ

第110図  井戸-19遺構図

汁戸の直上を通過しており、井戸の上端部は破壊されている。そして井側の中には、この水路

から流入した汚泥が詰っていた。したがってこの井戸はいったん放棄された時点で埋め房され

ることはなく、蓋をして保存されていたものである。

掘り方

瓦積み 1段 を残す (地山)上面で、平面形は端整な円形を呈しその規模に (長軸1,38× 短軸

1,37m)を測る。-0.2～0.25mに かけて内弯状の壁面傾斜があり段を有する。さらに-1.lm

ほど垂直に近い急傾斜面を呈して下がり、平面形は同じく円形を呈するが規模において (1.19

×1.18m)を測り上縁よりやや縮小される。以下、5.6mの深さまでは垂直に掘り抜かれる。掘

り方と桶側の隙間は、一段目の桶側との間で15～20cmを 有するが、以下においてはわずかに 5

～10cm程度しかない。この掘り方が明らかに桶側の規模・構造によって規定されていることに

■

＼

ｙ
一

15
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なる。さらに掘り方と桶側のわずかな隙間には、部分的に地山 (壁面層)を混入させる所があ

るが、基本的には灰色砂 (礫 まじり)を 中心として詰め込まれてあった。

湧水は-2.4m、桶側 3段目の中位から南側へ大きく落ち込んでいくォリーブ灰色砂礫層 (11)

(自然流路か)か らすでに得られる。しかしこの井戸における主要な地下水の湧出はその量から

しても、一約4m地点からの明青灰色砂礫層位りである。

桶側構造

土圧等による板の倒壊や歪みもほとんどなく、 6段の桶側を完全に遺存させる本来の姿のま

まを調査できた。桶側は6段を検出したが、その構造・規模は基本的に同じであり、すなわち

ある程度の規格のもとに細部において若子の相異がみられる。

組まれる桶側板の数は、 1段目-24枚、 2～ 4段 目-25枚、 5。 6段目-27枚で底の桶側ほ

ど多く使われる。しかしその規模は、 1段目で上端径103cm、 下端径113cm、 2段目-104cm。 11

3cm、 3段目-105cm。 115cm、  4段目-106cm。 115cm、  5段 目-106cm。 115cmを測り、 さらに桶

側の高さは97cm前後 (l cm以上の差はない)を計測した。桶側井戸が一定の桶側の積み重ねに

よって組み立てられる構造であるために、必然的に各桶側は下方へ「ハ」の字形に広がる形状と同

一規模を保っている。ただ底部にあたる6段目は、その上端径に107cm、 下端径にHOcmを測り、

上段の桶側のような下方への広がりはさほどなく垂直に近く、第3地区の底部桶側と同じこと

がいえる。さらに6段目の桶側板の下端部は、内・外面からの削り出しによって尖がらせてあ

り、桶側を底の灰色砂土中に打ち込むようにして埋設していた。桶側の外狽」には 1～ 3 cm幅の

竹を4本寄り合わせたたがを4条 しめ回している。それは2条 を10～25cmの 間隙に近接させて、

桶側の上方と下方に30～40cmほ ど離して2段みられるもので、等間隔を保っていた第3地区の

桶側と異なる。湧水を吸収するための吸水孔を有する板は、すでに1段目の桶側から組み込ま

れている。 1段目より吸水孔を有する板11枚―吸水孔14ヶ所、 2段 目～ 5枚-6ヶ 所、 3段目
～12枚-16ヶ 所、4段目～10枚-21ヶ所、 5段目～16枚-34ヶ所、 6段目～21枚-52ヶ所を数

える。湧水の量が多い底部へ向う桶側ほど、吸水孔を有する板と共に吸水孔の数は多くなる。

調査中に上方地層から湧水らしい湧水をみることはなく、12段目の桶側に施された吸水孔は不

用な感を覚えるが、一方ではわずかな湧水 (あ るいは地表面からの雨水や流水の浸透)も無駄

にしない井戸の利用ともいえる。

桶側の積み重ねは、上段の桶側を下段の桶側に回る最上段のたがの上に置くようにして重ね

られている。その重ね幅はすなわち桶側上端から最上段のたがまでの長さに等しく、 1～ 2段

日で 5 cm、 2～ 3段で12cm、 3～ 4段で 6～ 9 cm、 4～ 5段で 7～ 10cm、 5～ 6段で8～ Hcm

を測る。桶側の全長は5。 4mを 計測する。
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桶側板の加工

4地区の桶側は 3地区のものと比較 して、径を小さくする上に使用される板が多いため、よ

り小幅の細長い長方形の板として製材されている。長さは前述 したように97cm前 後を測 り、そ

の差に l cmはない。上端のタト側幅は10～15cmを測り、そして l cmほ どの差をもって、内狽1の幅

を狭く、下端の幅を広くする例が多い。各桶側には、この他に桶側を調整するための幅10cm未

満を測る極端に細い板、上端幅の方が広かったりほば垂直に近い板も数枚つづ含まれる。

全ての桶側板に共通する加工として、内側の上・下端角と外側の上端角における面取りがあ

る。内側のそれは角の全辺に渡って、幅 1～ 2 cmほ どを細長い半月状に削りとる。外側の上端

角の面取りは上端の左右角に集中するもので、細長い三角形状に削りとらせる。この上端左右

角にみられる面取 りの切り口は、各板が接合する側面部で一致しており、各板で三角形状の面

取りは隣合わせの板を接合した時に三角形状が 2つ結ながった細長い菱形状になる。つまりこ

の面取りが、各板の製材時に行なわれたのではなく、桶側を組んだ時に板の接合部をセットに

して削ったことを示す。一方、 6段 目の桶側板だけにみられる加工が、下端部を尖端させるこ

とである。板の下端部を内側で 9～ 10cm、 外側で 2～ 4 cmの 長さに渡って手斧で削り取って、

薄い刃縁状に尖がらせるものである。手斧の削り (刃)幅に6.Ocmを 測る。底部にあたる6段 目

を土中に打ち込んで固定させるための加工で、本来は鋭かったであろう刃縁状の下端部はつぶ

れている。

製材時の工具については、その加工痕からみて第3地区の桶側と全く同じで、鋸、飽、斧、

手斧である。繰り返すことになるがその製材過程は、①鋸で原材より板が裁断される。のこび

きには端部近くで省略され、以下を裂くものがある。②飽で側面を斜めに調整して、円形の接

合を整える。③斧で側面に三角形、台形、半月状の切り込みを入れて、 1～ 6ヶ所の吸水孔を

設ける。④手斧あるいは飽によって、角、下端面を削り取って面取りないし下端部を尖端させる。

材料の調達において、手斧痕を残す廃材利用が第 3地区の桶側と同傾向を示す。廃材は全て

の桶側に含まれており、 1段 目より2・ 7・ 10・ 10,7・ 12枚を数え総数48枚に及ぶ。手斧痕

は片面のみに残っており全て桶狽1の内側へ向けられ、外側には製材時の新しいのこびき痕を残

している。手斧の削り幅には 7.O cmと 12cmを 測る例があり、後者は 3地区の桶側の廃材にみら

れる手斧痕と等しく同一廃材とも思える。この手斧痕はまた、 6段 目の桶側の下端面に残る幅

6 cmの手斧痕と比較して、刃幅、残存状況からいっても明らかに新旧が認められる異なった加

工痕である。吸水孔で興味あるものとして、長方形を呈する例があり中には未穿孔で吸水孔の

役目を果たさないものがいくつかある。その加工は他の吸水孔における斧による切り込みとは

異なり、ノミによる穿孔ないし加工である。この吸水孔はおそらく「ほぞ穴」を有する廃材の

合理的な再利用といえるであろう。
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1段目

5段 目

①明黄掘色粘質土(loY R%)
②灰黄色粘質土(25Y%)
③浅黄色粘質土(25Y%)
①オリープ色粘質土(5Y%)
⑤緑灰色砂質土(5G/)礫 まじる
⑥⑤・〇の混合粘質土
⑦黒褐色粘質土(10Y R%)
③
璽霧雹最贅至君ザ苫残午

)1混
合

③明青灰色粘質土(loB G/)礫まじる

⑩黒褐色砂礫(10Y R%)
①オリーブ灰色砂礫(25GY%)
⑫緑灰色粘質上(lo G%)
⑩同  微砂粒土
⑭明青灰砂礫(5BG%)
⑮青灰色粘質土(loB C/)
⑮灰色砂土(N/)
⑫   粘質土(10B G%)礫まじる
灰自色粗砂(N/)礫まじる

0

2段目

第111図  桶側井戸 (E-12)実測図

3段目 4段目

6段目

|

1_

|
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第118図  E-12出土遺物・瓦

瓦積み (第118図 )

桶側井戸の 1段目に地表まで 4段積みにして水のくみ上げを行っていたもので直径1,01m土

に 1周 13枚の瓦をめぐらしていた。(1)は 、長さ21.6cm、 幅22.6cm、 厚み 3.O cmの 外面に端部を

九くした「ハ」字形のクサビを並列に差 し込む。(2)は 、長さ(推)25.3cm、 幅25.3cm、 幅 3.l cmと

(1)よ り大ぶり。クサビが直線的で「ハ」「ノ」字形を組み合せて彫る。色調・胎土・焼成には、屋

瓦と遜色ない。
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条里制遺構 (畦畔 )

条里制畦畔の存在、築造施行時期、現代の条里制畦畔との関係について明白にすべく、旧地

形の記載された田畑の畦畔を中心に10ヶ所について土層観審 した結果、報告した 6ヶ所で明確

な痕跡 を把握 した。 (第 119・ 120図 )

セクションー 8 条里制畦畔上面にいたるまでに盛土・耕作土・灰黄褐色砂質土・床土・黄褐

色土 。褐色土の 6層がほば水平層として層序を成 していたが北狽」に耕作用井戸と第11層 によっ

て多少乱れていた。畦は、 2時期に築造され、第 5層・灰褐色粘質土、第 6層・灰黄褐色粘質

土を基盤として盛り上げていた。上辺幅 1.6m、 下辺幅2.30m、 全高0.32mを計測 し、北側に

幅1.56m、 深 さ0.18mの濤を確認 した。尚、セクション共に、地山は明黄IP」色粘質土である。

セクションー 9 大辺幅2.48mの凸レンズ状に変形 した畦畔は、北狽」にも崩れていた。畦畔は、

第 5層 を築造して灰褐色粘質土 (5YR%)と して層位を示し上層には盛土・床土・黄褐色土

・褐色土がベルト状に堆積する。その下層には、地山までの間層として灰褐色粘質土と古墳時

代と考えられる黒褐色粘質上の 2層 が同じくベル ト状堆積として認められた。

セクションー10 畦畔の中央と右上に攪乱が図化されてしまったが畦畔復元に支障はない。畦

畔は、第 5層 を基本土層として形成したもので下辺幅4,00m、 上辺幅2.30m、 高さ0.35mと 確

認された畦中では腰高い。その上層には、第 1～ 4が下層には、第 6・ 7・ 14層 が層位を呈す

る。又、セクションー 8・ 9は東西畦を、セクションー 10。 11は ロータリー部分を、セクショ

ンー12・ 13は、南北畦を堆し測るのに十分役立つた。

セクションー11 畦畔の土層構成や上層位も前者と同様であるがその下層が第 6層の一層のみ

に限定される点に相異がある。セクションー 8・ 12・ 13で もそうであるが下層を整形せずに畦

畔を作 り出す。下辺幅2.04m、 上辺幅1.46m、 高さ0,26mを 計測 した。

セクションー12 畦畔を上下する層序は、セクションー11と 大差ないがその形態がレンズ状、

かつ、褐灰色粘質土に変化してしまていた。

セクションー13 褐灰色粘質土の畦畔は、下辺幅1.26m、 上辺幅 0。 9m、 高さ0.22mを測 り第

4層 を基盤としている。第 9層のレンズ堆積以外は、帯状堆積で畦畔は、第 5層上面にのせ西

側からの第 4層 を東側で切断させて深 さ0。 25mの濤 として形成した。ただし、幅は、 E側の最

近の水路によって攪乱を受けたため復元出来ない。尚、下層には、第 5。 6層が極めて薄 く層

位を成す。特に、このセクションにおいて顕著であつたのは、最近の畦畔との関係が明白な事

実である。それは、他の 5セ クションにも共通していることで正に、垂直関係に存在すると断

言してよい。
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セクション10

①

∫同

①
③

セクション9

⑩

Ⅲ同

O
O枕痕 贅灰色土 鬱5Y%)
⑮にない黄鵜色砂Ц土 (loY R/S4)
条里畦一⑤ ょり時tFい

①

I同

①
条l■畦―灰糊色粘質土 (5YR%)

セ クション 8

①

∫同

③

③ 灰黄fk色砂質上 (10V R%)
条里畦Ч③ ③より掲色ぽい

⑩浅黄色格質土 鬱5Y%)
①①より灰r,lFtヽ
⑫灰色f/1/粘貨土 (10Y%,
① 明灰黄th色 格貰土

♀  :_Jm
第119図  条里制遺構土層断面図 (S-8～ lo)
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セクションー11

①耕作上オリーブ樹色土 (25Y%)
②床土明黄thJ色土 (25Y%)
③黄lh色土 (10Y R%)

①偶色土 (10Y R%)

③ 灰Fkl色粘質土 (75YR%)
⑤ 灰黄lkl色粘質上 (10Y R%)

⑦黒fh色粘質土 (10Y R%)

③ 地山明黄thl色粘質土 (10Y R%)

③①より「1ぱい

⑩策鶴色± 95Y%)
①①より灰色ぽい

⑫⑤より1/K色 1れ ヽ

条里畦ЧЭよりthJ色ぱい

条里畦―th灰色粘質土 (7 5YR%)

③灰黄thJ色粘質土 (5YR%)
条里畦― rll灰色粘質土 (75YR%)

①

∫同 !

①

第120図  条里制遺構土層簡面図(S-11～ 13)

―-176-―



(3)出 土遺物

調査区域全体の第

1～ 6層からなる水

平層からは、 著 しく

ローリングを受け、

風化した土師器・須

恵器・瓦器・黒色土

器・瓦類等を検出し

たが特記して図化出

来たのは、数例のみ

であつた。  石鏃

全長2.55cm× 最大幅

1,65cmは 、サヌカイ

ト製で 3 mmと 薄 く仕

上げる。ステップ・

フリーフレキングを

併用して両側面には、

鋸歯状の トリミング

によって調整した優

品である。  滑石

製管玉  2方 向か

ら直径 1～ 2 mmの穿

孔 しその時点での ド

リル調整 した微細 な

ピッチが知られる。

中央部で縦に半裁 し

ているが残存長 1,9

cm× 直径 0,7 cmを 計

測 した。色調―灰オ

リーブ色 (5Y%)

◆

ゝ

第121図  第 4地区出土遺物・出土状態
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(4)Jヽ 結

第4地区の大半の基準層位は、地山の明黄褐色粘質土上に6層 から構成された水平層が認め

られ、それらの層位に包括され遺構は、古墳時代後半に把握される水田址と考えられる不明土

拡、中世期の条里制畦畔、新大和川の開撃後に掘削された耕作用井戸が上げられる。特に、下

図に記した如く、耕作用井戸の検出状況と最近の畦畔との関係図で半折型の地害1に各々lヶ 所

づつ設定している。出土遺物としては、不明土拡の時期決定の有力資料に須恵器・杯身、古墳

時代中期に存在しよう滑石製管玉が注視される。

第122図  第 4地区周辺旧状図と井戸位置図
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4。 第 5地区

(1)地区設定 〔第123図〕

第5地区の地区割は大和川・今池遺跡全域の地区割に従って実施 した。大和ナ‖今池遺跡の地

区割は真南北を基準とし大区画を一辺100mの 正方形として、縦軸は北から順にアルファベッ

ト大文字A、 B、 C……、横軸は西から順にローマ数字 I、 Ⅱ、Ⅲ……と呼んでいる。よって

それぞれの大区割は、例えば、C一 Ш、E―Ⅳと表わされる。大区画の内部は一辺10mの正方

形に百等分し、北西隅を0と して東へ 1、 2、 3・―…と数え9で東端となって、西端へもどり

またloか ら数える。このようにして小区画すべてに番号を与えてゆき、南東隅は99と なってい

る。それぞれの区画線の交点には杭を打ち込んで示し、耳し西隅の杭にその珂ヽ区画を代表させている。

第5地区は大区画ではB― Ⅱ、B― Ⅲ、C― Ⅱ、c― Ⅲの4区画にわたっており、小区画で

はB― Ⅱ94に始まって計53区画に吸ぶ。さらにこの小区割は必要に応じて一辺 5mの正方形に
四等分し、それにはアルファベット小文字 a・ boc・ dを与えた。また第5地区の場合、調
査の便宜上A地区、B地区、C-1地 区、C-2地 区の4地区にわけた。A地区・B地区は汚
泥処理棟本体のそれぞれ西半 。東半にあたり、C-1地区・C-2地区は汚泥処理棟に接続す
る管廊部で、それぞれの地区は第123図 に示したとおりである。

第123図 第 5地区地区割図 (1:100o)
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(2)層  序 〔第125図〕

大和川 。今池遺跡は泉北丘陵から上町台地につづく洪

積段丘中位面の東縁に立地し、東側には旧西除川の氾濫

原・谷底平野がひろがっているが、現在、遺跡の周辺は

一面の水田となっている。現地表面の標高は0.P.+10m

～1l mで、南側が高く耳ヒ側にゆくほど低くなっているが、

これは今池処理場建設に伴なう盛土によるもので、盛土

をのぞいた水田面の標高は一様に10.2m前後の値をとる。

次に、西壁及び北壁の土層をとりあげ、第 5地区の基

本的層序を述べる。第 1層～第 3層はそれぞれ盛土・耕

土,床土で地点によって厚さは異るが、床土の下面は0.P.

+10.Om前後の値をとる。第4層～第 9層はいずれも中

世の遺物を包合する堆積層で、第 4層 。第 5層は全域を

被い、第 6層～第 9層 も地山の低くなったB地区を中心

にかなり広く堆積している。第4層灰黄褐色土 (10Y R

%)は瓦器・土師器・瓦などの小片を包含するが、全般

に出土量は少い。第 5層黒褐色粘質土 (10Y R%)は約

工 詢            」

AJ

第124図  セクション位置図 (1:1000)

1.盛土

2.耕土 (暗灰黄色± 2.5Y%)

3.床土 (黄褐色± 2.5Y%)

4.灰黄褐色土 (10Y R%)

5.黒褐色粘質土 (10Y R%)

6.黒褐色粘質土 (10Y R%)

7.黒褐色粘質土 (7.5Y R%)

8.黒褐色粘質土 (5YR%)

9.灰黄色粘質土 (2.5Y%)

10.黒掲色粘質土 (10Y R%)

H.黒褐色粘質土 (10Y R/)

12.灰黄褐色粘質土 (10Y R%)

13.灰黄褐色粘質土 (10Y R%)

14.黒褐色粘質土 (2.5Y%)

15,黄褐色粘質土 (10Y R%)

16.に ぶい黄褐色砂 (10Y R%)

17.褐色砂礫 (10Y R%)

18.明黄褐色砂礫 (10Y R%)

19.褐灰色砂礫 (10Y R%)

20,掲色砂 (10Y R%)

21.灰黄tr」色砂 (10Y R%)

22.黄褐色砂礫 (2.5Y%)

23.灰黄褐色砂 (10Y R%)

24.灰黄褐色粘質土 (10Y R%)

25.灰黄褐色粘質土 (10Y R%)

26.褐灰色礫 (10Y R%)

27.明褐色粘質土 (7.5Y R%)

28.明黄褐色砂質土 (10Y R%)

29.緑灰色粘質土 (5G%)

30.緑灰色砂質土 (5G%)

31.青灰色シルト (5BG%)

―-180-―



◇
8-Ⅱ 94

◇
C―Ⅱ14

乳―Ⅱ24

°
C Ⅱ34

◇
C―Ⅱ44

銘―Ⅱ4

|'

OB―Ⅱ95 ◇ B―Ⅱ98 ◇ B ◇ B_Ⅱ 90 ◇ B―Ⅲ91

排水濤

0 9

Sm6ぴ 丞
斃 Ⅱ7  Sm7C― l15                     Yc_16

歯ょ三
◎

わ

◎
ｓＫ

ば ,

比_Ⅱぉ

m畠

C-115 辞 銘-117   SK209
5K21か

SK221ζζミとテ
SK23

SK10

Ж‰限
回蜘3

L Ⅱ25 
‐~‐ ~~一―斃_Ⅱ 26

水濤

殴隠 ◎ s団

◇
C―Ⅱ37

°C146 銘―Ⅱ47

0   。

銘―Ⅱ66 伊
SK40

ｅ
ｃ．

⑥ SK39

先―Ⅱ8 比_Ⅲ 銘_Ⅱ l%_Ⅱ 9

試 掘 第 5 レ ン チ

銘_I硝 ec_Ⅱ

"
eC―
E110 乳_Ⅲ ll

-128  ~~~~曳_129  ~~~~乳 Ⅲ20

「

□
試 掘 第 レ ン チ

C―Ⅱ38 銘 [39 ◇
C―Ⅱ30

Ｏ

ｃ

C―Ⅱ48 乳―Ⅱ49 ◇
C―Ⅲ40 曳―Ⅲ41

併
餅

◇
C―Ⅱ50

◎“"

凱 ё
0

◇
Ｃ 銘 Ⅱ69 °

C― ll161

牝Ⅲ92

◇
C― E12

乳Ⅲ12

◇
C―Ⅲ22

eC―
Ⅲ32

曳―Ⅲ42

第126図  大和川 。今池追跡第 5地区遺構配置図 ―-181-182-―

20m



Z― r―

O

．
辛^
ｎ
Ｉ
Ｉ
ィ
ｉ
．，
↓
Ｈｌ
眸
柱
！
“ ||

第126図  第 5地区位置図

-183-―



20cmの厚さで堆積しており、古墳時代に属する須恵器・土師器も包含されているが、瓦器・瓦

なども出土し、やはり中世の所産であることが知られる。第 6層黒掲色粘質土 (10Y R%)。 第

7層黒褐色粘質土 (7.5Y R%)。 第 8層黒褐色粘質土 (5YR%)は色調がわずかに異るだけで

大差ない堆積層であり、いずれも遺物をほとんど含まないが、瓦器片などがごく少量包合され

ている。第 9層灰黄色粘質土 (2.5Y%)は地山と包合層の混合土で、やはり遺物はほとんど含

まれていない。

第10層 ～第13層は条理畦畔に関連する堆積でこれについては別に項を設けているのでここで

は触れないでおく。

第14層黒褐色粘質土(2.5Y R%)は 地山の凹んだところに部分的に堆積しているのみであまり

広がりは認められないが、古墳時代の須恵器・土師器を包含している。

第15層 黄褐色粘質土(10Y R%)以 下が地山で、古墳時代の遺構は主としてこの面で検出した

が、第15層 自体かなり削平をうけていると考えられ、後述する掘立柱建物 (SB02)の 中央でも

地山にへばりついた状態で瓦器片が出土しているのはその証左と言える。地山下の堆積は西壁

では単純だが北壁では複雑である。西壁では第15層 の下には第24層灰黄褐色粘質土 (10Y R%)

があってこれは北壁東側にもみられる。その下は第27層明褐色粘質土 (7.5Y R%)が 堆積 して

いる。一方北壁の場合、西イ員1では第15層 の下にかなりの砂礫層が堆積している。第16層 にぶい

黄褐色砂 (10Y R%)～ 第23層灰黄褐色砂 (10Y R%)がそれで、各層の状況はまちまちだが、全

体として濤もしくは

'充

路】犬をなしている。

(3)古墳時代の遺構 と遺物

古墳時代に層すると考えられる這構はその大部分をA地区において検出した。竪穴住居・掘

立柱建物・柵列・井戸・土坂などがあり、地山面で検出したものがほとんどを占める。古墳時

代のプライマリーな包合層は、前述のように土層断面では一応認められるものの、調査区域内

におけるひろがりは意外と少なく、C― Ⅱ15区や C― Ⅱ45区に部分的に認められるにすぎない。

各遺構のところでも述べるが、地山はかなり削平をうけていると考えられ、地山面のひくいと

ころに堆積したものが現在残っていると考えてよかろう。

竪穴住居 (SB01)〔第127・ 128図 ;図版24、 図版46-3・ 4〕

C― E25区・ C― Ⅱ26区で検出。平面形はやや歪んだ隅丸長方形で、長辺は西側で7.2m、 東

側で6.8m、 短辺5,5mで、西隅が若干張り出した形態をとる。主軸は N-45° ―E、 地山面で検

出したが地山自体がかなり削平をうけていると考えられるので本来の切り込み面は確認できな

い。検出面からの深さは壁面付近で15cm前後、中央で20cm前後である。埋土は2層 に大別でき
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黒褐色土層(10YR%)  2 黒色土層(10YR%)    3 H音褐色土層(10YR%)
灰黄縄色土層(10YR%) 5 黄褐色粘質土(2 5VR髪 )  6 褐灰色混り明褐色ンルト層 (10YR%)

第127図  SBol実測図

る。上層は第1層黒褐色土(loY R%)と 第4層灰黄褐色土 (loY R%)を 主体とし、その間に黒
色土(10Y R/)、 暗掲色土 (10Y R%)、 黄褐色粘質土(2.5Y/)がプロック状に混っている。下

層は第6層褐灰色混り明褐色シルト(loY R%)で地山上に一様に堆積しており、張床の可能性
もある。なお、第6層上面においても地山面においても柱穴・周濤などは認められなかった。

出土遺物は全般に少い。検出面及び埋土上部の黒

褐色土からは瓦器片数点、須恵器杯身 1点が出土し

ているが、これは混入と考えられる。そのほかの遺

物はすべて古墳時代に属すると思われる土師器で、

床面にすわった状態のものはなく、いずれも浮いた

状態で出上 してぃる。甕形土器 (1)|よ 口縁部のみの

破片で、弱く外反し端部は内側に丸く肥厚する。内

外面とも表面剣離著しく調整不明。口径16.Ocm、 胎

―-185-―
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土は砂粒をほとんど含まずこまかい。焼成良好、色調は灰白色を呈す。高杯形土器 (2)は脚部

の破片で、脚部最小径2.lcm、 内面にしばり目を残す。胎土には0.5～2.Ommの 砂粒を合み、焼

成良好、にぶい橙色 (7.5Y R%)を 呈する。

掘立柱建物 (SB02)〔第129図 ;図版25〕

C― Ⅱ6区で検出。SB01の北西約20mに位置する。地山面において検出したが、中央地山面

にへばりついたメ犬況で瓦器片が出土していることからもわかるように、地山がかなり削平され

第129図  SB02実測図
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ていると思われ、本来の切 り込み面は不明である。建物は 1間 × 1間の掘立柱建物で、ほぼ正

方形の平面形をもち、 1回の建替が認められる。旧い時期の建物は柱間寸法が東辺 (P-3～ P
-4)1,95m、 西辺 (P-1～ P-2)2.08m、 南辺 (P… 2～ P-3)1.64m、 デと辺 (P-1～ P―

4)1.6mを 測 り、主軸はN-32° ―Eである。新 しい時期の建物は若干規模が大 きくなっており、

柱間寸法は東辺 (P-7～ P-3)2.08m、 西辺 (P-5～ P-6)2.16m、 南辺 (P-6～ P-7)

2.00m、 北辺 (P-5～ P-8)2.08mを 測 り、主軸はかわらない。切 り合い関係は 3ケ所で認

められる。

第130図  SB03実 測図
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それぞれの掘方は径20cm～ 30cmの 不整円形で、深さは 5 cm～ 30clllと まちまちである。柱穴は

おおむね径10cmく らいで、必ずしも掘方中央に位置するとはかぎらない。なお、掘方埋土内か

ら遺物の出土はなかった。

掘立柱建物 (SB03)〔 第130図 ;図版26〕

C― Ⅱ16区で検出。SB01と SB02の 中間に位置する。SB01や SB02同様、地山面において検

出したが、本来の切り込み面は不明と言わざるを得ない。 1間 ×1間の掘立柱建物である点は

SB02と 同様だが、平面形は南北にややのびた長方形を呈し、やはり1回の建替が認められる。

旧い時期の建物は東辺 (P-3～ P-4)2.58m、 西辺 (P-1～ P-2)2.40m、 南辺 (P-2～

P-3)2.05m、 北辺P-1～ P-4)2.25mを 測り、主軸はN-6° 30/― Eである。新 しい時期の

建物は東辺 (P-7～ P-8)2.37m、 西辺 (P-5～ P-6)2.55m、 南辺 (P-6～ P-7)2.20

m、 北辺 (P-5～ P-8)2,07mで 、主軸はかわらない。切り合い関係は3ケ所で認められる。

掘方・柱穴もSB02と ほとんどかわらず、掘方は径20～ 30cmの不整円形、柱穴は径10cm前後の

ものである。なお、掘方埋上内からの遺物の出土はなかった。

―

怨
ゥ勁 魅

⑫

第131図  SAo3実測図
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柱列 (SA03)〔 第131図 ;図版26〕

B… Ⅱ95区で検出。P-1～ P-4の 4つのピットからなる。いずれも地山面で検出したが、地

山自体が削平をうけてVohり 本来の切り込み面が不明確なのはS B01・ S B02・ S B03と 同じで

ある。それぞれのビットの深さも10cm～ 20cmと かなり浅いものもあって、上述の推定を裏づけ

るものと言える。柱間寸法はP-1～ P-2が 1,75m、 P-2～ P-3が 1.55m、 P-3～ P-4が

1.75m、 主軸はN-10°―Eで、すぐ西側に位置するS E01。 S E02と ほぼ平行関係にある。

P-1、 P-5、 P-6も 一直線にならぶが、S A03と は直交せず約70° で交わる。柱間寸法は

P-1～ P-5が1,3m、 P-5～ P-6が 1.25mと S A03よ りやや小さい値をとる。またP-7は

S A03と 直交する位置にある。P-3～ P-7の柱間寸法は1.55mで ある。

それぞれの掘方は径20cm前後の不整円形で、柱穴はおおむね10cmく らいである。深さは上述

のとおり10cm～ 20cmと ,夫いものもある。

一

井戸 (SE01)第 132・ 133図 ;図版27、

図版43-1・ 2〕

B一 Ⅱ94区で検出。排水濤で東半分

を失っている。地山面において検出し

た素掘 りの浅い井戸で、平面形は径1.1

mの円形で深さ約 lmを測る。内壁は

かなりえぐれていて上部はオーバーハ

ングしており、最大径は1.3mと 検出面

での直径を凌鴛している。

井戸内の埋土は最下層に灰白色砂混

り橙色粘質土 (7.5Y R%)が あってそ

の上に黒色～黒掲色の粘質土が堆積 し

ており、この中に遺物が包含されてい

る。出土遺物には土師器・須恵器・木

片などがあるが、長脚一段透 し須恵器

高杯 (3)は埋土上部から出土したもの

である。

須恵器杯蓋 (1)は 国径16.5cm、 稜径

16.3cm、 器高5.6cmを 測る大型品で、広

く平坦な天丼部とまっすぐ下に伸びる

黒褐色粘質土 (10YR%)
黒色土 (10YR%)
黒褐色混り灰白色粘質土 (75Y%)
黒褐色粘質土 (7 5YR%)

族含這縁亀η糧と轟饗呈拐盈寺&fYR%)

第132図  sE01実 測図
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口縁部からなり、意識的につく

りだされた稜がそれらを界して

いる。稜線下が一旦凹んでまっ

すぐ下にのびる国縁部は端部が

やや外反し端面は平坦に近い。

内外面ともヨコナデでていねい

に仕上げる。天丼部は前述のよ

うに広く平坦でヘラケズリが施
第133図 SE01出 土須恵器・土師器

される。表面崇」離が進んでいるので明確にし得ないが、ヘラケズリは回転を伴わないものであ

る可能性もある。天丼部内面は中央がやや凹み、指頭圧痕・ナデがみられ、そのほかはヨコナ

デを施す。下側が凹み、上に界線をめぐらせた稜は先端を丸くおさめている。胎土は砂粒を含

むが精良で、焼成良好、内外面とも灰白色 (5Y/)を呈す。

土師器高杯 (2)は脚部径3.8cm、 現存高3。 95cmを測り、杯部と脚部を連続して成形し杯底部に

粘土を充填しており、充損した粘土が脚柱内に突出している。杯部はゆるく上方にのびるが口

縁部を欠失している。胎土は砂粒を含むが精良で、焼成良好、外面にぶい黄橙色 (10Y R%)、

内面灰白色 (10Y R%)を 呈す。

須恵器高杯 (3)は脚底部径7.3cm、 現存高8.Ocmを 測る。長脚化した脚部はゆるやかに外反し

て下外方へのび、裾部近くで段をつくり端部付近で下方に屈曲して内傾する。透しは一段で幅

狭く三方に配置されており外側は面取りがなされている。外側から切り込んでいるため脚内部

にはみだした粘土が認められる。外面はカキメ(11/cm)を施し、端部や内面はヨコナデで仕上

げる。胎土は砂粒を含むが精良で、焼成良好、内外面とも灰色 (N%)を呈す。

井戸 (SE02)〔 第134,135図 ;図版28・ 29、 図版43-3～ 5〕

B― Ⅱ94区で検出。SE01の北約 2mに位置し、SE01と 同様の素掘り井戸で、やはり地山面

において検出した。平面形は径約90cmの 円形で深さ約1.4mを測り、壁面はかなり切りたってい

て垂直に近く、底部は南側を二段に掘り下げている。

井戸内の埋土は最下層に地山の土と黒色土の混った土があって、それより上には黒色～黒掲

色の粘質土が堆積しているのはSE01と 同様である。出土遺物は第 2層黒色粘質土(10Y Rl%)・

第 3層黒色粘質土 (7.5Y R1/)に 多く、第 2層 に土師器小片が、第 2層下部から第 3層 にかけ

て大きな破片が包含されていた。なお須恵器は出土していない。

土師器甕 (1)は 口径14.2cm、 現存高6.9cmを 測り、上外方へのびる口縁部は端部が内側に九く

ふくらむ。頸部より「く」の字形に屈曲する体部と頸部の接合部は内側にふくらんで段を有する。
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1 黒掲色rI質土層 (10YR%)
2 黒色rrf質上層 (10VRI%)
3 黒色粘質土層(7 5YRl%)
4 赤黒色土層(2 5YRI%)
5 黒色混り精色上層(7 5YR%)

第134図 SEo2実測図

肩はあまりはらない。口縁吉5か ら頸吉5、 体部

上半までは横方向のハケメが施され、体部下

半では横方向のハケメの上から部分的に斜方

向 。縦方向のハケメが施 される。内面は表面

剣離が著 しいが、口縁部にはヨヨナデが観察

される。胎土には金雲母・砂粒を含むが精良

で、焼成良好、外面にぶいtr」色 (7.5Y R%)、

内面灰黄色 (2.5Y%)を呈す。

土師器小型丸底壺 (2)は 口径 7.8cm、 器高

8.6cm、 体部最大径7.85cmを 測るほぼ完形の土

器で、左右非対称のプロポーションをもち全

体に肉厚で粗雑なつくりである。ごく弱く内

弯 しながら外に開く口縁部は端部を丸くおさ

め、体部はやや縦長の球形を呈し、体部最大

径は口径をわずかに越える程度である。底部

は特に厚くつくられており厚さ1.lcmを 測る。

口縁部及び体部上半には横方向のハケメ (13

本/cm)、 体部下半には不定方向のハケメがみ

られ、内面は日縁部がヨコナデ、体部はユビ

くうヽも

第135図  SE02出土土師器
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ォサエが施されている。胎土には金雲母・砂粒を合むが精良で、焼成良好、外面褐灰色 (10Y

R%)、 内面黄灰色 (2.5Y%)を呈する。

土師器高杯 (3)は脚底径11.9cm、 脚柱最小径3.25cm、 現存高8.4cmを 測り、杯部は失われてい

て脚部のみが遺存している。中ふくらみになった脚柱部は屈曲して下方
ヘラッパ状にひろがり、

端部は丸くおさめる。杯部は脚柱部とは別に成形し、脚柱上端部側面に粘土をはりつけて接合

している。脚柱部外面は縦方向のヘラミガキ、ラッパ状にひろがった脚部では内タト面ともヨ
コ

ナデで仕上げている。脚柱部内面には横方向のヘラケズリが観察されるが、上端部のヘラケズ

リの及んでいないところにはわずかにシボリメが残っている。胎土には金雲母・砂粒を多く含

むが精良で、焼成良好、内外面ともにぶい橙色 (2,5Y R%)を 呈す。

井戸 (SE03)〔第136図 ;図版30。 31〕

C― Ⅱ15区で検出。SB03の西約 5

mに位置し、 S K10,S K29と はそ

れぞれ三角形の頂点をはなす位置関

係にある。この井戸は地山上に堆積

した包含層にぶい黄褐色粘質土 (10

YR%)の 上から切り込んでいる。

平面形は径 lmの円形で深さ約1.lm

を測り、 S E01・ S E02同様素掘り

である。かなり切りたった壁面は底

部付近でゆるやかな傾斜にかわり、

平坦面は比較的少い。埋土は黒色～

黒褐色の粘質土が主体をなすが、第

3層 明黄褐色粘質土 (10Y R%)が西

根1か ら斜帯状にはいりこんでいる。

出土遺物は埋土上部にはまっくなく、

底部付近で木片少量と底部についた

状態で土師器甕体部の破片が出土し

たのみである。

キ

　

・

o        SOcm

⑤
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土鍍 (SK10)〔第137・ 138図;図版31、 図版43-6〕

C― Ⅱ15区で検出。SE03の北西に位置 し、地山上に堆積 した包含層から切り込んでいるのは

SE03と 同様である。平面形は径約90cmの 不整円形で、深さ約55cmを 測り、壁面は傾斜があまり

強くなく断面は逆台形を呈 し、底面は平坦である。埋土は上の二層が黒色粘質土、下の二層が

灰褐色土の混った黒色粘質土・灰黄褐色土で、底面についた状態で土師器甕が出土した。

土師器甕は口径13.Ocm、 体部最大径21.2cm、 現存高18.5cmを 測り、体部下半から底部にかけ

て欠失 してぃる。頸部はゆるやかに外反 して上へのび、上端近 くで内弯 し端部は内側に九〈ふ

くらませて、上端は内傾斜面をなす。体

部はほぼ球形を呈 し、「く」の字形に屈曲

して口縁部につながる。回縁部は内外面

ともヨコナデ、体部外面は左上から右下

へのハケメが施 されるが部分的に維方向

のハケメ、右上から左下へのハケメも認

められる。体部内面は屈曲部の稜の下方

にユビォサェが残っているが、それらの

上からヨコナデが施 されているところも

みられる。胎土は金母雲・黒雲母を含み、

黒色枯質土(7 5YR%,
黒色粘質土(7 5YRユ /)
2に体掘色上が混る
灰thl色土混り灰黄色粘質上 (25Y%)
にない黄掲色粘質土 (loVR%)

1

2

3

4

5

第137図  SK10実 測図
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第138図  SKlo出土土師器



焼成良好、内面暗灰黄色 (2.5Y%)、

外面黒掲色 (7.5Y R%)を 呈す。

上壊 (SK29)〔第139。 140図 ;図版32、

図版44-1〕

C― Ⅱ15区で検出。SE03の 西、

S K10の 南に位置し、両者とはち

がって地山面から切り込んでいる。

平面形は径約70cmの 不整円形で、

深さ約50cm、 壁面は垂直もしくは

内側にえぐれていて、底面は平坦

に近い。埋土は四層あって第 1層

～第 3層は黒色粘質土を主体とし、

第4層は黒色粘質土に灰褐色土が

帯状にはいり込んでいる。底面に

ついた状態で土師器壷が出土した。

土師器壷は回径14.Ocln、 体部最

大径14.6cm、 現存長10.4cmを 測る。

日縁部は短く内弯し、端部は内側

に九くふくらませて上部は内傾斜

面をなす。体著日は口縁部から「く」

の字形に屈曲し、肩が若干はった

球形を呈する。日縁部は内外面と

もヨコナデ、体部外面はヨコハケ

ののち右上から左下へのハケメを

施す。胎土は母雲・砂粒を合むが

精良で、焼成良好、外面暗灰黄色

(2.5Y R%)、 内面にぶい黄色 (2.5

Y%)を呈す。

第139図  SK29実測図

黒色粘質上 (7 5YR%)

黒色粘質上 (7 5YR1/)
2に灰褐色上がうす く混 る

2に灰褐色土が帯状 にはいる
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第140図  SK29出 土土師器
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土墳 (SK35)〔第141・ 142図 ;図版33、 図

版44-2〕

C― Ⅱ26区で検出。SB01の 東側に位置す

る大型の不定形土装SK25の南西隅にあっ

て、長径41cm、 短径37cmの楕円形の平面形

をもち、深さは約20cmを 測る。埋土は上に

暗掲色～黒褐色の粘質土があって下に灰黄

褐色粘質土 (10Y R%)が うすく堆積してい

る。第 1層暗掲色粘質土 (10Y R%)は SK25

の埋土と一連のものと考えられる。出土遺

物は土師器小型丸底壺 1点で、第 3層灰黄

褐色粘質土の上面に、横向きに口縁部を南

東に向けて出土した。上半部は失われている。

土師器小型丸底壺は体部下半及び底部を

欠失している。口径8.Ocm、 体部最大径8.6

cm、 現存高5.6cmを 測り、全体に薄手のつく

りで、口縁部は内弯しつつ短く上方にのび

端部は丸くおさめる。体部はやや偏平な球

形で、「く」字形に屈曲して口縁部とつなが

る。口縁部と体部の接合部は外側をユビヨ

コナデを施 して凹ませ、内側はややふくら

んでいる。表面禁」離が著しいため調整は明

確でないが、口縁部内外面にはヨコナデを

施している。胎土は砂粒を合むが精良で、

焼成良好、外面1表黄橙色 (10Y R%)、 内面

浅黄橙色 (10Y R%)を呈す。

F}潤色粘質■(10YR密 )

無色枯質上(10VR%)

成k偶色|あ質■(10YR%)

第141図  SK35実測図

第142図  SK35出土土師器

不定形土崚 〔第143～ 146図 ;図版35・ 36、 図版44-5・ 6〕

不定形土残には様々な大きさ形態のものがあるが、大きなものは6m× 4.5m(SK24)か ら小

さいものは数10cmの ものまである。埋土は黒色～黒褐色の粘質土が主体を占め、地山土の再堆

積と考えられる黄掲色系の粘質土がはいり込むことが多い。堆積状況は様々だが、上面も内部

も黒褐色系の粘質土があって黄掲色系の粘質土が帯状にはいり込む場合と、上面の半分を黒褐
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1 黄色砂混 り淡黄色砂礫土 (25Y%)
2 黄色砂混 り黒褐色粘質土 (25Y%)
3 明黄褐色混 り暗褐色粘質土 (5YR%)
4 淡黄色砂質土(25Y%)
5 淡黄色砂礫混り黒褐色粘質土 (10YR%)
6 黄橙色砂礫土 (10YR%)
7 灰黄色砂礫土(25Y%)
8 灰黄色砂礫混り黄褐色粘質土 (10YR%)
9 灰色粘質土(5Y%)
10 淡黄色粘質土(25Y%)
11 暗褐色粘質土 (10YR%)
12 灰褐色混り黒褐色粘質土(5YR%)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

黒褐色粘質土 (5YR%)
黒色粘質土 (7 5YR%)
黒色粘質土 (10YR%)
明黄褐色粘質土 (10YR%)
灰黄褐色砂礫 (10YR%)
明黄褐色土 (2 5YR%)
黒褐色砂質土 (10YR%)

黄色砂礫 (25Y%)
褐灰色砂礫 (loYR%)
灰黄掲色砂眸 (10YR%)

第143図 不定形土墳実測図(1)
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SKOS

l ,予灰黄色土 (25Y%)
2 黒色粘質土(7 5YRI%)

SK36

1 黒栂色格質土(10YR%)

Sk08

1 黒褐色格質土(10YR%)

SK】 3

1 黒縄色粘質土(10YR%)
2 黄褐色砂質上(10VR%)
3 灰焚tFJ色粘質土(10YR%)

SKlS

i ■!也とこり‖士偶色砂Fiシ ルト(10YR%)

第144図  不定形土境実測図(2)
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SK12

1 赤黒色土 (10R%)
2 黄怜色土 (10YR%)

SK30

1 に本い黄鶴色粘質土 (10YR%)
2 褐色粘質土 (10YR%)
3 灰黄褐色粘質土 (10YR%)
4 明黄褐色粘質土 (10YR%)
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第145図  不定形土境実測図(3)

色系の粘質土が占め残 り半分に黄褐色系の粘質土が堆積する場合がある。この場合、黄掲色系

の粘質上が黒褐色系の粘質土の下にはいってゆくことが多く地山との区別が困難なこともしば

しばである。遺物はほとんど包合されておらず、SK25か ら須恵器杯身 2点が出土したのは稀な

例である。

SK05 B-95・ B― Ⅱ96区で検出。長径 90cm、 短径 70cmの楕円形で、深さ約20cmを測る。

底面は平坦で、埋土は暗灰黄色土 (2.5Y%)が 主体を占める。この土は中世の遺物包含層のう

ち第 4層灰黄褐色土 (10Y R%)と 同質であり、またSK05は古墳時代に属すると考えられる不定

形土墳SK06を切っている。なお、出土遺物はなかった。

SK08  B― Ⅱ96区で検出。長径約1.05m、 短径約0.8mの卵形を呈し、深さは約10cmで底面

は平坦である。埋土は黒褐色粘質土(10Y R%)一層で、出土遺物はなかった。

SK09  C― Ⅱ5区で検出。長さ約 4m、 幅約 lmの不定形 。大型の土壌で、埋土は五層に

わかれる。上半には主として黒褐色粘質土 (10Y R/)が、下半には黄掲色系の粘質土が堆積し

ており、出土遺物はなかった。

SK12  B― Ⅱ96区で検出。長楕円形を東西に二つつないだような形態で、長さ1.lmを測る。

東側が一段深く掘り下げられており底面は平坦に近い。埋土は二層で上層が赤黒色土 (lo R%)、

下層が黄橙色土(10Y R%)、 遺物は包含されていなかった。

SK13〔図版35〕  C― Ⅱ16区で検出。SB02の すぐ南西に位置する。不整円形を南北に二つつ

ないだような形態で、長さ1.55mを 測る。中央のくびれたところは浅くなっているが、両側
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は深さ15～20cmを測る。埋土は三層あって上から黒褐色粘質土(10Y R%)、 黄掲色粘質土 (10

YR%)、 灰黄褐色粘質土 (10Y R%)と なっている。出土這物はなかった。

SK15  C― Ⅱ5区で検出。平面形は長径70cm、 短径60cmの不整円形で、深さ約 5 cmと 全体

的に浅い。地山面が西側にゆくほど低くなっているため、底面も西側が低くなっている。埋土

は一層で黒色混り暗褐色砂質シルト(10Y R%)が堆積している。出土遺物はなかった。

SK24〔図版36〕  C― Ⅱ27区で検出。試掘第 4ト レンチに耳ヒ側の一部がひっかかってぃる。

形態は耳ヒ東側が内側にはいり込み部分的に突き出た方形で、南北約 6m、 東西約 5mの大型不

定形の土壊である。深さは30～40cmだ が、中央に島状に突き出た部分がある。埋土の堆積状況は

複雑で、上部には第 5層淡黄色砂礫混り黒褐色粘質土 (10Y R%)や第11層暗褐色粘質土 (10Y

R%)の ように黒褐色系の粘質土があるが、下半は黄褐色系の粘質土・砂質土が堆積している。

出土遺物はなかった。

SK25 C― Ⅱ26区で検出。SK24の 南西に位置しSK24に一部接する。南北2.3m、 東西3.5

m、 深さ約30cmの いびつな平行四辺形を呈する。上面では西側に黒褐色粘質土 (5YR/)、 東

側に明掲色土 (2.5Y R%)が みられたが、明褐色土が黒褐色粘質上の下へはいり込んでゆく。

須恵器杯身 (1)は 口径11.Ocm、 受部径13.6cm、 器高4.Ocmを 測り、低く内傾度の大きいたち

あがりは端部が細く尖り気味におわり、受部は上外方へのび端部は丸くおさめる。たちあがり、

受部は内外面ともヨコナデで仕上げる。底部はやや尖り気味で、右回りのヘラケズリの範囲は

比較的狭い。底面中央には「×」のヘラ記号がみられる。胎土精良、焼成良好、内面灰白色 (10

Y%)、 外面灰色 (10Y/)を 呈す。須恵器杯身 (2)

は口径15.Ocm、 受部径17.Ocm、 現存高2.55cmを 測る

大型品で、内傾し細く尖り気味の端部をもつたちあ

がり、外上方へのび九くおさめた端部をもつ受部な

ど(1)と共通する点が多い。受部の上面は平坦でた

ちあがりとの境界には一条の凹線がみられる。たち

あがり部内外面、受部にはヨコナデを施し、底部外

面にはヘラケズリがみられる。

第146図  SK25出 土須恵器

SK30 C… Ⅱ26区で検出。SB01の すぐ東側に位置する。長さ1,7m、 幅約50cmの 長方形の

平面形をもつ。埋土は四層あって上半には主として褐色粘質土 (10Y R%)、 下半には主として

灰黄掲色粘質土 (10Y R%)が堆積 している。出土遺物はなかった。

SK38 C― Ⅱ56区で検出。平面形は長径70cm、 短径50cmの 楕円形で深さは浅いところで約
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10cm中 央の深いところで約25cmを 測る。中央に東西にやや長く深い部分があって南北はテラ

スになっている。埋土は五層にわかれ黒褐色～暗褐色の粘質土が堆積している。

SK39 C― Ⅱ56区で検出。長径75cm、 短径60cmの 楕円形の平面形をもち、深さ約15cmを測

る。底部は比較的平坦で中央が若干凹む。埋土は三層認められるが、第 2層灰黄tr」色粘質土混

り黒褐色粘質土 (10Y R%)は土壊の中央に柱状に堆積している。出土遺物はなかった。

SK40 C― Ⅱ56区で検出。径約90cmの不整円形に足を付加したような形態を呈し、不整円

形の部分は比較的深 く、深 さ約20cmを 測 り、付加部は浅 くなっている。埋土は上部に黒褐色

粘質土 (10Y R%)があり、下部に黄褐色系の粘質土がみられる。出土遺物はなかった。

(4)歴史時代の遺構 と遺物

歴史時代に属する遺構としては、土装、杭列、耕作用井戸、条理畦畔などがある。不定形土

残にも歴史時代と考えられるものがあるが、これは第 3節の不定形土装のところで一括してと

りあげた。SK051ま 明らかに中世のものと

考えられるし、またSK38・ SK39も後述

するように奈良時代の可能性がある。

上娠 (SK41)〔第147・ 148図;図版34、

図版44-3〕

C― Ⅱ56区で検出。調査区域の南端付

近でみつかっており、竪穴住居、掘立柱

建物、井戸などの古墳時代遺構の集中す

る地区とはやや離れている。地山面にお

いて検出したが地山自体が削平されてい

る可能性もあるので、本来の切り込み面

は明確でない。平面形は径約70cmの 不整

円形で深さ約25cm、 壁面は上半部がかな

りゆるやかになっており、中央から下は

傾斜が強くなっていて、全体としてすり

外形を呈する。底部は平坦面が少なく、

径15～ 20cm程度である。埋土は二層で第

1層黒褐色粘質土 (10Y R%)が大部分を

―

　

・
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占め、第 2層灰掲色細砂混り黒掲色粘質土 (7.5Y R%)

は底部にうすく堆積しているのみである。底部中央には

土師器皿が上向きに置かれており、第 2層は土師器皿の

国縁部まで堆積していた。

土層断面を観察すると第 1層黒褐色粘質土の中央に柱

状に粘質の強い部分がみられるので、この土羨は柱穴の

可能性もある。とすれば土師器皿は柱 をうけるような位置におかれていたことになる。

土師器皿は口径15,Ocm、 器高3.85cmを 計 り、やや丸みをおびた平底となだらかにたちあがる

口縁部からなる。口縁部は内弯 しつつ上へのび、端部は九くおさめる。口縁部内外面はヨコナ

デを施すがヨコナデが 2・ 3段に及ぶため小さな稜をつくっている。底部は表面崇」離が著しく

明確でないが、ナデを施 している部分が認められる。胎土は砂粒を合むが精良で、焼成良好、

内面橙色 (7.5Y R%)、 外面ヱ夫黄橙色 (2.5Y R%)を 呈す。

杭列 (SA01・ SA02)〔第149図 ;図版37〕

中世包含層の上面で二列の杭跡を検出した。SA01は B― Ⅱ96と C― Ⅱ46を 結ぶライン上に位

置する。このうち南半のC― Ⅱ26以南では杭跡が一列に並び、各杭跡の間隔も50cm～ 2mと 比

較的広いのに対 して、北半のC― Ⅱ16以北では枕が幅約 2mの 間にやたらと打ち込まれており、

数も圧倒的に多い。SA02は B一 Ⅱ97と C― Ⅱ47を 結ぶラインの東約 2mに位置し、全体の状況
はSA01と よく似ている。南半のC一 Ⅱ27以南では一fllに整然と並ぶ列があるのに対し、北半

のC― Ⅱ17以北ではいくらかのバラツキはあるもののほぼ二列に並ぶようであり、その間隔は

約 2mである。

SAolと SAo2の 間隔は約12mで両者は平行して南北に走っており、その方位は真北にほぼ等

しい。個々の杭跡は径 5～ 20cmの 円形で、大きさは様々だが、径10cm前後のものが最も多い。

斜に打ち込まれているものは少なくほとんどがまっすぐ打ち込まれていた。杭先が地山面まで

達っしているものも少ない。なお、C― Ⅱ16区の杭跡36、 C― Ⅱ15区の杭跡37、 C― H37区 の

杭跡98の上面からは銅銭が出土してぃる。このうち杭跡 36、 杭跡37出上の銅銭は小片で種類は

不明だが、杭跡98か らは「至和元宝」が出土している。

O            Sem

第148図  SK41出土土師器

耕作用井戸 〔第 150図;図版37・ 38〕

耕作用井戸はC-1区 で 1基、C―

～ 2mの円形の平面形を持 ち、深さは

り込んでいる。

2区で 6基の計 7基を検出した。これらの井戸は径1.5m

3～ 4m、 すべて素掘 りでおおむね床土の下の層から切
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第149図  SA01(ラリ ,SA02(右 )実測図

SEo4図阪38〕 C― Ⅲ57区で検出。径約2れ の円形の平面形をもつ素掘り井戸でヽ地山面

からの深さ約 2 cmをはかる。
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①
イ

暗灰黄色粘質上(25Y%)
灰色粘質土(75Y%)

暗青灰色土

暗灰色粘質土

暗黄灰色 シル ト

暗灰色粘質土

第150図 耕作用井戸実測図
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1 暗青灰色粘質上

噌灰黄色粘質土 (25Y%)
灰 オリーブ色粘質土 (5Y%)

2m

①



SE05〔図版38〕  C― Ⅱ49区で検出。径約1.6mの円形の平面形をもち、地山面からの深さ約

2.6mを はかる素掘り井戸である。激しい湧水をみる暗灰緑色砂質シルトまで掘り下げている。

SE06〔図版38〕  C― Ⅲ49区で検出。SE05のすぐ南側に位置する。平面形は径約1.5mの円

円形で、地山面からの深さ約2.6mを はかる。やはり素掘り井戸で、SE05同様激しい湧水のあ

る暗灰緑色砂質シルトまで掘り下げている。

SE07  C― Ⅱ59区で検出。SE06の南約 8mに位置し、すぐ西根1にはSE08が、南側にはSE09、

SE10が並ぶ。平面形は径約 2mの円形で深さは約1.4mと 他の耕作用井戸に比較して半分以下

の深さしかもたない。底部は平坦である。ここではにぶい黄色砂から湧水がある。

SE08 C― Ⅱ59区で検出。SE07の西約4mに位置する。平面形は径約2.5mの円形で、他

の井戸と同様素掘りである。

SE09  C― Ⅱ59区で検出。SE07の南約4mに位置する。平面形は径約1.5mの円形を呈し、

素掘り井戸であることは他の耕作用井戸と同様である。

SE10 C― Ⅱ69区で検出。SE09のすぐ南狽」に位置する。平面形は径約2.5mの円形で、大

型の素掘り井戸である。                            (大 野)

条里唯畔 〔第151・ 152図 ;図版39〕

本遺跡周辺には東西 。南北方向に軸をもつ条里制遺構が整然とした姿で広がっている。本遺

肋内でもそれが確認されるが、現行畦の直下に施行当初の畦畔が存在するかどうか、また施行

時期はいつか等の問題も、本調査のポイントの一つであった。特にC一 Ⅱ89～ D一 Ⅱ89ラ イン

に沿う現行の南北方向の条里畦畔は、C

―Ⅱ79～ B― Ⅱ79ま での間存在せず、そ

れが過去において存在していたのかどう

かも確認する必要があった。その為、推定

されるラインに直交して土層観察用の畦

を3本設け、周囲の壁面と合わせて 6ケ

所の土層観察を行った。

北壁土層①  最っとも明瞭に確認 し

得た。ここでの畦日半はC一 Ⅱ9ラ インよ

り東 4mの地点に中軸をもち、幅115cm、

高さ24cmを 測る。層位的には第 4層 (遺

物包含層第 1層 )下に位置している。色

調は周囲の土層とほとんど変らないがや

B― Ⅲ90
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第151図  条里畦畔位置図 (1
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第152図  条里畦畔実測図 (L― O.P.+9,60m)

1 耕土 (1音灰黄色■25Y%)
2 床土 (黄褐色±25Y/)
3 灰黄偶色土 (10YR%)
4 黒褐色粘質土(10YR%)
5 黒縄色粘質土 (10YR%)
6 黒褐色粘質土 (7 5YR%)
7 黒鶴色粘質土(5YR%)
8 灰黄色粘質土(25Y%)
9 黒鶴色粘質土 (loYR%)
10 黒褐色粘質上 (10YR%)
11 灰黄鶴色粘質土 (10YR%)
12 灰黄樹色格質土 (10YR%)
13 黒鶴色粘賓土(25Y%,
14 黄樹色粘質上 (10YR%)
15 灰黄鶴色粘質土 (10YR%,

黒欄色粘質土(7 5YR%)
黒欄色粘質土(5YR%)
灰資色粘質土(25Y%)
黒褐色粘質上 (10YR%)
灰黄鶴色粘質土 (10YR%)
灰黄褐色粘質土 (10YR%)
黒鶴色粘質土(25Y%)
黄偶色粘質上 (10YR%)
灰黄fh色粘質土 (10VR%)

黒鶴色粘質土 (10YR%)
灰掘色上 (7 5YR%)

褐J/K色土(7 5YR%)
にない黄鶴色粘質土 (10YR%)

黒鶴色粘質土(10YR%)

黒鶴色粘質土 (10YR%)

褐灰色土(7 5YR/)

灰樹色粘質土 (7 5YR%)

②に⑤が多く混る

灰黄鶴色粘質土 (10YR%)

暗灰黄色粘質土(25Y%)

黒鶴色粘質土(10YR%)

偶灰色土(7 5YR%)
灰賛樹色粘質土 (10YR%)

黒樹色粘質土(10YR%)
にない黄褐色粘質土(10YR%)

耕土 (1とオリーブ偶色上、25Y%)
床土 (にぶい黄鶴色上、10YR%)

床土 (に ない黄褐色上、10VR/)

①に③が混る

時偶色粘質土(10YR%)

黒鶴色粘質土 (10VR%)

灰焚ta色土(19YR%)

明黄tk色粘土 (10YR%)

1'

2

3

4

5
~   6

7

8

2m

北壁土層図①

北壁土層図②

東西畦①

東西畦②

東西畦③
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や濃 く、土質はより堅級であった。畦畔には 2層の層位が認められ、 2回 に分けて盛 り固めた

ことが考えられる。畦畔の東側には、幅88cm、 深 さ14cmの 濤がある。濤内の第 8層は第10層が

第 7層 に混入 したもので、畦畔の築土が濤内に流入 したものと思われる。ところで、このセク

ションでは西側の濤はみあたらなかったが、次の反文寸狽1のセクションでは、逆に西側に濤があ

り、東側の濤はなくなっている。これは、元来濤に浅深があり、さらに後世に削平されたため、

深部のみが残存 して観察されたものであろう。

北壁土層②  幅146cm、 残存高22cmを測る。耳ヒ壁土層①同様C一 Ⅱ9ラインより東4mの地点に

中軸をもち、前述の如く西側に幅105cm、深さ20cmの濤が認められる。畦畔上部は機械掘削時に削

除されているが、耳ヒ壁土層①同様2層あったものと思われる。濤内にも2層の堆積層が認められる。

東西畦①  ここでは明確に検出できなかったが、C一 Ⅱ19～ C― Ⅲ39ラ インの東5m地点
で第3層灰ta」色土 (7.5Y R%)が少し落ち込み、第2層がその上に新たに堆積していたo

東西唯②   C一 Ⅱ19～ C一 Ⅱ39ラ インより東 5mの地点で、幅162cm、 残存高10cw畦痕を検

出した。畦は、東端に第 2層 と第 5層 の混合土を含むが、ほぼ 1層である。上部は、削平を受

けた後第 1層 が堆積したものとみえ、中央部が凹んでいる。西狽」には、第 2層 が落ち込んでい

る部分があり、これが濤跡にあたるものとも思えるが、明確でない。

東西畦③  C― Ⅱ19～ C― Ⅱ39ラ インの東5m地点付近で、第2層に高まりがみられた。

しかしながら、明瞭に畦としてとらえられなかった。

南壁土層  堆定ラインが丁度C-2地 区にかかり、全容を把握するに至らなかった。しか

し第 6層 に高まりがみられ、高まりの頂部に第 5層 が部分堆積 していた。

以上個別に観察結果を述べたが、明瞭に条里畦と認められたものは、北壁土層① o②と中央

部に相当する東西畦②だけであった。しかしながら、他の個所でも土層の高まりが確認されて

おり、それがほぼ堆定ライン上に並ぶことから、いずれも不明瞭ながら条里畦の痕跡としてよ

いと考える。従って、この部分の条里畦畔が過去に存在していたことは疑いないであろう。時

期については、条里畦を扶む左右の土層に中世の土器が包含されていることから、奈良時代に

施行されたものではなく、中世のものと考えられる。本遺跡は、全域にわたって遺構面がかな

り削平されていることが確認されており、施行当初の畦が検出できなかったことも、その理由

に拠るものと考えられる。なお、確認された条里畦畔の方位はほぼ真北を示す。

(川 口)

(5)地質調査 〔第153～157図 ;図版40〕

井戸の掘削状況、地山下の土層堆積状況を把握するため地質調査を実施した。調査は4m×
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4mの 方形でG.L.-4mま でユンボで

掘削し、土層断面を精査するものであ

る。その結果、各調査地点で細部では

ちがいはあるものの、基本的な土層堆

積状況を把握することができた。

まず上部に黄褐色～灰褐色の粘質土

が lm前後堆積している。これが「地

山」と呼んでいる層で、砂礫 を若干含

み堅緻な堆積層である。その下は主 と

してシル トがあるが、それにかわって

粘質土があったり、また砂と互層にな

っている地点もある。厚さは lm～ 2

mと 変化が多い。植物遺体を多量に合

んで黒褐色～暗掲色 を呈するシルトが各地点でみられ、その上面のレベルは0.P.+7.7m前後
が多い。シルトの下には砂礫が50cm～ lmの厚さで堆積 しており、湧水は主としてこれらの層
からのものである。崩壊性に富み湧水によって短時間で崩壊する。砂礫の下には級密な青灰色

～緑灰色の粘土が一様にみられる。

古墳時代の井戸は上部の黄褐色系の粘質土内にとどまっているが、井戸の営まれている地点

にはいずれも砂が間層として及んでおり、現在でも若子の湧水をみた。近世の耕作用井戸はSE
08以外は下の砂礫まで掘 り込んでおり、その深 さは地山面から約 3mを はかる。以下、順を追
つて各調査地点の所見を述べる。

第 1地点  調査区域の北東隅、B― Ⅱ91区 。C一 Ⅲ l区に設定。上部約 lmに は黄褐色～

暗灰色の粘質土があって、その下にはシル トが約 lm堆積 し、さらに細砂～砂礫と続 く。植物
遺体を多量に含むのは第 3層暗褐色シル トで上面のレベルは0,P.+8.2mと 比較的高く、厚さ

も40～50cmを 計る。また第 6層暗青灰色砂礫からは激 しい湧水があった。砂礫の下は緻密なシ

ルトで上面のレベルは0。 P.+6.Om前 後である。

第 2・ 第 3地点  C― Ⅲ50区 にSE05と SE06の 東半分を断ち割るよう2ケ所連続 して設定
した。層序は上部に黄掲色～灰黄褐色の粘質土があり、続いてシルトが堆積しているが、第 6

層暗掲色シルトには植物遺体が含まれていて第 1地点の第 3層 と対応する。第 6層の上面のレ

ベルは0.P.+8.lmである。これらの下には青灰色のシルト～砂礫が厚く堆積 していて、第 8

層暗灰褐色砂質シルト・第 9層青灰色砂礫からは激 しい湧水があった。SE05,SE06は ともに

第 8層 まで掘 り下げていて、底面のレベルは0.P.+6,8m前後である。最下層は暗青灰色粘土

第153図  地質調査位置図 (1:1000)
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資褐色格質土

暗灰色粘質土

暗褐色シルト

暗炭緑色紗質シルト

床褥色細砂

暗青灰色砂弊

暗奇灰色ンルト

0           2n
斎褐色粘質土

灰黄色粘質土

暗昔床色粘質土

灰穏色粘質土

青仄勲 質シルト

暗褐色シールト

脊仄色秒質シルト

暗灰緑色砂質シル ト

青灰色砂礫層

暗育仄豊粘土

第154図 地質調査第 1、 第 2・ 第 3地点
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黄褐色粘土 (10VR%)

明黄褐色粘土 (10YR%)
灰黄色粘土(25Y%)
暗掲色粘土 (10YR邦 )

灰黄褐色細砂 (10YR%)
にない黄色砂(25Y%)
緑灰色シルト(7 5GY%)
オリーカ天色細秒 (5GY%)

暗褐色砂礫 (10YR%)

褐色砂礫 (10YR%)

青灰色砂礫 (5BG%)
オリーブ黒色粘土(75Y%)

黄褐色粘土 (10YR%)

明黄褐色粘土 (10YR%)
灰黄色粘土(25Y%)
黒褐色粘上(10YR%)
オリープ灰色砂質シルト(2 5GY%)

オリープ灰色粘土(5GY%)

黒色有機質上 (10YRχ )

青灰色シルト(5BG%)

オリーブ灰色砂 (2 5GY%)

緑灰色微砂 (10GY%)

緑灰色砂礫 (10GY%)

暗オリープ灰色粘土(2 5GYχ )

1 黄褐色粘質土(10YR%)
2 明黄褐色粘質上 (10YR%)
3 灰オリーブ色粘質上(5Y%)
4 灰オリープ粘質土(5Y%)
5 暗灰黄色粘質土(25Y%)
6 灰オリーブ色粘質土(5Y%)
7 黒褐色粘質上 (10YR%)
3 淡オリーブ灰色粘質土 (5GY%)
9 緑灰色シルト(10G%)
10 緑灰色ンルト(6G%)
H 青灰色砂質シルト(5BC%)
12 青灰色シルト(5BG%)
13 緑灰色粘質シルト(5G%)
と4 オリープ灰色粘土(2 5GY/)

6

7

8

9

10

11

12

第155図 地質調査第 4、 第 5、 第 6地点
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で上面のレベルは0.P.+6.3mを 計る。

第 4地点  C― Ⅲ50区 。C-60区 にSEo7の東半分を断ち割るように設定した。層序は地質
調査第 2。 第 3地点と基本的に同じで、上部に約 lmの 厚さで黄褐色～灰黄色の粘質土があり、

続いて植物遺体を包合する層が若千みられ、その下はシル ト・砂礫 となる。植物遺体包含層は

上面のレベルが0.P.+8.4m、 厚さは20cm前 後である。第 6層 にぶい黄褐色砂からは湧水がみ

られ、SE07は この層まで掘 り下げているが、底面のレベルが0.P.+8,Omと SEo5,SE06と は

lm以上のひらきがある。砂礫の下にはオリーブ黒色粘土があり、上面のレベルは0.P.+6.lmで ある。

第 5地点  C一 Ⅱ41区 に設定。基本的層序は他の地質調査地点とかわりない。植物遺体を
包含しているのは第 7層黒色有機質土で、上面のレベルは0。 P.+7,7m、 厚さ約40cmである。

なお第11層緑灰色砂礫からは湧水をみたc最下層は暗オリーブ灰色粘土で、上面のレベルは0.P.

+6.Omである。

第 6地点  調査区域の北端中央 B― Ⅱ97区・ B― Ⅱ98区 に設定 した。基本的層序は他の地
質調査地点と同様で、上部に黄褐色の粘質土があり、シル ト・粘土と続 く。植物遺体を包合す

るのは第 7層黒褐色粘質土で上面のレベルは0。 P.+7.7m、 厚さ約30cmである。なお、本地点

では湧水をもたらす砂礫層がみられない。

第 7地点 〔図版40〕  C一 Ⅱ56区・ C一 Ⅱ57区 にSE05の西半分を断ち割るように設定した。
上部には黄褐色～灰褐色の粘質土が各々20～ 50cmの 厚さで堆積し、O.P.+7.7mま で達 してい

る。その下はシルト・砂礫・粘土と続 くが、第 9層黒褐色粘質土は植物遺体を合み、各調査地

点で検出している植物遺体包含層と対応するものと考えられる。上面はやや凹凸があり、レベ

ルは0,P.+7.7m、 厚さ約10cmと 他地点と比較 して薄い。第12層青灰色砂礫からは湧水があり、

また第13層 は緻密な緑灰色粘土で、上面のレベルは0。 P.+6.4mを 計る。

第 8地点  A地 区の南西隅、C― Ⅱ35区 に設定する。層序は他の調査地点と基本的にかわ
らない。第 1層～第 3層は黄褐色～灰褐色の粘質土で、続いてシルト・砂礫が堆積 している。

植物遺体を包含するのは第11層 。第12層だが特に第11層 に多い。上面のレベルは0,P.+7.65m、

厚さ40～ 50cmである。第15層緑灰色シル トは砂礫の下にあって、上面のレベルは0,P.十約6.5

mである。

第 9地点  C一 Ⅱ15区 にSE03と SK29の 南半分を断ち割るように設定。上部には黄褐色～

明黄褐色の粘質土が4層 にわたって堆積 し、その厚さは lmに 及ぶ。東端近 くでは砂が間層と

してはいりこんでいて、これがSEo3の湧水層となっている。続いて黒掲色～緑灰色の粘質土と

砂が互層に堆積 しており、その下は第12層黒褐色粘質上で植物遺体を含む。上面のレベルは0.P.

+7.5m～ 7.7mで 、第 5地点～第 8地点と近似する。厚さは20～30cmを 測る。以下は主として

緑灰色のシルトが堆積 しており、最下層は青灰色粘土で上面のレベルは0.P.+6.5mで ある。
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黄掘色土 (10YR%)

明黄褐色シル ト(10YR%)

明黄褐色格質土 (25Y%)
黄褐色砂質土 (10YR%)

緑灰色粘質土 (SG%)

黒褐色粘質土 (25Y%)
暗緑灰色砂 (7「DGY%)

灰色粘質上 (5Yχ )

黒褐色粘質土 (10YR%)

10 緑灰色 シル ト(5G/)

n 灰オリーブ色砂礫 (75Y%)
12 青灰色砂礫 (5BC%)

13 緑灰色粘土 (10G%)

1 にない黄褐色粘質土(10YR/)
2 明黄褐色粘質土(10YR%)
3 灰オリーブ色粘質土 (5Y%)
4 明褐色砂(7 5YR%)
5 緑灰色砂質シルト(5C%)
6 黄灰色粘質土(25Y/)
7 オリープ灰色砂 (5GY%)
8 オリーブ及色シルト(10Y%)
9 暗オリーブ灰色シルト(5CY%)
10 黒褐色粘質土(5YR%)
11 暗灰色粘質土 (10YR%)
12 オリープ灰色シルト(10YR%)
13 暗緑灰色砂礫 (7 5GY%)

14緑灰色ンルト(10G/)

1 暗褐色粘質土 (10YR%)
2 黄褐色粘質土 (10YR%)
3 明黄褐色粘質土 (10YR%)
4 明黄褐色粘質上 (10yR%)
5 にない黄褐色粗砂 (10YR%)
6 灰黄褐色砂 (10YR%)
7 黄褐色砂質土 (10YR%)
8 緑灰色粘質土(7 5GY%)
9 灰オリーブ色砂(75Y%)
10 黒褐色粘質上 (7 5YR%)
11 縁灰色粘質土 (7 5GY%)
12 黒褐色粘質土(10YR%)
13 にない黄掲色シルト(10YR%)
14 緑灰色ンルト(5C%)
15緑灰色砂(5G%)
16 青灰色粘土(5BG%)

第156図  地質調査第 7、 第 8、 第 9地点
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明黄褐色粘質土 (2 5YR%)
明黄褐色砂質土(10YR)

明黄褐色粘質土 (10YR%)
黄橙色ンルト(loYR%)
明オリーブ灰色ンルト(5GY/)
明黄掲色粘質土(25Y%)
明黄褐色粘質土(25Y%)
緑灰色砂礫 (緑灰色粘土混 )(5G%)
緑灰色粘質上 (10GY%)
黒褐色粘質土 (10YR%)
暗オリーブ灰色粘質土 (2 5GV%)
黒褐色粘質土 (10YR%)
黒褐色腐食土 (5YR%)
縁灰色シルト(loG%)

緑灰色粘質上 (5C/)

第157図  地質調査第10地点

第10地点 〔図版40〕  B― Ⅱ95区にSE01,SE02の 東半分を断ち割るように設定。上部は明

黄褐色～黄褐色の粘質土が堆積 し、SE01・ SE02は ともにこの層内にとどまっている。下には

第 8層緑灰色砂礫があり、その下は緑灰色系のシルトがみられる。植物遺体を包含するのは第

13層黒褐色粘質土で上面のレベル0。 P.+7.4mと やや低くなっており、厚さ約30cmである。そ

の下にはシルトが一層あって第15層緑灰色粘土に至る。上面のレベルは0.P.+6.6mを測る。

(大里予)

(6)包含層出土遺物

遺物は、灰黄褐色土と黒褐色粘質土に合まれている。その包合量は、遺構の検出された調査

区域西側から東側に向って減少しており、調査区域の東側から出土した遺物はほんの僅かしか

なかった。

またこれらの層は単一時代の遺物包含層ではなく、各層とも縄文時代から近世に至る遺物を

含んでいる。しかし、包含状態をみると、灰黄褐色土は中世以後の追物がほとんどであるのに

対して、黒褐色粘質土は中世以前の遺物を多く含んでいること
・
がわかる。

出土した遺物には、土器・石製品・鉄製品・銅銭などがあり、以下各遺物について観察し得

たことを記述したい。

1.土  器

須恵器、土師器、瓦質土器、陶磁器などが出土しているが、すべて細片であり、器面の摩減

も著しく、優良な資料はほとんどない。特に陶磁器は、細片で、数も極く僅かであり、図化で

きるものはなかった。磁器には青磁、青臼磁などがみられる。
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須恵器 〔第158図 ;図版44～ 46〕

器種には、蓋杯、高杯、三、甦、甕、糖鉢などがあり、量的には蓋杯が最も多い。時期は陶

邑窯の編年に比定すると、I型式第5段階あるいはⅡ型式第 1段階のものを初現として、各時

肝垂羹~京
4`

14                       21

くこ三三III1725

6

30                         .             0節

第158図 包含層出土須恵器実測図
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期のものが見られる。

杯蓋 (1～ 6) 細片化しており図上復元できるものは僅かである。(1)は口径が12cmと 比較

的小さいのに対して、器高は高い。口縁部は直下に下 り、端部は内傾する段を有する。稜は短

く形だけのものとなっている。出土土器のなかでは比較的古い時期のものである。(2・ 4・ 6)

は口径14.5cm前 後で、口縁部はゆるやかに内弯 し、端部は内傾する段 を有する。稜は退化して

おり、天丼部と口縁部の境はわずかに浅い凹線によって区画されているにすぎない。(3)は 口径

が16cmと 大 きいのに対 して、器高は低 く扁平で、天丼部中央は凹んでいて、未調整のままであ

る。口縁部はゆるやかに内傾 した後、屈曲して外下方に下 り、端部は単に丸く終わる。稜は全

くみられない。(5)は 口径11.2cmと 小 さく、天丼部はヘラ切 り未調整のままである。口縁部は内

弯し、端部は九い。この他、宝珠つまみの一部も出土 している。

杯身 (7～29) たちあがりの有するもの (7～ 24)、 たちあがりがなくなり、平底の底部か

ら直線的に口縁部が上外方にのびるもの (25。 26)、 又後者の形態のものに高台が貼 り付けられ

ているもの (27～ 29)がある。(7)は 口径が1lcmと 小さいのに対して、たちあがりは比較的長く直

立しており、端部は内傾する段を有する。受部は断面三角形を呈 している。(8,9)は 口径が

比較的大きく、たちあがりは内傾気味に立ち上がる。口縁端部は(8)が不明瞭ではあるが内傾す

る段 を有し、(9)は単に丸くおさめている。受部は短 く上外方へのびる。 (11・ 12・ 17・ 19)は 口

径15cm以上 と、最大の口径を測る。たちあがりは比較的短く内傾 し、端部は丸くおさめ、段 を

成すものはない。底部にヘラ記号を有するもの(17)が ある。 (10。 13～ 16。 24)は 口径が12.3cm

と小さくなり、器高も低い。たちあがりは短 く内傾 し、端部は九い。 (20～ 23)は 口径10cm以下

と最も小型化したもので、たちあがりは短 く内傾 し、端部は九い。底部はヘラ切り未調整。(27

～29)は高台付の底部破片で、 (27・ 28)は 高台が低 く、ほぼ直立していて、接地面は平らであ

る。 (29)は 高台が比較的高く、外方に開き、接地面は平らである。

高杯 (33) 脚部破片。脚部は外反して下 り、端部を屈曲させる。端部外面には断面三角形

の凸帯を有する。スカシ窓は三方向にある。

こ (34・ 38) いわゆる瓶子と呼ばれるもので、 (38)は 直立した高台を貼 り付けている。高

台の接地面は平らで、又底部には糸切 り痕はみられない。 (34)は 平底のもので、底部に糸切 り

痕がみられる。

甦 (37) 体部は上半部に最大径をもち、底部はやや尖り気味である。円孔は最大径をもつ

上半部に穿されている。

甕 (30・ 36) (30)は 口縁を折 り曲げて端部 を被厚にしたもので、肩部と頸部の境に一条の

凹線が施される。 (36)は 口縁端部が面を成し、外面には一条の凸帯が巡る。凸帯直下に三条、

頸部下端に二条の凹線が施され、その間には斜めの凹脱伏の文様が施 されている。
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第159図  包含層出土土師器実測図

立ち上がり、端部は丸く終わる。(6)は 口径13.2cmを 測 り、平 らに近い底部からゆるく内弯 して

端部に至る。端部は丸い。

甕(1) 口径18.4cmを 測 り、口頸部はわずかに内弯気味である。端部は面を成す。

瓦器・瓦質土器 〔第160図 ;図版45。 47〕

細片化 しており、表面も摩減が著 しいために詳細はよくわからない。色調は浅黄色、灰色 を

呈するものが多く、全体的に炭素の吸着は不十分である。

椀 (1～ 32) (1)は 大型のもので器壁も厚い。口縁は端部付近で内弯 し、端部は面を成す。

口縁部内外面は横ナデ調4_kさ れており、体部外面には指押えの跡が残る。(2)は 内弯 して立ち上

がった後、端部付近で外反する。端部は丸い。口縁部内外面は横ナデ調整されており、体部外

面は横方向のヘラ磨きが施される。(3)は器高が低 く、体部はゆるやかに立ち上がって、端部は

丸く終わる。口縁部内外面は横ナデ調整、見込み部分にはナデ調整が施され、体底部外面は1旨

押えの跡が残る。又口縁端部内面直下には、細いヘラ磨きが巡る。高台は低 く、断面゛型を呈

している。 (4～ 7)は 口縁部内外面が横ナデ調整されており、体部との境でゆるい稜を成す。

(18)は 高台高が1.05cmと 高く、作 りもしっかりしており、断面三角形を呈する。(9・ 12～ 16・

25～ 27・ 32)は高台が比較的高く、作 りもしっかりしているが、 (18)に 較べやや粗雑な感 じを

うける。高台の形は、 (15・ 27・ 32)が端部を平面に仕上げ、その他は断面三角形を呈する。(17

・19,21～ 24。 28～31)は 高台が低 く、作 りも粗雑である。高台の形は (30・ 31)が断面三角形

を呈 し、その他は端部が面を成す。

皿 (33～44) 口縁部内外面は横ナデ調整、内底面はナデ調整が施され、底部外面には指押

細片化しており、図上復元できるものはご

く僅かである。器種には椀、皿、甕などがあ

り、時期は中世のものである。

椀 (3～ 5) (3)は 高台径4.5cmを 浪」り、高

台は断面三角形を呈し、低い。(4)は高台径7.5

cmを測 り、高台はゆるく外反して、
十
比較的高

い。(5)は国縁部が上外方へ開き、端部は九く

終 る。日縁部と底体部との境で稜を成す。

皿 (2・ 6) (2)は 口径 7 cmを 測る刈ヽ型の

もので、凹んだ底部から、体部が内弯気味に

福鉢 (31・ 32) (31)は 九味をもつ底部で、底部には貫通する小円孔が穿たれている。 (32)
は底部が平面を成し、円孔などは穿たれていない。

土師器 〔第159図 ;図版46〕
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第160図 包含層出土瓦器・瓦質土器実測図

えの跡が残る。 (33,34,38・ 43)は 内底面に暗文が施 されており、(33,38・ 43)は平行、 (34)

は不定方向の暗文が施 される。特に(33)は 暗文を施す内底面と、口縁部を隔するように一条の

沈線が巡り、又口縁端部内面直下にも一条の沈線が巡っている。器形は口縁 と底部との境で稜

を成すもの (33～ 38)と 、稜を成さずゆるやかなカーブを描 くもの (39・ 42)がある。 (40。 41)は

最も径が小さく、浅いものである。

羽釜 (46・ 47) 口縁部外面に三条の凹線を施 し、口縁端部は面を成している。鍔はやや下

向きで、端部は(46)が面を成 し、(47)が丸く終 わっている。口縁部外面は横ナデ調整されてい

るが、その他の部分は器面*↓離のため不明である。

ゝ▼ 孝

電
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包含層出土須恵器観察表 1

挿 図番 号

図版番 号

出 上 場 所
jlf   位 法  量 (cm) 徴特態形 の 手 法 の 特 徴 考備

44-7

C― Ⅲ lo― お
黒 tll色 粘質土

(10Y R%)

杯蓋

回径 (推 )120
稜 径 (推 )120
口縁 高  20
現存 高  35

口縁は高 く垂直に立 ち、端部近 くで外
反 し、端部は段状の内傾斜面 をなす。
日縁部 と天丼部の境 界は小 さく突出 し
て稜 をなす。天丼部は上内方へ内で し、
ヘラ削 りによる稜線 を有す。

口縁 、稜 、及 び内面 には横
ナ デ、天丼部 にはヘ ラ削 りを
施 す。

胎 土  精 良、砂粒 を合 む
焼成  良好
色調
 癬露1灰

rl≒
25Y/)

158-2

46(→一H

C-1地 区
黒Fll色 粘質土

(10Y R%)

杯蓋

国径 (推 )14
稜 径 (推 )12
口縁 高  1
現存高  3

口縁は上内方へ仲び、端部は厚 く丸昧
をもらつつ、器内面上内方へ内傾斜面 を
形成す る。
天丼部 と回縁部 との境 界の稜は退化 し
てなく、わずかに凹んでいる程度である。
天丼部は欠失。

口縁及び器内面には横 ナデ
天丼言鋲にはヘラ肖Uり を施す。

生

　

成

調

胎

　

焼

色

精良、砂粒 及 び者千 の

金套母 を含 む

良好

内面、緑 灰色 (5G%9
外 面、 1/t色 (N%)

158-3

44-8

C― Ⅱ 5-c
黒 tau色 粘質土

(10Y R%)

杯蓋

口径 (推 )160
器高   265

口縁は低 く内傾 したの ち、天丼部は さ
らに内傾 して上内弯 し、天丼部中央は凹
む。
口縁端部は丸く肥犀 し、器壁は天丼部
で厚 くなる。「ヨ縁部 と天非部 とを界す る
凹線や稜はみとめ られない。

回縁 内外 面共 に横 ナ デ、内

面天丼部 には不定方向 の ナデ

を施 す。

天丼部外面には中心か ら外
lHlへ 向けて左回 りのヘ ラ削 り
を施す。

月台土 *歯 良、砂 を合もヽ

焼成 良好
色調 内面、青灰色 (5B%)
外面、時縁灰色

(5G/)

153-4

44-9

B― Ⅱ97-d
地山直上層

杯蓋

口径 (推 )144
rt■径 (推 )136
口縁 高  24
現存 高 385

口縁は上内方は内む し、端部は内傾斜
面 ををし、明確 な稜線 を有する。
天丼部 と口縁部 との境 界の稜は短 く、
凹面 を有 しているがほ とんど外方へ突出
しない。

口縁 には横 ナデ を施 す。 日

縁部 と天丼部 との境 界の稜 は

回転 の横 ナデによるもの であ
る。

天丼部 は左 回 りのヘ ラ削 り
が施 されてお り、 その後、横
ナデによ り調整 す る。

胎土  精良、若 卜の金要 性 を
含む

焼成  良好
色調  内面、灰 rl色 (N%)
外 面、灰  色 (5Y%)

158-5

44--10

C-118-b
黒 fB」色粘貰土

(10Y R%)

杯蓋

口径

口縁 高

天丼高

器高

口縁は■内方へ内む し、 さらに内傾 し
てゆるい [Щ 面 を有 して丈井部 となる。
天丼部はヘ ラ起 こ しのの ち未調整のた
め阿凸力1敗 しく、天ブF端部は粘上のはみ
だ しがイ↓若 したままとなっている。内面
は上内方へ内傾 し、天丼部中央はど」んで
いる。

口縁及び器内面には横 ナデ
を施 し、天丼部中央 には仕上
げのナデと指頭圧痕 がみ とめ
られる。
天丼部はヘラ起 こしのまま
未調整。

胎土  精良、砂 粒 を含 む
焼 成  良好。
色調  内面、灰  色 (10Y%)
外面、縁 灰色

(7 5GY%)

158-6' 西壁精査 中出
土

杯蓋

口径 (推 )143
現存 高 345

口縁 部 は横 ナデに よる LWdみ を有 しなが

ら上内方へ内む し、天丼部 との境 界は ‐

条の凹線 によって区切 られ る。
「I洋友内面は内 11斜面 を有す。

口縁 部 と天丼部 の境 界に幅
0 35cmの 凹線 が施 され る。 日
縁 及 び内面 には横 ナデが施 さ

れ る。

月台土  楕良
焼成  良好
色調  内面、 オ リー ブ灰 色

(2 5GYタイ)
外面、灰 ri色 (lo Y/)

158-7

45-1

C一 Ⅱ 9-C
黒棚色粘質土

(10Y R%)

杯身

口径 (推 )110
受部 径 (推 )

12 5
た ちあが り高

1 8

現存 高 305

た らあがりは高 く・rL直 に立 ち、端部は
浅い凹面 を有 し、弱い斜面 を形成する。
受部は上外方へ内む して伸び、端部は
丸 く上面は平坦で、断面三角形 を呈す。
内面はたちあがりの内傾度が少 なく、
底体部 もゆるく下内方へ内弯す る。

内外面 共 に横 ナデ を施 す。
た ちあが り端部上端 に一条の

浅 い凹線 を施 す。

生
成
調

胎
焼
色

精 良、砂粒 を含む

良好

内面、灰 色 (N%)
外面、灰 色 (N%)

158-8

45-2

C― Ⅲ l― a
黒樹色粘質土

(10Y R%)

杯身

口径 (推 )130
受部 径 (推 )
148

た ちあが り高

16
現存 高 365

た ちあがり1ま 高 く内傾 し、 端部は九 く
段メ犬の内傾斜面 を形成す る。受部は上外
反 して伸び、端部は丸 く、受部 とた ちあ
が りとの境界は凹IIRに て区別 される。底
体部は下内方へ内む し、器壁はやや犀 く
なる。

た ちあが り及 び体部上 半 に

は横 ナデ を施 し、受部 上面及
びた ちあが りと受部 との境 界
には一条の凹線 を施 す。

脂 土  糖 良、若
「
の金要 性 と

細 41/Nを 含む

焼成  良好
色調  内面、灰  色 (N%)
外 面、灰  色 (N%)

153--9

46(n-2

C― Ⅱ15-d
灰黄棚色土

(10Y R%)

杯身

口径 (推 )140
た ちあが り高

1 8

現存 高  35

た ちあが りは高 く、器壁 も厚 く、上 内
方へ伸 びた後 、端部 は 丸 く終 わ る。受部
とた ちあが りとの境 界は凹線 によ って区
切 られ、医体部 は下内方へ伸 び る。

器面 全体 に横 ナデ を施 す。

受部 とた ちあが りとの境 界に

1よ
―条の凹線 が施 されてい る。

胎 上  精 良、砂粒及 び若 卜の
ひ要 1子 を含む

焼 成  良好
色調  内面、灰 ri色 (N%)
外 面、灰  色 (75Y%)

158--lo

46(Tl-5

中央南 HLMI

杯身

四径 (推 )130
受部径 (推 )

15 35

た ちあが り高

0 0
現存 高  32

た ちあが りは内傾度 大 きく、上 内方ヘ

ゆ る く内弯す るが、中央部 をユ ビで ナデ
たため、弱 い稜線 を有 し、内面 では上内
方へ ゆ る く外反す る。 受部 は上外 方へ伸
び、瑞部 は丸 く上 面はや や平坦 な面 をな
し、た ちあが りとの境 界は凹線 によって
区切 られ る。

たちあがり内外面及び受部
には横ナデを施す。
たちあがりと受部の境界に
は一条の凹線がれされ、底体
部にはヘ ラ削 りが施 されてい
る。

胎土 桁良、砂粒及び金どき廿
を含む

焼成 良好
色調 内面、灰黄色 (25Y%)
外面、灰ri色

(10Y Rライ)

―-217-―



包含層出土須恵器観察表 2

挿図番号

図版番号

出 土 場́ 所

矯   位 法  量 (cm) 徴特態形 手 法 の 特 徴 考備

158--11

45-3

C-136-a
黒 tll色粘質土

(10Y R%)

杯身

口径 (推)150
受部 径 (推 )

17 8
た ちあが り高
09

現存高  33

た ちあ 力ヽ まやや外 反気味 に上 内方へ伸

び、端部 は 九 くる わ る。

受部 はやや上方へ外反 して伸 び、端部

は 九 く終 わ るが、粘上 のはみ出 しが付着

し、上 面 は九み を持 つ。受都 とた ちあが

りとの境 界は凹線 によって区切 られ る。

底部 にはヘ ラ削 りを施 す。

た ちあが り内外 面及 び受部

には横 ナデ、内底 面 にはナデ

を施す。た ちあがりと受部 と
の境界には一条の凹線 がみ ら
れ、外底面には右回 りのヘ ラ

削 りが施 される。

月台土  精良
焼成  良好
色調  内面、青灰色 (5B/)
外面、灰 色(N%)

158--12

46(下)-3

C一 Ⅱ36-a
黒褐色粘質土

(10Y R%)

杯身

口径 (推)156
受部 径 (推 )

19 2

た ちあ が り高

0 8
現存 高  32

た ちあが りは内傾度大 きく、上 内方へ

伸 びて端部 は九 く終 わる。受部 は上外方
へ わずかに外反 して伸び、端部は丸 く、
上端はやや面 をなし、た ちあがりとの境
界は凹線 によって区切 られる。

た ちあが り内タト面、受
=[及び器内面 には横 ナ デ、底部 に

はヘ ラ削 りを施 し、た ちあが

りと受部 とψ9境 界に 1よ 一条の
凹線 が施 されている。

胎 土  精 良
焼成  良好
色調  内面、青灰色

(10B G/)
外面、灰 色(N%)

158--13 C― Ⅱ26-d
黒褐色粘質土

(10Y R%)

杯身

口径 (推)120
受部 径 (推 )

13 8
た ちあ が り高

0,75
現存 高  26

た ちあが りは内弯 して上 内方へ伸 び、

中央部 は横 ナデ によ り凹面 を有 し、端部

は丸 く厚み をもって終 わ る。

受部 は上外方へ す るどく外 反 し、端部

は九昧 をもって終 わるが上 面はほぼ水平

で あ る。 た ちあが りと受部 の境 界は浅 い

凹線 で区切 られ る。

た ちあが り内外 面、受部 、

器内面 には横 ナデ を施 し、 llt

体部 にはヘ ラ削 りを施 す。 た

ちあが りと受部 との境 界には

一条の 凹線 をいれ る。

胎主  精 良、砂粒 を含む
焼成  良好
色調  内面、灰 白色 (N%)
外 面、オ リー ブ灰色

(2 5GY/)

158--14

身杯

C-126-d
窯褐色粘質土

(10Y R%)

口径 (推)130
受部 径 (推 )

14 8
た ちあが り高

06
現存 高  20

た ちあが りは短 く内傾 した後 、上 内方
へ伸 び、端部 は丸 く終 わる。受部 は外反

して伸 び、端部近 くで上内弯 し、 九 く終

わ る。 た ちあが りと受部 との境 界は凹線
によって区切 られ る。

た ちあが り内外面、受部、
器内面及び体部上方に横ナデ

が施 される。 l■k体部 にはヘラ
削 りを施す。

胎土  精 良、砂粒 を含 む
焼成  良好
色 調  内面、灰  色 (N%)
外 面、17k 色 (N%)

158--15

46下 -4

C― Ⅱ5-a
暗褪色粘質土

(10Y R%)

杯身

口径 (推 )124
受部 径 (推 )

15 0
た ちあが り高

07
現存 高 3105

た ちあが りは内傾度 が大 きく上 内方へ

内弯 して短 く伸 び、 J48部 は九 く粘上 のは

みだ しが付着 してい る。

受部 は わず かに上外反 して伸 び、端部
は肥 厚 して丸 く終 わる。 た ちあが りとの

境 界は凹線 によって区切 られ る。

た ちあが り内外面、受部及
び器内面 には横ナデ、llk体部
にはヘ ラ削 りを施 し、た ちあ
がり端部はみず引 き後未調整
である。

胎土  精 良、砂粒 を含む。
焼 成  良好
色調
 界署l17k 色(N%)

158--16 B― Ⅱ96-b
灰黄褐色土

(10Y R%)

杯身

受部 径 (推 )
140

現存 高 21S

受部はタト反 した後、上外方へ伸び、端

部は丸 く厚み をもち、上面はやや丸み を

持つ。受部 とた ちあがりとの境界は凹線
によって区切 られ、内面ではた ちあが り

と底体部 との境 界はゆるく内弯す る。

受部 及 び器内面 には横 ナデ

た ちあ が りと受部 との境 界に

は一条 の凹線 を施 す。

胎土  精 良、砂粒 を合む。
焼成  良好
色調 内面、灰色(5Y/)
外面、灰色(75Y%)

158--17 C一 Ⅱ5-c
黒棚色格質土

(10Y R%)

杯身

口径 (推)148
受部 径 (推 )

17 0
た ちあ が り高

1 1

現存 高  31

た ちあが りは上 内方へ内弯 し、上端 に

て横 ナデ による凹面 を有 し、 _t4部 は 九 ぐ

終 わる。受部 は短 か くゆ る く外 反 して伸

び、端部 は肥 厚 して丸 く、上 T面 もやや 丸

み をもち、た ちあが りとの境 界は凹線 に

よって区分 される。底体部は厚 く中央が

凹んでいる。

た ちあが り内外面、受部及

び器内 面 には横 ナデ、受部 と

た ちあ が りの境 界には一条の

凹線 を施 す。外 llt面 中央 には
ヘ ラ記 号 があ り、左回 りのヘ

ラ削 りが施 されてい る。

胎土 精良、金察母及び砂粒
を含む

焼成 良好
色調 内面、灰白色 (75Y/)
外面、緑灰色

(10G Y/)

158--18 B一 Ⅱ96-c
灰黄鶴色土

(10Y R%)

杯身

受部 径 (推 )
16 0

現存 高  22

受部は上外方へ外反 し、端部は厚 く丸

味 をもって終 わり、上面 もやや丸み をも
つ。た ちあが りと受部 との境 界は凹線 に

よって区切 られる。 llk体部はヘ ラ削 りに

よる稜 を有する。

受部 及 び器内面 には横 ナデ

底体部 にはヘ ラ削 りを施 す。

胎土 精良、砂粒 を含む
焼成  良好
色調 内面、灰黄色 (25Y%)
外面、灰白色 (5Y/)

159--19 C― Ⅱ36-a
黒 tll色粘質土

(10Y R%)

杯身

口径 (推)160
受部 径 (推 )

19 0
た ちあが り高

0 85
現存 高  36

た ちあが りは上内方へ内傾 し、
'常

部 は

丸 く終 わ る。受部 は上外方へ外 反 して伸

び、端部 にて丸 く、上面 は厚 く丸み をも
つ。 た ちあが りと受部 との境 界は一条 の

凹線 にて区切 られ る。底体部 はヘ ラ削 り

による稜線 を有す る。

た ちあ が り内タト面、受とБ及

び器内 面 に横 ナデ、外面 llt体

部 にはヘ ラ削 りを施 す。

胎 土  精 良、砂粒 を含む
焼成  良好
色調  内面、灰  色 (N%)
外 面、オ リーブ灰色

(5GY%)

iS8--20 B― Ⅱ96-b
灰黄t41色 土

(10Y R%)

杯身

口径 (推)100
受部 径 (推 )

12 0
た ちあが り高

06
現存 高  19

た ちあが りは上 内方へ大 きく内傾 して

低 く伸 び、端部 は細 く終 わる。受部 は上

外方へ外反 して伸 び、瑞部 は丸 く、上 面

1よ平坦である。た ちあがりと受部 との境
界はわずかに段 を有する。

た ちあが り内外面 、受部及

び器内面 に横 ナ デ を施 す。

胎 土  精良、砂粒 を含 む
焼成  良好
色調 内面、灰白色 (5Y/)
外面、黄灰色 (25Y/)
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包含層出土須恵器観察表 3

挿図番号

図版 番号

出 上 場 所

壻    位 法  量 (cm) 形 態 特 徴 手 法 の 特 徴 傭 考

158--21.

45-4

C一 Ⅲ31-C
黒棚色粘質土

(10Y R%)

杯身

口径 (推 )92
受部 径 (推 )

11 5
た ちあが り高

06
器高   29

た ちあが りは上内方へ大 きく内傾 し、
端部 は細 く九 ぐ終 わる。受部 は上外 方へ

直線 的 に伸 び、端部 は丸 く上面 は平坦 で
ある。受部 と口糸ゑとの境 界は凹線 によっ
て区切 られ る。

底部 は凹凸 が激 しく、体部 との境 界は
ヘ ラ起 こ しの まま未調整 で ある。

た ちあが り内外面及び受部
には横 ナデを施 し、 l■t部はヘ
ラ起 こ しのまま未調整である。
た ちあが りと受部 との境 界に
は一条の凹線 を施す。

良

む
好

面

住

面

精
含

良

内

　

外

土

　

成

調

胎
　

焼

色

金雲母、砂粒 を

緑灰色

(10G Y/)
灰 色(10Y%)

158--22 C-119-a
黒 Tal色粘質土

(10Y R%)

杯身

受部径 (推 )

12 5
現存 高  27

受部 は上外反 し、やや 丸味 をもって端

部 とを り、上面 はやや面 をなす。 た らあ
が りと受部 との境 界は ―条 の LHj線 によ り

区切 られ る。 llR体部 は九 く、調整 不良 に

よ り Lflど Lが あ る。

た ちあが り内外面、受吉拶及

び器内 面 に横 ナ デ、受部 とた

ちあが りとの境 界には一条 の

凹線 を施 す。

生
成
調

胎
焼
色

精良、砂粒 を含む

良好

内面、1/k 色(N%)
外面、1/k 色 (N%)

158--23

杯 身

受部 径 (推 )
11 4

現存 高 215

受部は上外反 して伸び、端部は九く
断面三角形 を呈す。

た ちあが り内タト面、受士[及
び器 内面 には横 ナデ を施 し、

受部 とた ちあが りを分 け る凹

線 は認 め られ ない。

良
好

面

面

精

良

内

外

生

成

調

胎
焼

色

砂粒 を含む

％
％

Ｎ

Ｎ

色

色

灰

灰

158--24

杯 身

受部 径 (推 )

14 8
現存 高  34

受部 は短 か く「 く」 の字形 に屈 曲 して

伸 び、端部 は丸昧 を持 ち、断面三角形 を
呈す。受部 と底体部 の境 界は段 を有 し、
明確 な稜線 にて区別 され る。

た ちあが り内外面、受部及
び器内面 に横 ナデ、に体部 に

は左 LW3り のヘ ラ削 りを施す。

胎 土  楕良
焼成  良好
色調
 環雷1灰色(75Y%)

158--25

46(下)-10

B― Ⅱ97-c
黒鵜色粘質土

(10Y R%)

杯身

口径 (推 )96
器高   36

回縁 は内む して上 内方へ伸 び、上端 に

て横 ナ デによる凹面 を有 し、端部 は九 く

終 わる。 日縁部 か ら大 きく内むす る底部
1よ平 Ilと 1こイと上 1ず る。

口縁及び内面 には横ナデを
施 し、 ll韓5は ヘ ラ起 こしのま
ま未調整。

胎土 精良、金雲母 を多く含
む

焼成 良好
色調 内面、灰オリーブ色

(5Y%)
外面、嘘 オリーブ灰色

(SGY%)

X53--26 C-116-b
黒褐色粘質土

(10Y R%)

杯身

口径 (推 )110
器高   31

口縁 は上外方へ 伸 び、端部 にて さら 1

開 き、 九 く終 わ る。 llR部 は平 41で厚 い。
口縁部及び器内面に横 ナ八
llt部 にヘ ラ削 りを施す。

胎 土  精 良、若千の金祭母 と
砂粒 を合 む

焼成  良好
色調 内面、灰色 (5Y%)
外面、灰 ri色 (75Y/)

158--27

46(下 )-7

B― Ⅱ95-c
黒 tjl色粘質土

(10Y R%)

杯

高台径 (推 )

10 0
高台 高  08
現 存 高  12

llt部 には りつ けた高台は、断面方形 で

幅 0 65clnと 厚 く、 端苫5は 平 坦 にイと上 1ずる。
内面 には粘上の はみ出 しが付着 し、段 を

なす。

高台内外面共 に横ナデ、内
llk面 にはナデを施す。

上
成
調

胎
焼
色

精良、砂粒 を含む

良好

内面、灰 色 (N%)
外面、灰 色 (10Y%)

158-28

46(下 )-6

C― Ⅱ37-a
灰黄弼色土

(10Y R%)

杯

高台 径 (推 )

10 0
高台 高  o5
現存 高  09

高台は断面台形で比較的背が低 く、端
部は平 !1で幅0.5cmと lyぃ 。粘土のはみだ
しが外面へ付着 し、外 llR面 はほぼ水平 に
伸びる。

器面 全体 に横 ナデ を施 す。 胎土 精良、砂粒 を含む
焼成 良好
色調 内面、灰白色 (N%)
外面、灰 色 (10Y/)

158-29

46(下 )-8

B一 Ⅱ96-b
黒棚色粘質土

(Ю YR%)

杯

高台径 (推 )

一局
一品

台

存

一局
現

10 0
1 3

2 65

高台 は高 く断面長方形 で外へふ んば り

気味 には りつ け、端部 は平■とに仕上 げ る。

内外 面 には粘上 のはみ出 しが、付着す る。
底部 はほぼ水平 で体部 は高台 を境 に して

大 きく上外方へ伸 び る。 器壁 は0,85c n厚

器面には全体 に横ナデを施
j。 体と5タト面

`こ

1よ ′へ、ラ肖」りが

先におこなわれている。

胎土 精良、砂粒 を合む
焼成 良好
色調 内面、灰 ri色 (10Y/)
外面、灰ri色 (75Y%)

158-30

46(下 )-1

C-125-c
黒鶴色粘質土

(10Y R%)

甕

口径 (推 )20_4
現存 高  525

口頸部は短 く上外方へ外反 し、日縁端
とБにて丸 くふ くらむ。肩部は下外方へ伸
び、頸部 との境 界にて一条の凹線 を施す。

口頸部 内外 とも横 ナデ、肩

部 と顕部 との境 界には一条 の

凹線 を施 す。

胎土 精良、金要性、砂粒 を
含む

焼成 良好
色調 内面、灰白色

(10Y R/)
外面、オリーブ黒色

(10Y%)
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|●図番号

図版番号

出 上 場 所

層    位 法  量 (cm) 形 悪 特 徴 手 法 の 特 徴 脩 考

158--31

44-4

B― Ⅱ96-a
黒鶴色粘質土

(10Y R%)

す り鉢

底径   94
現存高  40

厚 い円板状 の底部 を有す が、左右 の基

部 の厚 さは不均 等 で、底面 はやや丸 く仕

上 げ る。体部 は底部 か らまっす ぐ上方ヘ

伸 び、内底面 はゆ る く内弯 す る。底部 中
央 には径 0 3cmの 小孔 を穿 つ。

器内面及び体部外面には横
ナデ、外底面にはヘラ削 りを
施す。

胎土 精良、0 1cmの 砂粒 を含
む

焼成 良好
色調 内面、灰色 (10V%)
外面、灰色 (N%)

158--32 C― Ⅱ17-C
黒褐色粘質土

(10Y R%)

す り鉢

底 径 (推 )104
現存 高  26

幅約 1 0cmの 厚 い 円 板状 の底部 を有 し、
底面 は平坦 で、基部 のは りだ しは水平 に

近 く、 器壁 は全体 的 に厚 い。体部 は上外
方へ伸 び、内底 面 はゆ る く内弯 す る。

体部外 面及 び基部 のは り出
し端面 には カキ ロ、外 底面 に

はヘ ラ削 りを施 し、器内面 は

横 ナ デで仕上 げ る。

胎土  精良
焼成  良好
色調  内面、灰色 (75Y%)
外 面、灰 白色 (25Y/)

158--33

46(下 )-9

B-196-a
灰黄褐色土

(10Y R%)

高杯

脚底径(権 )
9 0

現存高  42

幅 0 4cmの 長 方 形 の二方透 しをもち、
脚 部 はや や外 反 して くだ り端部 を上下 に

突 出 させ 、下方 に屈 曲 し段 をなす。端部
に断面 三角形 の突帯 を有 し、透 しは内外

面共 に粘 上 はみ出 しによ るも りあが りが

み られ る。

透 しの幅は0 4cmで ヘ ラで
切 り込 まれる。脚部タト面 には
カキロ、脚端部 には横ナデ を
施す。

土

成

調

胎

焼

色

精 良、砂粒 を含む

良好

内面、 1/k 色 (N%)
外 面、灰  色 (N%)

158--34 C― Ⅱ5-d
灰黄鶴色土

(10Y R%)

底径 (推 )

現存 高

ややあげ底気味の底部 に上外方へ伸び
る体部 をつける。

外底面 には糸切 り痕 が残 る 良

　

好

両

面

精

む

良

内

外

生

　

成

調

胎

　

焼

色

0 1cnlの 砂 粒 を合

灰色 (2 5GY%)
灰色 (N%)

158--35

46(下 )-12

B一 196-c
灰黄鶴色土

(10Y R%)

底径 (推 )70
現存 高  19

底部 は平底で外底面力Hよ り出 した後、
外反 して上外方へ伸びる。内面は横ナデ
によ り凹凸が生 じる。

底と怪のは り出 した部分 には

横 ナデ、は り出 し部 と体部 の

境 界には二条 の沈線 をいれ、

内面は横 ナデで仕上 げ る。

胎 土  精 良。
焼成  良好。
色調  内面、灰色 (N%)
外 面、灰色 (10Y/)

158--36 C― Ⅱ17-c
黒棚色粘質土

(10Y R%)

甕

頸部は上外方へ伸び、口縁端部に突帯
を有し、上方に屈曲して段を有す。

口縁端部 には突帯 を有 し、

その直下 に幅 0 15cnの 凹線 を
一条 、幅 0 22cmの 凹線 を二条
ヽゝ IItる 。 顕音Бlこ 1よ右 上 か ら左
下へ向 けて幅 0 35cmの ヘ ラに
よる凹線 を施 し、 さらに幅 0

22cmの凹線 をいれ る。

胎土 精良、砂粒 を合む
焼成 良好
色調 内面、灰白色 (N%)
外面、明青灰色

(5PB/)

158--37

45-5

C― Ⅲ10-c
黒thl色粘質土
(Ю YR%)

甦

基部 径 (推 )

76
体部 最大 径

(推 )  98
現存 高  75

体部 は腹 の は った球形 を呈 し、底部 は

丸底 だ がやや尖 り気味 で、内面 には指頭
圧痕 に よ る凹凸 があ る。 口頸部 は失 われ

てい て不 明。

透 しは径 0 8cmで 外 側 か ら内側 に向 け
て穿 たれて お り、内側 には粘上 がはみ出
してい る。

体部 は横 ナデで仕上 げ、

面は底部 中央 に指頭圧痕 、

内面 には横 ナデ を施 す。

内

器
月台土  *青良
焼成  良好
色調  内面、灰 白色 (25Y/)
外 面、灰 白色 (5Y/)

158--38

45--10

C-16-d
地山上面

高台径 (推 )

43
高台 高  06
基部 径  28
体部 最大 径

7 9
現存 高  74

顕部 は弱 く外反 しながら上外方へ伸び
るが、大部分は失われている。体部は頸
部から大 きく屈曲 し、なだらかに肩部 に
いた り、 肩部 はかな り1ま っていて体を5最
大径は上%に ある。高台は断両方形で底
体部の境 界には りつけている。

頸部、体部、底部 には横 ナ
デを施すが、体部下半にはヘ

ラ削 りが残 っている。

胎土 精良、砂粒 を含む
焼成 良好
色調
 界冨1灰色(N%)
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包含層出土土師器観察表

挿図番号

図版 番号

出 上 場 所

層   位 法  量 (cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 考備

159-1

46(上 )-2

C― E36-a
黒褐色粘質土
(10Y R%)

甕

口径(推)184
頸部径 (推 )
17.25

現存高 465

国縁 は上外方へゆるく外反 し、端部は
平■1で上内方へ斜面 を形成す。
国縁内面は下内方へ伸 び、頸部にて下
方へ外反 して厚味 を増 し下外方へ伸びる。

内外面共 に表面 all離著 しく
詳細 は不明。

胎 土  粗 、金雲 母 を含み砂 を
多 く含 む

焼 成  良好
色調  内面、明黄褐色

(10Y R%)
外面、明黄褐色

(10Y R%)

B-196-d
灰黄褐色土

(10Y R%)

皿

口径 (推 )70
器高   14

口縁 は上外方へ伸 び、端部は九い。
底部は平処であるが、中央 にいく程、
ややあげ底 になる。
口縁 と底部 との境界で器壁の厚 さを増
す。

内外面共に表面 rll離著 しく
詳細は不明。

胎土 やや粗、砂粒を合む
焼成 良好
色調  内面、橙粒色

(75YR%)
外面、淡黄色 (25YR
%)に 糧色 (75
YR%)混 り

159-3

46(コー 6

B一 Ⅱ96-b
黒褐色粘質土

(10YR%及 び
10Y R%)

椀

径

高

高

台

台

存

高

高

現

45
04
1_1

高台は低 く、上外方へ外反 して伸 びるc
全体的 なつ くりが右よりで底部中心が右
にくる。

端部の厚 さも左右不均等で右側端部は
0 3cmと 細 く、左側端部は0 45cmで 九味
をもつ。

高台及び体部 に横 ナデ、内
面 にはナデ を施す。

金雲母 を合 む

にな い黄色

(25Y%)
にない黄橙色

(10Y R%)

良
好
面
　
面

精
良
内
　
外

土
成
調

胎
焼
色

159-4

46(■l-8

C-2地 区
壁面米青査 中出

土

椀

高台径 (推 )
75

高台高  0.8
現存高  27

高台は断面三角形でやや外側へ伸びる。
高台内面は上内方へ内傾 して外底面に
到 る。
底部へ いく程、器壁は薄 くなる。

内外面共に表面剣離著 しく
詳細 は不明。

精 良 、金雲母 を含 む

良好

内面、灰 色(5Y/)
外面、橙 色
(75YR%)

土
成
調

胎
焼
色

159--5

46(■l-5

C一 Ⅱ 5-d
灰黄褐色土

(10Y R%)

椀

口径 (推)132
現存 高  2.7

回縁 は上外方へ開 き、端部は丸 く終 わ
る。

底体部は下内方へ伸び、口縁 との境界
にて稜線 を有す。

内外面共に表面剣離著 しく
詳細は不明。

金雲母 を含む良
好
精
良
生
成
胎
焼

159-6

46(■l-1

C― Ⅱ46-a
黒褐色粘質土
(10Y R%)

皿

口径 (推 )132
現存 高  2.42

回縁 は上外方へ内管 して伸び、端部は
九 く終 わる。
底部はよわく下方へ内管 して伸び、ロ
縁 との境界では稜線 を有す。
口縁 は管曲 している。

底 部 に指頭圧痕 が残 って い
る他 は表面制離 著 しく、詳細
は不明。

胎土 精良、金雲母 を多く合
む

焼成  良好
色調 内面、橙 色

(5YR%)
外面、にない橙色

(5YR%)
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包含層出土瓦器・瓦質土器観察表 1

挿 図番号

図版 番号

出 上 場 所

層    位 法  量 (cn) 徴特態形 手 法 の 特 徴 考lTH

160-― ユ

47(■)-4

B-196-も
灰黄掲色土

(10Y R%)

椀

回径 (推 )190
現存高  565

口縁 は上外方へ外 反 し、端部 付近 で内

省 す る。

口縁 端部 は、平 _「Hであ る。

口縁 外面、端部 、及 び器内

面 には、横 ナデ を施 す。

体 部外面 には、指頭圧 痕 が

みとめられる。

精 良、砂 粒 及 び若子 の

金雲母 を含 む

良好

内面、灰  色 (10Y死 )
外面 、灰  色 (10Y%)

土
　
成
調

胎
　
焼
色

160-2

471■)-1

C― Ⅱ46-b
黒掲色粘質土

(10Y R%)

椀

口径 (推 )160
現存高  44

口縁は外反して上外方へ開き、端部に
て丸味をもつ。
口縁端部内面はわずかに内傾斜面を呈
し、稜線を有する。

体と[1こ 1よ 、 左から右 1こ 力Чす
て横方向のヘ ラ磨 きが左同 わ

りに施 され、その後横 ナデを

施す。
又、回縁内外面 にも横 ナデ

を施す。

精 良、若子 の金宴母 を

含 む

良好

内面 、灰  色 (5Y%)
外面 、灰  色 (5Y/)

土
　
成
調

胎
　
焼
色

160-3

45-6

C― Ⅱ17-a
灰黄褐色土

(10Y R%)

椀

口径 (推 )146
高台 径 (推 )

39
高台 高  035
器高   44

口縁 は上外方 へ外 反 し、端部 は丸い。

高台 は低 く、端 部 は丸味 をも ち、全体

的 に退 化 した感 じが あ り、外底 面 と高台

端 面 との高 さの差 は ほ とん どない。

器面 は全体 的 に凹凸 があ る。

器表面全体 に横 ナデ がみ と
め られ るが、 その後体部 には
ユ ビオサエ を施 す。
内面 は全体 に横 ナデ を施 す
が、 その後ヘ ラ磨 きが日縁端
部 に 1本 、体 部 には 4本、円
lrkを描 くように施 され、又、
底部にも縦方向のヘ ラ磨 きが
3本施 されている。

様
財
輌
煽

上

成

調

胎

焼

色

砂粒 を含む

灰 色 (N%)
灰 色 (N%)

C-1地 区
黒褐色粘 質土

(10Y R%)

椀

口径 (推 )149
現存高  35

口縁 は上外方へ向けて開 き、端部は丸

器表面は凹凸がある。

口縁 には幅 0 15cmの ヘ ラ磨
きが左 か ら右 に向けて施 され、

体部 にはユ ビ オサエ を有する。

内面 全体 に横 ナ デ を施 す。

月台土  楕 良
焼 成  良好
免調  内面 、

外面 、

‖をオリーブ灰色

(25GY/)
暗 オリーブ,天色

(25GY%)

47(■)-2

C― Ⅱ26-c
黒褐色粘質土

(10Y R%)

椀

口径 (推 )160
現存高  38

口縁 は上外方へ外反 して開 き、端 部 は

丸 い。

体部 は下 内方へ 内弯 し、外面 には凹凸

がある。

外面口縁端部 には、一部粘上のはみ出
しが付着 している。

内外面共にヘ ラ磨 きが施 さ

れている。

外面体部 にはユ ビオサエ を

有する。

月台土  精良
焼 成  良好
色調  内面、灰  色 (75Y/)
外面、灰 色(10Y/)

160--6 C― Ⅱ 6-a
灰黄褐色土

(10Y R%)

椀

口径 (推 )156
現存高  235

回縁 は上方ヘタト反 し、端部は丸いがや

や尖 り気味 である。

体部はゆるく内弯 し、内面口縁部は厚
み を増 し、ふ くらんでいる。

内外面共 に表 面剰離著 しく

:羊糸lRは ラト叫]。

月台土  精 良
焼 成  良好
色 調  内面 、灰  色 (75Y/)

外面、灰  色 (10Y/)

160--7 A地区床 ■直
下

灰褐色粘土

椀

口径 (推 )134
現存高  34

口縁 は外反 して伸び、端部にて丸 く厚
み をもつ。

体部は下内方へ伸び、国縁 と体部 との

境界にて明確 な稜線 を生 じる。

口縁 内外面共 に横 ナデが施

されてい る。

内面 には円弧 を描 くよ うに

ヘ ラ磨 きを施 す。

月台土  楕良
焼 成  良好
銅

界 雷 1卿 色 徹
OY始

160-8 C― Ⅱ 6-d
灰賛褐色土

(10Y R%)

椀

口径 (推 )140
現存高  215

口縁 は上外 方へ伸 び、端部 は丸い。 内外面共に表面禁」離著 しく

:羊糸円1よ 7｀り弓。

月台上  精良
焼 成  良好
色 調  内面 、暗 オ リー ブ灰色

(5GY/)
外面 、 オ リー ブ灰 色

(10Y%)

160-9

471i)-7

C-1地 区
黒褐色粘 質土

(10Y R%)

椀

高台径 (推 )

5 7

高台 高  106
現存高  11

高台はほぼ垂直に立ち「く」の字に屈
曲 して体部 とな る。

高台 は断 面三 角形 を呈 し内面 は大 きく

内傾 す る。

底部 は中央 に向 けゆ る く下方 す るが、

底 部の厚 さは 0 2cЮ か ら0 45cmと 不均等
で ある。

高台外面 には横 ナデ、内面

にはユ ビオサエ を施 した後 に

横 ナデで調整 してい る。

内面 には幅 0 2cmの 暗文 が

斜 め に入 い る。

月台土  精 良
焼 成  良好
色 調  内面 、 オ リー ブ黒 色

(10Y/)
外面、灰白色 (10Y/)

160--10

47(上 )-6

C― Ⅱ17-c
灰 策褐色土

(10Y R%)

椀

高台径 (推 )

30
高台高  06
現存 高  18

高台 はゆ る く土外方へ伸 び、体部 は強

く外反 したの ち、土外方へ内弯 す る。

高台 は断面 三角形 を呈 し、内面 は大 き

く内傾 す る。

高台及 び体 部外面 に横 ナデ

を施 す。

内面 には幅 0 1cmの 暗 文 が

右 上 か ら左下へ の斜 め と円弧

とに施 されてい る。

精良

良好

内面、灰  色 (5Y%)
外面、灰 色(5Y%)

生
成
調

胎
焼
色
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包含層出土瓦器・瓦質土器観察表 2

挿図番号

図版番号

出 上 場 所

層    位 法 量 (cm) 徴Ff態形 手 法 の 特 徴 考備

47(■)-11

C一 Ⅱ6-d
黒棚色粘質土

(10Y R%)

椀

高台径 (推 )

2 7
高台高  07
現存 高  30

高台はゆるく上外方へ伸びたの ち体部
にて「 く」の字形 に屈曲 し、 さらに上外
方へ内むす る。
高台の幅 1よ 1 0cmと 厚 い が端部力常田い
為、断面三角形 を呈 し、内面が大 きく内
傾する。

器外 面体部 にはユ ビオサニ

が施 されてい る。

内面 には幅 0 15cmの 日を文 が
円弧 と右上 か ら左下へ の斜 め

とに施 す。

高台 には横 ナ デ を施 す。

良
好
画
面

精
良
内
外

生
成
調

胎
焼
色 灰色(75Y/)

灰ri色 (10Y%)

160--12 C― Ⅱ6-b
黒鵜色粘質土

(10Y R%)

椀

高台径 (推 )
5 8

高台高  07
現存 高  16

高台 は上 方へ内省 して立 ち「 く」 の字
形 に屈 曲 して体部 とな る。
高台 の端 部 は九味 を有 し、内面は上内
方へ 内弯 し断 面三角形 を呈す る。

高台 には横ナデが施 されて
再ヽるが、 イ也

`よ

表面刹離著 し く
詳細は不明。

橋 良

良好

内面、灰rl色 (5Y/)
外面、灰色(75Y/)

生
成
調

胎
焼
色

160--13 C一 Ⅱ36-a
黒樹色粘質土

(10Y R%)

椀

高台径 (推 )

60
高台高  085
現存 高  165

高台 は上 外 方へ伸 び体部 は上外方へ内
弯 す る。

高台 の内面 は上内方へ伸 び端部 は細 く、
全体的 に断 面三 角形 を呈す。

高台 は後 か ら外 llk面 に貼 りつ けてお り、
その除 の調整 不良の為 に高台 と外 llk面 と
の 間 に段 が生 じてい る。

内外面共 に表面創離著 しく
言羊細 (よ不り]。

生
成
調

胎
焼
色

IFE良 、

良好

内 面、

外 面、

金雲 母 を含む

1/K白 色

(10Y R/)
浅黄憶色

(10Y R%)

160--14 B-196-C
灰黄棚色土

(10Y R%)

椀

高台径 (推 )

60
高台 高  06
現存 高  115

高台は垂直に立 ち、上外方へ伸びる。
高台の内面は上内方へゆるく内む し、
端部は組 く、全体的にVf面三角形 を呈す。

内外面共 1こ表面歌」離著 しく
F羊*日 はコトリ]。

胎土  精 良
焼 成  良好
色調  内 面、

外 面、

明黄t3J色

(25Y%)
淡黄色
(25Y%)

B一 Ⅱ96-C
黒 tB」色粘 ii土

(10Y R%及
び10Y R%)

椀

高台径 (推 )

5 0
高台高  03
現存 高  14

高台 は不整 な形 を してお りμ〆さも不均
等で あ るが全体 的 に lrい。

内外 面共 に表面剰離著 しく

詳細 は不明。

胎土  桁 良
焼 成  良好
色調  内面、

外 面、

灰 オ リーブ色

(5Y%)
灰 ri色 (5Y%)

160--16 C― Ⅱ6-d
灰黄褐色土

(10Y R%)

椀

推径

　

一「里
局

台

　

ム
ロ
存

一局
　

一局
現

高台 は垂直 に立 ち、体部 との境 界は凹
線 によ り くぎられ る。

高台端 部 は 丸 く、内面 は上 内方へ内む
し、高台 は 全体 的 に厚 手で断面 三角形 を
呈 す る。

高台 は あ とか ら外 llk面 には りつけてお
り、調整 不良 によ る段 が生 じてい る。

高台 と体部 との境 界 に凹線
が施 されてい る他 は、表 面劉

寓佐幸尊し く馬羊*旧 は 7くり]。

胎土  糖 良
焼成  良好
色調  内面、にぶ い黄色

(25Y%)
外面、灰オリーブ色

(75Y%)

160--17 C一 Ⅱ26-b
灰黄補色土

(10Y R%)

椀

高台径 (推 )
2 5

高台高  03
現存高  09

高台 は低 く、外 面は上外方へ外反 して
伸 び、内面 は上内方へ伸 び、端部 は細 い

所 か らやや平 41な もの と不均等 であ る。
高台外 面 と体部 との境 界には稜線 を有
す る。

外 llk面 は調整 不良のため、凹凸 があ る c

高台 は内外 面共 に横 ナ デが

施 され、器内面 には不定 方向
の H〔文 が施 されてい る。

金察母 を含む

灰色 (N%)
灰色 (N%)

良
好
画
面

精
良
内
外

土
成
調

胎
焼
色

160--18 B― Ⅱ96-d
黒褐色粘質土

(10Y R%及
び10Y R%)

椀

高台径 (推 )

60
高台 高  105
現存高  18

与́
くr鼻途ぎな監蕪 _舅撃諺避貿

言最:含軍惨
七金題C学ビ宋緒人で菅全

寡異S!冨捧奮彙甚9督砦再第患第屡角

内外面共 に表面輩」離著 しく
詳細は不明。

胎 土  精 良、若千 の金雲母 を
含 む

焼 成  良好
色調  内 面、浅 黄色 (25Y/)
外 面、淡 黄色 (25Y%)

160--19

47(■)-9

C― Ⅱ5-C
灰黄 rjJ色土

(10Y R%)

椀

高台径 (推 )

53
高台高  03
現存 高  06

高台 は低 く、上外 方へ外反 して伸 び、
体部 との境 界 にて段 を有す る。

高台端部 は平■1で 、内 面は内傾 して外
底 面へ到 る。

器壁 は体部 か ら床部へ近 い程 、厚 くな
る。

llk部 に横 ナデ を施 す ほ かは、
内外面共 に表画輩じ離苦 しく詳

細 は不 明。

土

成

調

胎

焼

色

精 良、金察母 を含む。

良好

内 面、 オ リー ブ灰色

(2 5GY/)
外 面、灰 オ リー ブ色

(5Y%)

160--20 B― Ⅱ96-d
灰黄 IB」色土

(10Y R%)

腕

径

高

部

存

底

現
4 2

08
底部 は「 く」 の字形 にれi曲 して L方ヘ
伸 び、端部 は 丸い。

外底 面は上 内方へ内む した後 、再 び下
内方へ伸 び る。

llt部外面 に横 ナ デが施 され

てい るが内面は表面禁」離 苦 し

く詳細 は不明。

月台土 *青良
焼成 良好
色調 内面、灰色 (loY χ )
外面、灰 rJ色 (10Y/)
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包含層出土瓦器・瓦質土器観察表 3

挿 図番号

図版 番号

出 上 場 所

層   位
法  量 (cm) 形 LB 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

B一 Ⅱ95-も
灰黄撮色土

(10Y R%)

椀

高台径 (推 )

5 0

高台高  05
現 存高  06

高台 は低 く、上外 方へ外反す る。

高台端 部 は九 く、上 内方へ内弯す る。

内外面共に表面剣離著 しく

言羊*日 はラト刷日。

胎土  ホ青良
焼成  良 好
色調  内 面 、

外 面 、

灰 オリープ色

(75Y%)
灰 色
(76Y%)

160--22 B一 Ⅱ96-c
灰黄褐色土

(10Y R%)

椀

高台径 (推 )

38
高台 高  025
現存 高  04

高台 のつ くり方 は雑 で、端面 の幅 、高

さが不均等 で あ る。

高台 をつ くる際 に粘上接 合部 が未調整

で ある為 に段 を有す る。

内外面共に表面剰離著 しく

岳羊*田 子よラ下刷]。

灰

灰

良

好

面

面

橋

良

内

外

生

成

調

胎

焼

色 色 (7 5Yχ )
色 (5Y/)

160--23 B一 Ⅱ96-d
灰黄褐色土

(10Y R%)

椀

高台径 (推 )

一島
一局

台

存

一局
現

60
0 35
0 7

高台 は低 く、上タト方へ伸 び端都 は平坦

で内面 は上 内方へ伸 びて、外底 面 との境

界 にて段 を有す。

高台 の巾は 0″ cmと 広 いが全体的 に器
壁 は薄 い。

内外面共に表面禁」離著 しく

詳細 は不明。

胎土  精 良
焼成  良 好
色調  内 面 、灰  色 (5Y%)
タト面、灰 色(75Y/)

160--24

47(上 )-10

B― Ⅱ96-b
灰黄褐色土

(10Y R%)

椀

高台径 (権 )

一局
一品

台

存

高

現

50
0 35
08

高台は低 く上外方へ外反 して伸び、端

部は九 く、内面は上外方へ内菅 し、外底

面 との境界は四線 にて区切られる。

内外面共に表面象U離著しく

言羊*日 1よ 不明。

胎土  *青 良
焼成  良好
色調  内 面 、灰  色 (25Y/)
外 面 、灰  色 (10Y/)

160-25

47(上 )-12

C-1地 区
黒褐色粘 質土

(10Y R%)

椀

高台径 (推 )

一島
一局

台

存

高

現

5 4

07
09

高台 は上外 方へ ゆる く外反 して伸 び、

端 部 は細 く、内面 は上 内方へ大 きく内傾

す るため、 LT面 三角形 を呈 す。

内外面共に表面剣鰭 しく

詳細は不明。

胎土  精 良、若千金雲母 を含
む

焼成  良好
色調  内面、黒褐色

(10Y R/)
外 面、灰黄褐色

(10Y R%)

160--26 B― Ⅱ96-c
灰黄褐色土

(10Y R%)

椀

高台径 (推 )

高
一局

台
存
高

現

50
0 7
1 2

高台はやや上内方へ立 った後、上外方
へ強 く外反する。

高台端部は細 く、内面は低 く内傾 し断

面三角形 を呈す。

内外面共に表面禁U離著 しく

言羊率田
`よ

ラF印 ]。

胎土  *膏良

焼成  良好
色調  内面、にない黄橙色

(10Y R%)
外面、糧 色
(75YRえ )

160--27 B一 Ⅱ96-b
灰黄褐色土

(10Y R%)

椀

高台径 (推 )

60
高台高  06
現存高  10

高台 はほぼ垂 直 に立 った後 「 く」 の字

形 に屈 曲 して伸 び る。

高台端部 は九 く、内面 は上内方へ伸 び

て外底面 に至 る。

内外面共に表面刹離著 しく

言羊糸阻
`よ

ラF刷 ]。

生

成
調

胎

焼
色

精 良

良好

内 面 、灰  色 (75Y/)
外 面 、灰  色 (10Y%)

160--28 C― Ⅱ 5-b
灰黄褐色土

(10Y R%)

椀

高台径 (推 )

一れ
一島

台

存

一局
現

高台 は低 く上外方へ外反 して伸 びた後 、

上外方へ 内イリして体 部 とな る。 高台 内面

は上内方へ伸 び、端 部 はやや丸味 を持 つ。

高台 は あ とか ら底 部 には りつ けてお り、

外底面 と高台 との間 に段 を生 じてい る。

高台内外面共 に横 ナデが施

され るが、他 は表面単」離著 し

く、 言羊率田はラFリロ。

胎土  精良、砂粒 を含む。
焼成  良好
色調
 界露1明
黄
硯身5Y%)

160--29

47(■ )-8

B-195-b
灰黄褐色土

(10Y R%)

椀

高台径 (推 )

5 0

高台高  04
現存 高  09

高台は低 く上外方へ外反 して伸び、内

面は上内方へ伸 びてタト底面へ至 る。

端部のつ くりは不均等であるが、ほぼ

平オとな面 をつ くり、外底面は下内方へ伸
びる。

内外面共に表面剣離著しく

詳細不明。

胎土  *青 良
焼成  良 好
色調  内 面 、 オリー ブ黄色

(5Y%)
外面、灰オリーブ色

(75Y%)

160--30

47(■)-5

C― Ⅱ 6-d
灰黄褐色土

(10Y R%)

椀

高台径 (推 )

57
高台 高  04
現存 高  10

高台は低 く垂直にたって上外方へ外反
して伸びる。内面は内傾度が′よヽさく、そ
のため高台は細 くフトさい。高台 力Ⅵ さヽい

割
`こ

1よ 器壁は厚 せゝ。

高台 に横 ナデ を施すほ力Чよ、

内外面共 に表面剣離著 しく、

詳細 不明。

胎土  *青 良
焼成  良 好
色調  内 面 、灰  色 (5Y%)
外 面 、灰 白色 (25Y%)
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包含層出土瓦器・瓦質土器観察表 4

挿図番号

図版番 号

出 上 場 所

層    位 1去  ユ (cm) 徴i4態形 徴特法手 の 考備

160--31 B-195-a
灰黄褐色土

(10Y R%,

椀

高台 径 (推 )

6 0
高台 高 045
現存市  08

高台 は低 く垂 直 にた ったの ち、上外 方
へ外反 して伸 び る。内 面は内傾度 大 きく
高台 をほ とん ど有 しない。

高台 には横 ナデ を施 す。 器
内面 には部 分的 に方向の定 ま
らをいナデがみ られ、これ ら
のナデのの ち平行線‖音文 を施
す。

月台土  精 良
焼 成  良好
色 調  内面、灰色 (75Y%,
外 面、灰 白色 (10Y/)

160--32 C― Ⅱ37-6
黒褐色粘質土
(10Y R9哲 )

椀

高台 径 (推 )

5 4

高台 f‐ 1 065
現存 I苛  12

,i台 は外 方へ張 り出 してつ くられてお
り、高台 か ら体 部へ は「 くJの 字 形 に属
曲 して上外 方へ 伸 びる。
註i台端 部 は幅 0 5cmと 厚 く平垣 で、内面
は 上内 方へ傾斜 して伸 び、内底 面 との境
界では浅 い幽 み が生 じる。

内外面 とも表面剖離著 しく

詳細 は不明。

胎 土  精 良 、金雲母 を合む。
焼 成  良 好
色 調  内面、浅 黄色

(25Y%)
外面、にぶい黄悸色

(10Y R%,

45-7

C-1地 区
黒褐色粘 質■

(10Y R/32/)

皿

「
f径 (推 ,95
器高   18

回縁 は上外 方へ 外反 したの ち内菅 して
瑞割よに至 り、 丸味 をもって終 わ る。 国縁
上瑞 は平坦 では な く、波 を うち、 llk部 は
丸底 に近 い平底 で あ り、中央部 がやや突
出 してい る。

庶きヽ から
「
1縁 にかけて 1よ傾斜度が異 な

るため稜線 が生 じる。

「
1縁内外 面 は横 ナデ、器内

面の口縁 部部及 び口縁 と底 割
`との接 点 に一条 の沈線 が施 さ

れてぃ る。
内面 にはナデ を施 し、イIf上
げナデがみ られ る。 この ナデ
の後 、放射状 に幅 0 1cmの 1士
文 を施 す。

胎 土  精良 、若 千の金婁 母 を
含む

焼 成  良好
色調 内面、灰色(N%)
タト面、灰色(N%,

160--34

45-8

C-1地 EX

黒tEI色粘賞土
(10Y R%)

皿

に1径 (推 ,100
現存 高 195

口縁 は上外 方へ外反 して伸 び、端 ヨ
`にて丸 く終 わる。底 部は 下内 方へ 内弯 して

伸 び中央 部 に幽 面 を有す。 口縁 割すと底 部
との境 界に稜線 を生 じている。
底 部 は丸底 に近 い平底 であ る。

田縁 日
`外
面 には横 ナデ、外

底面中央の凹み はユ ビォサェ

によるもの で ある。

内面■A体 に不定方向の時支
が施 される。

胎 土  構良 、金宴母 を含む。
焼 成  良好
色 調  内 面、灰 色 (N%)
外 面、灰 色 (10Y%)

160--35

皿

「
1径 (推 ,95
呪存 il 15

口縁 は上外 方へ やや外反 して伸 び、端
部 にて丸 く終 わ る。

底部 と口縁 部は稜 をもって境 界とし、
底Ы
`は
平坦であるが、内下方へ lpる 〈内

弯 して伸びる。
底部の器壁はやや厚味 を

'管

している。

底削jに 内弧状 に沈線 が三条

施 されてぃ るほ かは表面票」離
著 しく、詳ネWは 不明。

打台土  精良
焼 成  良好
色 調  内 面灰 オ リーブ色

(75Y%)
外面、灰色(5Y%)

160--36

45-9

C― E36-a
黒褐色粘写i土
(10Y R%)

皿

に1緑 (推 ,95
器高   18

口縁 部 は ,外 方へ伸 び瑞 部 にてやや厚
み を増 して、 メとく終 ある。底 と[と「 1縁部
とは稜 をもって境 界 と し、は 日

`は

平底 で
あ るが丸底 に近 く、 下内 方へ内沓 して伸
び中央部 にユ ビオサェ によ る幽み を有す。
全体的 に器些 は厚 い。

内タト面共 に「 I縁 淵
`に
は横 ナ

声、外底面中央 にはユ ビ ォサ
エが施 されてぃ る。

月台土  精 良
焼 成  良好
色調  内面、灰色 (N%)
外面、灰色 (N%,

160--3タ C― Ⅱ5-c
灰黄褐色」:

(10Y R%)

皿

「 I径 (推 ,90
現存 高  14

「
I縁 は 上外 方へ外反 して伸 び、端 部 に

て厚み を増 して 丸 く終 わ る。 l■k訂
`は
下内

方へ内弯 して伸 び、底 部 と口縁 部 との境
界に稜線 を生 じる。

内外面 とも表面禁」離著 しく
:精口は不明。

打台」: 良攻子
焼 成  良好
色調
 宋雷1濤 !七耳ラ言

色

160-38 C-137-a
灰黄褐色」i
(10Y R%)

皿

口径 (推 )84
器高   28

丸底 に近 い平底 で上外 方へ 開 く口縁 を
有 し、
「
I縁部端 は 丸 く終 わる。

EI縁 部 と辰 部 との境 界は一条の浅 い幽
線 によ って区切 られ る。底 部の器壁 は ,7

日縁 部内外 廊共 に横 ナ デ、
内lit面 には平行織

"許
文 を施 す。

月台J: *青 良
焼 成  良難
色調
 界留1茂推や%)

160--39 B― Ⅱ97-a
灰黄褐色土

(10Y R%,

II I

径

高

口

器
IJ縁 は Ji外 方へ やや外反 して伸 び、端
部 にて

'享

味 を増 して丸 く終 わる。
底 日
`は
下内 方へ内弯 して伸 び器 lirは厚

くな るが、底 部中央 ほ ど*wく な る。

口縁 日
`内
外面共 に横 ナデか

施 され るほ かは、表面 Fl離著
しく詳細 不明。

梅良 、砂社 を含む

良好

界冨1灰色仰幼

土

成

調

胎

焼

色

B― Ⅱ95-C
灰黄褐色土
(10Y R%)

皿

II径 (推 ,80
FIL存 高  135

IJ縁 は ■外 方へ 外反 して伸 び端 訂
`に
て

肥 厚 して丸 く終 わる。

底 部 は ヽ内 方へ内弯 して伸 び瀑壁 は厚
みを増す。

内外面共 に表画剣離 苦 しく

詳細 不明。

月台土  続 良、砂粒 を含む
焼 成  良好
色 Pl・l 内 面、 オ リーブ黒 色

(5Y%,
外 面、 オ リーフツ天色

(10Y%,

―-225-―



包含層出土瓦器 。瓦質土器観察表 5

挿 図番号

図版番号

出 上 場 所

層    位
法  量 (cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

B一 Ⅱ97-d
灰黄褐色土

(10Y R%)

皿

口径 (権 )70
現存 高  125

口縁 は上外方へ やや外反 して伸 び、端

部 は丸 く終 わ る。

底部 と口縁 部 は稜 をもって境 界 と し、

底部 は平底 で器壁 はやや厚 み を増 す。

内外面共に表面剣離著 しく

言羊率田
`よ

ラ下刷]。

胎土  精 良、砂 粒 を含 む
焼成  良好
色調  内面 、灰 黄色 (25Y%)
外面 、灰 白色 (25Y%)

160--42 西壁精査 中出
土

黒 褐色土上面

皿

口径 (推 )95
現存 高  295

口縁都 は弱 く外反 しつつ上外 方へ伸 び、

端部 は丸 くお さめ る。

口縁 部 と底部 の境 界 には小 さい稜 をも

たせ、底部 はやや丸 く仕 上 げ る。

内外面共に表面剣離著 しく

詳細不明。

良

好

精

良

土

成

胎

焼

47(〕 -3

C― Ⅱ37-b
灰黄褐色土

(10Y R%)

皿

口径 (推 )104
現存 高  23

日縁 は上外方へ外反 して伸 び、端部 に

て丸 く終 わ る。底部 は下 内方 へ伸 び丸底

である。

口縁部内外面共 に横ナデ。

内底面に平行線暗文 を施すほ

かは表面制離著 しく、詳細不

明。

胎土  精 良、砂 粒 及 び金雲母
を含 む

焼成  良好
色調  内面、 オ リー ブ灰色

(2_5G Y%)
外面、灰 色(N/)

C一 Ⅱ 5-c
灰 黄褐色土

(10Y R%)

皿

口径 (推 )90
現存 高  22

口縁 は上外方へ伸 び、端部は丸 く終 わ

る。

底部は下内方へ伸 びる。

内外面共に表面制睡曽 しく

詳細 不明。

胎土  精 良、金雲 母 を含 む
焼成  良好
色調 内面、灰  色 (5Y%)
外面、灰 白色 (25Y%)

160--45 C-15-a
灰 黄褐色土

(10Y R%)

皿

口径 (推 )111
現存 高  2.35

口縁 は上外方へ伸 び、端部 にてやや肥

厚 し、丸 く終 わる。

底部 は下内方へ伸 び る。

内外面共に表面剣離著しく、

詳細不明。

良
好
面
　
面

精
良
内
　
外

生
成
調

胎
焼
色

砂 粒 を含 む。

褐灰 色

(7 5Y R/)
にぶ い橙色

(7 5YR%)

160--46

47(〕 -14

C一 Ⅱ37-C
灰 黄褐色土

(10Y R%)

羽釜

口径 (推 )272
つば径 (権 )

33 2
現存 高  41

口縁部は凹線 による段 を有 しなが ら上

内方へ伸び、端部は内傾斜面 を有す。
つばは上方へ向けてつけ られており、

端部 も面 を有す。

口縁部外面は横ナデを施 し

た後、幅 0 35cmの凹線 を三段
にわたって施す。

内面は表面剣離著 しく、詳

細は不明。

胎土 相良、金雲母及び砂粒
を含む

焼成 良好
色調  内面、灰黄色 (25Y%)
外面、灰  色 (75Y/)

160-47

47(■l-13

B― Ⅱ97-c
灰黄褐色土

(10Y R%)

羽釜

口径 (権 )180
つば径 (推 )

23 6
現存高  30

口縁 部 は凹線 によ る段 を有 しなが ら上

内方へ伸 び、端部 は平坦面 を有 す。
つばはやや上方へ 向 けてつ け られてお

り、端部 は丸 く終 わ る。

内面 はやや下外方へ伸 び る。

口縁 部 には幅 0 3onの凹線
が三段 にわたって施 されて い

るが、表面剣離著 しいため、

言軒田不明。

胎土 精良、金雲母 をわずか
に合む

焼成 良好
調
霜 }オ
リー
語誘 )

(渡邊・大野 )
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2.石 器 (第 161図・図版47〕

第5地区の調査で出土した石器は石鏃 7点のほかはすべてサヌカイトフレイクである。遺構

に伴うものはなく、すべて包含層から出土している。

石鏃には凹基無茎式のもの6点、凸基有茎式のもの 1点 という比率になっており、凹基無茎

式のものは形態や基部のつくりでいくつかのタイプにわけることが可能で、長身三角形でワタ

クリの深いもの (1・ 3)、 ワタクリは基部全体に及ぶが浅いもの (2・ 4・ 5)、 肩が張って五

角形を呈するもの (2)、 大型で足が大きく外へ開くもの(6)な どがある。

石器観察表 (※ は現状計沢」値)

挿図番号
図版番号

出上場所
層  位

態
質

形
材

法量 (cm・ g) 徴特

161-1

27い)-1

C― E46-a

地山直上

石 鏃
凹基無茎式

サヌカイト

長 2.4※

幅 1.5※

厚 03※

重 08※

縦長の三角形を呈し、側縁は直線をなす。基部のワタクリは小さ

いが鋭い。比較的薄手で軽い。A面 には風化面、B面 には第 1次調

整面を残す。

161-2

27は)-2

C― Ⅱ18-a

黒褐色粘質土

石 鏃
凹基無茎式

サヌカイト

長 2.9

幅 185
厚 05
重 2.3

基部は全体に小さく凹み、足は者干外側に開く。狽」縁は肩が張っ

て急に先端に向う。左右の均整がとれていない。

第 1次調整面は残さないが、全体に粗雑なつくりで、表面の風化

が進んでいる。

161--3

27年)-3

C― Ⅱ37-a

黒褐色粘質土

(10Y R%)

石 鏃
凹基無茎式

サヌカイト

長 3.05

幅 1.65

厚 0.3

重 10※

長身三角形でワタクリ大きく、足は外側へ開き気味になる。断面

菱形。

第 1次調整面を残さず、全体にていねいなつくり。

161-4

271T)-4

C― Ⅱ35-b

黒褐色粘質土

(10Y R%)

石 鏃
凹基無茎式

サヌカイト

長 1.8※

幅 1.45※

厚 0.55

重 1.8※

基部は小さく凹む程度で、全体に長めの三角形を呈す。断面はや

やゆがんだ台形で、肉厚。

A面 には一部、B面 にはかなり大きく第 1次調整面を残す。

161-5

271T)-5

C― ■37-a

黒掲色粘質土

(10Y R%)

石 鏃
凹基無茎式

サヌカイ ト

長 27
幅 1.8※

厚 0.55

重 1.9※

基部はあまり大きく凹まず、足はやや外側に開く。側縁は直線で

なく中央がやや凹み、先端が尖るため、三角形鏃に似たプロポーシ

ョンを呈する。断面菱形で肉厚。
A面、B面 とも一部第 1次調整面を残す。剣離面が大きく粗雑な
感じをうける。

161-6

27ω-6
C-135-b

黒褐色粘質土

(10Y R%)

石 鏃
凹基無茎式

サヌカイト

長 4.25

幅 2.9

'享

 0.35

重 3.4

長身、薄手で先端は尖り、狽」縁はなだらかに弧を描いて足は外側

へ開く。

表面の風化著しく、乳白色を呈す。ま」離面大きい。

161--7

27年)-7

C― Ⅱ27-a

黒褐色粘質土

(10Y R%)

石 鏃
凸基有茎式

サヌカイト

長 395
幅 19※

厚 0.5

重 39※

均整のとれた縦長三角形の身に茎がつく。全体に肉厚。つくりは

ていねいで、第 1次調整面をほとんど残さない。
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3:鉄製品

〔第162～164図〕

鉄製品は、灰黄褐色

土から1個 (1)、 黒掲

色粘質土から5個 (2

～6)出上しており、

鉄片を含めた総重量は

130gを計る。又この他、

鉄津も灰黄褐色土から

1イ固 (第 167図 -1)、

黒褐色粘質土から2個

(第 164図 -2・ 3)出

土している。

第161図  石器実測図

第162図 鉄器

―-228-一



仏

ゝ

第163図 鉄製品実測図

(1)は、鎌の刃先状のもので、現存長 3.3cm、 最大幅 2.5cm、 厚さ3 mmを計る。重量は6.lg。

(2)は、刀子状のもので、現存長12.3cm、 最大幅 1.5cm、 厚さは最大部で 9 mm、 最小部で4 mm

を測る。重量は34.5g。 (3)|よ 、現存長 7.5cm、 最大幅 1.8cm、 厚さは最大部で 1.lcmを測り、

先細りになっているようである。重量は49,Og。 用途は不明。(4)は現存長 8 cm、 最大幅 1.2

cm、 厚さ8 mmを測る。重量は24.8g。 用途は不明。(5)は、現存長 5,5cm、 最大幅 9 mm、 厚さ

は最大部で 6 mmを測る。重量は 4.8g。 先端が尖っており釘と考えられる。(6)は 、現存長 2.8

cm、 幅 9 mm、 厚さ6 mmを測る細片。重量は 3.6g。 用途は不明。

鉄滓の重量は(1)が 43.8g、 (2)力認5g、 (3)力増2.6gを それぞれ計る。
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4.銅 銭 〔第165図 。図版47〕

銅銭は計 6枚出土している。いずれも包合層より出土したものだが、至和元宝はS Ao2の杭

跡98の上面より出土したものである。ほかにも杭跡86、 杭肋37か らも銅銭が出土しているが、

小片で種類は不明である。なお、これらの銅銭は鋳なおしたいわゅるビタ銭であろう。

〇 ∞ 〇 鯵
３

翰 ∞ 鞠簿 0               5cm

第164図  銅銭拓影図

(7)可ヽ 結

第 5地区の調査成果を簡単にまとめておきたぃ。

古墳時代に属する遺構には竪穴住居 1棟、掘立柱建物 2棟、井戸 3基、柵列 1、 土墳多数な

どがある。これらの諸遺構はA地区中央部に竪穴住居、掘立柱建物 2棟、井戸 1基、土墳 2基
がまとまり、北方やや離れて井戸 2基と柵列がある、という配置になっている。不定形土羨は
A地区のゴヒ端から東側へぐるっとまわった半環状の分布を示す。これらの諸遺構は南から耳ヒヘ

細く長く伸びる微高地上に立地するが、微高地が幅約30mと かなり狭いため南北に長く配置さ

銅銭一覧表

挿図番号

図版番号
出土地区・層位 直径 (cm) 備 考

1

47(下)-8

C― Ⅱ35-b

灰褐色土
祥符元宝 (北宋、1008)

2

47(下 )-9

C― Ⅱ18-a

灰黄褐色粘質土
治平元宝 (北宋、1064～ 1067) 南北アゼ壁面精査中出土

3

47(下 )-10

C― Ⅱ45-a

灰黄褐色土 (loY R%)
天聖元宝 (北宋、lo23)

4

47(下 )-11

C― Ⅱ37

杭跡98
至和元宝 (北宋、1054)

5 C― Ⅱ16-a

杭跡36
天繭通宝 (北宋、1017～ 1021)
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れたかたちとなる。東側はなだらかに低くなってゆき微高地との比高は30～50cmに なるが、遺

構は皆無と言ってよい。西側も低くなっており、第 6地区の調査においても遺構はほとんど検

出されていない。

古墳時代の諸遺構はあまり遺物を出土しておらず、時期決定が困難なものも多い。 S B01は

下層からは土師器のみが出土しているが上層からは瓦器片とともに須恵器片を出土しており、

混入と考えられるが、時期幅を考慮しておく必要があるかもしれない。 S B02・ S B03は とも

に1間 ×1間の小規模な掘立柱建物で、柱穴も小さく時期決定の違物を得ていないが、ともに

同一場所で 1回の建替があり、一定期間存続したことがうかがえる。この場合、S B02の主軸

がS B01の それに極めて近いことは、これらがある時期には同時存在していたことを示唆して

いる。

一方、井戸、土残からは若子の遺物の出土をみている。 S E02か らは土師器甕・小型丸底重

・高杯ほか土師器片が出土しているが、須忘器はまったく含まれていない。隣接するS E01か

らは大型で広く平坦な天丼部をもつ須忘器杯蓋が出土しているが、上層からは時期の下る須恵

器高杯脚部の出土もあって、最終的に埋った時期を示しているものと考えられる。土羨内の土

器は土羨底にすわっているものがあり、S K10,S K29な どがその例である。S K10出上の土

師器甕やS K29出土の土師器壷は、全体のつくりや調整がS E02出土土師器と共通しており、

布留式でも新しい段階に位置づけることができる。またS E01出 土須忘器杯身もこれに近い時

期のものと考えてよかろう。

次に住居・建物と井戸・土装の関連についてみておこう。井戸は人間の生活にとって水を得

る手段として不可欠のものであり、住居・建物と井戸が無関係に存在したとはとうてい考えら

れない。S B01出 土土器は細片でかつ表面景」離著しいが、甕の口縁部は布留式の新しい段階土

のものと考えておきたい。とすれば、上述の諸遺構は若干の時期の前後はあるにせよ、須恵器

出現と相前後する時期から六世紀前半くらいまでの所産とみることができよう。これらの諸追

構の性格は、大きく言えば集落の範疇にはいろうが、住居と考えられるものが竪穴住居 S B01

の 1棟 しかなく、ほかにはみられないこと、掘立柱建物は小規模で倉庫とは考えられず、納屋

風の簡単なものと考えられること、など一単位の住居群とは若干趣を異にしていることが認め

られる。

次に奈良時代の遺構について述べる。奈良時代の遺構として確実なのは土渡 S K4と があげら

れる。 S K41は すり鉢形を呈する土壊であるが、前述 したように中央に柱状に粘質の強い部分

があり、その直下に土師器皿が置かれていて、柱穴の可能性をもつものである。これを柱穴と

理解するならば組み合うピットは古墳時代の不定形土竣の項で扱ったS K38。 S K39で あり、

一辺約 5mの掘立柱建物を復元できる。この場合、残る一つのピットは不定形土娠 S K37の 中
註 -1
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に位置することになる。主軸はN… 21°―Eで真南北よりはるかなりずれる。
註-2

柱をうける位置に土器類を置くのは類例がいくつか知られており、「地鎮祭」に関連するもの

と考えられている。

詰-1  本報告書で掘立柱建物として扱わなかった理由を述べておく。まず第一に、いかに奈良時代とはい
え、柱間寸法が5mと いうのは大きすぎるのではないかということである。平城宮跡の諸殿舎でも柱
間寸法が5mを越えるものは知られていないようである。管見のかぎりでは滋賀県美園遺跡でやはり

1間 Xl間の建物r5.Om× 4.Omの 規模のものが報告されている。第二に、建物の規模に比較して掘
方が不定形であり、柱穴も小さい。第二に、S K41に 置かれていた土師器皿が、割れてはいるものの

柱や上部構造の重みをうけていたとは考えにくい状態にあった。

※林 博通ほか『美園遺跡発掘調査報告』 (滋賀県文化財保護協会 1975)

註-2  ここで建物の主軸が真南北からかなりずれることを指摘したのは、本地域の歴史的環境による。本
遺跡は現在も堺と松原市の市界にまたがるが、この市界は古代においても河内国と摂津国の国境であ

り、それは難波宮の京中大道の延長線とも平行する。現時点では難波宮からまっすぐ南下する古道の

存否を考古学的に立証できていないが、かりにあったとすればそれはこの建物の付近を通ることにな

り、古道と道が、例えば方位などにおいて、なんらかの関連を有する可能性がある。
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結

(1)第 3・ 4・ 5地区及び第 5・ 6地区試掘調査のまとめ

立地・位置

丁度、4ヶ 所の発掘調査区域は、地質学的には洪積段丘中位と旧西除川の氾濫源の境界に立

地し、検出された各時代の遺構群とは相関関係に存在する。即ち、濤・掘立柱建物群は洪積段

丘中位上に、水田跡と考察される第4地区の不明土拡は,E濫源内において確認した事に注目し

たい。第 3・ 5地区は南北関係に、第4地区はその東に調査区域を設定した。

層 位

各地区の層位は、先に述べた旧地形と重大な関係にある。第 3地区と第 5地区の西半部は、

ほぼ同一質の水平層が3～ 4層 に大別出来るがそれらの層位の基盤としての地山に変化がある。

というのは、第 3地区と第 5地区の鞍部は明黄褐色粘質土で、第 5地区の微高部は、黄褐色砂

質上であった。低地の第4地区と第 5地区の東半分は、ベルト状に構成された 6層 が安定性を

示し不明土拡や条里制畦畔の保存に十分な役割を果し得た。大和川・今池追跡の場合、おしな

べて、黒褐色粘質土が帯状堆積として図化でき、かつ、その層に包蔵される遺物の多寡が下層

の生活遺構の有無に繋がると考えて過言ではない。ただ、本追跡の地山は、平均20～30cmの後

世の削平・耕作土化が顕著に知られる。

遺 構

溝 第 3地区SD-2は 、第 1地区検出のSD-1と 平行し、SD-2と 直交して接続して

いると復元できるもので一瞥して掘立柱建物群を囲続すると同時に、方画的に、計画的に設定

されたことが堆測される。第 3地区SD-1・ 3は、一直線で同地区SD-2に 直結する。こ

れらの検出された濤群は、一応に、西は依羅池又は、窪地へ、東は低地へとよどみ状態で流出

していたことが濤中の層位から考えられる。尚、第 5地区西半分の遺構群中に、濤の存在を知

り得ていないのは多分に東側に憐接する低地の影響が大であったのであろう。第3ト レンチの

北端検出の溝は、南から形成されてきた生活遺構群を画すると思われる位置に立地する。これ

らの数本の濤は、その使用年代幅を6世紀前半～中葉を中核として把握できる。

建物・井戸

2者の遺構は、濤とユニット関係に存在するもので立地においても微高地を必然的に選定し

ている。第 3地区の掘立柱建物は、妻通りより外に柱を有する、いわゆる棟持ち柱で 1間 × 1

間の小規模ながら正方形の平面形を呈する。第 5地区のSB-1・ 2の掘立柱建物は、共に 1

瓢
旧IV
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3 大和川今池選跡

4 北花田造跡

5 今池追跡

6 南花‖逸跡

7 河合西迫跡

8 河合避跡

9 栄光廃寺

10 新金岡遺跡
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12 瓜破遵跡

13 長原追跡
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18 瓜破 Jし遺跡
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21 友井束逸跡

22 瓜破廃寺

23 :(tttII

24 樋野ヶ池窯跡
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時期内での2回の建て替えが見られるが主軸・規模を継承していた倉庫である。これらの掘立

柱建物は、柱痕から10cm前後の柱で建て上げられ、その腐食期内を考慮すると10年単位が妥当

し思われる。

第 5地区のSB-04と 呼ばれる掘立柱建物は、梁間 2間 ×桁行 1間 (4.8m× 5。 lm)で住居

に相当する建物である。構成するpitは、SK-37・ 38・ 41と SK-38・ 39の中間にある東柱と

思わるpitさ らに、SK-38,41の 直線上に位置するpitである。東柱の 2ヶ所の柱穴は、四隅の

柱穴よりも小さく浅いが埋土は同一であった。 SK-38・ 39。 41は、長径70cm前後、短径50～

70cmと 不整ながら円形を保ち、柱痕底も深さ25cmと 一定であった。それらのpitは、全て、 2段底

で断面から考えても柱痕を示し、各々のpit内の埋土は、黒褐色粘質土を基本層位としていた。

主軸は、大きく西に振って、N44° Wである。そして、SK-41の柱穴底部から地鎮祭としての

性格が考えられる様な土師器・皿の出土状態を見い出した。その出土遺物から掘立柱建物の築

造時期を平城宮SK-219に 類似する時期に当て嵌められよう。

隅丸長方形の38.5ポ を計測した第 5地区SB― olの竪穴式住居跡は、N-45° 一 Eに主軸を持

った支柱を建てない垂本のみで住居空間を作り出している。

第 5地区SB-1、 2は、布留式土器、 2段階でSB-3は それらに相前後する時期が設定で

き、第3地区の掘立柱建物は6世糸己中葉と考えられる。この決定には、主軸とデポから躊躇な

しに行えた。

建物に憐接して検出された井戸は、径約 lm、 深さ1～ 1,4mと ほぼ同一規膜で底部の地山は

砂質土と変化していて湧水層の役目を果している。その他に、SK-10・ 29は前述の遺備より

も小規模ながら丼戸としての機能は十分効果を達していたと考えられる。

不明土拡 。条里制遺構・耕作用井戸

第4地区で検出した約 200ヶ所に及ぶ不明土拡をその検出条件からグルーピング、面積、平

面形、断面、埋土について分析 したが際立った相関関係にはほど遠い。ただし、その性格付け

第166図 松原市樋野ケ池須恵器窯出土遺物

―-235-―



には、立地条件、埋土分析から判断して微高地に生活した人々を経済的に支えた水田耕作地で

あることは、歴然とした。

第 5地区の中央部で消滅していた大畦は、B一 Ⅱ-79と C一 Ⅱ-69に復元されその他の10数

ヶ所の土層断面から幅 。上辺1.6m、 下辺2.3m、 高さ0.32mで ある事が良好な保存部分におい

て判明した。その畦畔位置から最近の畦畔直下に存在しこの周辺の条里制復元の危険性 を極め

て少くなくしている。形成時期は、ともかく遺存した畦畔を平安時代前後の遺構と思われる。

耕作用井戸の検出位置は、第 4・ 5地区については大畦に沿っており半折型又は、長地型の

田畑の 1枚につきlヶ 所は検出される。素掘り井戸が大半でいわゆる、桶側井戸は第 3・ 4地

区で各 lヶ 所のみである。第4地区検出の耕作用井戸は、全て約 5～ 6mに及んでいるに対し、

第 3地区の大部分は約 2～ 3mにすぎないのは旧河道上に立地し、湧水層を最浅部でとらえて

いる。尚、これらの井戸は、梓木を有する井戸で三国ヶ丘台地とその周辺地域に限定される。

遺 物

本遺跡の素地が出土石器 。土器から判断して南側に憐接 している北花田遺跡と何らかの関連

に導びかれるもので本遺跡での生活を復元出来る考古学的な事実はない。第 3・ 4・ 5地区を

含めて6世紀中葉の須恵器が出土土器の比率を大にしている。中でも、 5地区・SE-1出 土
の杯蓋は、船橋 O―Ⅱに酷似するが口径や口縁端部には相似するが布留式土器と共伴する事は

興味深い。又、蛤壷の検出は、第 1地区出土例と合せて河内湾への生活空間の広がりが知られ

る。以上の出土土器の内、須恵器については泉北古窯跡群から搬入にとどまらずに松原市上田

町所在の樋野ヶ池窯跡からの需要が考えられる。

青磁の雷文椀は、15～16世紀代に属し、龍泉窯系の青磁・皿 7)は 、12世紀中頃～13世糸己、(8

,11・ 12)の 自磁は、11世紀中頃～12世紀初に所在するもので全て優品といえる磁器群である。

これらの遺物は、瓦器・瓦類も含めて、小字各の「観音堂」「堂ノ西」「薬師堂」「堂ノ前」「堂ノ北」

を付加して中世寺院址に関係した付属建物に伴 うものと考えておきない。

須恵質の片口鉢・招鉢は、兵庫県神戸市の神手窯から供給された遺物で備前焼に代替される

雑器として最近注目されつつあるとともに交流経路に対しても注目しておきたい。

本遺跡内での生活形成・構造については、後述するとして、当遺跡が洪積段丘中位の窪地を

北流 した小河川に憐接 して古墳時代以降の生活構成を成し得た傾向にあることは、追跡分布

地図で明白に説得されるものである。これは、西側に設定された依網池がその代表例である。

今後の本遺跡、及び周辺遺跡での十分な発掘調査に期待して筆を置く事にする。(森村 )
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(2)大和川 。今池遺跡集落の立地条件 と消長

集落の立地条件

河内平野の西部に立地した大和川 。今池遺跡は、「泉北台地」から東除川とともに北流した西

除川の氾濫源と洪積段丘中位にまたがる大遺跡である。その氾濫平野は、「大和川低地」に総称

される部分で大和川に大きく影響されている。

南部の狭山池より端を発した西除川は、洪積段丘中位を北流 しながら谷底平野なるものを形

成し段丘西縁を快り今池遺跡の手前において川幅約40～ 50m、 自然提防幅約400～500mで、又、

北流しはじめる。従って、古墳時代の中・後期の生活空間は、氾濫を避けた微高地に選定されて

おり、O.P.9.80～ 10.00mに 立地していたことが復元される。弥生時代には、段丘中位縁辺に

A(1地区)

＼   B(6地区)

斡
遺構
蕗 < 畑囃時ω:こここむ雪竺.鞠売
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第168図 大和川。今池追跡遺構全体図(1980.3現在)

生活し得るほど本の管理が十分でなく本遺跡の南に位置する北花日遺跡のような中河川の氾濫

から安定した生活・耕地の確保、すなわち安定した経済性をのぞむ必要からより海抜高の高い

奥まった位置を揆択したのであろう。同条件で、同じ歴史的背景に成り立ちている遺跡に、近

くでは四ッ池追跡・瓜生堂遺跡 。若江遺跡・西岩田遺跡が類例として列挙出来る。

前述したよ―うに本遺跡の巨視的な立地と遺跡について触れてみたが遺跡内での詳細な旧地形

枡
Д
甘
―
―
―
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の復元を発掘資料や地籍図、航空写真から判断してみたい。一見、本遺跡は、後世の条里需1遺

構が整備されて以来、正に平坦地のごとく変容しているが古墳時代の旧地形は、極めて変化に

富み、その変化が生活空間の制限と重要な囚果関係にある。当遺跡は、 3ヶ所の微高地と低地

の lヶ 所から遺跡として構成しているといっても過言ではない。西側の第 167図のA・ B微高地

は、河道―Aに よって堆積された沖積地形でその堆積土、いわゆる6世糸己前・中期の生活面は

黄褐色砂質土を基盤としていてO,P,9,80～10.00mに形成されている。A微高地の北側は、や

や低地に向つているが多少 。耳ヒ側に舌状にして伸びていた可能性がある。ただし、レポート現

在においてはA微高地には、図示した斜線部分が 1つの集団ブロックを成していた。前者の東

側には、新旧西除川の付け替え付近より (天美南 6丁)西流し天美西 6丁 目、天美西小学校西

側、天美青少年運動広場を経て本遺跡内の河道―Aへ と繋がって北流し微高地として遺存して

いた。その河道幅は、約30～ 40mで深さ2.0～2.5mに達していた。上層は褐灰色砂質土 (10Y

R/)と 明褐灰色砂質土 (7.5Y R%)が 0.4m、 下層は橙色・灰褐色・明黄褐色・紫灰色砂質
土を基調として各層に2～ 5 cmの円礫を多数合有していたので生活面での排水能力には、遜色

ない。O.P,9.70～9.90mで帯状の限定された面積である。蛇足になるがAと E微高地間にはH

の鞍部が存在する。この部分は、発掘調査時でも雨天後の排水能力が悪いのは、低地と地山の

上質に要因している。

Fと 呼ばれる氾濫源内に立地し建物・濤等の生活遺構はなく、微高地に居住した人々を経済

的に支えた水田址が多数確認されたようにそれよりも0.5～0.8m程度の低地となっていた。

基盤も耕地に適して黄褐色粘質土で東側には河道―Bが水を供給していたのであろう。耕地

のO.P。 は、9,20～ 9.30mと ほぼフラットに地形を成す。河道一Bは、河道―Aの ルート上にも

立地した「角ノ池」の西方から北流する幅 5m前後の小河川でG地区の自然提防に沿って流れて

いて江戸時代中期に措写された「大和川開撃前地方図」(大依羅神社所蔵)に も表現される古墳

時代以降現在に至る長い使用例である。河川の流れにもさほど変化はない。G地区遺構群は、

旧西除川と河道―Bの 自然提防上に営まれたものでその比高は、O.P.10,oOmに 達し、西側とは

0.8m、 東では0。 3～0.5mの 比高差が知られる。この部分の発掘調査面積が希少であるが河道ル

ートから推沢1し てG地区は図示より南東に拡大する。G地区も前者の遺構と類似したストリップ

に構成されており、これまた、東側に耕地として最適な低地を控える。前述のように旧地形を子

細に検討すると各種遺構群と相関関係にあることが一瞥して記憶できる。この相関関係は、新大

和川開盤後、水田耕作地の水位の低下が狭山池分水貫行例とあぃまつてフォマンな供給を得る

ためはねつるべの構成による素掘り又は、桶側井戸を田畑 1枚に各 lヶ 所を原則的に掘削して

いる。しかし、表示のC地区 (第 3地区)に は、30ヶ所以上の耕作用井戸が密集していた。こ

の事例は、旧河道上に設定し、他の場所での4～ 6mに達する湧水層に対し2～ 3mで井戸と
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しての機能を十分果し得ていた。

古墳時代の 1地区と3地区 (A・ B地区)で検出された濤は、掘立柱建物群を方形区画的に

配置されているのは旧地形と生活面の黄掲色粘質土と基盤となる空間の広さが必要としたに違

いない。又、遺構群の中で掘立柱建物とユニットされている井戸又は、井戸状遺構は、0.3～2.0

mの砂質土又は、砂礫層に達する地質を考えて開盤している。このことは、E(5)地 区には、

該当しないのは幅狭い微高地と生活面の優秀な排水能力にあろう。

集落の消長

4ヶ 所の微高地と2本の河道と2ヶ 所の低地から構成された大和川 。今池追跡は、古墳時代

中期・後期にかけて築造された生活遺跡であることは発掘調査によって明白となりつつある。

ところで、それらが地形といかなる関係に存在するかは前述したので次は、地形の時期的な堆

移との関係に於いて有機的かを推してみた結果、説得力に豊んだ成果を得た。旧河道上 (D一

E地区)すなわち河道一Aと G(7-4)地 区の両者は、空間的には恵まれなかったものの微

高地の高さや生活面の排水能力、河道との関係から合み、この地域での最適地を選地している

のは 5世紀中葉～ 5世紀後半期にかけてである。極少の面積で 3～ 4の建物群で単位集団を組

第 5地区SB-04遺構図
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織 していたと見られる。これに次いで、やや排水能力の劣った A(1)・ B(3・ 6-2)地 区に生

活構成を営むことになる。この 2群はともに比較的広い面的空間を必要としたことが 5世紀代

の前者と比較され、その群成時期を 6世紀前半～後半期に向けられる。この時期的に面的な継

続・重復のない所にも問題点を残すものの特定継続時期の形成過程を明白に判断するには、有

力な資料である。

本調査で把握できる遺跡の範囲は、東西400m、 南西300mに 及ぶ中で 5世紀代の建物は 3棟

程度が共同所有の井戸と組み合わさって生活空間を繰 り広げていたにすぎないことが本遺跡内

の 5世紀中葉から後葉にのみ存続 した傾向がある。ところが、約半世紀の期内を置いて 5～ 6

棟 を単位 とした集団構成が営まれるに従って個有管理の井戸と単位集団の共有管理下での大型

井戸を掘削するに至る。数棟の円孤を描いた配列や共用所有の大型井戸は、集団内での「広場」

の必要性が経済的かつ単位集団構成上に起因してきたものでその意味で前代に比 してよリー層

の空間利用が必然となったのである。これらの事象は、構成員の単位集団内での自立性が目立

つと同時に組織長を中心とする集国内の団結力が必要となる政治的背景に注目してすくべきで

ある。

ところで、今池遺跡のような時期別による生活エリアの移動する現象は、堺市四 ッ池遺跡 !

八尾市八尾南遺跡 :′鳥取県青木遺跡にも酷似 している。立地も古墳時代の遺構は、石津川・三

光川の自然提防上を好地とし、 5世糸己代の生活空間は今池遺跡同様に狭少に対 し6世ネ己代には

遺物に対する個有エリアを占有してい るようである。大和川 。今池遺跡における各地区の遺構

存続時期は次の通りである。 1地区―陶邑Ⅱ型式第 2～第 4段階、 2地区―布留 2式 と陶邑Ⅲ

型式第 1・ 2段階、 3地区―陶邑、 8地区―陶邑 I型式第 4、 5段階。 Ⅱ型式第 3段階、第 5

地区―布留 2式 4平城宮Ⅶ、 6地区― 布留 2式、 7-4地 区―布留 2式

この事実は、必ず同一エリアにおいて%～%世紀 しか存続 して居住せずたとえ次期に居住 し

たとしてもその時間的空間は大きい。これは又、集落内の 5世紀代は 3つの単位集団によって

構成されていた組鱗 %ヾ世糸己の空白期の後、ただ 1つの集団組織に変遷 している。それは、お

そらく、立地条件内での面積比である。又、四ッ池遺跡の場合、今池遺跡と異なり井戸とのユ

ニット関係が知られないのは低地という条件と小河川の利用が物語っている。

とりわけ、種々の項目内での間題点の他に、前代の生活エリアに重復して集団生活を必要と

しない不可解な点は和泉市大園遺跡 。高石市水源池追跡・四ッ池遺跡にも見受けられる事象で

あり地鎮にからむ行為かもしれない。

上述した安定した生活 。構成・経済性 を基盤とした「組織力」は、安定的な余乗J生産物を確

保する手段として小河川の濯漑すなわち、管理体制が十分組織化されるに従って洪積段丘中位

―-241-―



を北流 した小河川の氾濫が減少する起囚となったことは周知の事実であり、段丘上のダム状 に

堰止められた溜池がその代表例 としたい。それが、洪積段丘縁辺後背地には、弥生時代に居 を

構えていた】ヒ花田遺跡から大和川 。今池遺跡への段丘縁辺に進出させた一要因であり、それに

付加要因として、竪穴式住居から高床の掘立柱建物という建築構造上の改革も上げられる。も

ちろん、掘立柱建物を基調として集落構成の追跡では生産基盤の移動すなわち肥沃度の低下に

脈絡される。

最後の問題点として、本追跡の古墳時代における動向にある。 5世紀前半から中葉 (後半)期

の布留式土器をかけて生活した集団が、 6世紀中葉 (前半)か ら6世紀木葉 (D地区南側に拡大

する)の次期との空白期が通観 して考えられる。空白期は、主として百舌′専古墳群の築造に直

接、間接をとわずに影響 していたと堆察されるのは、次に上げる遺跡の発生・消滅期が大和川

・今池遺跡の空白期に合致する。その追跡とは、百舌鳥・陵南北遺跡・陵南遺跡・土師遺跡・

堺環濠都市遺跡 (下層)、 とその洪積段丘中位西縁の大仙遺跡・一条通り遺跡である。

尚、大和川、今池遺跡の第 8地区は、百舌′ミ古墳群終末期にあたろう。

地鎮祭にかかる土器の出上例

いわゆる、建築物の築造に伴 う行為として有形・無形の供養が考えられる「地鎮祭」が考古

学的な事象に取 り上げられる発掘例を得た。

本追跡第 1地区、 SB-04の掘立柱遺物・柱束-3よ り検出された須恵器 。有蓋高杯蓋部で

柱痕に落ち込むような納入された出土状態で埋土は黒色土と地山の混入土であった。その出土

遺物は、陶邑―Ⅲ型式第 3～ 4段階に比定される。他の一例は、第 5地区 。SB-04の SK―

41と 呼ばれる掘立柱建物の柱友の最深部より検出されたもので位置から考え柱の直下に埋納し

た状態であった。口径10cm強 を計り得る土師器杯で平城宮Ⅶに属すると考えられる。類例 とし

註 -4
て、弥生時代 には、瓜生堂遺跡 ・ H地区、 高床倉庫の柱穴内から高杯、 若江北遺跡 も同建

註-5

築物で甕形土器 を検出 している。岸和田市土生遺跡の掘立柱建物の柱穴より正立の状態で上田

町 2式の土師器・重を見い出 している。今後、建造物の基盤又は、掘方、柱穴中での追物 出土

状況 に十分注意 し例証 されることを切望 したい。

註

註-1 四ッ池遺跡調査会『四ツ池遺跡』昭和51年 3月
註-2 『八尾南追跡発掘調査資料』1978 八尾市教育委員会・米田敏幸氏から御教示を得た。
註-3 船越元四郎他『青木遺跡発掘調査報告書』 I・ Ⅱ・Ⅲ、鳥取県教育委員会・清水真一氏から御教示を

得た。

註-4 大阪文化財センター・小野久隆氏から御教示を得た。
註-5 岸和国市教育委員会 。近藤
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(3)棟持柱をもつ掘立柱建物

筆
｀

伊勢神宮御稲御倉
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最近の数多くの発掘例によって各時代の掘立柱建物に関する研究が著顕に進展しつつある。

古代の神社建築の代表例、いわゆる「神明造り」と呼ばれる高床式建築物には、出雲大社・伊

勢ネ申宮・内宮に遺存している建築構造に梁間通りより外側で棟を支えた棟持柱が周知される。

考古学的に知られる広義の高床式建築を表出した例として伝香川県出土銅倅、唐古追跡出土大

型重形土器、茨城県出土・家型埴輪が線刻を中心に棟持柱を有する築造物を表現すると合せて

その性格は、高床式倉庫に考察されている。以上の様な弥生
。古墳時代での建築変遷を論述し

た「高床式建築考」が網干善教氏によって発表されている。ところで、本遺跡で検出された2

例の掘立柱建物について若干、紙面をさき古墳時代の棟持柱保有の古代建築物について触れて

みたい。

第 3地区 S B01、 南西端において検出された 1間 ×1間の棟持柱の掘立柱建物は、梁間通り

より外側へ1.27m前後のけばらの出がある。桁行間2.95m× 梁間間3.2mを計測し床面積は、

944∬ の掘立柱建物で柱穴掘方は、14cm～ 34cmと ばらつきが知られるが柱の大さは径10cm程度で

あった。第 6地区 S B03、 検出の掘立柱建物は、桁行・梁間は共に2間で3.36× 3.20mを計測

第170図  第 6地区掘立柱建物遺構図
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した。棟持柱痕は、各 2本づつ有し必ずしも

一直線上には並んでいないのは、おそらく、

柱の曲った素材を意味している。この柱、け

ばらの出は約 0.5mで両方とも合致している。

主軸は、棟本通りから判断してN-5°一Eで

あつた。柱穴内より検出された出土遺物から

堆測して前者を6世紀中頃、後者は、布留 2

式に比定される。そして、建築物の性格は、

共に倉庫と考えられるが 6地区のそれは井戸

の存在、床面積から住居かもしれない。尚、

第171図  伝香川県出土銅鐸

6地区の S B02も 同種類の掘立柱建物であるがグループとしては、第 2地区の 5世紀中葉の遺

構群に属する。

切妻造りの棟本を両端でかつ、通り外で支持 した棟持柱は、旧香川県出土の銅鐸、唐古遺跡

出土の第 4式の大型壼形土器片に写実的に表現された高床式建築は、弥生時代に起源を求める。

古墳時代に入って茨城県出土と伝える家型埴輪の追例と′鳥取県青木遺跡 C S B35の 2例が選

定されて後者は青木Ⅸ期一新に属する。その他には、古代神殿形式の 1つでもある神明造が伊

勢ネ申宮・仁科神明宮等として神社建築として遺存する。

この種の切妻造は、弥生時代のそれは倉庫としての性格から古墳時代には住居としての性格

を持つ建築物も現われる。青木遺肋の例などは床面積を31.5∬ に及ぶ住居としても大型化 して

いる。伊勢ネ申宮御稲御倉・外幣殿は地上より1,4m高 に床張 りした 2× 3間の倉庫としての性

格にもかかわらず両建物とも束柱は存在していない事から考古学的な調査に於いて判定される

建物の性格付けに検討を要する。

さらに、この棟持柱を必要とした建物は、他の同期の建物とは、大和川 。今池追跡の 2例、

青木遺跡に於いても性格の是非をとわず隔絶 した位置に存在する。これは、物と構成員が共に

単位集団内で特異な存在を意味 している。試行によっては、この類の建物には「広場」ともい

える空間が構成されていることに注目される事から構成員の共用使用建築物、たとえば、集会

所や共同作業農具倉庫と考えるのは憶測の域を出しないものの一考としておく。最後に、弥生

時代の高床式倉庫の性格からの変遷が見届けられ、今後の資料の増加に期待して筆をおく。

。網干善教「高床式建築考」近畿古文化論改 橿原考古学研究所 昭和38年 2月
・船越元四郎他「青木遺跡発掘調査報告書Ⅱ」C,D地区 青木追跡発掘調査団 1977.3
・伊藤延男「古建築のみかた」一かたちと魅カー 昭和42年二月
・大阪文化財センター「瓜生堂」近畿自動車道天理～吹田線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概要報告書 1980.3

「A地区、第1・ 2号方形周溝の最上層の青灰色砂層より棟持柱と思われる線刻された弥生時代中期の壺の小

片で1間 ×1間の高床式倉庫と考えられる」
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(4)竪穴式住居の復元

本遺跡の第5地区で検出されたS B01竪 穴式住居に居住した生活環境について古代のイマジ

ネーションをふくらますと同時に組立方法や居住性について復元した。

復元場所のスペースや諸条件から円形竪穴式住居のオーソドックスな型式を復元したので本
註-1

遺跡内検出の住居を復元したものではないことは了解ねがいたい。尚、全国の復元例は、159棟

に達 している。

復元場所  大阪府松原市天美西 7丁 目263-1

大和川 。今池遺跡調査会現場事務所前

復元期間  昭和54年 8月 15日 ～昭和55年 8月 30日

第172図  復元住居図
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組立方法

① 建てる場所の草刈、径2.8m、 深さ0.5mについてスコップとバチで掘削開始、掘削され
た排土で周堤を築く。その際、掛矢でたたきしめる。場合によっては多少、水を含ませ、

藁を入れる箇所もある。

② 人夫さん4人で1日 がかりで掘削後、周堤の仕上げ。サヌカイト製石斧と木把で50× 50
×10cmの 掘削を行った結果、約25分必要 とする。両者の重量は、6509で固定には生蔓ゃ

縄でも十分使用出来た。

③ 周壁面に羽目板を深さ10cm、 幅15cmの濤を掘って立て防水、虫を兼ねて焼板とした。藁 2
束 焼成した。 ただし、羽目板を前傾させないためにも周堤付近で垂木、又は、周堤に
打ち込んだ杭に結ぶ方法も行った。ちなみに、サヌカイト製不定形刃器で藁一把、厚さ

l cm未満の板材は約 2～ 3分で切断可能。

④ 支柱・垂木・又首を湯に通した蔓でしばる。茅は小口をたたき調整し30～40cm間隔で内
側の垂木と結ぶ。最後に同濤をめぐらしあくまで屋根の分のみ排水するようにする。

必要日数 13日  必要人数 52人 作業時間 9時より17時  (2時間休憩)

1//

第173回 復元住居外気温表
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測定時間

×→12時

○→17時

0

第174図  復元住居内部上層気温及び湿度表
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材料

茅-115束  九太φ15cm h=2m 8本

クヌギ又はナラ原木φ6～ 7 cm h=2m

杉皮 0.4× 1.8m 5枚 藁 200× 2巻

金折 50個 蔓 400m

丸太φ4～ 8 cm h-3m 樹皮付き55本

15本 竹φ2～ 5 cm h-3m 60本

カスガイ 3寸 100本 平横隅金 100個

居住性からみて

今、我々が感受している居住性から復元する事は避けねばならない。気温及び湿度計を支柱

に下部 (床面より30cm上 )・ 上部 (床面よりlm上)に とりつけて毎日測定した。表にした期間

は 7・ 8月 である。但し炉に火を入れての測定ではない。住居内下部の気温・湿度表から判断

して気温には、10度強の差が生じていると同時に湿度から3つ にグルーピングされる。その大

半は80～90%の湿度がみられグループからはずれたロットは、雨天、乾燥期が如実に現わされ

る。上部も同じく大別して3グループすなわち70・ 80・ 90%前後の湿度・気温は下部の温度差

より多少大きい。さらに、12時と17時での気温・湿度条件にはさきほど差はない。これは、茅
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第175図 復元住居内部下層気温及び湿度表

葺き屋根が一定室温を保持 していることをうかがえる。これは、後世の藁葺屋根へと発展 して

いく起因にもなろう。多湿さは、復元住居の掘 り下げの深さに影響 しているし、床面での防湿

施設を考える必要がある。 2日 間について炉を入れ火を断やさずに実験 した結果、上 。下部の

関係なしに、18度、65～70%と 居住性に富んでおり、薄暗いものの炉は夜の照明にもなってい
註-2

る。人を断やさないかぎり安眠は出来る。又、 3日 間の集中豪雨にもかかわらず現場事務所で

の雨もりはあったが復元住居では見受けられない。

生活空間として、周壁や垂直柱の条件では 160 cmの 身長の人間なら4人は十分生活し得る空

間である。安眠と雨よけと考えれば以外と居住性に富み、昼は室外で生活すれば家に対する存

在感する存在感は推し量る。

復元住居の維持で最大の難点は、防虫作業である事は各施設 (博物館等)での心痛であるが炉

を入れ煙りを茅葺きに送り込めば屋根の維持は半世紀間は十分である。

より多く復元された住居が形態の復元にとどまらず当時の人々の居住性から発展して家の存

在感を復元住居を通じて歴史やイマジネーションの端にしたいものです。
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註-1 「古代家屋復元実態調査」『埋蔵文化財ニュース』13 奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センター
1978.3.20

註-2 実験には、大阪文化財センター 技師 小野久隆氏 調査員 古園哲朗氏の協力を得た。
註-3 枚方市文化財研究調査会 技師・宇治田和生氏の御教示によると「昭和55年 12月 21日 、炉心から2.5m
離れたところに床面より1.2m高に温湿計をセットして観察した結果、焚火をすると室外が10度以下
でも室内は常時20度前後に保たれ湿度は40%位い。一酸化炭素濃度10ppm以下で7～ 8人程度はまず

まず際道に暮せる」との事である。

追記

(3)棟持柱をもつ掘立柱建物

・ 脱稿後、堺市教育委員会の発掘調査による「陵南遺跡」1980に於いて 2間 ×3間の同種

に類似する建物 1棟 を検出した。柱穴の内、根石をからませたこの建物は、陶邑 I型式

4～ 5段階に属し、同期の掘立柱建物とは隔離されていた。

この項目について、樋口吉文氏より御教示を得た。

・ 鳥越憲三郎氏の報告によるとタイ西北部のアカ族の「高床式穀倉」が酉告似している。し

かも、約4.5mの この棟持柱建物は、梁間通りから1.5m外 に出す。「高床式家屋」と一対

をなして隣接しており、その建築尺度が「肘尺」の使用であることも合せレポー トして

いる。(朝 日新聞「文化」1981.3.11)
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大豆塚

V.研 究 編

1.大和川 。今池追跡付近の地理的環境

日 下 雅 義

狭山池から流下した西除川が、大和川と合流する地点に近い今池遺跡周辺には、歴史時代に

おける地形環境と人間史との関係を知るうえで、きわめて典味ぶかい問題が数多く存在する。

その一つは、「依網池」んヾこのあたりに築造されたと考えられること、つぎは段丘面の開発に

重要な役割を果し、また西方の「住吉大社」に至る水路の一部が、この付近を通過していたら

しいこと、そして最後は、大和川のつけ替えにともなう諸問題である。衆知のとおり、古市大
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第 176図  地域の概念図
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濤の開さくや狭山池の築造については、

従来、さまざまな分野から研究がなされ

てきたが、当地域におけるこれらの問題

については、これまでのところ、あまり

石汗究 されていない。ここでは、はじめに

地域の微地形と表層地質について、若千

の考察を行なったのち、以上の 3点につ

いて検討を加えつつ、今池遺跡付近の地

形環境 を描出してみたい。

調査にあたっては、空中写真の判読、

大縮尺の地形図に対する読図、地質資料

の蒐集と検討のほか、野外では工事現場、

発掘現場において露頭を観察するととも

に、150cmの 検土杖を用いて新 しく調査を

第178図  等高線図        行なった。また『古事記』『日本書紀』『住

吉大社神代記』 をはじめとする古記録、古地図などを利用するとともに、 1万分の 1空中写真

から条里型土地割を検出した。

1.地域の地理的性格

1〕  地形の特色

地域の南東には、標高150m前後を示す羽曳野丘陵が、南耳ヒ方向に走っており、それを刻んで

東除川が北流する。それに対し、地域のほぼ中央部を北流するのは西除川であり、狭山池より

上流部は、天野川と呼ばれている。

かつて、この地域一帯は、規模の大きい扇状地をなしていたが、その後における地殻構造逗

動と河川の侵食作用とによって、いくつかの面に分離され、現在みられるような複雑な地形を

示すに至った。東除川は、流域全体を通じて下方侵食が著しいが、西除川のばあい、それが害‖

合少なく、標高17～ 18mを境にして、下流部は天丼川を形成している。

TA    ●・I…

第179図  東西地形断面図 (巨―E′ ) 地点は第212図参照
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(1)中位段丘  この地形面は、西除川の左右両岸に、広域にわたって分布する。まず西除川

右岸についてみると、上流部の多治井付近で面の標高は45～ 46m、 下流部の大和川左岸堤付近

で15～16mと なっている。平均傾斜は1000分 の 6前後であり、河床傾斜約1000分 の 4を示す東

除川ぞいには、上流部に高いガケがみられる。たとえば、多治井付近では、谷底平野の標高が

38mを 示すため、ガケの高さは約 8mと なっている (第214図参照)。 そして若千北よりの向野

付近でも、谷底平野のレベルが25m、 左岸の段丘面が32mと ほぼ同 じ傾向を示す。

以上に対し、下流部の西川付近では、中位段丘面のレベルが22～25m、 谷底平野面が19m前

後となっている。ここでは近鉄南大阪線付近を境にして、中位段丘面が北に向かって 3mあ ま

り急に低下するため、ガケの高さは南部で 5m、 北よりの部分では3m足 らずを示す。そして、
一津屋以比では、東除川を境にして西側が中位段丘、東は氾濫原となっている。

第180図  東西地形断面図(A― A′ )

この段丘面の両端は、帯状 をなして南耳ヒにのびる沖積段丘 を隔てて、西除川に移行する。太

井付近の東西地形断面は図 215に 示 したとうりである。すなわち、西除川にそう谷底平野のレ

ベルは約40mであり、右岸の沖積段丘面との比高が lm、 そして沖積段丘と中位段丘とのそれ

は、約 3mと なっている。花田池は、中位段丘と沖積段丘が接するところにつくられたもので

ある。北部の岡付近では、中位段丘と沖積段丘との比高が約 5mであり、大海池西方でもほぼ

同じ値を示 している。このようにして、西除川右岸において中位段丘の西を限るガケの高さは

上流部・下流部ともほぼ等 しいのである。この点が東除川左岸のばあいと異なる。

つぎに、西除川左岸に展開する中位段丘につい述べてみたい。共通 していえる点は、河川ぞ

いの低地すなわち谷底平野と中位段丘面との比高が、きわめて小 さいことである。すなわち、

上流部の太井付近においても、左岸のガケの高さは 2m足 らずであり、現河床との比高の点の

みからみると、中位段丘と呼ぶのは、あまり適切ではない。 しかしながら、この面が地域南部

の高松、中茶屋、土師、そして大和川以北の我孫子、長居などの集落をのせる面と、スムーズ

に連続すること、それから後述する表層地質の性格から、これを中位面と解することにした。

第181図  東西地形断面図(B― B′ )
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このようにして、西除川左岸のガケが小 さかったため、古くから西方の水田への潅漑は比較

的容易であったのである。たとえば、野遠付近では、左岸に lm余のガケはもつものの、400m

ばかり西方では、中位段丘のレベルの方が谷底平野面より若千低 くなっている (第 216図参照)。

そして高本、我堂付近では、中位段丘面を限るガケは存在せず、西除川にそう氾濫原のほうが、

中位面より若干高くなっているのである。西除川右岸においては、この面はほぼ北に向かって

傾斜 しているが、左岸では北北西方向をとっており、大泉池、今池付近を中心に、中央部がた

わみ込む傾向を示している。

(2)低位段丘  低位段丘は、東除川左岸の郡戸付近から向野にかけて、わずかに存在するに

すぎない。この地区において、中位段丘面と低位段丘との比高は 5～ 6m、 谷底平野面との比

高は 3～ 4mと なっている。この面には樫山の集落が立地 しており、中位段丘面と接するとこ

ろに樫山池、新池などが築造されている。

(3)沖積段丘  まず東除川左岸のばあい、郡戸の東において、前述の低位段丘に付着 して、

また下流部では向野の北部、一津屋付近にこの面が点在する。郡戸の東のものは、標高が31.5

～32mで、谷底平野面との比高はほとんどなく、中位段丘面とのそれは 2～ 3mを示す。向野

北部のものは、東除川のつくるかつてのメアンダーの腕曲部に、とり残 されたようなかたちで

存在する。

一津屋の南、近鉄南大阪線との間に位置するこの面は、標高が上流側で21.8m、 下流側で19

.2mと なっている。そして谷底平野との比高は 1～ 2m、 中位段丘面とのそれは 2m足 らずで

ある。

以上に対し、西除川右岸には、この地形面が広域に展開する。花田池以南において、それの

幅は100m前後であるが、高兄の東では700mあ まりに達する。面の標高は花田池付近で約40m、

三宅の西方で約10mと なっている。面の傾斜は、中位段丘面にほぼ等 しく、起伏はほとんど存

在しない。また西の谷底平野との間に一定の比高をもつため、洪水に対して安全であり、古く

から最良の生産地域をなしてきた。花田池付近において、比高は約 lm、 今井付近で 1.5～ 2

mと なっているが、高見以北では、亨巳濫原を限るガケがあまり明瞭ではない。

(4)開析谷と旧河道  この地域には、段丘面や氾濫原をわずかに切 り込む凹逸が、数多く存

在する。これらのなかには、2000年以上にわたる永い歴史をもつものと、比較的新 しい時代に

河川の氾濫や溜池の決1貴によって形成されたものとがある。ここでは段丘面を刻むものを開析

谷、氾濫原に存在する河跡 を旧河道 として、異なった表示を行なった。

まず、西除川右岸の中位段丘面に存在する開析谷について述べてみたい。ここの開析谷は段

丘面の傾斜にほぼ平行して走っており、それのほとんどが今なお最底部に細流 をとどめている。

そして、これらの細流はいくつかの溜池を連 らねているが、その源は狭山池にあり、ここで一

―-254-―



坦貯えられた水が、大鳥池や大満池を経て段丘面上に導かれたものである。たとえば、花田池

の東には「黒姫山古墳」を換んで、 2本の開析谷が平行して】とに向かっている。西方のものは

小規模であるが、東の開析谷は舟渡池からずっと連なるものであり、深さは最大 3.5m以 上に

達する(第215図 参照)。 いずれにも中位段丘から沖積段丘に下りるところに溜池が築造されてい

る。

東方の大座間池から「大塚陵墓参考地」の西を通って、阿保付近に至る開析谷は、西除川右

岸の中位段丘面上最大のものである。このラインには阿湯戸池、上ノ池、今池、鶴見ヶ池、海

泉池などが存在する。幅はもっとも広いところで100m余 に達 し、深さも阿湯戸池の下流では 2

m以上となっている。この谷は古墳時代以前から存在しており、古代においてかなり改変され

たものと考えられる。

さらに、下流部の大海池や中ノ池北方にも、開析谷が存在する。とくに中ノ池北部のものは、

深さが2.5～ 3mに達するため、等高線にもそれが明瞭にあらわれている。そして両者とも大和

1 中位段丘
2.低位段丘

3 沖積段丘

4.旧 河 道

5 谷底平野
6.自然堤防

7氾 濫 原
8天 丼 川

9.溜  池
10 人工水路

■.墳  丘

第181図  地形分類図
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川のつけ替え以前においては、大和川以北にみられる開析谷と連続 していたことが知られる。

西除川左岸のばあいは、最大傾斜線にほぼしたがって、北地西方向をとるものが多い。もっ

とも西方において、下沢池、今池などを連ねるものは、幅がもっとも広く、西除川にそう谷底

平野の幅に近い。つぎに、大池、大泉池、守屋池などを立地させる開析谷は、連続性がもっと

も大きい。これは17世紀の中葉に描かれたと考えられる絵図 (狭山池流域図)の (Blルートにあ

たると考えてよい。大和川の改修以前には、この谷が「依網池」に流入していたのである。さ

らにその東にも、池を連ねる開析谷が断片的に存在する。なお、西除川の現流路付近において、

中位段丘と沖積段丘が接する地点、および沖積段丘面に存在する開析谷は、比較的新しい時代

に発生した洪水によって、一瞬の間に形成された可能性がつよい。

更池から高木をへて我堂の東に至る間にも、河跡が認められる。これは氾濫原面に刻 E「 され

た、歴史の新しいものである。氾濫原面を下刻 している様子は第218図 (断面 C)に 明瞭にあら

われている。

17 14-――――FP―――一―――

16
15

14
13
12

1lmn

第182図  東西地形断面図 (C― C′ )

(5)谷底平野  ここには、東西両除川にそって、幅のせまい谷底平野が発達している。東除

川ぞいのばあい、大和川左岸堤に近い大堀付近にまで、この地形が認められるが、西除川ぞい

では、河合付近でそれが終つている。いずれも洪水時には、下方および側方への侵食が激しか

ったらしく、河跡の集合 した地形面をなしている。

このような激 しい洪水を発生させた原因としては、気象条件のほかに、西除川のばあいは陶

器山丘陵における古代の須恵器生産、中位段丘面における大規模な開田、狭山池の築造とたび

重なる破堤などがあげられる。これに対し、東除川のばあいは、主として羽曳野丘陵の開発と

｀
東除げ から送り込まれた狭山池の除水に関係する面が多い。いずれにせよ、ここは歴史時

代を通してもっとも不安定な地形面をな していたのである。

(6)自 然堤防  これは、かつての東西両除川の流路を中心に形成されたものであり、連続性

のより大きいものと、西除川下流部の氾濫原に独立して点在するタイプとに分けられる。前者

のばあい、大和川以北において、旧東除川が形成 したものがあげられる。これは低位段丘の東

に接 しており、ここに川辺、長原などの集落が立地する。

これに対 し、旧西除川ぞいのものは、東代付近から堀、城蓮寺の西を通って、大和川以北に

至っている。その範囲は、西除川が東西にせまる段丘崖から開放されて、氾濫原を形成する部

分にほぼ一致する。段丘面、沖積平野ともに、20mの等高線あたりを境にして、北部では傾斜
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が緩 くなっている。これは構造運動によるところが大きく、そのことが西除川左岸に段丘崖 を

形成させず、またこの地点から下流部に自然堤防を発達させた主要因をなすと考えられる。

自然堤防の幅は300～400mであり、ほぼ中央部にかつての流路の跡が残 されている。堀付近

において、自然堤防の長軸に直交して切った断面は図219に 示 したとうりである。このあたり

では、西除川の河床は周辺の低地より約250cm高 くなった天丼川をなし、左右両岸に自然堤防を

付着させてぃる。自然堤防の堆積量は、左岸が多く、者干はなれたところに河跡が存在する。

やや下流部の油上付近にVD・いて、自然堤防を東西に切る断面は図218に示 したとうりである。

ここでも旧西除川の流路付近がもっとも高く、比高は200～250cmを 示 している。

―

FP 
旧     ~卜

NL引 ← ― ― ‐ 1-NL― |◆ u‐ トト ー NL一 I+― ― ― 一 ― ― FP― 一 一 ― ― ― ― ‐

河
道

0               30om

第183図 東西地形断面図(D― D′ )
ところで、この地域において、自然堤防を形成した時期としては、陶器山丘陵を中心に須恵

器生産が行なわれ、また狭山池の築造によ って段丘面の開田が進行した6世糸己後半から7世糸己

末ころにかけて、おょび近世が考えられる。洪水に関する古い記録は少ないが、たとえば、

「元和六申年、狭山池西除川切込、砂入二て、古来之地所ヨリ五六尺置砂二て、秋雨之時

分ハかわき不申、夏中相成候ヘハ、地床まてかわき、例年満作二取入候年稀御座候」

(明和 8年 城蓮寺村明細帳)
この文書は、17世紀前半のころ、西除川が右に切れ、洪水堆積物が一瞬にして150～200cmも

堆積したこと、そして付近の耕地の条件を悪化させた事実をよく示している。すなわち、従来

の水田のなかに、洪水堆積物によって新しく生まれた畑地では、排水不良・乾燥というきびし

い現象が頻繁にあらわれるようになり、収穫高が著しく減少したのである。

このようにして、洪水はしばしば旧西除川の左右両岸を襲い、多量の堆積物を周辺部にもた

らしたが、農民はその都度農耕に適するように、土地改変を行なったものと思われる。すでに

述べたように、現在、自然堤防の部分は、まわりの氾濫原より200cmあ まり高く、河川敷はさら

に40～ 50cm高 くなっているが、これも自然のままを示すものではない。そのことの一面は、つ

ぎの文書からも知ることができる。

「此場所宝永二酉年大縄二て御渡被遊、成亥両年引ならし開発仕候、惣普請人足六千余相

を卜り荒開仕、百姓小前へ割付候処、『銘々ならし』壱反歩二付三四拾人も相掛申候、」

(寛保 3年 城蓮寺村 村方盛衰帳)
後述するように、宝永元年 (1704)に行なわれた大和川のつけ替えによって、城蓮寺村の農地

が消減した結果、それの代替地として、旧西除川の河川敷が与えられたが、ここは地味が塔せ

惚
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ており、しかも起伏が大きかつたため、開発、整地に多大の労力を要 したのである。自然堤防

に限らず、現景観として認められる平野の微地形には、人為的に改変された部分が多い。

(7)氾濫原  氾濫原は、西除川右岸の高見付近を頂点として、北方にラッパ状に展開してい

る。これは旧西除川が形成 したものであるが、河川の規模が小さいため、流路ぞいをのぞくと、

歴史時代を通じて割合平穏な環境におかれていた。この地形面の東縁は、上流部にお
いて沖積

段丘に接 し、下流部は 5mあ まりのガケをもって中位段丘に移行する。

これに対し、西方は地形的特性を全く示さないで、段丘中位面に漸次 うつつているのである。

そしてその間に旧西除川ぞいの自然堤防のほか、かつての河間州が成長 したと解される微高地、

および河跡が存在する。

(8)人工流路  河川の侵食作用によって形成された開析谷は、いずれも最大傾斜線にほぼ平

行して走っている。これに対し、人工流路と考えられるものは、傾斜に斜交もしくは直交して

いるのである。いずれも西除川右岸にみられるが、その一つは、大座間池の北にある新池から

北西に向かうものである。これは標高37mの ところから32mに至り、ここで南北方向をとる自

然の開所谷と合 して一坦消滅する。平均幅20m前後であり、深さは開析谷よりかなり小さい。

なおここには、今なお細流がみられる。

このラインについては、古道と水路の二通 りの解釈がなされている。ここでは微地形の性格

から水路と解するが、水路に平行して道路が走っていた可能性も考えられる。

つぎに、新堂の西において、沖積段丘面を西ないし西耳ヒ西に向かい、新見付近に至るものが

ある。このばあいは、南イ貝1に道路が走っており、水路は断続的となっている。

最後は、一津屋の若干南において、東除川の左岸から中位段丘面を横切って西に向かうも
の

である。これの平均幅は15～20mで あり、三角池、西池、弧池、鶴見ヶ池などを結んでいる。

この人工水路については、後で詳しく論じたい。

2〕  表層地質の地域性
(1)中位段丘  段丘面の起伏は、開析谷の部分をのぞくと比較的単調であるが、それを構成

する表層物質は、きわめて多様性に富む。これは槙尾川右岸の段丘化 した扇状地面のばあ
いに

類似する。すなわち、ここにおいても自然の営力、また人間の働 きによって、かなり
の数にの

ぼるかつての開析谷が消滅したといえるのである。このようにして、起伏が減少する一方にお

いて、この地域に慢性的に働いている構造運動や、河川の下方侵刻によって、段丘崖
の高さが

増大し、あるいはガケの後退が生じた。つぎに、若千の地域をとりあげ、表層地質
の性格につ

いて、簡単な考察を行なってみたい。

① (第 220図参照)は 浅い開析谷を塞き止めてつくった松室池に当る。ここでは厚さ290cm
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1～ 7 中位段丘  8～ 10 沖積段丘  H～ 15 1巳濫原

の盛上の下に、約270cmの 青緑灰色をした砂質粘土が堆積する。これの上層部約80cmは 、池床を

埋積したものと考えられる。そしてその下部を占める砂質粘土唇は、池築造以前に開析谷を埋

めた二次堆積物であろう。なお-270～ -400cmの ところに堆積する暗青灰色をしたシルト混り

砂層およびH音青灰色をしたシルト混り砂レキ層は、堆積年代のより古い段丘構成層と考えられ

る。②は、かなり深い開析谷を塞き止めてつくった下ノ池にあたる。この地点では、暗灰色を

したシルト層が約50cm、 そしてその下方は45cmの淡灰色の中砂層となっているが、ここは段丘

崖に近いため、二次堆積物と池床堆積物を合わせても、厚さ100cmに 満たない。な ID・ -100 cm以

深の砂質粘土層はよくしまっており、段丘層と解される。

③も①、②と同様池敷 (西池)に あたる。しかしながら、この池は地表景観として検出しう

る開析谷とは連続していない。ここでは150cmの盛土の下に、厚さ200cmの 砂混り粘土層が堆積

するが、これは暗青茶ないし暗青灰色をなし、きわめて軟弱である。その下は厚さ185 cmの 均

質でよくしまった粘土層である。ここでは二次堆積物の厚さは、約 200 cmで あり、南北方向を

とる埋積谷の存在が考えられる。④は、大海池の東方に位置する。ここのばあいも、地表景税

からは全く検出しえないが、埋没谷の存在が考えられる。すなわち、深さ約 6mま では淡黄灰

ないし暗青灰色をした砂混り粘土層をなすが、N値は10以下であり、二次堆積物と解される。

したがって、西池付近からこの地点に至る谷が埋没 している可能性が大きい。いずれにせよ、
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大井川扇状地の例など考えると、現景観として検出しうる開析谷の数は、ウルム氷期に形成さ

れたものよりはるかに少なく、また断片的すぎるのである。

③は、中位段丘西端のガケに近いところに位置する。ここでは厚さ70cmの 表土のすぐ下に黄

掲色をしたシルト混り砂レキ層が堆積している。これは中位の固さを示すが、段丘層が二次堆

積物かは不明である。以上に対 し、西除川左岸のばあいは、 2例にすぎないため、全般的な傾

向は把握しにくいが、たとえば⑥では地下60～70cmの ところからN値40前後を示す密度の大き

い砂レキ層が存在する。また⑦においても、約40cmの表土の下は密な砂レキ層となっている。

(2)沖積段丘  沖積段丘面の地質資料は、4地点ある。西除川右岸の谷底平野に接する①で
は、深さ85cmま でが砂混 リシル ト、その下に暗黄灰ないし黄灰色のレキ混 り粗砂層が、 3mあ

まりにわたって堆積ずる。これらは、完新世において旧天野川が堆積した物質と解される。⑩

の地点では、約80cmの盛土の下に、厚さ130 cmの暗灰色のシルト層が堆積する。これは腐植物

を混入しており、きわめて軟弱である。そしてその下部は暗青灰の粘土混り粗砂、砂レキなど

が深さ7.7mま でつづいている。これらはN値30以下であり、沖積層と考えられる。それ以深

第185図  今池付近の等高線図
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は粗砂層であるが、 N値は50を こえている。

⑩の地点においても、地表下 180 cmま では軟弱な砂質粘土ないしシルト混り砂となっている。

そしてその下に砂ないしレキ混り砂が深さ5.8mま でつづく。これは黄灰ないし淡青灰色を呈

しており、N値は30以下である。ここでは沖積層の厚さが 5。 8mと 考えられるが、これによっ

て、中位段丘西方のガケ下に、かなり深い谷が存在することが推定されるのである。

(3)氾濫原  田井城の少し南に位置する①地点では、90cmの盛土の下に、厚さ70cmの暗黄灰

の砂混リシルト、 220 cmの淡黄灰色の粗砂が堆積する。そしてその下は暗青灰色のきわめて硬

い砂レキ層となっている。これからもわかるように、この地点における沖積層の厚さは約 3m

である。なる、この地点の東約 300mの ところに位置する中央小学校では、沖積層の厚さが 4.8

mと なっている。

⑫の地点では、約50cmの盛土の下に砂を交えた粘土が厚さ260 cm堆積する。そしてその下に

約 200 cmに わたって砂、レキ混り砂が堆積し、密な砂レキ層に移行している。ここでは新しい

時代の堆積物の厚さは約 4.5mと 考えられる。標高が10mあ まりで、氾濫原のほば中央部に位

置する④では耕土、床土が20cm、 その下は厚さ50cmの灰褐色をした砂混り粘土、70cmの粘土、

130 cmの暗青灰色の砂混り粘土と続いている。これらは沖積層であり、より古い地層は深さ3.

8m以深にみられる。

最後に、西除川に近い⑭では、堆積物は全般的に細かく、そして深さ205～310cmの ところに

未分解の有機物が堆積するが、今のところこれの堆積年代は不明である。

第186図  南北地形断面図

(大阪府南部流域下水道事務所資料より)

(4)西除川左岸の南北断面について  ここでは、我堂の東方において、南北約 1.100mに わ

たってのびる地層断面について若千の検討を行ない、中位段丘と氾濫原との境界線を決定した

いと思う。すでに述べたように、この地区では、地表の形態から中位段丘と沖積低地とを区別

することは不可能である。したがって、これまでの研究では西除川のコース付近が、両者の境

界とされてきた。

本研究においては、更池から今池をへて庭井に至る間の境界決定が、一つの大きい課題とな

った。何故ならば、ここに今池遺T亦が存在し、またその付近に「依網池」が位置 していたと考
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えられるからである。幸い、④から○に至る間に合わせて10地点のボーリングがなされており、

それらから柱状断面を作成することが可能であった。まず④～○間についてみると、ここでは

粘土・砂レキ、砂が複雑な互層をなしており、一定の傾向は認められない。ところが、〇～○・

間では地層の堆積状態がかなり単調となる(④、○地点省略)。 ま引Oの地点は標高が12.47mで、

深さ6.5mま では粘土層が厚く堆積し、そのなかに砂レキのレンズを2枚換んでいる。この粘

土層はよくしまっており、より古い時代の堆積物と考えられる。

つぎに、②の地点では粘土層の厚さは7.2mと なり、表層に厚さ約50cmの砂レキをのせ、そ

の下にシルト混り砂、レキ混り砂などを換んでいる。以上に対し、①の地点では粘土層の厚さ

が12.3mに達する。もっとも、この粘土層は上部と下部において、全く均質なものではない。

すなわち、深さ1～ 5mま ではシルト混 り粘土が主体をなすが、N値はすべて10以下で、きわ

めて軟弱である。これに対し、 5m以深では粘土が主体となり、一部にシルトを含む程度であ

るが、N値は10以上を示し、かなり硬い。同様にして、④においても軟弱な粘土層が5～5.5m

の深さまでつづいてぃるのである。そこで、ここではN値の小さい軟弱粘土層の厚さに基づい

て、段丘と沖積地を区分することにした。

なお、地表近くに厚さlm前後にわたって推堆する砂レキないしレキ混り砂層は、新しい時

代に発生した洪水による堆積物と考えられる。第217図をみると明らかなように、ここは旧河道

の部分にあたるのである。

第187図  旧河道の地籍図

一 富田新田付近―

(5)旧西除川の河床堆積物  すでにふ

れたように、かつての西除川は我堂の東

から油上の東を通って、ほばまっすぐ北

に向かって流れていた。旧流路にそう自

然堤防および天丼川の部分は、周辺の氾

濫原のレベルより200～ 250cm高 くなって

いるため、土地はよく乾燥 している。地

元の古老の話しによると、地下水位は深

さ3～ 4mの ところにあるらしく、文田地

のなかに点々とみられる
ミはねつるべヾ

の残骸が、かつての面影をよく物語る。西除川つけ替え以後約 250年間は、ほぼ同じ地形環境

を示したものと考えられるが、当時の様子は、つぎの記事から伺い知ることができる。

「御代地ハ狭山西除川床二て開発仕候処、地形高ク荒砂畑二て用水之便無律,座、五日早続

候ヘハ、井水ヲはねつるヘニて汲上ヶ生立申候然共、土用過ヨリ井水涌不申候二付、毎年

旱損仕候」
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すなわち、西除川の河川敷は、粗砂が多く、数日間の日照りによって土地が乾燥するため、
ミは

ねつるベミによって井戸から水を汲みあげた。 しかしながら、それには限度があり、毎年のよ

うに旱損を生じたのである。河川敷の部分は、今なお
｀
大川、あるいは ひ`らき、と呼ばれて

おり、細分された畑地では大根、ほうれん草、しゅんぎく、ねぎなどが栽培されている。

ここが廃川となった頃、開墾と整地が大規模    1  2  3  4  5  6

旧河川敷の部分は③と④にあたるが、たとえ

ば③ において、耕土は厚さが12cm、 そして深 さ 第188図 西除川旧流路の地質柱状図

12～30cmは 、暗黄色をしたシルト混 り砂であり、それ以深は小レキを混入した粗砂となってい

る。①は自然堤防の部分に位置する。ここでは耕土の厚さが10cmで 、その下に小 レキを合む粗

砂が堆積する。そして-18～ -67cmの ところは黄灰色をしたシルト混り砂となっており、その

下に小レキを含む粗砂層がレンズ状にはいっている。

調査地点が少なく、しかも深度が限られているため、詳細を論じることはできないが、いず

れにせよ、周辺の氾濫原がシルト混 り粘土を主体とす るのに対し、自然堤防帯をなすこの地区

が、粗粒物質によって構成されていることがよくわかる。

3〕  水系
当地域は、瀬戸内気候区の東端に位置 し、降水量が少ないこと、段丘地形が広く発達 してい

ること、河サ||の 規模がノトさいことなどの理由により、溜池がきわめて多い。

中位段丘面の溜池は、平坦部に立地するものと段丘面を開析 してできた浅い谷に位置するタ

イプに大別される。前者のばあいは、方形 をなすものが多く、規模も大きい。これの例 として

は舟渡池、大座間池、大海池、西除川左岸では大池、北池などがあげられる。これに対 し、後

者のばあいは微地形の特徴にしたがって、南北方向に長くのびるものが多い。大島池、阿湯戸

池、今池、稚児ヶ池、上ノ池、西除川左岸では下沢池とそれの下流部につらなる今池などがそ

の例 としてあげられる。
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第189図  現在の水利系統図

低位段丘や沖積段丘は、起伏が乏しいため、まわりを堤塘によって囲まれた溜池がほとんど

である。ただし、東除川左岸の樫山池は中位段丘と低位段丘、西除川右岸の花田池は中位段丘

と沖積段丘の接するところに位置するため、一部分は築堤がなされていない。

氾濫原にも溜池がかなり存在するが、このばあいは、東西に長くのびる形態をもつものが多

い。その例としては、西除川右岸に接する今池、近鉄南大阪線かわちあまみ駅の東にある弁天

池、大和川左岸堤に近い長池などがあげられる。
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水路のばあいは、先行する自然の微起伏に従がったものと、条里制にもとずき、人為的に区

画されたものとが、複雑に交錯している。きわめて概略的に述べると、西除川右岸の沖積段丘

と氾濫原、および西除川左岸の中位段丘面上に、方形をなした水路が比較的多く分布する。

ところで、当地域の近世における水系を示す

ものとして「狭山池流域図」がある。これは17

世糸己中葉ころに描かれたものと考えられ、また

きわめて広域を示すため、精度に問題が残る。

しかしながら、この地図と現存する地名、微地

形を比較対照することによって、当時の有様を

ある程度堆定することが可能である。これをみ

ると、西除川と東除川との間に 3本、そして西

除川左岸に 2本の流路が描かれている。

もつとも東のものは、大満池の北から中位段

丘面に導かれ、舟渡池、笠田池、大座間池など

を連らねたのち、「大塚陵墓が考地」のすぐ西を

通って別所に至っている。これは第225図の①

から〇に至り、○、o、 ○を経て①に達するも

のであり、現在の微地形からも、それを辿るこ

とができる。あとの 2本のうち、 1本は大満池の】ヒ樋から、他のものは大満池の若干上流部か

ら分岐 し、ほば平行 して北流する。前者は中位段丘の西端のガケに近いところを通るものであ

り、後者は沖積段丘上を流れていたと解される。

西除川左岸のばあい、東よりのものは、轟池のすぐ下流部の余部付近から左に分岐している。

これは原寺と菩堤の間を通って中の東に至り、さらに高木、油上の西を北に向かうものである。

このルー トは、現地形と対比することがかなり容易である。すなわち、第225図の②付近から⑥

の西に至り、さらに①の西方を北に向かっていた。現在、このルー トぞぃには国分池、新池な

どがあり、凹池、水路 も断続的にみられる。

もっとも西よりの水路は、狭山池北西部の大阪層群よりなる丘陵地に発源する。これは丈六、

北村の西を北に向かい、金田と中の間を北にすすんだのち、北花田付近にFD・いて「依網池」に注

いでいる。このルー トも現地形に比定することが可能である。すなわち、これは③イ寸近から⑤

に至り、大和川と西除川が接する③の地点に向かうものである。剣池、菅池、守屋池などはこ

のルー トを連ねてつくられた溜池であり、水路もほぼ連続 している。以上「狭山池流域図」に

対し、若子の考察を行なってきたが、この絵図には、数多くの省略があり、またラインの大さ

17世紀ころの水系

「狭山池流域図」より

宮

芝
村
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本

TT

我
堂
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が当時の水量そのままを反映するわけでもない。たとえば、西除川右岸のもっとも東の水路が

細すぎるし、轟池と「依糸岡池」を結んでいたはずのルー トが描かれていないのである。

大依羅神社所蔵の「狭山池分水図」をみると、大和川つけ替え以前において、轟池下流右岸

に9～ 10ヵ 所、同左岸に13～ 14ヵ 所の樋が存在していたらしい。右岸のばあい田井 (太井 )、 高

見、向、池ノ内などの村へ潅漑するものがそれであり、左岸では余部、小寺、今井、河合、清

水、高本などに導く樋があげられる。なる、宝暦年間 (1751～ 1763)以降における西除川より

の取水口は、合わせて15ヵ 所である。

文化12年 (1815)の 「狭山池水下分水図」をみると、大満池の東樋から導き出された水は、

中位段丘上の舟渡池からまつすぐ北に向かう水路が有力である。また西除川からは、左岸へ 7

本、右岸へ 6本の分岐がみられる。

このようにして、西除川右岸の中位段丘面は狭山池→大鳥池、狭山池一大満池の二つのルー

トをへて潅漑された。また西除川右岸の沖積段丘の上流部は大満池より、そして下流部は西除

川より樋をもつて潅漑されたといえる。これに対して、西除川左岸では、一部は陶器山丘陵か

ら流下する水、大部分は西除川の水を塞き止めた水が導かれたのである。もっとも、段丘面を

中心とするこの地域の潅漑にとって、大小の溜池がきわめて大きい役割 を果したことはいうま

でもない。

2.生活空間の地域的展開

1〕  段丘面における溝渠の掘削と開田 一『住吉大社神代記』から一

石川左岸には、自然潅漑の困難な中位段丘および下位段丘が、広域にわたって展開している。

これは 3つの系統に分けられるが、その一つは、羽曳野丘陵の北に連なるもので、「日本武尊陵」

(第227図〇)付近から北の「城山古墳」(第227図○)に 至るものである。東西最大幅2.2km、 南北

延長は4 kmに達する。つぎは東西両除川の間に、南北に細長くのびるもので、南は狭山池付近

から北は大和川以北の瓜破付近にまで達している。東西幅は 2 km足 らずであるが、南北延長は

12km前後を示す。 3番 目は西除川以西に位置するもので、これも狭山池付近を頂点とし、北に

向かって扇状にひろがっている。そして西の「仁徳天皇陵」と東の今井を結ぶ線付近では、そ

の幅が 7.5 kmに達するが、それ以北では幅が狭くなり、大和川が東西に切るところで 2.5 km、

大阪城付近では 1.5 kmと なっている。

これら段丘面のうちで、潅漑がもっとも困難であったのは第 1の段丘面であり、西に向かう

にしたがって、それが容易であったと考えられる。このようにして、河川による自然潅漑が困

薙であったこの地形面では、それを克服するために、古くから溜池や用水路が築造された。そ

れの代表的なものが「感玖の大濤」、「針魚の大濤」(針魚川)、「依網池」、「萩山池」、「住吉堀割」

などである。
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第191図  古代における水利系統推定図

(小規模な開析谷にもとづく濯漑はのぞく)

第227図は5～ 7世紀における当地域の景観を推定したものである。これをみると明らかな

ように、自然潅漑が容易であったのは、石川ぞいの氾濫原および現在の西除川、東除川にそう
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谷底平野と下流部の氾濫原であった。さらに沖積段丘も、簡単な丼堰をつくることによって、

潅漑が可能となったものと考えられる。

ところで、『仁徳紀』には、「感玖の大濤」によって4万代 (約 66.6ha)の 田を開いたとある。

この大濤によって開田された範囲としては、石川左岸の中、低位段丘面が考えられるが、図上

計算によると、段丘面の広さは300ha以上に達する。そこで、この範囲内の一部が、大濤の築造

によって開田されたと考えたい。したがって、「上豊浦」、「下豊浦」などは、石川にかかる河南

橋付近から、北方の「城山古墳」付近に至る間のどこかに存在したものと思われる。もっとも、

これは「感玖の大濤」を古市大濤に比定し、しかもこれを潅漑目的でつくったとの見解にたつ

ばあいのことであり、ほかに水運を目的として掘削したとする立場もあり、また、わずか4万

代程度の開田のために、なぜこのような規模の大きい濤渠をつくらねばならなかったのかとい

う素朴な疑問も生ずる。

(1)地名の現地比定   『住吉大社神代記』には、以下のような記載がある。すなわち、

「我が田我が山に、潔浄水を錦織・石川・針魚川より引漑はせて,…・・」

「T/jり て御田に引漑がむと欲し、針魚をして濤谷を掘 り作らしめむと思召す。大石小石を

針魚、掘返 して水を流 し出でしむ。亦、天野水あり、同じく掘 り流す。水の流れ合Σ、地を

川合と云ふ。」

ここにみる「針魚川」には、 2つの解釈がなりたつ。その一つは、これを現在の東除川の前身

をなした小流と解するものであり、つぎは針魚氏によって新しく掘削された用水路を指すとす

る考え方である。当時、羽曳野丘陵西斜面の水を集めて北流する小河川が、すでに存在してい

たことは間違いないが、ここでは後者の見解をとりたい。すなわち、北流する従来の小河川か

ら、段丘面上に水を導くために新しく掘削 したものがここにいう
°「針魚川」なのである。

つぎに「天野水」とあるが、これは天野山に源を発 し、現在の狭山池、大満池付近を通 つた

のち、北野田付近からほぼまっすぐ北に流れて河合に至り、さらに堀付近から城蓮寺の西を】し

流 していた、かつての天野川にあたる。そして「サ|1合」は現在西除川左岸に接 して存在する「河

合」を指すと解することができる。そこで、新しく掘削された「針魚の大溝」のルートが問題

となるが、ここでは、微地形のところですでに述べた第二の人工流路がこれにあたると解した

い。すなわち、東除川左岸の西川 (旧西川村)付近から西に向かい、寺池の北に至るものがそ

れである。

第228図 をみると、「針魚の大濤」の痕跡は標高23～23.5mを示す中位段丘面に位置する。こ

こは南から北に向かつて緩 く傾斜する面が、26～27mの レベルから、22～23mの レベルに移行

する傾斜変換線にあたる。中位段丘の東は沖積段丘となっており、中位面との比高は上流部で

約 3m、 下流部の③地点で lmぁ まりとなっている。そしてさらに東の東除川ぞいには、標高
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19～19.5mを示す谷底平野が発達する。

このようにして、現在は「大濤」の痕跡が残存す

る地点と東の河床との比高は 3m以上に達するが、

現河床は、古代のそれをそのまま示すものではなぃ。

上流域の開発にともなって、側方侵食による川幅の

拡大と河床低下が進行したものと考えられるが、東

除川のばあい、慶長年間 (1596～ 1615)に おける東

除げの開さく以降、それが急速化 したといえる。

5～ 6世糸己ころの河床のレベルは、現在の沖積段

丘面より若干低く、19.5～ 21.5mく らいであったと

考えられる。そこで、水は約450m上流の①地点付

近からとり入れ、段丘崖下を◎から⑥に導き、ここ

で中位段丘面上に塞き上げたものと思われる。①地

点では、小さな丼堰をつくるのみで、比較的容易に、 第192図 東除,II左岸の微地形と溝渠の推定図

水 を導 き入 れ る こ とが で きた もの と思 わ れ る。 また  TMは 中位段丘  TAは ,中積段丘  VPは 谷底平野

③地点の比高はlmぁ まりに達するが、これは右側に堤をつくる一方、中位面を切り込むこと

によって、通水は可能であったと考えてよい。

「感玖の大濤」のばあいは、比高 6mを示す中位段丘面に水を導くため、延々3,000m余 に

及ぶ水路が新しくつくられたが、ここではわずか450mで、それが可能であったのである。な

る、⑥地点西方の小字は「塚廻り」となっているが、ここは水路が迂廻する地点にあたり、ま

たかつてこのあたりに小さい塚が存在し、一時的にこの濤が周濠をなしていたのかもわからな

い。

(2)土地割と小字名による裏付け  第229図は明治10年 (1878)の地租改正にともなってつ

くられた地引絵図である。これをみると、東除川ぞいから西北西ないし西に向かう、一連の細

長い土地割が認められる。この特殊な形態を示す土地割が、古代のものだとする確証はないが、

①段丘面上は、洪水にさらされることがないため、土地景観がながく保存されうること、②よ

り新 しい時代において、このような大規模な濤渠が掘 られたという記録が見つからないこと。

などの理由により、これを『住吉大社神代記』に出てくる「針魚川」の一部をなすと考えるこ

とができる。

一連の細長い水田の幅は15～25mであり、南から北に傾斜する地表面に斜めないし直交する

方向で切っている。水路を暗示 させる刈ヽ字名としては「東流」「中流」「西流」などがあり、「土

井側」の西約1000mの ところには、「長濤」という小字名も存在する。小字「カサクヒ」は、沖
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積段丘から中位段丘に移るところに存在するが、これは「カサク樋」あるいは「カサ杭」のこ

とであろう。前者のばあい、この地点に樋 をもうけ、中位段丘の東端に沿って、下流部の水田

に水を導いたと解することができるが、この考え方はあまり適当ではない。

∞
□
□
□

第193図  旧西川村の地籍図

ところで か`さ(嵩 )、 は、「高いところ」、「かさなり」などの意味をもつ。すでに述べたよう

に、この地点は中位段丘縁辺の「高いところ」にあたるため、沖積段丘からこの面まで 3尺あ

まり嵩上げする必要があった。また水路をここで左に屈曲させる必要があり、沢山の杭 を打っ

て、堤の右への崩壊を防いだと考えるべきであろう。そして、ここから約 450m南の①地点ま

での間においても、右側には杭打ちと築堤がなされたはずである。これに対して、左岸は中位

段丘のガケに接していたため、それの必要はなかった。なお字「カサクヒ」の東に細長い土地

割と「岸下」、「岸根」などの小字名が存在するが、これは当時の水路敷や堤防を示すものでは

なくて、沖積段丘の東を限るガケ下を意味するわけである。

西方の小字「石樋」は、その南に接する「土井側」に関連づけると、ここに丼堰と樋をつく

り、耳ヒヘ潅漑用水路を派生させていたと解することができる。なお「谷」、「谷川」という珂ヽ字

名もみられるが、ここは北に向かう自然の開析谷にあたり、周辺部より若千低くなっている。

他方、東の東除川ぞいは、谷底平野の地形をなすが、畑地や森林が多いこと、「河原」、町ヒ1可原」

「東河原」などの小字名がみえることなどからも、ここが洪水の頻発するところであったこと

がよくわかる。

伝統的な集落は、沖積段丘上に立地しており、近年になって幼稚園や一般住宅が、若千の盛

土を行なって、河川ぞいの低地に進出しつつある。図上計算によると、この大濤渠を掘ること

によって、潅漑が可能となった面積は、中位段丘だけでも550 ha余 に及ぶ。これは「感玖の大

邁

Ｆ

Ｉ

Ｔ

Ｉ

宅 地

水 田

畑 地

森 林
その他

道 路

水 系
田丁
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濤」の推定される潅漑域の 1.5位以上に達するのである。

(3)表層地質に対する者千の考察  微地形や土地割にあらわれた景観、小字名などによって、
ここが「針魚の大濤」の跡である可能性が、かなり強まった。最後に、表層地質の点から検討

を加えてみたい。ここでは、④―○断面において6地点、◎、◎間で4地点をえらび 150 cmの

検土杖を打ち込んだ。

①の地点、すなわち小字「東流」では、水田の南北幅が13.4mである。北の畦畔から3.lm

南の地点では、35cmの 耕土の下は黄灰色のシルト質細砂が、深さ150 cmま でつづいてぉり、よ

くしまっている。これに対し、南の畦畔 (道路)か ら1.4m北へ寄った地点では、耕±25cmの

下は、褐色混り黄灰色のシルト質砂層をなし、チャートの小礫を所々に混入している。そして

深さ150 cmま では、全般的に軟らかく、深さ100 cmの ところから木炭の小片を検出した。これ

が洪水あるいは人為による二次堆積を物語る有力な証拠となった。そしてさらにこの地点から

2mお よび4m北寄りの地点においても、表層地質はほぼ同じような傾向を示した。これに対
し、南部のO付近すなわち小字「塚廻り」では、2地点とも、小字「東流」の最北のものと同

様、耕±20cmの 下はよくしまった、そして均質なシルト層をなしていた。

以上の事実から、つぎのような解釈が可能となる。すなわち、この地区における中位段丘の

表層は、よくしまった黄灰色のシルトよりなっている。小字「東流」において、水田の幅は13

.4～ 15mを 示しているが、シルト層を切り込んでつくられたかつての大濤の幅は6～ 8mで あ

り、現景観として認められる水田の広さの半分前後である。もっとも、長さ150 cmの検土杖を

用いた調査からは、濤渠底の堆積物を検出することができなかったため、ここではシルト層の

硬さの差異、層相の諸特徴、木炭片の存在などから、埋没する濤渠の存在を推定したにすぎな

い。少なくとも、このあたりでは、濤渠底は、現地表面から150 cm以深、すなわち-200～ -250

cmの ところに存在すると考えられる。

地元では、今なおこの付近を「流れ」という名で呼んでおり、小字名、土地害」の形態などか

ら、水路の想定は可能である。しかしながら、この地区は上流部、すなわち南から運び込まれ

た物質で厚くカバーされており、また埋没した濤渠の幅と地上の畦畔の位置が大きくずれてい

る点などから考えると、この水路は割合古い時代すなわち7世紀ころに、その機能を失なった

.も のと考えざるをえない。

(4)上町台地を横断する濤渠 ―「住吉堀割」一 つぎに、天野水 (川 )左岸の中位段丘、

すなわち上町台地面の掘削について述べてみたい。上町台地を刻む大濤すなわち「住吉堀割」

も、ほぼ同じ時期に「針魚の大溝」と何んらかの関係をもって掘削されたと考えられる。自然の

プロセスのみからみると、この地区もその後における変化が少なかったはずであるが、天野水

(西除川)右岸の地とは異なり、上町台地においては、昭和20年 ころまでに、区画整理その他
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による表面の人為的地形改変がほとんど完了しているため、空中写真や現景観から、当時の様

子を推定することは不可能に近い。そこで、ここでは地形改変以前に作成された地形図を中心

にして、考察を試みたい。

国 水田□ 水系
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第230図は明治20年 (1888)測量の 2万分の 1地形図から等高線、水系、および水田をぬき

出したものである。地形測量の精度の点で、若千問題は残るが、これによって、明治初期の景

観を、 かなり言羊糸田に把握することができる。

これをみると、大和川以南では、西方の浅香山をのぞくと、中位段丘から氾濫原にかけて、

水田が広く展開していることがよくわかる。それに対し、大和川以北では、水田は溜池の下流

部や水路ぞいにほぼ限られている。つぎに等高線をみると、上町台地の西縁を限る④一〇ライ
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ンにそって、急崖が存在することがょくわかる。そして大和川以南においては、標高 13.75m

のところから北に向かう自然の谷が存在し、そこに数個の溜池がつくられている。そして浅香

山以東においても、C)か ら(⊃に向かう規模のかなり大きい開析谷が存在する。

他方、大和川以北では、①の北東部付近から南ないし南南西に向かう自然の谷が存在する。
注目すべきことは、南北方向をとる上町台地 (中位段丘)を東西に切る深い谷が存在すること
である。それは、 5m、 7.5m、 おょび9.25mの コンターが、東に大きくくびれていることから
知ることができる。さらに10mの 等高線は、南北に分離されてぃる。この横谷は、自然の侵食
作用の結果とは、とうてい考えられないのである。

つぎに水路についてみると、①から⑫の南を通って⑮ に至るラインがはっきり示されており、

この水路にそって水田が存在する。段丘面の開田は、この水路に魚うところが大きいといえょ

つ。

第231図は大正10年 (19

22)測量の 2.5万分の 1地

形図から、等高線と水系の

みをぬき出したものである

が、 これは米青度が高い。 こ

の地図では、西長居におい

て、区画整理によって微地

形が若干改変されてぃるが、

それ以外のところは、自然

のままに近い景観 をとどめ

ている。明治初頭の地図に

比べると、浅香の西に溜池

が新しくつくられており、

杉本付近では従来のものが

イ肖滅 している。

等高線をみると、7.5mお

よび10mの ラインが、東南

＼

r

枯木,

/ゝ」ゲ /ジ

,算く

方向にくびれており、12.5mの ラインが南北に分離している様子がよくわかる。水路は④から

鞍部を通って○に至り、そこから西に向かつているが、これは明治期のものと一致する。微地

形の性格から判断すると、水は④から北東部の○の方向に流れるはずである。すなわち、中位

段丘④から東の氾濫原に下り、旧天野川のつくる自然堤防の脇を北に向かうのが自然の姿とい
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第195図  大正初期の景観
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える。

ところで、このような自然の法則にさからった水路、すなわち「住吉堀割」の掘削を傍証す

る記録は、今のところ見つかつていないが、これも、当地域における濤渠の開さくおよび段丘

面の開田の一環 として行なわれたと考えることができる。すなわち、当地域では、東の川の水

を北西に流 して段丘面にあげるという一連の工事が行なわれた。石川の水は「感玖の大濤」に

よって段丘面に導かれた。この水は「針魚川」に至ることなく、北に向かったが、「針魚の大溝」

より導かれた水は、段丘西方の河合に至り、「天野水」を合わせたのち、その水の一部をここか

ら北西に流 して、一坦「依網池」に注 ぎ、さらにそこから「住吉堀割」を用いて住吉大社の前

面にまで導かれたらしい。そこで、つぎに中継点となったと考えられる「依網池」をとりあげ

てみたい。

2〕  「依網池」の築造
「冬十日に、依網池を造る。十一月に、苅坂池、反折池を造る。」

(日 本書紀 崇ネ申天皇 62年 )

狭山池と同様、「依網池」に関する記事も、『記』
。聯己』にしばしばあらわれている。しかしな

がら、「依網池」のばあいは、池の景観を現在にとどめていないため、それの所在地や輪郭を知

ることが、かなりむずかしい。

従来の研究をみると、大阪市住吉区庭井町から堺市常盤町に至る付近一帯を、「依網池」の範

囲とする見解が大勢を占めている。 しかし、それをこの地域の西方約 1.5 kmの ところ、すなわ

ち東ヱ麦香山町付近に比定する立場 もある。

つぎに池の規模については、『河

内志』に示された数値「広三百余

畝、或日依網池」をそのまま踏襲

するものが多いが、松原市史はこ

れを30haと している。いずれにせ

よ、両者の間に、大きい開きがあ

る。池の築造年代については、 5

世紀初頭とする点で、見解がほぼ

一致しているように思われる。こ

こでは、古代における「依網池」

の立地環境の考察を中心に、以上

の諸点についても、検討を加えて

杉
本
村
田
地

南⑥   ｀

依網池古図

我孫子村用水樋
苅 田村用水樋
庭 井村用水樋
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いきたい。

池の立地環境について  池の所在地を解明するために、 3つの方法がまず考えられる。その

一つは、池が存在したころに描かれた古地図に対する検討である。第226図 をみると、15世糸己中

葉ころにおいて、「依網池」が北花田の北方において、庭井と我孫子を結ぶ線の南に存在する

ことがよくわかる。そして池の耳ヒ東角に「大依羅神社」がみえる。

第233図は大和川のつけ替え      日

が行なわれたころ、すなわち宝

永年間 (1704～ 1711)に描かれた

と推定される。これをみると「依

網池」付近の様子がかなり詳細

にわかる。まず、池の北東角に

「依網大明神」が鎮座 し、その

西方は水田になっているらしい。

そして東から苅田、庭井、我孫

子、杉本、山内の各村がつづい

ている。新大和川は、「依網池」

のほば中央を切って東北東から         第197図 大和川池中貫通見取図
西南西に向かい、除川筋 (現在             (推 定宝永年間1704～ 1711)

の西除川)が、池の南を限っている。悪水排除筋、すなわち落堀川は、改修当時から、すでに

つくられていたようである。

つぎは、現存する地名から、池のおおよその範囲を推定する方法である。 第234図は明治20

年測量の 2万分の 1地形図である。これには西除川が大和川に接近する地点付近に、「庭井新

田」、「万屋新田」、「杉本新田」など、近世における新田開発を思わせる地名がみられる。これ

は、大和川がここを通過するに至った際、かつての池沼が排水され、耕地化されたところを指

すといえる。第236図 には若千の小字名を示したが、これをみると、ほぼ同じ場所に「依羅池開」、

「見付畑池開」など、新しく造成した土地を思わせる地名が存在する。「末池」は池の名残り

を思わせるし、「川向堤下」は、大和川のつけ替えにともなってつくられた西除川の新しいル

ートの右岸堤との関連が考えられる。

最後に考えられるのは、微地形と表層地質の性格から池の所在を推定する方法である。大和

川つけ替えの際、この地区では大規模な地形改変たとえば、掘削、採土、盛土などが行なわれ

たため、当時の地形的な特色を把握することは、きわめて困難といえるが、概略的にみると、

「依網池」が立地していたのは、中位段丘 (上町台地)の東端にあたる。ここは南の狭山池付

||
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〇我孫子村田地
○苅田村田地

悪水排除筋
~

除川筋―一

―-275-―



算|イ

.1   4r    .  1.

第198図 明治期の地形図

近から北の大阪城付近にのびる段丘面が緩 くたわみ込んだ部分にあたるため、東につづく氾濫

原との境界部には、ガケが存在しない。地表面は、南と西が若干高く、したがって北東 に向か

って緩 く傾斜 していたと考えてよい。そのことは、文明年間 (1469～ 1487)に描かれたと伝 え

られる「依網池古池」の東および北に堤防がはっきり示されており、その上が道路として利用

されていたらしいことからも裏づけられるわけである。 (第 232図か照)さ らに地形図や空中写

真からも、そのことが知られる。

表層地質の性格については、検土杖を用いて調査を行なった。(第236図参照)。 当地域では、

近年住宅地や学校建設にともなう盛土が激しいため、調査 しうる地点が限定されたが、大和 ,H

以耳しでは3カ 所において可能であった。調査地点の構成層は、ほぼ同じ傾向を示していた。ま

引Эで耕±35cmの下 145cmま では、乳灰～灰褐色のシルト質粘土よりなっている。そして-145

～-150cm付近は細砂を少量混入していた。

つぎに、②は「大依羅ネ申社」の東約 200mの地点にあたる。ここでも耕±25cmの下方 150cm

までは、乳灰色のシル ト質粘土層であり、きわめて硬い。いずれも大阪層群と考えられる。な

お①の地点は、大和川の右岸堤から70～ 80mの ところにあり、つけ替えの際、表層が若干移動

された可能性がある。

大和川左岸の③地点では、耕±15cmの下は、-15～ -75cmがあずき色をしたシルト質粘土な

―-276-―



いしシルトとなっている。この層は何回か攪乱された可能性がある。その下の -75～ -112cm

は黒泥であり、一m2～ -135cmは乳灰色をした軟かい砂質シルト、そしてその下はシルト質砂

層となっている。これとほぼ同じ傾向は、③地点の西につづく試掘地点およびボーリング調査

地点においても認められた。

シ
'レ

ト質米占土

シ  ,レ  ト

黒  泥
砂質シルト

シルト質砂

(二次堆積物 )

0

現 耕 土

粘土質シルト

砂質シルト

シ ,レ  ト
(段丘構成層 )

第199図  依網池によって水没した開析谷 (③地点)

以上に対し、④地点では、耕±22cmの下は、褐色をおびた灰色の粘土質シルト、黄褐色の砂

混リシルト、緑青灰色のシルトと深さ 150cmま でつづいてぃる。そして④地点の東のものも、

ほぼ同じ傾向を示しているのである。このような、表層地質の場所的な差異は、この地域の地

表面が、あまり平坦なものではなかったことを暗示させる。

表層地質の特性、および西除川以南に認められる微地形から、われわれはつぎのような解釈

を行なうことができる。すなわち、池築造当時、この地域には南から北に向かう2本の開析谷

があった。まず、東のルートは、地表景観および小字「末池」、および「内野」付近などで行な

ったボーリング調査からほぼ確認しうる。ただし、「末池」付近の西の限界付近は住宅地とな

っており、確定しえないため、南からの谷を延長させることにした。小字「依羅新開」付近の

開析谷の位置は、最近まで残されていた「依羅池」を一つの目安とした。なお地元の古老の話

しによると、この池の中心部の深さは3～ 4mに達していたらしいが、これは、開析谷の残存

を暗示させるし、また湖面の人為的縮小によって、水深が増大したことも無視しえないのであ

る。

一方、西方の開析谷は、西除川以南の段丘面において、連続性がより大きいものの池の延長

部にあたり、17世紀中葉の古地図に示されている水路に該当する。小字「川辺」は開析谷の存

在を暗示させるが、「依羅新開」付近の開析谷の位置は、東のばあいと同様、明治20年の地形

図によっている。昭和36年 ころまでは「升池」がわずかに残っていたが、この付近一帯も盛土

がなされているため、検土杖による調査は全く不可能であった。

小字「見付畑池開」付近や、 2つの開析谷の両サイドでは、土地が相対的に高かったため、

常時滞水するわけではなく、水位の変動によって水没と陸化をくり返していたものと考えられ
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る。①およびその東方において、耕土の直下に硬い大阪層群のシルト層が伏在することがそれ

を傍証する。なお③地点において、深さ112～ 150cmの ところに堆積する砂質シルトおよびシル

ト質砂層は、開析谷を埋積する二次堆積物であり、その上層を占める厚さ35～40cmの黒泥は、

まぎれもなく「依網池」の池沼堆積物といえる。

大和川左岸の常盤地区は、現在きわめて平坦な地表面を呈しているが、これは池築造後にお

ける若千の堆積、18世紀初頭における開墾、昭和36年以降における区画整理などによって、改

変された結果である。

池の輪郭と水深  これまでの考察によって、「依網池」の立地した地理的環境は、ほぼ明ら

かとなった。つぎに、湖岸線について少し詳細に検討してみたい。

昭和36年撮影の 1万分の 1空中写真をみると、今池の北西角付近から北 |このびるラインを境

にして、東西で土地害」の形態が著しく異なることがよくわかる。すなわち、このライン以東は、

割合整然とした土地害」が南北方向をとって走っている。それに対して、この線の西では、N15°

Wに向かうより短かい土地害」となっているのである。大和川以北における「依網池」の輪郭は、

かなり加工されたかたちで残存する二つの池の配列状態、および「大依羅神社」と池との位置

関係からほぼおさえることができる。

第232図 には、「ぃま池」 (今池)が明確に示されており、これが「依網池」の東限を知る大

きな決め手となる。そして、これは空中写真より描きうるラインにほば一致する。また第233図

に「依羅大明神」、「大川床 (大和川)」、「除川筋 (西除川)」 が描かれているため、これらを

合わせて判断することにより、池の東および北のラインはほぼ確定しうるのである(第 233図か

照)。

これに対し、西方は大和川の河川敷の占める割合が大きく、他の部分は操車場、住宅団地、

道路敷などとなっているため、現景観から旧湖岸線を決定することは不可能といえる。したが

って、第236図 に示した西の湖岸線は、文明期および宝永期の絵図を参考にして、推定したもの

にすぎない。

ところで、 第233図 をみると西除川が「依網池」の南限を限るように示されているが、微地

形の特徴をより詳細に検討すると、当時の湖岸線は、西除川の南にまで広がっていた可能性が

つよい。わずかな比高を示すガケを辿ると、旧湖岸線は第236図に示したようになる。なお、湖

岸線以南の開析谷は、今なお細流をとどめており、小字「川向堤下」付近には規模の小さい、

かつての河口州らしいものが存在する。これは東の開析谷から運び込まれた土砂によるものら

しく、第232図のE、 F間 にみられる突出部がそれにあたるといえよう。

このようにみてくると、「依網池」の満水時における輪郭は、第236図 に示したものに近かっ

たと考えられる。図上計算すると、その面積は60～61haに も及ぶが、築造当時の規模がこのよ
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うな広いものであったとは断定しえない。また平坦地に位置するため、水位のわずかな変動に

よって、その面積は大きく変化したものと考えられる。さらに、池底にかなりの起伏があった

ため、池敷総面積約60ha、 実際の水面はその半分前後の30haく らいであったと考えるべきかも

わからない。いずれにせよ、「河内志」に記された 300畝は、あまりにも小さい値だといわざ

るをえない。

すでに述べたように、「依網池」は、耳ヒ東に向かって緩く傾斜する段丘面に、低い堰堤を築

いてつくられたものであるため、開析谷の部分をのぞくと、水深は小さいものであったはずで

ある。ところで、池の水深を間接的に示す史料は2つ あり、その一つはつぎの記事である。

「水淳る 依網池に 専繰り,………・・」  (日 本書紀 応神天皇 13年 )

これは、「依網池」において “ジュンサイ"を手繰っている情景を示す。沈水植物であるジュ

ンサイ (沼縄)は、水深100～200cmの 所に生育するのがふつうであるため、これにより、「依

網池」築造間もない頃には、この程度の深さを示す部分が湖岸に広く存在したことが推定され

る。

「依網池古図」には、ヨンがほぼ全域に、また中央やや北よりのところにジュンサイもしく

はスイレンが描かれている。挺水植物に属するヨシが生育するのは水深 1∞ cm以下といわれて

いるため、15世紀末ころには、東側の開析谷が左に屈曲する部分を除くほば全域にわたって、

水深 100cm以下の所が広がっていたと考えてよい。狭山池とは異なり、この地では小さい分流

(人工的水路も含む)か らの水がと入されるに過ぎなかったため、池に運び込まれる土砂は少

なく、したがって、南の湖岸線

の一部や開析谷をのぞくと、池

の埋積は、あまり進まなかった

と考えてよい。水深は樋の開閉

によって上下し、また水草の枯

死と堆積によって池底は徐々に

高められていったのである。前

述 した黒泥が凹地に集中して堆

積 し、①地点のような微高地に

はそれがあまり認められなかっ

たのは、以上のような理由によ

る。

「依網池」築造のころ  この

池が築造されたころ、天野水 (天

第200図 依網池復原図
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野川)は、第230図の⑥すなわち堀付近から③、⑭を通って、⑬に向かっていたらしい。もっと

も当時は、現在みられるような顕著な自然堤防は、発達していなかった。そして段丘面には、

①から④をへて③に向かうもの、②から⑤をへて①に向かうものなどの自然流があった。そし

て段丘面の起伏は、現在よりかなり大きかったものと考えられる。

ところで「依網池」が築造された目的については、狭山池に連なる潅漑用水を、一時的に貯

えるところにあったとする説がある。このばあいは、『日本書紀』崇神天皇62年の記載内容を

前提としたときにのみ可能な解釈である。狭山池の築造年代については、3世紀を下らないと

いう説と6世糸己以降とする考え方がある。仮りに後者の考え方をとるにしても、「依網池」の築

造年代を5世紀初頭とする見解との間に矛盾を生ずることになる。

微地形の性格、したがって土木技術的にみるならば、一つの河川を完全に塞き止めてつくっ

た狭山池のほうが、緩傾斜でしかも細流をわずかに流す段丘面につくられた「依網池」より、

はるかに難工事であったといえる。「依網池」の築造を、狭山池に従属させて考える必要はな

いのである。

「依網池」は東の中位段丘から導いてきた「針魚の大濤」、灰 野水」、および「天野水」以西

の中位段丘面を流下する自然水を、一時的に貯わえることを目的として狭山池より早い時期に

築造された。その時期は5世紀の中葉前後と考えられる。これは、河内、和泉地方のより高燥

な段丘面の開発がはじまる時期にほぼ一致する。すなわち、「針魚の大濤」の掘削や、「依網

池」の築造は、段丘の下流部 (】ヒよりの部分)を開拓するためになされた。そして、狭山池は

上流部の潅漑の必要にせまられた6世紀末から7世糸己初頭にかけ築造されたと解したい。いう

までもなく、氾濫原と中位段丘では、開発の難易度が大きく異なり、また中位段丘においても、

北よりの下流部と南よりの上流部では、開発の緊急性と難易度にかなりの差があったはずであ

る。そのことが両池の築造年代に 150年あまりのズレを生じさせたと考えるしだいである。

3〕 条里型土地割の分布から

これまで、池濤の築造と段丘の開発について、若子の考察を行なってきた。つぎに、昭和36

年撮影の 1万分の 1空中写真から、条里制に基づくと思われる画一的な土地割を検出し、古代

における開発空間を推定してみたい。

地表景観として現存する条里型土地割の起源については、近年さまざまな研究分野から異論

がとなえられている。たしかに、土地割そのものの性格から、それの施行年代を判断すること

はむずかしい。また段丘上のものであっても、一坪内の土地割は、経営方式や所有者の交替な

ど人為的要因によって、変更されることが多いはずである。しかしながら、坪界そのものは、

継続性がかなり大きかったものと考えてよい。ここでは、ほぼ 1丁四方で土地害Jが整然と走り、
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その内部も長地型、半折型、およびそれに近い形態を示すもののみを、ほぼ同時代に、統一的

に施行された土地割と解し、起源そのものではなくて、それの分布傾向を微地形との関係から

論じたいと思う。

地形の性格からみると、丘陵地および高位段丘にはこの種の土地割は全く存在しない。これ

は、当時このようなところでは開発が不可能であったからといえる。それに対し、中位段丘、

低位段丘、および沖積段丘では、それがかなり多く見られる。沖積段丘の一部をのぞくと、こ

の面では、少なくとも過去1500年間くらいの間に、激しい洪水にさらされることはなかったと

考えてよい。したがって、これらの面において、この種の画一的な土地害」が存在しない部分は、

TM 中位段丘
TL 低位段丘
TA 沖槙段丘
C  開析谷
VP ttllt平 翌予

L  白然堤防
F  Iし濫原

0         1km

―

‐

%
第201図 条里型土地割の分布と微地形
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最初から土地割が施行されなかったか、あるいはその後人間の働 きによって消滅 したかのいず

れかと考えざるをえない。

これに対し、谷底平野および自然堤防の地形を示すところでは、たとえこの種の土地割が施

行されたとしても、その後における河川の侵食または堆積作用によって、ほとんど消滅 して了

ったはずである。つぎに、氾濫原のばあいは、何回となく洪水に見舞われたと思われるが、東

西両除川の規模が小さいため、破壊エネルギーはあまり激 しいものではなかった。この点が、

石川流域や大和川の現流路以北の地形環境、したがつて土地割形態と大きく異なる。

中位段丘面  西除川以東の中位面では、この種の土地割は 3つのグループに分かれて存在す

る。その一つは、黒山地区であり、阿弥ノ新池と笠田池を結ぶ線の西方にあたる。土地割の南

限が、狭山池の北樋から中位面に導かれた水路の地点より下流部 (北部)に ある点は注目され

る。なお土地割が欠除するのは開析谷、溜池、集落などの立地するところである。

つぎは丹土地区である。ここでは大座間池周辺にひろがっており、東の樫山地区、すなわち

下位段丘面にもみられる。最後は、「長尾街道」以】ヒの大海池周辺に分布するものである。

以上に対し、西除川以西においては、条里型土地害」がかなり広範囲に、そして不規則に分布

している。こちらのばあいも、この種土地割の南限は、「西除げ」の水が最初に段丘上に導か

れる北野田以北に位置する。もっとも、西除川左岸のばあいは、この地点以南は高位段丘およ

び大阪層群の丘陵地をなすため、開発が不可能であったといえる。

沖積段丘面  沖積段丘面は、元来潅漑が比較的容易であり、しかも洪水の危険が少ないため、

開田にもっとも適 していたといえる。この面では西除川右岸の花田池付近から三宅にかけて、

ほぼ全域にわたってこの種の土地割が存在する。松池以南にはみられないが、これは狭山池お

よび大満池の破堤によって消減 した可能性もある。花田池以北のばあい、整然とした土地割が

みられないのは、溜池の部分にほぼ限られている。

氾濫原面  氾濫原は、河合付近を頂点とし、北方にラッパ状をなしてひろがっている。この

面にも条里型土地割が広 く分布する。土地割がみられない所は、大和川左岸の城蓮寺付近、西

除川の旧流路ぞい、西除川の現流路に近い高木付近、および今池以西である。

城蓮寺以東には、大和川つけ替えの際の築堤、排水路建設によって消滅したと考えられると

ころがある。現旧西除川ぞいの消滅は、河川の堆積と侵食作用による。そして今池以西におい

て、この種の土地割が見られないのは、すでに述べたように、土地割施行時ここが「依網池」

の池敷になっていたためである。

このようにみてくると、段丘面の開田に狭山池の果した役割の大きさがよくわかる。一方、

段丘面において、この種土地割の統一的施行をさまたげたのは開析谷であり、ここは主として

溜池の築造場所となった。また溜池の下流部では、破堤によって一坦施行された土地割が消滅
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した可能性もある。低地のばあいは、施行後における洪水との関係が大きい意味をもつといえ

るのである。

われわれは、古代の開発 を考えるばあい、開発可能空間の描出とそれぞれの地形面における

その後の環境変化の程度について、同到な調査 を行なう必要がある。従来、土壌特性から、開

発地域の変化について論 じられた例がいくつかあるが、土性は微地形や地下水に微妙に対応す

るものであり、それらの条件が自然のプロセスあるいは人為によって大 きく変化すれば、土性

も自ずから変るはずである。したがって、過去約2000年間にわたって、地形変化のあまり生 じ

なかった地域の研究結果を、他の場所に普遍化することは、避けなければならないであろう。

4〕 大和川つけ替えに関する問題

従来の大和川は、国府付近で石川を合わせたのち、北ないし耳ヒ西方向に流れていた。耳ヒ河内

の水害防止と開墾を目的として “川違え"が行なわれたのは、宝永元年 (1704)の ことである。

これによって、新しいルートに沿う地域では、さまざまな問題が生じた。ここでは、新しいル

ート決定の背景について若干の私見を述べるとともに、つけ替え後に生じた問題にもふれてみ

たいと思う。

ルートについて  新大和川は、船橋から西ないし西北西に流れて東瓜破に至り、ここから西
に方向をかえて富田に達する。そして、今度は西南西に方向をかえて浅香山に達したのち、耳ヒ

西にかなり鋭くまがって大阪湾に流入している。

途中、船橋、大堀間および東瓜破、庭井間は、氾濫原を通過しており、前者のばあい標高は

14～ 17m、 後者は 7～ 9mと なっている。これに対し、大堀、東瓜破間および庭井以西は中位

段丘を切って流れる。このようにして、新しいルートは築堤のみの部分と掘り割りと築堤より

なる部分が交互になっており、前者は延べ 8,000m、 後者が約 4,500mに達する。

地形条件のみからみたばあい、これは最良のルートとぃうことはできない。それは富田付近

から下流部についていえることであるが、何故このようなル生 卜をとらねばならなかったので

あろうか、疑間の残るところである。地表面の傾斜や起伏の程度から考えたばあい、第230図 の

①付近から①の西を通って⑫付近に至り、ここから⑮に抜けるルートがもっとも自然である。

すなわち⑥、⑫間は傾斜にあまり逆らうことなく、そして⑫以西には、小規模ながら「住吉堀

割」が古くからつくられていたのである。

城蓮寺付近から「住吉堀割」に向かわなかった理由の一つとしては、つぎのようなことが考

えられる。すなわち「住吉大社」門前をはじめ、このルー トぞぃには庭井、枯木、苅田、宇山

など、古くからの集落があり、通過が不可能であったためである。大和川つけ替え直前には、

流域にあたる各ホ寸から反文↓運動が生じている。したがって、新しい大和川は、反対のもっとも
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少ないルー トを選んだといえよう。つぎの理由は、浅香山④以西に、段丘を深 く刻む規模の大

きい開析谷がすでに存在 していたことである。したがって、そこまでの間約 3,000mを築堤、

掘削すれば、水を大阪湾にたやすく落 しえた。これは積極的な理由といえる。つまり、この区

間では、自然の開析谷に連結 させるため、約 3,000m間 を、地形に逆行させたわけである。

つけ替えにともなう諸問題  このようにして、大和川は自然の傾斜に逆行させるかたちで新

しいルートをとったため、上流側では、自然つF水が不可能となった。そこで左岸に落堀川をつ

くったが、その様子はつぎの記事から容易に理解される。

「右川筋川下地高二御座候二付、毎度水湛、中略 宝永五子年村方申合、当村ヨリ浅香谷

口まで廿七丁之間、平均六尺掘立申候二付、………」

(延享元年 城蓮寺村明糸H帳 )

これは、つけ替え後40年たった時に書かれたものであるが、これによって、城蓮寺村付近の

下流吉Бにおいて地盤がより高くなっていたため、しばしば湛水が生 じたことがよくわかる。ま

た “浅香谷口"と いうことばは、ここに先行する開析谷が存在 していたことを暗示させる。な

お排水条件をよくするため、深さ6尺 (約 1.8m)ま で掘 り下げられたとあるが、掘 り下げの

程度は西ほど大きかったはずである。

三宅村は、中位段丘上に立地するが、西方の氾濫原に展開する水田は、大和川つけ替え後 し

ばしば浸水するようになった。

「領内西手者地下 リニ而、新大和川出来以後ハ悪水指つかへ、洪水之節者水損場所も御座

候 、 … … … 」

(宝暦十年 二宅村明細帳)
この地域は、旧西除川のルートから離れており、従来は絶好の水田地帯をなしていたが、大和

川つけ替えによる環境変化がこのようなかたちで災害を発生させるに至ったのである。

南北にのびる二つの中位段丘に換まれ、しかも旧西除川のルー トに近い城蓮寺村では、その

被害がもっとも湛大であった。すなわち、西除川右岸のすべての水が、この―角に集中したわ

けである。

「当村ヨリ西東共地高二て御座候故、小時之雨二も御田地ハ不及申上、居宅迄水湛申候、

●………●●」

「大和川東西之堤二せかれ、南表狭山西除川、東除川間凡壱万八九千石程之悪水落込申候

二付、御田畑者勿論、居村へ洪水入、・……・・」

(寛保 3年 村方盛衰帳)

「右大水之節難儀仕候故、御代地之内へ居村引越住居仕候、一・…・・」
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断片的な記録ではあるが、われわれは、これらから城蓮寺村における水害が水田に限らず住宅

にまで及び、移転さえも余儀なくされた事実を、感じとることができる。このようにして、微

地形の特色から判断しうる地域の実態は、古い記録によって裏づけることが可能である。

3.今池遺跡地区の地形環境

当地域は、耳とを大和川の左岸堤、東を旧西除川ぞいの微高地、そして南を現西除川によって

限られた、東を底辺とする二等辺三角形のほぼ中央部に位置する。標高は 9.5～ Hmであり、
西ないし西北に向かって緩く傾斜している。条里型土地割が、割合整然と残っており、地域の

すぐ南を長尾街道が東西走する。

微地形  第217図において、油上集落が立地する部分は自然堤防であり、西方の低地より50
～100cm高 くなっている。中央部には氾濫原力刃要開しており、この面は西方において漸次段丘

に移行する。すでに述べたように、氾濫原と西の中位段丘を限る明瞭なガケは認められないが、

境界は今池付近に位置する。

地表景観としての微地形や土地割の形状から推定される旧河道は、 2本ある。その一つは、

旧西除川と現西除川の分岐点付近からこの地点までやってきて、今池の】ヒ東角をかすめて】ヒ西

に向かうものである。つぎは油上の北西部において、長さ 150mく らいの範囲にのびる規模の

小さいものである。10mの等高線をみるとわかるように、これは周辺部より若干低くなってお

り、河跡の西端に細流をとどめている。

表層地質  この地域では、今池の東端に接する南の旧河道付近を境にして、それ以東では、
旧河道の部分をのぞくと、表層は全般的に細粒物質によって構成されている。それに対し、今

池の耳帥」には、粗い物質がきわめて不規則に堆積しているのである。

たとえば、今池東方の天美西小学校の地点 (第238図の⑦)では、深さ350cm付近までは暗

黄灰～暗青灰色の砂混 リシルト、暗褐色の有機質土、暗青灰色のシルト混 り細砂となっている。

つぎに2つの旧河道のほぼ中間に位置する⑥地点では、地表がら深さ 150cmま では暗褐色の砂

混り粘土、-150～ 260cmは 暗青灰色の粘土混り砂、そしてその下部に厚さ 130cmの暗黒灰色の

腐植土が堆積している。図中にPを付したところでは、いずれも同じような堆積相を示し、長

期間にわたって、穏やかな環境が継続したことを物語る。

以上に対し、今池北西方の①では、耕±30cm、 暗茶褐色の砂質粘±80cmの下は、青灰色の砂

レキ層である。中間的な性格を示すのが④、⑤である。すなわち④地点では、表層の細粒物質

の厚さが 340cmで、その下は砂レキ層となっている。旧河道の延長部に位置する⑤においては、

厚さ20cmを示す耕土の下は、砂層が深 さ 250cmま でつづき、その下は淡褐色ないし青灰色の砂

レキ層となっている。ところが④の北約 100mの ところに位置する②の地点では、深さ280cm
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第202図 今池遺跡付近の地理的環境

まで粘土層が堆積する。この粘土層は上方が暗褐色、下方が青灰色をなし、その下は厚さ約70

cmの腐植土となっている。

以上のような事実から、段丘層と東の沖積層との境界線が、①地点付近を中心にして北北西

―南南東方向に走っていることが、ほぼ明らかになった。そして、このライン以東では、深さ

250～ 350cm付近に、ピート層が広域にわたって展開することも知られるに至った。なおこの層

第203図 旧河道の地層断面図(A― A′ )位 置は第238国参照

の東限は確認しえなかった

が、】しは大和川の河床をこ

えて右岸の阪南高校付近に

まで達している。

旧河道の堆積物  まずは

じめに、A― A′断面につい

て述べてみたい。旧河床の

東方、すなわちA′付近には、

穏やかな地形県境のもとに

堆積したと解される細粒物

質が深さ7m付近まで続い

０
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２

３

４

５

６
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ている。すなわち、耕土の下深さ 180cmま では、黄褐色の砂混り粘土層であり、若子のシルト

を混入している。そしてその下には、さらに粒径の小さい暗青灰色をしたシルト質粘土が、厚

さ90cmに わたって堆積しているのである。これらは、自然堤防から後背湿地にうつる地点のよ

うな静水域に堆積した物質といえるであろう。

これに対し、西方の水路に近いところでは、粗い河床堆積物が、かなり厚く堆積している。

すなわち、耕±20cmの 下に、50～ 70cmに わたって黄褐色のレキ混り砂が堆積 し、その下方は深

さ 240cmま で、黄灰色の砂レキ層となっている。ここでは、洪水の際侵食されたためか、下部

のピート層の厚さは100～■Ocmと 若千薄い。これは旧西除川の一つの分流をなしていたと考え

られるが、分流としての機能を失なってからかなりの年数が経っているためか、地表景観から

は延長 150mあ まりの区間しか、それを検出しえない。

つぎは、広範囲にわたって発掘調査を行なった結果、検出しえた埋没河跡である(第238図参

照)。 河跡が埋没する地点には、長地型の土地割が南北方向に整然と走っており、地表景観から

それを検出することは、全く不可能である。

われわれは、深さ4m前後のピットを数多く掘ったが、そのうち④、○、○の3点地点につ
いては、第238図に示したところである。これによると、もっとも西方の④地点では、約10cmの
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第204図 今池地区の地質柱状図
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第205図 今池地区の地質柱状図

(露頭観察と検土杖による。場所は◎○の中間)

表土の下は深さ約 250cmま でがシルト層となっている。また○の地点においても、深さ 245cm

までは若干砂を混入したシルト層である。いずれも、穏やかな環境下における堆積物といえる。

以上に対して、Oの地点では深さ80cmか ら 180cmに かけて、黄褐色の小レキ混り粗砂および

茶灰色の砂レキ層が堆積する。そして深さ178～187cmの ところで不整合面と考えられる層相を

発見した。したがって、ここでは、シルト層が静かに堆積する環境下において、突然洪水が到

来し、一定の侵食を行なうと同時に、粗い物質を一度に堆積させたものと考えられる。

この埋没河跡の東限をおさえるため、ピットの露頭観察と検土杖による試錐を行なった。そ

の結果、Oに もっとも近い⑥地点では、砂レキ層が -80～ -215cmま で厚さ 130cmに わたって

堆積していた。これは○の地点よりかなり厚い。つぎにその東の◎地点では、砂レキ層の厚さ

力沌Ocm程度となり、③地点では、それが全く消滅していた。以上の事実から、埋没河跡の東の

限界は◎、③両地点の間、そして西の限界は④、○両地点の間に位置することが明らかとなっ

た。仮りに西の限界線を④、〇のほぼ中間にひくと、川幅は約70mと なるが、厳密には45～ 90

mの間のいずれかにあたるわけである。なお河床の最低部は -220cm、 洪水堆積物のトップは

-80～ -90cmと いうことができる。

ところで、この砂レキ堆が、細長く続く河床堆積物なのか、和泉国槙尾川右岸などにおいて
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検出しえたシュートバーのように紡錘形をなすものなのか、今のところはっきりしない。層相

から判断するかぎり、洪水の方向は N lo° W前後である。なお、これは地表景観から検出しう
る南の旧

'可

道とは、連続しないものと解される。何故ならば、両者の形成年代に大きい開きが

あると考えられるからである。この砂レキ層の下部は、遺物を含まない青灰色のシルト層とな

つているため、洪水発生の上限を知ることはできないが、上部に存在する遺物から判断すると、

洪水発生の下限は5～ 7世紀と考えられ、南部のものよりかなり古い。

埋没遺構  ここでは、従来の考古学的研究成果のうち、過去の地形環境推定に、手掛りが与
えられるもののみをとりあげ、若子の考察を行なってみたい。

イ)掘立柱建物  これは、第238図の①の西方において集中してみられる。ここでは耕土
・床土の下に暗灰ないし黒褐色をした遺物包含層があり、その下は黄灰色シルトの地山となっ

ている。 6世紀中葉の須恵器を大量に含む包含層の厚さは20～ 30cmであり、建物は、深さ60om

前後を示す地山の上面で検出された。

ここは中位段丘の東の端にあたり、居住環境として比較的秀れていたものと思われるが、こ

のほかに、段丘から東の氾濫原に移る②付近からも、わずかに掘立柱建物が検出されている。

そして遺物包合層の厚さは、西の段丘部より、若干大きい。両遺構から判断すると、④地点西

方の段丘面を中心に、居住が継続的に行なわれており、その時期は 5世紀から6世紀にかけて

と思われる。

口)溝・水路  掘立柱建物の集中する①地点すなわち中位段丘面において、N26° E方向を
とる溝が、断続的に40m近 くのびている。これはこの地域の最大傾斜面に従っており、幅は100

cm前後、深さはlo～20cmを示す。住居群のなかにおいて、排水の機能を果していたものと思わ

れる。なる、この水路の南端において丁字型で接し、ほぼ東西方向に流れるもう1本の水路が

ある。これは規模、連続性ともに大きいが、やはり排水路として用いられていたものであろう。

なおこの地区では、ほかに断片的なものが、 8か所で検出されている。

ハ)井戸・井戸状遺構・溜池  ①地点において、井戸状の遺構が5基検出されている。そ
の規模は直径力Чoo～ 300cm、 深さは20～ 40cmと なっている。深さの違いは地層の地域的差異 を

反映するものであり、いずれも豊かな湧水がみられる砂層に達している。ほとんどの井戸は須

恵器、土師器などを混入する暗褐色のシルト層によって埋積されており、遺物の年代から判断

すると、井戸が掘削または使用された時期は6世糸己前葉から中葉と解される。ほぼ同じ時代か、

若干早いころに掘削されたと考えられる井戸は、②地点付近においても数基検出されている。

以上に対し、⑤および③の地点では、近世に築造された井戸が検出されている。前者すなわ

ち段丘と氾濫原の境界部にあたる地点の井戸は、直径力比30～ 150cm、 深 さ350～ 500cmと かなり

規模が大きい。ここでも湧水は多い。つぎに氾濫原に位置する③地点では、深さ500～ 700cmま
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で掘り下げられており、地下水は 400cm前後の深さのところから湧き出して
いた。これらはい

ずれも潅漑を目的として掘られたものと思われる。

二)条里遺構  検出された遺構は、かなりの数にのばるが、ここではもっとも信頼性の大

きい1例のみをとりあげてみたい(第238図参照)。 これは⑥の地点を通って南北にのびるライ
ン

に沿 うもので、坪ざかいをなしている。現在この付近は盛土されて
いるが、昭和36年の空中写

真をみると、南】ヒ方向をとる道路の東狽1に平行して走る水路もみられる。発掘結果
によると、

幅 200cmを示す現在の道路の下に、幅100～ 110cm、 高さ約20cmの畦畔と解
される微凸地が存在

する。これは同時代において、同じ性質をもつ周辺の土壊を盛り上げて
つくつたものであるた

めか、色調・粒度組成などに大差はないが、埋没畦畔と解される微凸地
の輪郭は確認しうる。

畦畔を構成するものは灰褐色のシルト層であり、これは若干明るい色調を示す小
レキおよび、

粘土を混入するシルト層によって約60cmカ バーされている。こ
こでは、かつての畦畔が埋没さ

れたのち、再度同じ地点に土地割が再現した事実を知ることができるが、追物
からその正確な

年代をおさえることは不可能であつた。

地形環境の変化  この地域における洪水堆積物、および掘立柱建物、濤などの埋没時期を検

討した結果、この地域において、 6世糸己前半ころ地形環境に大きい変化が生じ
た可能性力W農 く

なった。当時旧天野川の主流は、堀付近からまっすぐ北に向って
いたと思われる。このころ発

生した洪水によって、分流の一つが高木付近で西に溢れ、今池の北東角付近を
かすめて北に流

れるようになったと考えられる。これによって付近一帯に多量のシ
ルトを堆積させたが、それ

だけでなく、中付近から我堂付近、金田付近から浅香山に至る中位段丘上の開析谷ぞ
いにも洪

水が発生し、傾斜の緩くなる今池付近に多くの土砂を堆積させたも
のと考えられる。このよう

な大洪水が発生した原因としては、気象条件のほかに、上流部 Iゴお
いて5世紀中葉から開始さ

れた須恵器生産、および5世紀後半からはじまったと考えられる中位段丘面での開田
があげら

れる。

5世紀ころまでは、この地域を北北西から南南東に向かう東おちの低いガケあり、そ
のライ

ンの西側で居住が行なわれ、東狽」では地表水の不足を補なうために丼戸を
つくつて農耕が営な

まれていたと考えられる。ところが、 6世紀 1こ発生した大洪水によって住居、溝、井戸な
どが

一瞬にして埋没すると共に、ガケもほとんど消滅して了ったものと思われ
る。

この地域の起伏を消滅させたもう一つの大きい営力は、条里制にもとずく
土地の再編成であ

る。これによってガケは完全になくされ、微地形にしたがっていた従来
の水路や道路も、整然

としたものに改められたのである。中世から近世にかけても早抜時には、井戸
が新しく掘られ、

また洪水によってそれが埋没した。そして18世紀初頭における大和川
つけ替え以降は、新西除

川の右への破堤による浸水、土砂による埋積、および落堀川の排水不良
による滞水が頻発する
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ようになったと考えられる。

本稿では、広域にわたって発掘が行なわれた今池遺跡 を中心とし、西除川下流域における古

代のさまざまな歴史地理的問題について検討を加えてきた。明らかになしえた事項を要約する

と以下の通りになる。

① 当地域は、9つの自然地形型と3つの人為地形型に分けることができる。もっとも広域
に展開するのは中位段丘であり、それを縁どるようにして低位段丘と沖積段丘が存在する。低

地の微地形は、上流側の谷底平野と下流域に広がる氾濫原とに大きく分けられ、1巳濫原には自

然堤防が旧河道にそって、あるいは孤立 して存在する。河跡のうち段丘上に分布する開析谷は、

形成の歴史がより古く、氾濫原にみられるものはそれが新 しい。人為地形としては溜池、濤渠、

古墳などがあげられ、溜池はほぼ全域、濤渠と古墳は西除川右岸の中位段丘面にみられる。

② 表層地質は、きわめて多様性に富む。西除川右岸の中位段丘のばあい、砂レキ層よりは
シルトの占める割合がたかく、開析谷を埋積する軟弱で、厚いシルト層もみられる。西除川ぞ

いの氾濫原では、沖積層の厚さは4～ 5mと 考えられる。

③ 中位段丘上の溜池は、平坦部に立地するものと開析谷を堰き止めたものに大きくわかれ
る。前者は一般に規模が大きく、方形をなすが、後者の多くは最大傾斜線に沿って細長くのび

ている。そして氾濫原に位置するものは、逆に東西に長くのびるものが多く、大部分は方形を

なしている。

④  水路は、自然の微起伏にしたがったものと条里制にもとずき、東西南北に整然と走るも

のとに分かれるが、両者は複雑に交錯 している。

③ 地形の面から潅漑の難易度についてみると、中位および低位段丘は河川からの自然潅1既
が困難であり、沖積段丘は簡単な丼堰をつくることによって、それが可能であった。そして自

然潅漑が容易であったのは、氾濫原と谷底平野である。

⑥  『住吉大社神代記』にみられる「針魚川」は、東除川左岸の西川付近から中位段丘面を

横切って西方の寺池付近に至る人工水路にあたると考えられる。これは微地形、表層地質、小

字名などから裏づけることができる。

⑦  「依網池」は、狭山池の西から大阪城付近にまでのびる中位段丘のほぼ中央部の東端に、

潅漑を主目的としてつくられた。当時ここには南から北にのびる2本の開析谷があり、水深は

一定しなかった。ただし、『日本書紀』の記載内容、16世糸己中葉の古地図などから判断すると、

平均水深は2m以下であったものと思われる。

① 段丘開発の歴史からみると、「依網池」が築造されたのは、5世紀中葉ころであり、狭山
池はそれより約 150年 おくれて、 6世紀末から7世紀の初頭ころにつくられたものと考えられ
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る。

③ 条里型土地割は、西除川左岸の中位段丘面、沖積段丘および氾濫原に分布するが、これ
は歴史時代における地形環境の地域的特色をよく反映している。

⑩ 地形条件からみたばあい、大和川の新しいルートは適当なものとはいえない。このよう
な不自然なコースが選ばれた理由としては、城蓮寺付近から苅田を経て住吉に至る間に、古く

からの集落が多く存在していたため、そこを通過させるのが不可能であったことおよび浅香山

付近には、南東から北西に向かう規模のかなり大きい開析谷がすでに存在していたため、これ

に連絡すれば新しい河川の掘削範囲は、若千少なくて済んだことなどがあげられる。

① 新しい大和川のルートが、最大傾斜線に直交ないし、わずかに逆行するかたちでつくら
れたため、つけ替え後は上流側の城蓮寺を中心に、内水災害が頻発するようになり、激しい時

には家屋のたちのきさえも余儀なくされた。

⑫ 今池地区では、 5～ 6世紀ころ西側の段丘上に掘立柱建物をつくって、居住が行なわれ
た。東の低地では地表水のほかに丼戸を掘って地下水も利用しながら農耕が営なまれていた。

ところが6世糸己の前半ころ、この付近に大洪水が発生し、建物のほかに水路、井戸いずれも一

瞬にして放棄されるに至った。付近一帯には土砂が堆積し、中位段丘と氾濫原を限る段丘崖は

ほとんど消滅 してしまったのである。

① このような洪水を発生させた主要因としては、上流部の丘陵地帯における須恵器の生産、
段丘面における大規模な土地開発などをあげることができる。

〔付 記〕

本研究をすすめるにあたり、堺市教育委員会の森村健一技師および大依羅神社宮司の桜谷喜

久麿氏にいろいろとご教示いただいた。また現地調査の際には立命館大学の原秀禎 (助手)、 高

橋学 (大学院生)、青木哲哉、大竹陽二、高嶋新治、高田正敏、外山秀一、野々村拓也、前葉和

子 (以上学部学生)の諸君の協力を得た。記して感謝の意を表したい。(1980.2)

〔補 足〕
「日本アイソトープ協会」に依頼してあった年代測定結果が出たので、若干補足しておきた

い。われわれは、松原市天美西七丁目 (考古学関係者による発掘現場)に おいて、より深いピ

ットを掘り、地下約 300cmの ところに堆積する泥炭層から資料を採取した。得られた
14c年代

は、37,800Y B.P.以上となっている。 (N-3812、 3813)こ の値から、以下のような推定が

可能である。
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① この地層は、ウルム氷期以前の静水域に堆積した。
② ここはその後、砂礫層 (段丘層)に よって一担カバーされたのち、河川の侵食をうけた。
③ 泥炭層の上部に堆積しているのは、より新しい時代の河成堆積物である。
やや古い年代を示すものであるが、この数値は、今後のこの地域における地理学や考古学の研

究に、貴重な指標を与えるものと考えられる。 (昭和55年 9月 )
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2.松原市域における条里

出 水 陸 巳

松原市と条里

この地域の条里制の研究は、古くは天坊幸彦氏のものがあるが、戦後は由井喜太郎氏の「1可内

国条里の研究」 (ヒ ストリア13号)があり、特に大越勝秋氏の『河内国条里関係史料集』が昭和

28年 に、その補遺が翌年に出され昭和33年 には補遺続が出されている。の「河内国における条

里遺制補遺」 (『社会科研究』九号～十三号)な どの研究があり、昭和35年 の「大阪府下 (摂・

河・泉)の条里制坪名帳」は大越勝秋氏の条里関係史料や小字の中の坪名の集成などを行なっ

ったもので、なかでも基礎的な面での資料作りは大きな成果である。昭和40年代に入って桑原

公徳氏の河内国内に於ける条里追構の研究は高く評価されている。最近では足利健亮氏の摂河

泉の古道計画の研究の中で、松原市内の条里の研究がおしすすめられているのが注目される。

また古代を考える会の「丹比道の検討」の中でも発表されている。また谷岡武雄氏は大阪府教

育委員会より出された「扶山遺跡発掘調査概要」の報告書の中で丹南郡の条里を複原されてい

る。同様に大津道以南の丹南郡では丹比道を境として、その北と南とで坪並のタイプが異なっ

ていると指摘した服部昌之氏の研究がある。幸い桑原公徳・足利健亮の両氏は松原市史編さん

委員であるので、松原市域の条里研究の成果が特に期待される。

2.松原市の小字図

松原市の条里の状況をみるのであるが、条里制が古代のものであるので、市域を旧郡ごとに

分けて史料にみえる条里坪付、残存する小字坪名から天平十四年の班田図のように、地図上に

条里区画を復原するのである。残存する坪名から里 (六町四方)内の坪 (一町四方)の数え方

を復原し、さらには古代、中世の条里関係の文書にあらわれる条・里地名と現在の地名などか

ら条および里の呼称法を復原する必要があった。この基礎資料である小字名調査は、まだ市史

編さん委員だった昭和43年ごろ、足利氏の進めで松原市内に於ける条里研究の基礎作業として

市域内に残る小字坪名を確実に地図上に転記することから初めた。まず最初に農業団体の土地

台帳や農業委員会や市の地籍図から小字名 。地番をひろい出した。昭和43年作製の縮尺三千分

の一の都市計画地図上に地番を写し、小字名と境界を示して松原市内全域の小字図を作成した。

これをさらに昭和43年作製の縮尺一万分の一の一枚地図上に転写した。また旧村ごとの江戸時
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代の絵図に月ヽ字名のあるところはそれにしたがって、まとめあげたものが松原市史資料集第 4

号『松原における小字名と小字図』である。

この中から条里に関係あると思われる小字名を旧郡の村ごとにひろい出してみると下のごと

くである。

松原市の条里制関係坪名

I
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三 宅 村

一津屋村

/1ヽ ,II村

若 林 村

高 見 村

新 堂 村

東 代 村

向 井 村

旧八上郡

河 合 村

旧丹南郡

丹 南 村

五ノ坪、上五ノ坪、五ノ坪田、

藤條、西藤條、一里山、

中ノ坪、壱丁、壱丁田、

四ノ坪、五ノ坪、五之坪、

一ノ坪、市ノ坪、三ノ坪、九ノ坪、十ノ坪、

人ノ平、

七ノ坪、七之坪、

十三、

八ノ坪、八之坪、九ノ坪、

八ノ坪、九ノ坪、

坪落、

3.松 原市の条里

松原市の条里制坪名の確認によって、条里の坪付の形式や条里の方向の二点を究明すること

が出来る。特に向井村の人ノ坪と九ノ坪の連続の並び方と、その周辺の堀村の一ノ坪と油上・

彦村の五ノ坪の位置から坪付が千鳥式で、西南隅の一ノ坪を基点として東方に千′鳥式に数え、

西北隅の角で36坪で終わるから、条里の方向は条は東へ里は北へのびてぃることがわかる。こ

れは東の東除川流域の若林村にもおよび、川北の九ノ坪と十ノ坪の並び方と一ノ坪 (市ノ坪)

の位置から向井村付近の坪付の形式と同じであることがわかる。

しかし河合村の八ノ坪と九ノ坪の並び方と新堂村の七ノ坪の位置から坪付の形式は明らかに

向井村や若林村の坪付の形式と異なった東南隅を第 1坪 の基点とし、北方に千鳥式に数えて

西南隅の36坪で終わる形式である。また東代村の十三ノ坪と高見村の八ノ坪の並び方は一里に

36坪のところ6坪足らずの30坪のために、やや変則的な坪付の形式となっているが基本的には河

合村の坪付形式と同じである。これはむしろその北側に一直線の長尾街道が通っているためこ

のように制約を受けているためである。このように松原市の中央部を通る長尾街道 (大津道)

を堺界線として、異なった二つの坪付の並び方によって二つの条里があることが確認出来るの

である。

丹北郡の条皇史料として有名な廷久4年 (1072)の石清水文書の太政官待がある。

壱処 字矢田庄 丹北郡
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墾田陸町捌段

壱条矢田部拾参坪伍段 篠原里参拾参坪陸段 北参条駅家里拾玖坪陸段 楯原中里
里外捌坪壱町 同里弐拾玖坪壱町 田井里捌坪壱町 同里参拾坪陸段 野中里拾捌
坪捌段 耳ヒ辞条井塞里弐拾捌坪渠段

右、同行裕、同前勘奏稀、作墾田、承平六年以後相偉公験巳以嫡焉、而奉寄宮寺之

由、雖無所見、国司与判又及数十代、可被裁許者、同宜、奉勅、件庄宜仰彼國、停

止相偉田、令免除本田者、

(中 略)

河内國玖箇庭

壱処 ⇔吊部郡

田弐拾睦町玖段

壱処 古市郡

田柴町玖段隆拾歩

壱処 安宿君Б

田弐町弐段価捌拾歩

壱処 讃良郡

田捌町伍段信捌拾歩

壱処 若江北条

田陸町参信歩

壱処 志紀北条

田柴町行陸拾歩

壱処 同 南条

田壱町弐段弐衛辞拾歩

壱処 八上郡

田捌町壱段弐栢捌拾歩

壱処 交野南条

田柴町柴段価捌拾歩

(後 略)

4.松 原市の条里 (1トー大津道以南の条里

この文書によると丹北郡の一条矢田部から北四条井塞里が丹北郡矢田庄の範囲であり、丹耳ヒ

郡の一条に矢田部・篠原里があり、】ヒ三条には駅家里・楯原中里・田井里・野中里があり、耳ヒ
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四条に丼塞里があったことが知られている。矢田部はいうまでもなく東住吉区の矢田部であり

この線上に篠原里があればこの条里は丹耳ヒ郡の一条にあたるわけだ。松原市全域の小字名図を

みると、我堂の南西隅に字篠原がある。これが篠原里の名残りと思われるのは、この字篠原は

堺市の境界線に接する河内国丹北部と摂津国住吉郡との国境でもあることによる。丹北郡の一

条はこの国境線より始まることになる。

近年この国境線についてもう一つの考証がなされた。近年難波宮および難波京の発掘調査が

進められたことにより、難波京の正中線が明らかになり、難波宮より飛鳥への古道のルートが

大いに究明された。

仁徳紀に高津宮から丹比邑に至る大道を作り、また推古紀21年 に飛′烏京より難波までの大道

の設置が出ている。作大道置於京中、自南門直指之至丹比邑。  又自難波至京置大道。

このこととあいまって上町台地上にすべて台地に沿い南々西方向の道路が多い中にあって、そ

れらと方向を異にする正南北道路が四天王寺の東方上に残され、かつそれに沿って「大道」と

いう地名を指摘され、朱雀大路にさかのぼる可能性を示唆されたのは藤岡謙二郎氏である。

さらに難波宮の正中線を推定され、難波京域のさらに南へ延長すると松原市と堺市の境界線

につながるから、古代その位置に正南北の一直線の存在を確認され、大津道 (長尾街道)と 丹

比道 (竹内街道)と も直交していると明示されたのは岸俊男氏である。さらに足利健亮氏は難

波京から南海道へ達する朱雀大路を丹比道と直交させて河内・和泉両国の国境上から車 (日 )部

駅に通じ和泉国府に至ったとする説を発表された。

これは古代大和における飛′島京の正中線が中ッ道であり、藤原京は中ッ道と下ッ道の線上線

を基礎に造営プランが作られていることと、平城京の正中線が下ッ道につながっていることを

考え合せてみると道路の重要性がみられる。

このようなことから難波京の正中線の大道を境に河内国丹】ヒ郡と摂津国住吉郡との国境とな

った。大津道 も河内国衛 を通 り難波京正中線と直交していて、坪付形式と字篠原から条里復

原図を作れば、条は難波京正中線で始まり、里は大津道(長尾街道)で始まる。石后水文書にあ

る丹北郡の「一条篠原里」は丹北郡一条一里にあたる。つぎに「北三条駅家里」は西除川畔の

向井付近にあたる。古代の西除川は水量も多く川幅もずっと広かったにちがいない。江戸時代

に布忍付近の西除川を数多くの歌が詠まれている。

夕だちに大水出れば布忍川はばは何丈何尺かある 秀 綱

夕だちに大水出れば布忍川浪はしはにてはばも知 られず   浄 久

まして古代にはもっと困難なる場所であったと想像 され、この三条一里には大津道 (長尾街

道)は河内と和泉の国衛を結ぶ幹線道路であり、さらに南海道の主要路にあたり駅家がこの地

におかれたのではないだろうか。大字向井もさることながら、字向井側、字追分があり、大字
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清水に字正殿、字 ,馬取淵があり、大字高見もすべて大津道筋に残されていることも西除川をは

さんで駅家の名残 りの地名として重視される。『続日本後紀』承和 8年 (841)に は

以河内国丹比郡駅家院倉八宇屋二宇、遷建当郡 日根野為正倉。

とあるのはこの耳し三条の駅家のことであろう。このように都が飛′鳥京より藤原京へ、平城京ヘ

平安京へと遷るにしたがい、難波京との二つの都城 を結ぶ幹線交通路としての意味を喪失する

に至ったものと考えられる。 しかし廃駅となっても大津道 (長尾街道)は南海道の一区間であ

ることはまちがいではないが、『日本紀略』延暦15年 (796)に は

南海道駅路迪遠、使令難通、囚廃旧路通新道。

とあり、「南海道駅路は旧路 を廃 し、新道を通ず」の史料から駅家の変化もうなずけるものであ

る。また丹比道 (竹内街道)の西除川付近の石原に行基が布施屋をもうけたと行基年譜に出て

いるのも駅家と同様に幹線道路であっても通行人の困難さを考えざるをえない。町ヒ三条田井里」

は田井城の西北辺と推定する。大津道の南側にある大字東代は、もと東田井と呼ばれていたと

とが文禄三年 (1954)の 検地帳によって知られている。町ヒ三条野中里」は大字池内の字野中付

近にあたり、北三条楯原中里は三条の最北端の里 を示し、さらに摂津国住吉郡との間に12坪の

里外地 を有していたことが確認出来る。住吉大社宮司解の天平元年 (729)に は

依託宣移徒河内国丹治比郡猪原里、故号住道里住道神

とあるによれば、住道里並に住道神は摂津郡より河内国丹北郡椿原里に移り来たとする。これ

は住吉郡大字喜通の西辺に楯原神社があったと伝えられているので、椿原は誤 りで楯原といわ

れている。「北四条井塞里」は田井城・西瓜破の線であるが、今井戸川 (大和川の北岸では今川

と呼ばれている)筋にあたるところに丼塞里があったと考えられる。このようにして五条は、

大字阿保・大字三宅 。大字東瓜破 と、六条は大字別所、七条は大字一津屋 。大字川辺 。大字長

原、八条は大字小川 。大字大堀、九条を大字若林となっている。あとは志旅己郡まで里外地とな

っている。

5。 松原市の条里  (歩―獣津道以南の条里

延久4年 (1072)の石清水文書の大政官符によって丹北郡の条里が復原することが出来たが

大津道 (長尾街道)以南はどのようであろうか。坪付形式のときにもふれたように大字河合の

八ノ坪と九ノ坪の並び方と大字新堂の七ノ坪の位置から、坪付形式をみると東南隅から第 1坪

を基点として、耳ヒ方に千鳥式に数えて西南隅の第36坪で終わる形式を示している。また大字東

代の十三ノ坪と大字高見の八ノ坪の並び方は一里力沼6坪であるところ大津道 (長尾街道)に接

するため6坪足らずの30坪 しかない里外地のために、やや変則的な坪付となっているが基本的に

は大字河合や大字新堂の坪付形式と同じである。この里外地坪付によって、この条里は大津道

―-303-―



と平行している丹比道 (竹内街道)を基点として始まっていることとなる。かかる坪付形式に

基ずいて条と里の界線 を引いてゆくと、大津道以北の丹】ヒ郡のものより2町東へずれている。

ただこの条里についての条里史料が見つかっていないので、どこから初まっているのか、何条

何里か明らかでない。

ただこの大津道と丹比道間の条里に関 して岸俊男氏の有名な論文がある。つまり「この東

西に並走する三道路間の距離は1908メ ー トルで、大和の上・中・下の三道路が正 しく4里の間

隔を保っているのに対 して、両道路の場合にはそのような計画性はないようだ。条里からみれ

ば、 6町で 1里の条里制では 2里 と里外地の 5町分となっていて、 6町 1里の完数になってい

ない」と書いておられる。この点について松原市史の足利健亮氏が注 目され、3000分 の 1の

地図で実測すると1908mで 、条里制の坪が17個 あり、109m条 里で計算すると1853mと なるが実

際には55m長い1908mと なる。そこで同氏と私が巻尺ではかると、確かに平均 112mと いう非

常に長い南北条里の距離があり、東西方向の条里を計ると109m条里であった。これは106mで

割ると18で害1り 切れるから、要するに106m条里の18倍であるという倍数距離である事実によっ

て、この竹内街道と長尾街道の起原が非常に古いという傍証の一つが得られた。

106m条里のことは丹北郡の大字城連寺付近にもみられるが、この二道路のような正確な結論が

出されていない。あるいは大和のように大津道の北方に東西方向にもう一本の古道を想定する

意見もある。また西除川流域の竹内街道以南の条里についての地割方向も、南北線がかなり西

の方にふって、坪の形も正方形でなくやや菱形に近いものとなっているが、竹内街道付近で修

正されて、長尾街道間までに正南北線となり坪の形も正方形となっているのは、これら丹比郡

の地割の古さを物語る一部分ではないだろうか。

6.松 原市の条里 (3-丹 比道以南の条里

大津道 (長尾街道)の北側の条里と南側の条里とでは、その坪付形式が異なっていたように

丹比道 (竹内街道)の北側とその南側の条里の坪付形式が異なっているだろうと思われながら

坪名の少なさゆえ、大字丹上に残る唯―の小字名の六ノ坪・五ノ坪の並び方より大津道以南の

坪付形式と同じ条里であると大越勝秋氏は考えられた。しかし近年美原町史の服部昌之氏は「古

代の直線国境について」の中で大津道以南の丹南郡では、丹比道 (竹内街道)の線を境として、

その北と南とで坪並のタイプが異なるものといわれている。また大阪府教育委員会が出した『扶

山追跡発掘調査概要』の中で、扶山遺跡付近の古代条里制遺構を執筆した谷岡武雄氏は丹比道

以南の丹南郡の条里にもふれ、その復原図も示された。

これによると丹比道以南地域における条里坪名は少なく、その復原は容易ではないといいな

がら大字丹上に残る小字名の坪名から、西から東へと四ノ坪・五ノ坪と並んでいる唯―の坪名
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から、丹北郡や古市郡と同一型の坪付形式とされた。この坪付形式に基ずいて復原すると、丹

比道と一致して南】ヒ線も丹比道以北の条里と共通するが、大津道以】ヒの条里のものより東へ 2

町ずれることになる。また服部昌之氏の『美原の歴史』の中で、美原町の字図より抽出した坪

名を一万分の一の地図上に転記して条里復原図を作成されている。これによると大字今井にも

五ノ坪の小字名が見つかり、丹北君Бの坪付形式にのるものであった。しかし何条・何里と復原

出来るがみつかっていない。

7.丹比郡の分割  (丹北君Б・丹南郡・八上郡の建郡)

丹比郡の初見は『続日本紀』の文武 4年 (700)の道照の死を伝える部分である。また『河内

国西琳寺縁起』に養老 6年 (722)に 丹比郡余戸郷の僧知蔵が公験を受けたとあり、寧楽遺文に

天平14年 に丹比郡野中郷の存在がたしかめられ、天平20年 (748)に丹比郡の侠山郷と天平勝宝

2年 (750)に は河内国丹北郡三宅郷・河内国丹北郡野中郷・河内国丹北郡野下郷と初めて丹北

君Бがみえる。これが正 しければ丹比郡が丹北郡に改称されたか、丹南、丹北に分割されたかと

推定しなければならないが、しかし、それ以後の六国史や延喜式にも丹比君Бで一括されている。

そして延久4年 (1072)の 石清水文書に丹北君ると初めて八上郡が出ている。丹南郡においては

承安 2年 (1173)の 佐伯景弘持経者注進状に丹北郡・丹南郡が出ている。もっとも『和名抄』

の丹比郡の分註に「太知比、丹南となり、丹北となる」と記るされているが、これは後の書き

入れの可能性もあり、これだけでは分割の時代を明らかにすることはできない。前田家本の『日

本霊異記』には「丹南郡」とあるが、真福寺本は「丹治北郡」、その他は「丹治比郡」と日本古

典文学大系に書かれているので決め手にならない。

吉田東伍の大日本地名辞書や日本地理志料等にも、丹比郡が丹南・丹北に分かれ、丹北郡よ

りさらに入上郡が分かれたが、その分置年紀が詳らずと記している。しかし前にものべたよう

に大津道・丹比道の二道の起源がかなり古く、それに沿って平地での条里が施行されたとすれ

ば、丹比郡が丹南・丹北両郡への分割はかなり早い時期だと考えられよう。それは道照・行基

等の狭山池を初め池や水路の土木事業によって、水日の開拓と人口増加により、さらに西部の

噴野が開墾されたことにより、八上郡が分割されたと考えられる。

8。 松原市の条里の まとめ

松原市域における条里をまとめてみると、ところどころに条里以前の地割が残こされていた

り、大字図をみると東西線が目につく。これは大津道や丹比道による影響の大きいことによる

とおもわれるが、条里施行はこれらの道を基準におし進められたように考えられる。このため

大津道・丹比道・芽淳道から条里の起点ではないかと考えさせる。
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ここで大きな問題は郡単位の条里の考え方である。丹北郡の条里は大津道より以】ヒであるこ

とは延久4年 (1072)の石清水文書の大政官符で明らかであるが、丹比道の以北の条里と以南

の条里はどう考えればよいか。谷岡武雄氏は全部丹南郡の条里と考えられて、丹比道の以耳ヒと

以南で分けられている。私もこの大津道以南の条里を丹南郡と考えているが、一部松原市域付

近で丹北郡が一部丹比道まで合まれていたと考える。それは承安 2年 (1173)の佐伯景弘持経者

注進状によると大津村以南の松原は丹北郡になっているし、松原村・更池村 。東田井村 (東代村)

の文禄 3年 (1594)の 検地帳が丹北郡になっている。この地域が延久4年の太政官符も北三条 l

耳ヒ四条となっているので、南三条・南四条を推察したいし、また太官符には志紀北条・志糸己南

条の存在のためである。また八上郡の条里は西除川以西の地域である。坪付形式からみると大

潔道以南の条里である。

また久安 2年 (■46)僧頼円田地売券によると

在八上郡野遠郷萩原里汁五坪元内西一

とあり、弘安 9年 (1286)の金剛寺文書の田井庄大饗天野一切経田里坪付注進案に

田井御庄大饗郷天野一切経田里坪付事

合

本新坪付

隼人窯里廿一坪ノニ反汁歩浮田里四ノ五反

新二坪付

浮田里三坪三百歩同四ノニ反六十歩

とあるごとく何条何里が使われていない。この地域は使わなかったのか。またはこの時代には

条里制がくずれてくる時代であろうか。応永元年 (1394)の西琳寺文書の

丹北西条羽昨郷内参町内

となるのも同様な変化の現れであろう。

なお条里地割を丹比郡全体からみれば、河南丘陵の地形からくるためか、瓜破・長吉
。太田

の水田の地割は長地形の地割であるが、三宅・田井城・高本は長地形もみられるが半折形もみ

られ、長地形と半折形が半々位みられる。また丹南・河合では河南丘陵地帯にあるためか、半

折形地害Jが卓越しているとみとめられる。
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